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はじめに 


これから 皆さんが 資格を 取得し， その 取扱 作業を 行おうと している 「危険物」 は， 
消防法に よる 規制を 受けて います。 なぜ 消防法な のかと いえば， 「危険物」 に 指定 
されて いる 物品が， いずれも “ 火災” と 隣り合わせに あるから です。 危険物には， 
火災を 発生させる 危険， 発生した 火災を 拡大させる 危険， さらに 発生 •拡大した 火 
災を 消火す るの が 困難で あると いう 危険が， 常に つきまとって いるので す。 

「危険物」 は 産業の あらゆる 面で 必要 不可欠な もので あり， われわれの 生活に さ 
まざ まな 形で 恩恵を 与えて くれます が， 扱い方を ひとつ 間違えれば 大災害を 招き か 
ねない という 一面を もっています。 ですから， 国家試験 という 形で 国から 免状を 与 
えられ， これら 危険物を 取り扱う 「危険物 取扱 者」 には， 国民の 生命 •財産を 災害 
の 危機に さらさない という， 重大な 責務が あると いっても 過言では ない のです。 

第一 類から 第 六 類 まで 6 種類 に 分類 さ れた 危険物の うち， 皆さんの 目指す 第 四 類 
には， ガソリン や 灯油な どの 石油 類から， オ リーブ 油， イワシ 油な どの 動植物 油 類 
まで， われわれの 生活に 極めて 身近な 物品が 集められて います。 試験では， これら 
個々 の 物品に ついての 知識は もちろん のこと， 物理学 や 化学の 基礎知識， そして 危 
険 物に 関係す る 法令に ついて 幅広い 知識が 問われます。 

この 本は， 受験の ために 必要な 手続き や， 各 試験科目の 内容に ついて 全く 予備 知 
識 のない 人に も 無理な く 理解で き， 受験 準備が 整えられ るよう に 編集して あ ります。 

主な 特長は 次の とおり です。 

1.  各 セクションの 冒頭に 出題 例を 掲げる ことにより， いま 勉強して いる 内容が， 
実際の 試験に どのよう な 形で 出る のか， 常に 意識で きる 構成に なって いる。 

2.  物理 •化学が 苦手な 人で も， 基本から 理解し， 知識を 習得で きる よう 十分な 
ページを 割り当て ている。 

3.  傍注 やまとめ の 工夫を し， 本文の 要点が わかりやすく 整理され ている。 

4.  適確 かつ 正確な 図解 イラストを 多用し， 難解な 内容 も 目で 見て 理解で きる。 

試験科目は 3 科目， 問題 数は 全部で わずか 35 問です が， 覚えなければ ならない 範 
囲が 広い のが 危険物 取扱 者 試験の 特徴です。 この 本を うまく 活用して， 無理な く， 
無駄な く， 効率的に 勉強し， 最短距離で 合格され る ことを 祈って います。 


監修者 
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►►►本書の 使い方 M44 


① 出題 例 

各 セクションで 学習す る 内容が， 実際の 試験では どのよ ラな 形で 出題され るの 
が， その 例を 掲げました。 はじめに 出題 例を 目に する ことにより， 出題の ポ イン 
卜を 適確に つかむ ことができ， 安心して 本文の 内容を 読み進めます。 出題 例と し 
て 掲げて あるのは， それぞれ 最も 典型的な パターンの 問題です。 


■m 


自衛 消防 組織 


通 9】 G* 涓 Klfl 繊 について， 次のう ち麟っ ている のは どれ か， 

^ 抆« 義* が あるのは. 大量の 険相を 《 扱う 所. 取 « 所 • 枝 
送 取扱 所を 打す る 寧* 所で ある。 

n 術 消 » 姐 織の 跤 «義» が ある 寧果 所と. 兔投籌 保安 鉍« 管 nif の* 任 義務 
が ある « 所の 条件は m である • 

<3>  事* 所 内の ua 所に おいて 取扱う 第 四 《 如険 物の « 鼴 が. m 定 »« の 3.00 
以上と なる 事* 所には， の 義» が ある 《 

(4} 移送 取扱 所を 打す る 寧* 所は. 移 达 取扱 所の 規 供に 两 わらず すべて の!！ 
格が ある- 

a)  n 術 rnw 粗 織は. 人 n および 化 fmwfi 動舉 により 編* さ れ る， 


DODD 0(1) 自衛 消防 組織の 意義 I  noon 

大規 横な 危晚物 綸投を 有する 寧 « 所に おいては. 火災 等の 事故が 免 生した 場合に 
被 其を 最小限と する ため， 規 校に 応じた 自衛 m 防 組織を® 成す る ことが 義務づけら 
れ ています。 （法 第 14 条の 4 による > 

(2) 設屢 義務の ある 事業所 t:  n  G  D  D 

〇 投置 が 鶊務づ けられて いる 事業所 

取 業 所 内の 製造所 • 一校 取扱 所 または 移送 取扱 所に おいて. 取り扱う 第 四 類の 危 
羧 物の 総 t が衍 定数 ft の 3,000 倍 （移送 取扱 所は m 定数 a) 以 h の 寧 業 所です. _ 


③ •••  Caution  ••• (注意） 

本文の 中で 説明した 事項に 
関連して， 詳しい 説明の 必要 
な もの や， 注意を 要する もの 
を 傍注 欄に 抜き出して まとめ 
てあります。 


④ Irnem  (参考） 

本文の 中で 説明した 事項に 
関連して， 参考と なる 情報， 
内容の 理解を 深める 上で 覚え 
た 方が よい ことを 傍注 欄に 抜 
き 出して あ LJ ます。 


② 出題 例の 解答 

出題 例と して 掲げた 問題の 
解答と 解説が， 右 ページの 傍 
注 欄に 示して あります。 


DDDf  l ⑶ 組織 編成 rODDD 

〇 組 MUB 成の 基準 

rj 術 m 防 組織の 拉 rh 務の ある 事業 所に おいては， 取 
扱う 危険物の 衔定数 霣 の 倍数に 応じて， 人 貝 数， 化学 消 
防 D 動 麻の 台数が 定められて います。 なお， 2 以上の 寧 
茱所 間で 災害が 発生した 場合の 相 m 芯 技に 間す る 規定が 
締 m されて いる 寧乘 所に ついては. « 成の 特例が 認めら 
れ ています。 （政令 第 08 条の 2 による） 


搴 ■兩の 8分 

人 NB 

化，* tt 窜 
の ftB 

において 政*)  A う 雛 N 顧の]!: N1 

HJ の ■夂 》 置が ffi 定霾繼 の lliO.OMHil 

ft 人 

1  tt 

ft 定篇 B に おいて*  0  » う _K 賴の ItM 
»の 着 人  tt ■が !»% 籯鼸 0120.000 till  1: 
•240.000 表 _ である 寧* 蟖 

10 人 

2H 

投 にお v •て «>)tt う軀 n ■の 
物の 緩夂 R ■が im 數 鼠の: S40.0)0«|U  t 
4Wi.nou 表 痛で ある 寧* 蜱 

UA 

.1<t 

梅 定龜 C にわいて It  n a う _n ■の％ _ 

である 學 ■» 

CO  nTm 

雀％ で 定める j 
ければ ならな I 
y  (6102991 


I  n 烹 Mtt である 移送 有する 事業所に あって U. 自治 
っ 窆 める &U 上の 人 興 および 功自 It 車 t  6 って疆 成しな 
，ならない •  4 た. B が 行う* 助の M 象と なる 消防 綸 玫 の** 
229 年 KlfWft 示 第4 07 婦） «U 条 に鱺定 する 化 孝谪防 ポンプ 
0 動 摩 t  ■く 事 ■系に ついて 11. 人 興 «5 名 および 化学 涓 RS 自動車 
t 1 らした tt とする ことができる， 


—//  IFi  n  u：  ft  A 


►移送 取 曲 所に つい 
ては u 下の 通り 除外 
规2 が あるので， ⑷ 


T :対定 移送® 扱 所以 
外の 移送 取扱 所 •② 
特定 移送® 设所 のろ 
5 で. JSWI 物を 移送 
する ための ® 營の a  1 
供 （海域に 設 腫され 
る « 分を »<) が 7  $ 
未 渴 の もの u 


•特定 技 迸 班 am とは 

C 管の 3R が 13m を 超え 
る もの. または ee 管に 供 
る 飆 大累用 5 力が 9.5  M 
f/dlU 上で. かつ 
»畏 が 7  ten 以上の もの， 


•臞 成の 特例 

相互 に B する 規定が 
»» されて いる 事務所の 
_ 合. 左の 表に 掃げ る 化 
字 消防 自動 班の の 1 
/  2  tLh の 色 fi. および 
⑽撕自 勤* 1 きに つ 
き 5 人 W 上の 人 興で 編成 
する. 


. 自 C 漓功 組麄 の簾鷓 …… 火災 等の 寧 故が 免 生し た 場 仓に籤 宵を 《小« とする た 
め. « 根の 大きな/ JLtt 梅綣 ©を 夼十 る 事業所に おいて U, その «模 に 拓 •じ 
た n 術 和防粗« を 構成す る こと が 義嫌づ けられて いる， 

•  »霾 鷓 格の ある 寧 截 所 …… 事* 所 内の K 进 所， 一 «取扱 所 または 移送 取 後 祈に 
おいて 奴 « う 第® « の/ WMftr の CM が術定 aa の 3.000 «  (移送 农扱 所に あ 
つては 擀« 败緻） 以上と なる 寧乘 所に 跤 置の!！ 務が ある*  ^2*^ 


S 衝 消防 組 繕 


⑤ J-inisH  (まとめ） 

各 セ クシ ヨンの 最後に， そこで 学習した 内容の まとめを 示しました。 試験の 直 
前には， この 欄で おさらいして おきましょう。 

V  ノ 
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乙種 第 四 類 危険物 取扱 者とは 


「乙種 第 四 類 危険物 取扱 者」 の 「乙種」 とは 免状の 種類を 表し， 「第 四 類」 とは 
その 免状を 受けた 者が 取扱う ことので きる 危険物の 種類を 表して います。 ここでは， 
その 危険物の 種類と 免状の 種類， および その 業務 内容に ついて 簡単に 説明 するとと 
もに， 第 四 類 危険物 取扱 者の 主な 活躍の 場に も 触れながら， その 概略を 見て いくこ 
とに します 0 

SS 危険物の 種類 (第 四 類とは) SS 

消防法に よる 危険物は， 以下の 6 種類に 分類され ています。 

第 四 類 危険物とは ガソリン， 灯油な ど 石油 類に 代表され る 引火 性 液体の ことで， 
危険物 全体の 98% を 占めて います。 


類別 

性質 

性質の 概要 

第一 類 危険物 

酸化 性 固体 

自らは 燃えない が， 他の 可燃物を 燃焼 •爆発 さ 
せる 危険物 

第二 類 危険物 

可燃性 固体 

容易に 着火し， 燃焼 速度 も 速い 危険物 

第三 類 危険物 

自然発火 性 物質 
および 禁 水性 物質 

空気 や 水に 触れる と 発火したり， 可燃性 ガスを 
発生した りする 危険物 

第 四 類 危険物 

引火 性 液体 

引火 性の 蒸気を さかんに 出し， 激しく 燃焼す る 
液体 （例. ガソリ ン など） 

第五 類 危険物 

自己 反応性 物質 

加熱な どに よって 激しく 反応し， 爆発的に 反応 
が 進行す る 危険物 

第 六 類 危険物 

酸化 性 液体 

強い 酸化 性を もった 液体で 他の 可燃物を 燃焼 • 
爆発させる 危険物 

SS 危険物 取扱 者 免状の 種類 と 業務 内容 (乙種とは) SS 

そして これらの 危険物を 取扱う ことので きる 免状は， 対象 危険物 によって 3 種類 
に 分けられ， 可能 業務 内容が 決められて います。 


免状の 種類 

対象 危険物 

可能 業務 内容 

甲種 危険物 取扱 者 

第一 類〜 第 六 類の 全ての 危険物 

取扱 作業， 立 会い， ※保安 監督者 

乙種 危険物 取扱 者 

第一 類〜 第 六 類のう ち， 免状に 指定 
された 類の 危険物 

取扱 作業， 立 会い， ※保安 監督者 

丙種 危険物 取扱 者 

第 四 類のう ち， 自治省 令に 指定され 
た 類の 危険物 

取扱 作業 

※保安 監督者 （危険物 保安 監督者）… 危険 度の 高い 大量の 危険物を 取扱う 場合に 必要な 職務で 
すが， 6 か 月 以上の 実務 経験が 必要です。 


SS 危険物 取扱 者とは ss 

前項で も 触れました が， 危険物 取扱 者とは， 危険物を 原因と する 災害 発生を 予防 
する ことを 目的と した 実際の 取扱い や， 危険物 取扱い 作業が 安全で 正しく 行われる 
よう に 立 会いを する 資格の ある 人の ことです。 


SS 第 四 類 危険物 取扱 者の 主な 活躍の 場 H 


(タンクローリー） 
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験ガィ 

試験は 各 都道府県 単位で 行われ， _ 分の 居住地 以外の 都道府県 でも 受験で きます。 
しかし， 日時 や 願書 等の 入手 •提出 方法な ど 各地で 違います ので， 自分の 居住地 以 
外の 都道府県で 受験を 希望す る 人は， 以下 特に 注意して 読んで ください。 


K 受験資格 K 

m 甲種 危険物 取扱 者 試験 

以下の 2 つの 条件のう ち， いずれ かに 該当 していれば 受験で きます。 

(1)  大学， 短期大学 または 高等専門学校 等に おいて， 化学に 関する 学科 もしく 
は 課程を 修めて 卒業した 者。 もしくは その 者に 準ずる する 者と して， 自治省 
令で 定める 者。 

(2)  乙種 危険物 取扱 者 免状の 交付を 受けた 後， 2 年 以上 危険物の 製造所， 貯蔵 
所 もしく は 取扱 所に おいて， 危険物 取扱いの 実務 経験が ある 者。 


m 乙種 危険物 取扱 者 試験 および 丙種 危険物 取扱 者 試験 

資格 条件はありません。 国籍， 年齢， 学歴な ど 関係な く 誰でも 受験で きます。 

r 受験資格の 注意点 —— - - 

以下の いずれ かに 該当して いると， 受験で きません ので 注意して く ださい。 

①  危険物 取扱 者が 消防法 または 消防法に 基づく 命令の 規定に 違反して， 危険物 取扱 
者 免状の 返納を 命ぜ られ， その 日から 起算して 1 年を 経過し ない 者。 

②  消防法 または 消防法に 基づく 命令の 規定に 違反して， 罰金 以上の 刑に 処 せられた 
者で， その 執行を 終わり， または 執行を 受ける ことが なくなった 日から 起算して 

2 年を 経過し ない 者。 


SS 問い合わせ先 (試験 実施 機関) K 

「財団法人 消防 試験 研究 センター」 が， 危険物 取扱 者 試験の 実施 機関です。 同 
センターは 全国 47 都道府県に 支部を 設置して おり （12 〜 13 ページ 参照）， 実際の 試 
験は この センター 支部が 行って います。 試験に 関する 問い合わせは， 各 都道府県の 
支部が 受け付けて いますので， 受験を 希望す る 都道府県の 支部に 直接 連絡 するとよ 
いでし よう。 
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問い合わせ先 . 財団法人 消防 試験 研究 センタ ー ー 覧 


東京都 【財団法人 消防 試験 研究 センター •中央 試験 センター】 電話 03  -  3460  -  7798 
渋 谷 区 幡ケ谷 1-13-20 


北海道 【財団法人 消防 試験 研究 センター 北海道 支部】 
札幌市 中央 区 北 5 条西 6 - 2  - 2 札幌セ ン ター ビル 12 階 
青森県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 青森県 支部】 
青 森 市長 島 2  - 1 -  5 みどり や ビルディング 4 階 
岩手県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 岩手県 支部】 
盛 岡 市 本 町 通 1-9- 14  JT 本 町 通 ビル 5 階 
宮城県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 宮城県 支部】 
仙 台 市 青葉 区 堤 通 雨宮町 4 -17 県 仙 台 合同 庁舎 5 階 
秋田県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 秋田県 支部】 
秋 田 市中 通 り 4  -  3  -  23 県 消防 会館 内 
山形県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 山形県 支部】 
山形 市 あ こや 町 3  - 15  -  40 田 代 ビル 3 階 
福島県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 福島県 支部】 
福 島 市 荒 町 6 -6  荒 町 ビル 


電話 01 1  -205 -5371 
電話 0177-22-1902 
電話 019  -  654-  7006 
電話 022  -  276-  4840 
電話 0188 -36 -  5673 
電話 0236  -  31 -  0761 
電話 0245  -  24  - 1474 


茨城県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 茨城県 支部】 
水 戸市 南 町 3 -4 -57 水 戸 セント ラル ビル 9 階 
栃木県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 栃木県 支部】 
宇都 宮市 昭和 1-2-16 県 自治会 館 3 階 
群馬県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 群馬県 支部】 
前 橋 市 紅 雲 町 1-7-12 住宅 公社 ビル 1 階 
埼玉県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 埼玉県 支部】 
浦 和 市 仲 町 2-13-8  ほ ま れ 会館 2 階 
千葉県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 千葉県 支部】 
千 葉 市 中央 区 末広 2-14-1 ワク ボ ビル 3 階 


電話 029  -  221 -  5843 
電話 028  -  624  - 1022 
電話 027  -  221 -  4913 
電話 048  -  832  -  0747 
電話 043  -  268-  0381 


神奈川県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 神奈川県 支部】 電話 045  -  633  - 5051 
横 浜 市中 区 尾 上 町 5 -80  (財） 神奈川 中小企業 センター 10 階 

新潟県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 新潟県 支部】 電話 025 -231  -  1444 
新 潟 市 関 屋新町 通 2 -96 -10 関 新 ビル 2 階 202 号 
富山県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 富山県 支部】 電話 0764  -  91 -  5565 


石川県 

福井県 

山梨県 


長野県 

岐阜県 

静岡県 


富 山 市 花園 町 4 -5-20 県 防災 センター 2 階 

【財団法人 消防 試験 研究 センター 石川県 支部】 電話 07 6  -  264  -  4884 
金 沢 市 大手 町 15  - 14 アーバン ハイ ム 大手 町 2 階 
【財団法人 消防 試験 研究 センター 福井県 支部】 電話 0776- 
福 井 市松 本 3 -16 -10 県 福 井合 同 庁舎 5 階 
【財団法人 消防 試験 研究 センター 山梨県 支部】 

甲府市 丸の 内 1-9-11 県民会館 2 階 
【財団法人 消防 試験 研究 センター 長野県 支部】 

長 野 市 大字 南 長 野 字 幅 下 692  -  2 県庁 東 庁舎 1 階 
【財団法人 消防 試験 研究 センター 岐阜県 支部】 

岐阜 市 薮田南 1-5-1 第 2 松 波 ビル 2 階 
【財団法人 消防 試験 研究 センター 
静岡市 常 盤 町 1-4-11 
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愛知県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 愛知県 支部】 電話 052 -962 -  1503 
名 古 屋市東 区 白壁 1-50 県 白壁 庁舎 2 階 
三重県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 三重県 支部】 電話 059 -226 -8930 
津市桜 橋 3 -446 -34 県津 庁舎 5 階 
滋賀県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 滋賀県 支部】 

大津市 京 町 3-4-22 滋賀 会館 北 館 3 階 
京都府 【財団法人 消防 試験 研究 センター 京都府 支部】 

京都市 上京 区 出水 通 油 小路 東 入 丁字 風呂 町 104  -  2 
大阪府 【財団法人 消防 試験 研究 センター 大阪府 支部】 

大阪市 中央 区 谷 町 2-2-22  NS ビル 9 階 

兵庫県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 兵庫県 支部】 

神 戸市 中央 区 下山 手 通 5  -12-  7 協和 ビル 7 階 702 号 
奈良県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 奈良県 支部】 電話 0742 -27 -51 19 
奈良市 高 畑 町 菩提 1116 の 6  な ら土連 会館 3 階 
和歌山県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 和歌山県 支部】 電話 0734 -25 -3369 
和歌 山 市 雑 賀屋町 東ノ丁  63 グリーン ヴイ ラ 新 谷 201 


電話 0775  -  25  -  2977 

電話 075  -  411  -0095 
京都府 庁 西 別館 3 階 
電話 06  -  941 -  8430 

電話 078  -361-6610 


鳥取県 

【財団法人 消防 試験 研究 センター 鳥取県 支部】 

鳥 取 市 東 町 1 -  271 県庁 第 2 庁舎 8 階 

電話 0857  -  26  -  8389 

島根県 

【財団法人 消防 試験 研究 センター 島根県 支部】 

松 江 市 大輪 町 42 〇番 1 号 県 大輪 町 団体 ビル 2 階 

電話 0852  -  27  -  5819 

岡山県 

【財団法人 消防 試験 研究 センター 岡山県 支部】 

岡 山 市 藤 原 25 県 g 動 車 会館 2 階 

電話 086  -  271 -  6727 

広島県 

【財団法人 消防 試験 研究 センター 広島県 支部】 

広 島 市中 区 八丁 堀 16 -14 第二 広電 ビル 4 階 

電話 082  -  223  -  7474 

山口県 

【財団法人 消防 試験 研究 センター 山口県 支部】 

山 口 市 大字 後河原 字 松 柄 150  - 1 県庁 分 庁舎 2 階 

電話 0839  -  24  -  8679 

徳島県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 徳島県 支部】 

徳島市 かちどき 橋 1-41 県 林業 センター 内 
香川県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 香川県 支部】 

高 松 市 福 岡 町 2-2-2  県 産業 会館 4 階 
愛媛県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 愛媛県 支部】 

松 山 市 三番 町 4 -10-1 県 三番 町 ビル 1 階 
高知県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 高知県 支部】 

高 知 市 菜園 場 町 1-21 四国 総合 ビル 4 階 401 号 
福岡県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 福岡県 支部】 

福 岡 市 博 多 区 千代 1-2-5  県 千代 仮 庁舎 内 
【財団法人 消防 試験 研究 センター 佐賀県 支部】 

佐賀 市松 原 1-2-35 佐賀 商工 会館 西 別館 2 階 
【財団法人 消防 試験 研究 センター 長崎県 支部】 

長 崎 市 金屋町 9  -  3  市民 防火 セ ン ター 2 階 
【財団法人 消防 試験 研究 センター 熊本県 支部】 

熊 本 市 九 品 寺 1-18-2  県 消防 会館 内 2 階 
【財団法人 消防 試験 研究 センター 大分県 支部】 

大分 市長 浜 町 2  - 12  - 10 昭栄 ビル 2 階 
【財団法人 消防 試験 研究 センター 宮崎県 支部】 
宮崎市 宮田町 1 - 11 県 自治会 館 3 階 
鹿児島県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 鹿児島県 支部】 
鹿 児 島 市 山 下町 13  -  51 県 消防 会館 2 階 
沖縄県 【財団法人 消防 試験 研究 センター 沖縄県 支部】 
那覇市 旭町 14 自 治 会館 5 階 


電話 0886 -52 -  1199 


佐賀県 


長崎県 


熊本県 


大分県 


宮崎県 


電話 0878  -  23  -  2881 


電話 089  -  932  -  8808 


電話 0888  -  82  -  8286 


電話 092 -641  -7199 


電話 0952  -  22  -  5602 


電話 0958  -  22  -  5999 


電話 096  -  36 


電話 091 


電話 


話 098  -  867  - 
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SS 試験 時期 • 場所 K 

試験は， センタ ー 支部 単位で 実施 される ため 日 程は 都道府県 によ っ て 異な ります。 
また， 試験 会場 も 願書 提出 先とは 限りません ので， 場合に よっては 事前の 確認 も必 
要です。 

いずれの 支部に おいても， 3 月 上旬に ならない と 年間 実施 計画は 決定し ません が, 
毎年 大きく 変動す る こと はない ので， 昨年の 実施 日を たずねれば 大まかな 時期 や 場 
所は 把握で きる でしょう。 


SS 受験 案内 • 受験 願書 等の 入手 先 K 

受験 案内. 願書 等は， 各 都道府県の 消防 試. 験 研究 センタ ー 支部 およ び 各 消防署に 
(東京は 常時， 他の 道 府県は 受験 申し込みの 時期が 近づく と） 置いて あります ので， 
受験 を 希望す る 都道府県の 各所に 直接 連絡 して 入手して ください。 


SS 受験に 必要な 書類 等 K 

受験す るには， 以下の 書類が 必要です。 

(1)  受験 願書 

(2)  写真 同一 写真 2 枚 

受験 願書 提出 前 6 か 月 以内に 撮影した 無帽， 無 背景， 正面 上 三分 身 像の 縦 3 
cm, 横 2.4cm の 大きさの 枠な しの もので， 顔の よく わかる 写真。 裏面には 撮影 
年月日， 氏名 および 年齢を 記入して 貼付して ください。 

(3)  振 込 証明書 

振 込 証明書は， 所定の 振 込 用紙に 付いています。 受験料 3,400円 を その 所定の 
振 込 用紙で 銀行 または 郵便局に 振 込む と， 振 込 証明書が 本人に 渡されます。 そ 
れを 受験 願書の 所定 欄に 貼付 します。 

なお 願書 受付の 際に 払 込みが 可能な 県 もあります。 受験料の 金額 も 含め， 受 
験 案内書で 確認して く ださい。 

p 願書 記入 上の 注意点 - - - 

鬱第四 類 以外の 乙種 危険物 取扱 者 免状 を 持って いる 人は， 試験科目 の 一部が 免除され 
ます。 該当する 人は 受験 願書の 所定 欄に 記入して ください。 

#3 か 月 以内に 他の 都道府県で 申請 または 受験した 場合， 受験 願書の 所定 欄に 必要事 
項を 記入して く ださい。 
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SS 受験 願書 等の 提出 方法 K 

各 センタ ー 支部に よっ て 以下の いずれ かの 方法を と ってい ます。 

(1) 郵送  （2) 本人 か 代理の 人が 案内書で 指定され ている 場所に 提出 
これ も 受験 案内書での 確認が 必要です。 

f- 提出の 際の 注意点 - : - 

他の 類の 乙種 危険物 取扱 者 免状 を 持って いる 人は， 以下の 手続 きに よって 試験科目 が一 
部 免除され ます。 

(り 郵送の 場合… その 資格を 証明す る 免状の コピーを 願書の 所定 欄に 貼付し 送付。 

(2) 持参の 場合… 願書 提出の 際に 免状を 提示。 （IX2) とも 試験 日当 日， 免状を 要 持参 


SS 試験に ついて SS 

E 試験 方法 • 時間 

マーク カードを 使う 筆記試験の みです。 五肢 択一 式 （1 つの 問題に 対して 5 つ 
の 選択肢が あり， その 中から 正解を 選ぶ 方式） で 行われます。 試験 時間は 2 時間 
(他の 類の 危険物 取扱 者 免状を 持って いる 人は 35 分） です。 


囹 試験科目 • 問題 出題 数 

試験科目は 以下のと おり です。 合計で 35 問 出題され ます。 


試験科目 

科目 内容 

問題 数 

危険物に 関する 法令 

• 消防法 第三 章 危険物 
• 危険物の 規制に 関する 政令 
- 危険物の 規制に 関する 規則 
. 危険物の 規制に 関する 技術 上の 細目を 定める 告示 

15 

基礎的な 物理学 およ 
び 基礎的な 化学 

• 危険物の 取扱 作業に 関する 保安に 必要な 基礎的な 物理学 
• 危険物の 取扱 作業に 関する 保安に 必要な 基礎的な 化学 
• 燃焼 および 消火に 関する 基礎的な 理論 

10 

危険物の 性質なら び 
に その 火災 予防 およ 
び 消火 方法 

• すべての 類の 危険物の 性質に 関する 基礎的な 概論 
• 第 四 類の 危険物に 共通す る 特性 
• 第 四 類の 危険物に 共通す る 火災 予防 および 消火 方法 
. 第 四 類の 危険物の 品名 ごとの 一般性 質 
- 第 四 類の 危険物の 品名 ごとの 火災 予防 および 消火 方法 

10 

※他の 類の 乙種 危険物 取扱 者 免状を 持って いる 人の 受験科目は， 「危険物の 性質なら びに その 
火災 予防 およ び 消火 方法」 の 10 問の み となって います。 


試験 当日 の 注意点 - 

鬱 試験 当日は， 受験票， 鉛筆 （HB または B)， 消しゴム， ボールペン， 危険物 取扱 者 免状 
(所有者の み） を 必ず 用意して ください。 
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SS 合格の 基準 • 発表 K 

試験科目 ごとに それぞれ 60% 以上の 正解で 合格です。 しかし， 1 科目で も 60% 未 
満の 科目が あれば 不合格と なります 0 

合格 発表は 都道府県 により 多少 異なり ますが， 試験 日の 1 か 月 後に 行われる こと 
が 多い よう です。 


K 免状 (交付 申請 • 交付)：： 

合格者は， 合格 通知 書を 受領 後， 免状 交付 申請の 手続きを 行い （手数料が 2.800円 
必要） 後日， 免状 交付が 行われます。 

免状 交付 申請 時に 手続きを する ことにより， 郵送に よる 免状の 受領 （別途 郵送 取 
扱 料が 必要） もで きます。 


受験 地 決定 


| 情報 収集 1 


まず， 受験を 希望す る 都道府県 
の 消防 試験 研究 セン ターの 連絡 
先を 調べ， 試験の 日程， 願書 入 
手 方法な どの 情報を 収集。 


3 科目 35 問。 試験 時 


〔センターへ 書類 提出〕 


願書 等 書類 
入手 

受験を 希望す 
る 都道府県 各 
センターから 
入手 0 


間は 2 時間。 


• 受験 願書 
•写真 2 枚 
- 振 込 証明書 
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★Chapter  1 

基礎的な 
物理学 •化 § 


額の 状態 変化 

：< 出題 例 > . 

: 【問題 1】 次の 文のう ち， 誤って いるものは どれ か。 

:  (1) 物質の 三 態とは， 気体. 液体 •固体の 3 っの 状態を いう。 

|  (2) 気体 •液体. 固体の 違いは， 分子の 集まり 方の 違いに よって 説明で きる。 

•  (3) 圧力 や 温度が 変わる と， 物質は 固体から 液体， 液体から 気体へ と 変化す る。 

:  (4) 気体の 温度が 下がる と， 分子の 速度は 大きくなる。 

:  (5) 気体の 圧力と 体積は， 反比例 関係に ある。 


□  □  □  □  口(1) 物質の 三 態と その 変イ匕 □□□□口 

n 物質の 三 態 

一般に， ある 物質に ついて， それは 固体で あると か 液体で あると か， また 気体で 
あると かいい ますが， 厳密にいえば 「普通の 状態では」 という 大前提が 必要に なり 
ます。 なぜならば， 物質は そのと きの 温度 や 外界の 圧力に よって， その 状態が 変化 
する からです。 たとえば， 水と いえば 液体を 思い浮かべ ますが， 温度 や 圧力の 条件 


によって は， 氷 （固体） や 水蒸気 （気体) 
このように， 物質は それを 取り巻く 
条件 （温度 •圧力） によって， 固体. 
液体 • 気体の 3 つの 状態に 変化し ます。 
これを 物質の 三 態とい います。 

では， その物 質の 三 態に 関わる 条件 
(温度 •圧力） は， 何を 基準に 考えれ 
ばよ いのでし ようか。 それは， 通常 私 
たちが 前提に している 「普通の 状態」 

が 基準と なって います。 

そして， その 「普通の 状態」 とは， 
常温 （20°C) で， 常 圧 （通常の 大気の 圧 
力で 約 1 気圧） の 状態を いいます。 

ほとんどの 物質は 三 態 変化を する が， 
木材 •石炭 •油脂な どは， 加熱す ると 熱 分解 
による 化学変化が 起こり， 三 態 変化は しない。 


になったり します。 


液体 （水) 


(: 水の 三 題； 
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Chap 十 er 1 基礎的な 物理学 • 化学 


①  物質を 構成す る 原子 •分子 

物質の 最小 単位は 原子で あり， その 原子が いくつ 
か 結合した ものが 分子です。 そして， その 本来の 性 
質を 保つ ことので きる 最小 単位が， 原子な のか 分子 
なのかは 物質に よって 異なり ます。 

水の 最小 単位は 分子で， 三 態 変化しても h2o は 変化し 
ない。 金属は 原子 レベルまで 分解しても そ の 性質 が 変化し な 
いので， 原子が 最小 単位と される。 

②  固体 

物質は 原子 •分子 •イオンな どの 粒子 か ら なり， 
固体 （結晶） では これらの 粒子が 引力で 互いに 引き 
合って， 規則正しく 並んで います。 このため， 固体 
には 大きさ や 形が あるので す。 また このと き， 分子 
レベルで 引き合う 力を 分子間力と いいます。 

③  液体 

固体は 温度が 上昇す るに つれて， 各 分子の 振動が 
激しくな り， ついには 結晶を 形づくって いた 分子 間 
力に 打ち勝って， それぞれの 分子が 流動し 始めます。 

このように， 分子 同士が ゆるく 引き合って ゆっく 
り 動く ことので き る 状態が 液体です。 

④  気体 

液体の 温度が 上昇す ると， それに 応じて 分子 運動 
はさら に 激しくな り， 分子間力を すべて 断ち切って， 
互いに 離れば なれに なり， 空間を 自由に 運動し ます。 
この 状態が 気体です。 


〈固体〉  〈液体〉  〈気体〉 


分子は 強く 引き合 つ 
て. 規則正しく 並ん 
でい る。 そしてわず 
かに 振動して いる。 


分子は ゆるく 引き合 
つて， ゆっくり 運動 
している。 


分子は まったく 引き 
合って おらず， 自由 
に 運動して いる。 


(： 三 態 中に おける 分子の 集合 状 熊） 


解答 ⑷ 

►気体は 温度が 上が 
るに つれて 分子の 動 
きが 速くな り， 反対 
に 温度が 下がる につ 
れて 分子の 動きが 遅 
< なる。 さらに 温度 
が 下がる と 分子間力 
が 強く なって， 気体 
— 液体 一 ►固体と 
三 態 変化す る。 


[memo 

承 結晶 （固体） の 種類 

①  分子 結晶 …… 分子が 分 
子 間 力に よって 規則 正 
しく 並んで いる。 

例 一 氷， ドライ アイ 
ス， ナフタリン など。 

②  イオン 結晶 …… 陽 イオ 
ンと陰 イオンの 静電気 
的 引力 （イオン 結合） 
によって， 陽 イオンと 
陰 イオンが 規則正しく 
並んで いる。 

例 - 塩化 ナトリウム, 

硝酸銀， 炭酸 カルシ ウ 
ム など。 

③  金属の 結晶 …… 自由 電 
子を 仲立ちと する 金属 
結合に よって， 金属 原 
子 （イオン） が 規則 正 
しく 並んで いる。 


Section 1 物質の 状態 変化 
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B 三 態の 変化 

物質が 固体 •液体 •気体と 三 態 変化す るた めには， 分子間力に 対して， それらの 
状態になる ための 分子の 運動 エネルギーが 必要と なり ます。 この 運動 エネルギーは, 
熱 エネルギー （温度） として 吸収され たり， また 放出され たりし ます。 


(熱の 放出と 吸収^ 


熱の 放出と いうと， 物質み ずから 能動的に 熱を 外に 出す ような 印象を 受ける が， これは 物質の 
外部 温度が 下降す る ことによって， 物質 内の 熱が 奪われる という 受動的な 現象を いう。 

また これらの 熱 エネルギーは， すべて 分子の 運動 エネルギー として 使用され るた め， 物質 自体の 温 
度 変化には 無関係で ある。 


① 融解と 凝固 

固体が 液体に 変化す る ことを 融解と いいます。 反対に， 液体が 固体に 変化す る 
ことを 凝固と いいます。 この 融解. 凝固が 起こる 温度は 物質 それぞれ によって 一 
定 で， この 温度を その物 質の 融点 •凝固点と いいます。 また， 融解に 必要な 熱エ 
ネル ギ ーを 融解熱と いい， 凝固で 余る （放出され る） 熱 エネルギーを 凝固 熱と い 
います。 

このと き， 「融解熱と 凝固 熱とは 等しい」 関係に あり， このような 熱を 潜熱と 
いいます 0 また， 「同一 圧力の もとでは 同じ 物質の 融点と 凝固点は 等しい」 関係 
にあります。 たとえば， 1 気圧の もとでは， 水は 0 でで 氷 （固体） となり， 氷は 

o°c で 水 （液体） となります。 

Ci^l 一般に， 固体を 加熱し つづける とし だいに そ 
の 固体の 温度は 上昇し， ついには 液体と なります。 
その 際， 融解の 開始から 終了 時点までの （全部が 液 
体になる まで） 物質 そのものの 温度は 変化し ない。 
これは， 融解して いる 間に 加えられる 熱 エネルギー 
が， その 固体を 融解す るた めの エネルギー として 使 
われる ためで ある。 

同じように， 液体を 冷却し つづけた 場合に も， 凝 
固の 開始から 終了 時点まで， その物 質の 全体の 温度 
は 変化せ ず 一定で ある。 

(次 ページ 「固体 • 液体の 状態 変化 図」 参照） 


約 334.88 J/g 

融解熱 


rro 熱と 凝固 熱とは 等しい） 
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Chapter 1 基礎的な 物理学 • 化学 


② 気化 （蒸発と 沸騰） と 凝縮 （液化） 

液体が 気体に 変わる こと を 気化と いい， 気化には 蒸 
発と 沸騰の 2 つの 現象が あ ります。 反対に 気体が 液体 
に 変わる こと を 凝縮 または 液化と いいます。 

⑴ H  | 


は 発） 

[沸騰と 沸点] 液体の， 沸騰が 起こる 温度を 沸点と い 
います。 沸点は 外界の 圧力の 大小に よって 変化し， 外 
圧が 高く なれば 上昇し， 低く なれば 下降し ます。 この 
ことは， 高い 山での 沸点と 平地での 沸点と の 違いに よ 


[沸点と 飽和蒸気 圧] 口の 開いた 容器に 水を 入れて お 
くと， 水が 蒸発して ついには 空に なって しまいます。 
これに 対して， ふたを した 容器に 水を 入れて 温度を 一 
定 にしておくと， ある 量 以上は 水は 減少し ないで 平衡 
状態と なり， 見かけ上の 蒸発 （気化） は 止まります。 

このように， 液体と 蒸気と が 平衡して 共存 するとき, 
蒸気の 占めて いる 空間は その 液体の 蒸気で 飽和 されて 
いると いい， この 蒸気の 示す 圧力を 飽和蒸気 圧と いい 
ます。 この ことから， 沸点とは 液体の 飽和蒸気 圧が 外 
気圧と 等しくなる 液体の 温度と いう ことになります。 


物質 

沸点 （°c) 

過酸化水素 

151 

氷 さく 酸 

118.5 

メチルアルコール 

64.7 

二硫化炭素 

46.3 

— 塩化 一 臭 化 メタン 

68 

プロパン 

-45 

ガソリン 

40 〜 220 

《物質 ごとの 沸点》 


りよく 知られて います。 


C 外圧の 高低に よる 沸点の 相違） 


•••  Caution  ••• 

• 固体 • 液体の 状態 変化 
図 

_ 液体 •固体 < 


t 固体—：  U •液体 


純粋な 物質で あれば， それぞれ 一 
定の 沸点を 持って いるの じ やよ。 

V  一 


[memo 

⑱ 沸点の 変化 

①  沸点は 加圧す ると 高く 
なり， 減圧す ると 低く 
なる。 

②  不揮発性の 物質を 溶か 
すと， 沸点は 高くなる。 


沸点は 1 気圧のと き に 沸騰す る 温 
度， とも 言い かえられる のじ やよ。 


Section 1 物質の 状態 変化 
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[気化熱と 凝縮 熱] 液体 lg が 気化 するとき に 吸収す る 熱量 （エネルギー） を 気 
化 熱 または 蒸発熱と いいます。 逆に， 気体が 液化 するとき に 放出され る 熱量を 凝 
縮 熱と いいます。 一つの 物質に おける 気化熱と 凝縮 熱とは 等しくな ります。 


物質 

沸点 

(°C) 

気化熱 
(J/g ) 

物質 

沸点 

(°C) 

気化熱 

(J/g) 

水 

100 

2256.3 

アセトン 

56.3 

521.2 

ジエ チル エーテル 

34.5 

351.6 

二硫化炭素 

46.3 

351.6 

エチルアルコール 

78.3 

858.1 

一 奥 化 三 ふつ 化エ タン 

-57.7 

118.5 

(エタノール） 

ベンゼン 

80 

393.5 

(ベンゾール） 

(主な 物質の 気化熱〉 


このように， 液体が 気化 するとき には 気化熱が 使われ ますが， それは その 液体 
のま わりに ある 熱 エネルギーが 使われる という ことで あり， 結果と して 気化に よ 
る 冷却 作用が 起こる ことになります。 つまり， 気化熱 （J/g) が 多い ほど 冷却 効果 


が 大きい わけです。 


上の 表 中に 水の 気化熱は 2256.3 J/g と あり ますが， 上の 表では 水が 最大の 冷却 
効果が ある ことが 分かります。 さらには， 水蒸気に なると 体積が 1，700 倍に も膨 
張し， その 水蒸気に よる 窒息 効果 （酸素供給 遮断） も ある ことから， 有効な 消火 


剤で あると いえます。 

液体は 沸点で なくと も 気化し， その 気化の 際に も 気化熱が 使われて いる。 気化熱は 液体の 種 
類 それぞれ によって 一定 だが， 同一 の 液体で も 温度に よって 多少 異なって くる。 そこで 一般に， 気 
化 熱とは， 液体の 沸点に おいて 液体 ig を 気化させる だけの 熱量を いう。 


③ 昇華 

固体から 液体の 状態を 経ないで 直接 気体になる ことを 昇華と いいます。 
また， 逆に 気体から 直接 固体に なること も 昇華と いいます。 

昇華 するとき に 吸収， あるいは 放出す る 熱量を 昇華 熱と 


いい 


昇華 熱# 融解熱 + 気化熱 


凝固 熱 + 凝縮 熱 


と 考える ことができます。 

そして， 昇華の 起こる 条件は， 「あ 
る 固体の 蒸気圧が その 固体の 融点 以 
下の 温度で 1 気圧に 達する とき」 と 
いう ことにな り ます。 


昇華 熱 


固体 —— 液体 一 気体 


| 个 凝固 熱 | 个 凝縮 熱 

融解熱 + 気化熱 
し 昇華と 昇華 熱） 


昇華す る 物質と して ナフタリン， 
ドライアイス， パ ラジ クロ ロべ 
ン ゼン， ヨウ 素な どが ある。 
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a 


□ i . 物質の 三 態 …… 固体， 液体， 気体。 

□  2. 固体 …… 原子， 分子， イオンが 規則正しく 配列。 

□  3. 液体 …… 粒子が 互いに 接して いるが， 固定され ていない。 

□  4. 気体 …… 粒子が ばらばらに 離れて 運動して いる。 

□  5. 分子間力 …… 分子の 粒子が それぞれの 引力で 引き合う 力。 

□  6. 常温， 常 圧 …… 2010 で 通常の 大気の 圧力と 同じ 約 1 気圧。 

□  7. 融解， 融解熱 …… 融解は 固体が 液体になる 変化。 融解熱は 融解の 際に 吸 

収 する 熱 エネルギー。 融解熱は 凝固 熱に 等しい。 

□  8. 凝固， 凝固 熱 …… 凝固は 液体が 固体になる 変化。 凝固 熱は 凝固の 際に 放 

出す る 熱 エネルギー。 凝固 熱は 融解熱に 等しい。 

□  9. 気化， 気化熱 …… 気化は 液体が 気体になる 変化で 蒸発と もい い， 沸騰と 

蒸発が あ る。 気化熱 は 気化の 際 に 吸収す る 熱 エネ ルギ ー。 

□ 10. 沸騰， 蒸発 …… 沸騰は 液体の 表面から ばかりでなく 内部から も 激しく， 気 
化が 起 こる 現象。 蒸発は 液体が その 表面 か ら 気体になる 現象。 

□  11. 液化 （凝縮)， 液化 熱 （凝縮 熱） …… 液化は 気体が 液体になる 変化。 液 

化 熱は 液化の 際に 放出す る 熱 エネルギー。 

□ 12. 融点， 凝固点 …… 融点は 融解が 起こる 温度。 凝固点は 凝固が 起こる 温度。 

同一 圧力の もとで 同一 物質の 融点と 凝固点は 等しい。 

□ 13. 沸点 …… 1 気圧の もとで 沸騰が 起こる 温度。 外界の 圧力の 大小に 左右 さ 
れ， 外圧が 高く なれば 高くな り， 低く なれば 低くなる。 

□ 14. 昇華， 昇華 熱 …… 昇華は 固体から 液体を 経ないで 直接 気体になる 変化， 
または 気体が 直接 固体になる 変化。 昇華 熱は 昇華の 際に 吸収したり 放 
出したり する 熱 エネルギー。 


Qecfion 1 物質の 状態 変化 
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沸点 

ioor  (1 気圧） 

融点 

or  (1 気圧） 

密度 （水） 

1.00g/cnf  (4で） 

(氷） 

0.917 g/cirf  (or) 

比熱 

4.186 J/g-K  (15X：) 

気化熱 

2256.3 J/g  (lOCC) 

(水の 物理的 性質》 


圧力 

(_H  g ) 


680 

690 

700 

710 

720 

730 

740 

750 

760 

770 

780 

790 


沸点 

CC) 


96.92 

97.32 

97.72 

98.11 

98.49 

98.88 

99.26 

99.63 

100.00 

100.37 

100.73 

101.09 


温度 

ro 


-10 

0 

4 

10 

20 

40 

60 

80 

100 


比重 （4 での 
水 =1.00000 と 
する） 


0.997935 

0.9998676 

L0000000 

0.9997281 

0.9982336 

0.9922473 

0.98327 

0.97183 

0.95838 


体積が 最小と なる 
4で を 基準に 比重 
を 1 と した だけ。 


《水の 圧力と 沸点〉 《水の 温度と 比重》 


□  □□□□□□  0(2) 水の性 質 □□□□□□□口 

D 水の 組成 

一般に 水と いう 場合には どんなに 透明に 見えた としても， その 中には 多くの 物質 
が 溶け込ん でいて 混じり けの ない h2o では あり ません。 物理. 化学で いう 水とは 純 
水の H20 をい い， その 体積 比は 水素 2, 酸素 1 から 成って います。 ですから 水を 電 
気分 解す ると 酸素と 水素に なり ます。 

E 酸素 …… 無味， 無臭。 それ 白 体は 燃えない が 支 燃 性が 強い。 

13 水素 …… 無味， 無臭。 気体のう ちで 最も 軽く， 可燃性。 空気， または 酸素と 混 
合した ものに 点火す る と 爆発す る。 

B 水の 物理的 性質 

水は 氷 •水 • 水蒸気と 三 態に 変化し， 凝固して 氷になる と 体積が 増加す る ことは 
よく 知られて いると おりです。 ところが， 水は 液体の ままで も 温度に よって 体積が 
変化して いるので す。 水は， 4°C のとき の 体積が 最小と なり， そのと きの lcnf の 重 
さは 1 g となります。 


一気 圧の 氷の 融点を 〇で。 

水の 沸点を 100 1C と 定めて 温度の 
標準と している 
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DDO  □  (3) 比重と 密度 口  DDO 

D 固体 または 液体の 比重と 密度 

固体 または 液体の 重さと， それと 同体 積の 1 気圧 4 で 


•••  Caution  ••• 

@密 度 

ある 空間に 特定 量が 分布 
している とき， その 微小 
空間に 含まれる 量の 割合 


での 純粋な 水の 重さとの 比を， その物 体の 比重と いい ま 
す。 比重には 単位はありません。 

たとえば， ある 物質の 比重が 2 という ことは， その物 
質と 同体 積の 水の 2 倍の 重さが ある ことを 示して います。 

物質の 重さ 

物質の 比重 物質と 同体 積の 1 気圧で 4°C での 水の 重 さ 

これより， 比重 （密度） は 単位 体積 あたりの 重量と 考 


を 密度と いう。 また 空間 
の 違いに より， 次の よ ラ 
に 区別して 呼ぶ。 

※ 1 次元では 線 密度 
※之 次元では 面 密度 
※ 3 次元では 体積 密度 
ふつ ラ 密度と い ラ 場合に 
は， 3 次元の 体積 密度を 
さす。 単位は kg/rrf 


える ことができ るので， 次の 式で 表す ことができます。 

零  w 

□比重 （密度） =jr 一 . ® 

体 m 


® 比重 

ある 物質の 質量を それと 
同体 積の 標準 物質の 質量 
と 比較した 比率を 比重と 


これを 変形す ると， 以下の ようになります。 
□重畺 二 比重 （密度） x 体積 . @ 


0 体積 = 


_ 重量 _ 

比重 （密度) 


.© 


〔計算 例 1) 体積 25cnf, 重量 20  g の 液体の 比重の 求め 方 
® の 式を 用いて， 20+25  =  0.8 
(計算 例 2) 比重 0.8 の 液体 4cnf の 重量の 求め 方 
⑧の 式を 用いて， 0.8X4=3.2  (g) 

密度 0.9  g た nf の 液体 360kg の 体積の 求め 方 
400000  (cnf)  =400  (  i  ) 


r 計算 例の 
©の 式を 用いて, 


360X1000 


0.9 


い ラ。 

ふつ ラ 標準 物質には 1 気 
圧 4 で の 水が 用いられる。 
密度と 比重とは 厳密には 
値が わずかに 異なる が， 
これは 4 での 水の 密度が 
Icrfi  ではなく 0.999973 
d である ことによ る。 

⑥ 質量 

ある 物体を つくって いる 
物質の 量。 単位は g,  kg 
など。 

物質の 量は， その物 質を 
作って いる 原子 や 分子の 
数で 決まる。 だから， 体 
積 100 cifl の 鉄の かたまり 
は， 地球上で も 月面で も 
鉄の 量には 変わりがない。 


Section 1 物質の 状態 変化 
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B 蒸気 （気体） の 比重と 密度 

比重# 密度と いう 考え方は 気体の 場合に も あてはまります。 ただし， 固体 •液体 
の 比重は 水の 重 さを 基準に しま すが， 気体の 場合に は 空気の 重さ を 基準に します。 

気体の 比重は 0°C, 1 気圧に おける 空気の 重さ 1.293 g/ 6 を 基準と し， これを 1 
として その 比で 表します。 これを 蒸気 （気体） 比重と いいます 0 
蒸気の 密度 （g/2,0°C)  蒸気の 分子 暈 

空気の 密度 （g/£  0 で）’ 空気の 平均 分子量 


原子とは， 物質の 構成要素。 分子とは， 原子の 組み合わせから 成る 物質の 化学的 性質を もつ 
最小 単位。 したがって 物質と しての 酸素は 分子の 単位 （〇2) で 存在し， その 組成 原子は 〇 である。 
また， 分子量とは， 分子の 中に 含まれて いる 各 原子 質量の 総和を いう。 


元素 名 

元素 記号 

原子量 

水素 

H 

1 

炭素 

C 

12 

窒素 

N 

14 

酸素 

0 

16 

ナトリウム 

Na 

23 

硫黄 

S 

32 

塩素 

Cl 

35.5 

く 主な 元素の 原子量 > 


’ 元素とは 原子の 種類で， N 
原子 番号の 等しい 原子に 
つけた 名前 じ や。 


物質 

比重 

物質 

比重 

液体 

(水 =i) 

気体 

(空気 = 1 ) 

水 (or) 

0.99987 

二酸化炭素 （炭酸 ガス） 

1.53 

水 (4X：) 

1.00000 

一酸化炭素 

0.97 

エチルアルコール 

0.79 

プロパンガス 

1.5 

(エタノール） （20t：) 

亜硫酸ガス 

2.26 

ガソリン （20で） 

約 0.75 

エチルアルコール 

1.6 

ベンゼン （20で） 

0.88 

(エタノール） （蒸気） 

クロ  ロ ベンゼン （20て） 

1.1 

ガソリン （蒸気） 

3 〜 4 

二硫化炭素 (or) 

1.30 

— 塩化 一 臭 化 メタン 

4.46 

四 塩化 炭素 (or) 

1.63 

固体 

(水 =1> 

氷 （or) 

0.917 

塩素酸 カ リウ ム 

2.33 

黄 りん 

1.8 

カーバ イト 

約 2.22 

ビ クリン 酸 

1.8 

無水 硫酸 

1.97 

(主な 物質の 比重》 
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□  □  □  □  口(4) 圧 力 □□□□口 

n 圧力 

圧力と 大気圧 

ある 物体の 面に 加わる 押す 力のう ち， 面に 直角 方向に 
はたら く 力を 圧力と いいます。 固体 同士の 圧力の ほかに， 
液体の 圧力， 気体の 圧力が あります が， 危険物の 取扱い 
上， 特に 気体の 圧力に ついて 知って おく 必要が あり ます。 


•••  Caution 

承 液体の 圧力 （液 圧） 

液体 中の 物体の 表面には， 
その 表面上の 液体の 重さ 
による 圧力が はたらいて 
いる。 また 液 圧は， 物体 
の 表面に 直角には たらい 
ている。 

® は 物体 ⑧は 液体 

7 


命 液 


大気 中に ある 物質の 表面には， その上 方に ある 大気の 
重さに よって 押される 力 （大気圧） がは たらいて います。 
平地での 大気圧は， ふつうは 水銀柱を 760 腦の 高さに ま 
で 押し上げます。 このと きの 大気圧を 1 気圧と 定めて い 
る わけです。 なお， 国際 単位では Pa  (パスカル） が 用い 
られ， 1 気圧は lhPa  (ヘクトパスカル） となります。 


• 液 圧の 大きさ 

密度 cf  [  g  /crfl] の 液体 
中で， 深さ れ [cm] とす 
ると， 物体に 加わる 液 圧 
P  [g  重/ crfi] は， 
p  =dh  [g  重/ erf] 

と 表される。 


tmemg 

• 1 気圧の 計算 

76.0  [cm]  X  13.6  [  g  重 
/cm] 

=  1033.6  [g  重/ erf] 

= 1 [kg  重/ erfl] 

この ことから， 1 気圧は 
1kg  重/ crii  (kgf/cm) とな 
る。 


Section 1 物質の 状態 変化  n 


B パスカルの 原理と 液 圧 

圧力の 伝わり 方は， 固体と 液体 •気体と では 異なります。 固体の 場合には 加えら 
れた 一定の 方向に のみ 圧力が 伝わり ますが， 閉じ こめられた 液体 や 気体の 場合には， 
ある 部分に 加えられる 圧力は その 方向は 一定で あっても， 同じ 圧力の まま あらゆる 
方向に 伝わって いきます。 これが パスカルの 原理です。 


右の 図の 断面 積/ 2に かかる 圧力 は 何 g 重になる か。 


J  J 

~S=S~  . パスカルの 原理より， 

20  /2  20X100 

10  =100  . •.ム = 

200g 重と なる。 


□  □□□□□□  0(5) 気体の 性質 □□□□□□□口 


D 臨界 温度と 臨界 圧力 

どのような 気体 も， それを その 気体 固有の 温度 以下に 冷却し， さらに 圧力を かけ 
ると 凝縮して 液体へ と 変化し ます。 このと きの 気体 固有の 温度を 臨界 温度と いい， 
その 臨界 温度で 液体に する ための 最小 圧力を 臨界 圧力と いいます。 

また 気体は， その 気体の 臨界 温度 以上の 高い 温度では， どんなに 圧力を かけても 
液化し ません が， 逆に 臨界 温度より 温度が 低ければ 低い ほど， その 気体の 臨界 圧力 
よ り 小さい 圧力で 液化す る こ とがで き ます。 

気体の 圧力とは， その 気体が 閉じ込められた 容器の 壁に 衝突す る 気体 分子が， 容器の 壁を 押す 
力で ある。 気体の 圧力の 大きさは， 容器の 壁に 衝突す る 分子の 質量が 大きい ほど 大きく， また 衝突す 
る 分子の 速度の 値が 大きい ほど 大きい。 


物質 

臨界 温度 

(•C) 

臨界 圧力 

(気圧〉 

アンモニア 

空気 

二酸化炭素 

水 

メタン 

132.4 

一 140.7 

31.1 

374.1 

-82.5 

112 

37.2 

73.0 

218.5 

45.8 

《主な 気体の 臨界 温度と 臨界 圧力〉 


，たとえば， 水は 水蒸気になる が， その 水蒸気の 温、 
度が' 374.2 C 以上 あるとき はいく ら 圧力を かけても 
水には ならない のじ や。 圧力を かけて 液体に でき 
る 温度の 上限が 374.110 であると いう ことになる。 
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B ボイルの 法則 

一定温度では， 一定 質量の 気体の 圧力は 体積に 反比例 
します。 これを ボイルの 法則と いいます。 


(ボイルの 法 貝 0 


圧力 （気圧） 


( P7=- 定, 


なの じ やから， 


A ド の 関係が 成り立 
つ。 したがって， 斜線 部分, 


EZ3 と ESI の 面積は 等し 


く なる ので ござる。 


(計算 C) 圧力 4.0 気圧， 容積 600  m  6 の 気体を 0.3 
{に 圧縮した とき， その 圧力は 何 気圧になる か。 
Py,=P2V2 より， P,=  4.0  7^600 

P2=x  72=0.3  ( t  )  =300  (m  t ) 

だから， 

4.0X600=^X300 


4.0X600 

••x=  300  '=8*° 


8.0 気圧 となる。 


/memo 

• 反比例の 関係 

(例) 圧力 x 体積 = 一定 
100 x  1 =10 〇 
50  X  2  =100 
25X  4  =100 
また， 

1  X  100=100 

2  X  50= 100 
4  X25=100 

などの よ ラに， 一方が 増 
えれば 他方が 減り， 一方 
が 減れば 他方が 増える 関 
係 0 


•••  Caution  ••• 

• シャルルの 法則の 補足 
気体の 体積と 温度の 関係 
…… 一定 質量の 気体の 体 
積は 圧力が 一定の 場合に 
は， 温度 1 で 上昇 または 
下降す る ごとに， 0 での 
ときの 体積の 1/273 ず 
つ 膨張 または 収縮す る。 


B シャルルの 法則 

一定 圧力に おいて， 気体の 体積は 絶対温度に 比例し ま 


•••  Caution  ••• 

• 絶対温度 

単位 K  (ケルビン）。 理想 


気体 （ボイル • シャルル 
の 法則が 厳密に 成り立つ 
気体） は， 一2731： にお 
いて 体積が 0 となる。 こ 
のこと から， 一273C を 
0 度と した 温度 表示。 


Section  1 
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(計算 例 0  30°C の 気体 15  6 を Ot： に 冷却す ると 何 € になる か。 
V=Vt  〇^餓） の 式を 用いて， 7,=15  i,=30  t=  0  を 代入す る 0 

7=15  (30  +  273) 与13.5 約 13.5  6 となる。 

(計算 例 2) 10T： で 4(H の 気体を 20°C にす ると， 何 € になる か。 

V=  V\  ([,+273) の 式を 用いて， Vi=40  t\  — 10  ¢—20 を 代入す る 0 

7=40  (f^pf)  -41.4 約 41.4  6 となる 0 


□ ボイル. シャルルの 法則 


一定 質量の 気体の 体積は， 圧力に 反比例し， 絶対温度に 比例し ます。 これを ボイ 


ル. シャルルの 法則と いいます。 


温度 =r(K)  圧力 


ボイルの 法則は， 温度が一 定 
シャルルの 法則は， 圧力が 一定 
ボイル. シャルルの 法則は， 気体の 質 里- 
が 一定 


体積 ⑴ とおくと， 一定 という 式が 成 
り 立ちます。 この ことから， 温度: T, 圧力/5， 体 
積/の 気体が， 温度 乃， 圧カ ハ， 体積 R となった 
とき， 次の 関係 式が 得られます。 


とおぼえて おくの じ やよ。 


ノ 


「セ氏 ⑴） を 絶対 温' 
度 （K) に 直す とき 
は， セ氏 温度 +273 
とする だけで ござる。 

V  ノ 


(HD ある 気体を 真空 中の 2  € の 容器に 入れた 
ところ， 温度 27°C で 圧力 380mmHg を 示した。 こ 
の 気体の 0°C， 1 気圧に おける 体積は 何 € になる 
か 〇  ( 1 気圧は 760mmHg) 

の 式ょり， 

F=^X^=  7,X-^Xp 

この 式に ハ =  380,  7,=  2  ,  r,  =  27+273,  P=760, 
T=273t を 代入す ると， 

卜…〆 0  +273 ..380^  273 

^  "  27  +  273  760 150  X  2 

=  0.91  0.916 となる。 
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B アボガ ドロの 法則 

すべての 気体は， 同 温 •同 圧の もとでは， 同体 積 内に 
同数の 分子を 含みます。 これを アボガ ドロの 法則と いい 
ます。 これを 別の 表現で 言い替え ると， すべての 気体の 
lmol (モル） は， 標準 状態 （0°C, 1 気圧） で 約 22.4 
£ の 体積を 占め， その 中には 6.02X  1023 個 （アポ ガ ドロ 
数） の 気体 分子を 含む， となり 


ます。 


’ 簡単に いえば， 

同じ 容積の 中には 
重さに 一切 関係な く， 

定員 (6.02XKP 個) が 決 
まっている という ことじ 

ゃわい。 

ただし， だれも 数えた こ 


〈ア ボガ ドロの 法則》 


m 潮解と 風解 

固体 物質が 空気 中の 水分を 吸収して 湿り， 溶解す る 現 
象を 潮解と いいます。 また これとは 反対に， 結晶 水を ふ 
くんだ 物質を 空気 中に 放置して おいた 場合， 自然に 結晶 
水の 一部 または 全部が 蒸発して 失われる 現象を 風解と い 
います。 

◎潮解 性 物質… 塩素 ナトリウム， 硝酸 アン モニ ウム 
◎風解 性 物質… 結晶 炭酸 ナ トリ ウム， 結晶 硝酸 ナトリウム 


•••  Caunon  ••• 

(§)mol  (モル） 

物質の 質量を 測る 単位の 
一つ。 物質の 分子量に 等 
しい 物質の 量を 1 mol と 
いろ。 

例） 酸素 02  (分子量 = 原 
子 量 x 原子 数 =16X2= 
32) の 1  mol  は 32  g  〇 
® 気体の 状態 方程式 
圧力 \/= 体積 
n= 物質 量 （mol) 

R= 気体 定数 (0.0821) 
温度 質量 
M= 分子量と おくと 
PV=nRT 
PV=^RT 

[memo 

⑱ 分子量の 求め 方 

分子量 = 各 原子の 原子量 
の 和 

例） 酸素 〇2 の 分子量は， 
〇の 原子量が 16 なので， 
16X  2  =32 
一酸化炭素 CO の 分子 
量は， C の 原子量 12， 
〇の 原子量 16 なので， 
12+16=28 
承 分子量には 単位がない 
質量は 分子量に g をつ け 
て 表すが， 分子量と い 〇 
ときは 単に 数字で 表す。 
物質 量の 単位は mol であ 
る。 


•••  Caution 

• 潮解 性 物質 • 風解 性 物 
質の 保存 法 

ビン や 缶に 密封して 保管。 
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1 . fes 界 温度 _ 

温度 0 


-//  yinisfi  //- 


高い 圧力で 気体が 液体に 変化す る， その 気体 固有の 上限の 


□  2  . 臨界 圧力 . 臨界 温度で 気体を 液体に する ための 最小の 圧力。 

□  3. ボイルの 法則 . 温度を 一定と したと き， 一定 質量の 圧力は 気体の 体積 

に 反比例す る。 


体積 =  7 圧力 =戶 とおくと， —定， .'.PXVX=P2VZ 

□  4. シャルルの 法則 . 圧力を 一定と おくと， 気体の 体積は 絶対温度に 比例 

する。 

体積 =  7 絶対温度 =!T とおくと， —定 
これを セ氏を 使用した 式に 変える と， （(= セ氏 温度） 


T=  t  +273  だから, 


: 一定 


“+273) 

また， それぞれの 数値が 変化 するとき， f=f=> 
•T7— T,  "2+273、  1  2 

… い71 (7^^ 

阿〇 ぃ+ 忐） となん 


v2=vlx 


という 式に なり， 〇で のとき の 体積を 7。 とすと， 


□  5. 絶対温度 . セ氏で 表すと一 273 で を 0 ° とする 表し 方。 温度 単位は K  (ヶ 

ルビン ）〇 したがって 〇て： は 273K となる。 100 1： は 373 K。 

□  6. ボイル •シャルルの 法則 . 質量が 一定の 気体の 体積は， 圧力に 反比例 

し， 絶対温度に 比例す る。 

温度 =ァ 圧力 =P 体積 =  7 とおくと， f  = 一定 
.•.それぞれの 数値が 変化す る とき， 


□  7. ァボガ ドロの 法則 . すべての 気体は， 同 温. 同 圧の もとでは， 同体 積 

内に 同数の 分子を ふくむ。 

□  8.  mol  (モル） . 物質 量の 単位 0 
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熱と その 移動 


<{±}酬> . 

【問題 2】 熱の 移動と して 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  熱は 物体を 伝わり， 移動す る。 

(2)  熱は 固体 中の みを 移動す る。 

(3)  熱は 中間体に よらず， ある 物体から 他の物 体へ と 移動す る。 

(4)  熱は 高温 度の 物体から 低温 度の 物体へ と 移動す る。 

(5)  熱は 液体 •固体を 問わず 移動す る。 

□  □□□□□□  口⑴ 温度と 熱畺 □□□□□□□口 

D 温度 

物質には 必ず 温 冷が あり， その 度合いを 表す 物理的 尺度が 温度です。 その 測定器 
具が 温度計で， 通常 使用 されて いるの は 水銀 や アルコールを 用いた 液体 温度計です。 

〔温度 表示の 種類〕 

①  摂氏 （セ氏） . 単位で。 1 気圧の もとでの 氷の 融点を o°c, 水の 沸点を 

100°C とし， その 間を 100 等分して 表示。 

②  絶対温度 . 単位 K (ケルビン）。 理想 気体 （ ボイル. シャルルの 法則が 

厳密に 成り立つ 気体） は一 273°C において 体積が 0 となる。 この ことから， 

一 273で を 0 度と した 温度 表示。 

〇で =273K また， 温度 差は K で 表します。 （15°C  — 12°C=3K) 

③  華氏 （力 氏） . 単位。 F。 氷点を 32 度， 沸点を 212 度と し， その 間を 180 

等分した 温度 表示。 0で=32°?， F=|C+32 の 関係に ある。 

B 熱量 

熱量 （= 熱 エネルギー） は エネルギーの 一種で あり， 物体の 持つ 熱量は 温度に 比 
例し ます。 ですから， 物体の 温度が 高い ほど その物 質の 熱量は 多くなります。 SI 単 
位 系 （国際 単位 系） では ジュール （J) で 表します。 
leal  =4.1855  J  =4.186  J 

また， lg の 純水を 1 気圧の も とで 14.5T： から 15.5°C まで 1 K  ( It： ) 上昇させる 
のに 必要な 熱量を 1 カロリー (cal) といい ます。 これ も 熱量の 単位の 1 つです。 


Section  2 熱と をの 移動 
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□  □  □  □  □  口(2) 上 匕 熱と 熱量の 計算 □□□□□口 

D 比熱 

ある 物質 lg を 温度 IK  (°C) 上昇させる のに 必要な 熱量を， その物 質の 比熱と い 
い， 単位は J/g.K で 表します。 また， ある 物体の 温度を 1K だけ 上昇させる のに 必 
要な 熱量を， その物 体の 熱容量と いいます。  r - 、 

比熱は 温度に よって 異な 
るが， 一般には 定数と 考 
えてよ いの じ や。 


物質 

温度 

(で） 

比熱 

(J/g.K) 

物質 

温度 

(て> 

比熱 

(J/g.K) 

水 

0 

4.2069 

亜鉛 

20 

0.3872 

.水 

15 

4.186 

アルミニウム 

20 

0.883 

水 

100 

4.2153 

金 

20 

0.1293 

エチルアルコール 

21 

2.386 

銀 

20 

0.21 

(エタノール） 

氷 

0 

2.039 

ジエ チル エーテル 

17 

2.306 

コンクリート 

室温 

0.84 

(エーテル） 

木材 

室温 

1.26 

石油 

18 〜 20 

1.967 

水銀 

20 

0.138 

(主な 物質の 温度と 比熱》 


比熱が s, 物質 m  (g) の 熱容量 C は， 次の 式で 表されます。 
熱容量 = 比熱 X 物質の 重さ . C  (J/K)  =s  -m 


比熱とは 物質 lg を 1K だけ 上昇 
させる のに 必要な 熱贵じ や， 


熱容量とは ある 物体を 1K だけ 上 
昇させる のに 必要な 熱量で ござ 

る。  ノ 


熱容 1; とは 物体を 加熱した ときの 一 
温まりに くさ、 放置した ときの 冷 
| めに くさを 表す もので ござる。 
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B 気体の モル 比熱 

①  定積 モル 比熱 

比熱は 物体 だけでなく， 気体に ついても 考える こと 
がで きます。 ただし 気体の 場合には， 体積に よって 大 
き く 比熱の 値が 変わって く るので， 1 mol の 体積を 基 
準に して 考えます。 そこで， 1 mol の 気体の 温度を 1 
K だけ 上昇させる のに 必要な 熱量を 定積 モル 比熱と い 
います。 

②  定圧 モル 比熱 


圧力を 一定に 保ちながら， 気体 lmol の 温度を 1K 
だけ 上昇させる のに 必要な 熱量を 定圧 モル 比熱と いい 


B 熱量の 計算 

質量 m  (g), 温度 差 ZW  (K), その物 体に 出入りす る 
熱量を Q  (J), 比熱 S とするとき， 以下の 式が 成り立ち 
ます。 

熱量 = 比熱 X 質量 X 温度 差 . Q=s-m-  At 


解答 （2) 

►熱は 固体 • 液体を 
問わず 移動す る。 


[memg 

• 定積 モル 比熱の 値 

Cv  (J/mol  *K) 
Cv=—R 
(只は 気体 定数） 

• 定圧 モル 比熱の 値 

CP  (J/mol  -K) 

cp=cv+r=Ir 


•••  Caution  參籲 * 

# 熱の 移動 

異なる 物質 間の 熱の 移動 
は， 両方の 物質が 同じ 温 
度になる まで つづく。 


C1  十算 例)  5°C の エチルアルコール （エタノール） 100 
g に， 15°C の 水 40g を 混合した 場合， その 混合 液の 温 
度 は 約 何度 になる か。 （ェ チル アル コー ルの 比熱 は 2.39 
J/g*K) 

混合 液の 温度を ズで とすると， 

ェ チル ア ル コールが 得る 熱量 = 水が 失う 熱量 

なので， Q=s  •  m  •(の 式を 用いて， 

2.39 X 100 X  (x-5)  =4.186X40X  (15— 尤） 

1 1 ) — ^  ^ — (?) 

1=9.12  .••約 9.12°C  となる。 


• 温度 変化 量の 計算 

温度 変化 量は， 2 つの 物 
質の 比熱 や 質量が 異なる 
ので， 単純な 引き算 や 割 
り算 では 求められない。 
その 場合， 最終 温度を x 
て： とおくと， 

: T— 低い 方の 温度… ① 
高い 方の 温度一 0： …② 
と 表される。 ①と② がそ 
れぞれ の 温度 変化 量と い 
ラ ことになる。 


Section  2 熱と をの 藤 動 
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□  □□□□□□  D(3) 熱の 移動 □□□□□□□口 


熱の 移動の 仕方は， ① 伝導 ② 対流③ 放射 （ふく 射） の 3 つに 分類され ます。 

D 伝導 

熱が 物質 中を 伝わって 移動す る 現象を 伝導と いいます。 そのと き， 熱の 伝導度 合 
いは 各 物質に よっ て 異な ります。 こ の 伝導度 合いを 表す 数値を 熱伝導率 といい ます。 


物質 

温度 

CC) 

熱伝導率 

物質 

温度 

熱伝導率 

銀 

20 

0.998 

水 

20 

0.00140 

銅 

20 

0.923 

水 

80 

0.00164 

金 

20 

0.708 

エチルアルコール 

0 

0.000435 

アルミニウム 

20 

0.487 

(エタノール） 

亜鉛 

0 

0.269 

ジエ チル エーテル 

0 

0.000330 

鉄 

20 

0.116 

(エーテル) 

灯油 

0 

0.000361 

ひまし 油 

4 

0.000432 

硫黄 

0 

0.00065 

空気 

0 

0.0000533 

木材 （かし） 

15 

0.0005 

空気 

20 

0.0000565 

木材 （まつ） 

30 

0.00033 

空気 

100 

0.0000682 

氷 

0 

0.00499 

水蒸気 

0 

0.0000404 

コンクリート 

0 

0.002 

水蒸気 

100 

0.0000518 

土 

20 

0.00033 

二酸化炭素 
(炭酸 ガス） 

20 

0.000036 

(主な 物質の 熱伝導率〉 


伝導率が 大きい ほどよく 熱を 伝え 
るの じ ゃ。 よく 熱を 伝える ものを 
良導体， そうでな いものを 不良 導 
体と いう。 こうして みると， 金属 
以外は みな 不良導体 じ やな。 


B 対流 


高温  低， 

I 


アルミ 「 
ニゥム I 


鉄 [:從 - 


(: 熱の 伝わる 速 ざ 〇 


液体 や 気体の 温度 差に よって， 液体 や 気体が 移動す る 現象を 対流と いいます。 対 


流は， 液体 や 気体が 加熱され ると その 部分 
が 膨張して 上昇し， その あとに 重い 低温 部 
分が 流れ込んで くる ことから 起こり ます。 

たとえば， 火災が 起こる と 熱せられた 空 
気が 上昇し， 周囲の 冷たい 空気が 流れ込ん 
で 風が 吹きます。 これ も 対流 現象の 一つで 
火事場 風と いわれて います。 


(気体と 液体の 対流） 
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B 放射 （ふく 射) 


熱を もつ た 物体が 放射 熱を 出して 他の物 体に 熱を 与え 
る ことを 放射 （ふく 射） といい ます。 また， そのと きに 
放射され る 熱の ことを 放射 熱 （ふく 射 熱） といい ます。 


□  □  □  □  口⑷ 熱 膨張 □□□□口 


一般に， 物体は その 温度が 高くなる につれ て 体積が 増 
えます。 この 現象を 熱 膨張と いいます。 そして， 熱 膨張 
は 固体 • 液体 • 気体の それぞれに 起こる 現象です。 

n 固体の 熱 膨張 


固体の 場合， 金属 棒な どのよう な 棒状 物体の 長さが， 
熱に よっ て 伸びる 変化を 線 膨張と いい， 熱に よって 起こ 


[memo 
⑱ 放射 熱 

放射 熱は， 中間の 介在 物 
に 関係な く 直接 熱が 移動 
する。 したがって， 真空 
中 も 移動で きる ので 太陽 
の 熱が 地球に 届いて いる。 
また， 熱 放射線 （ふ < 射 
線） は 光の 一種で あり， 
空気 中を 移動 するとき で 
も， 放射 熱は 風に 流され 
たりは しなし、。 


•••  Caution  ••• 

•熱 膨張と 質 置 

物質は 加熱され て 体積が 
膨張しても， 質量は 変化 
しない。 したがって 重量 
も 変わらない。 ただし， 
物質の 密度と 圧力は 反比 
例して 小さくなる。 

⑱線 膨張の 計算 
線 膨張率 も 物質に よって 
異なる。 

0X： のとき の 長さ をら， 
線 膨張率を CT とすると, 
物質の 温度が i で に 上昇 
したと きの 長さ i は， 

I  =1〇  (1  +  a .  ZU) 

の 式で 求められる。 
ただし， ZU は 温度 差。 


Section  2 熱と をの 藤 動 
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物質 

温度 

(*C) 

体 膨張率 

物質 

温度 

(^) 

体 膨張率 

銀 

0-100 

0.0000567 

二硫化炭素 

20 

0.001218 

銅 

0-100 

0.0000498 

ガソリン 

20 

0.00135 

水 

20 〜 40 

0.000302 

水銀 

20 

0.0001819 

水 

60 〜 80 

0.000587 

空気 

水素 

100 

0.003665 

ジエ チル エーテル 

20 

0.00165 

100 

0.0036626 

気体の 膨張率は 
2^3  (=0.00366) 

の 平均 体 膨張率で 計算 
する ことに なって おる。 


V 


〈主な 物質の 体 膨張率》 


B 液体の 膨張 


液体の 膨張は 体 膨張の みです。 液体は 通常， 容器に 入れて 保管され ている ので， 
液体の 膨張を 考える とき には その 容器の 膨張 も 考慮に 入れなければ なり ません。 容 
器の 膨張度 合い によって， 液体の 見かけの 膨張度 合い も 変化す るから です。 

したがって， その 液体の 真の 膨張を 求める には， 液体の 見かけの 膨張に 容器の 膨 
張を 加えなければ なりません。 体 膨張を したと きの 体積 7 を 求める 計算 式は， 

〇で の 体積を 7。 体 膨張率を 0  ^ 


温度 差を とおくと， 

V=Vo  (1  +  /9.ZU) 

と 表されます。 

cmm  i5°c で 5ch の ガソリ ン は， 
20°C では 何 6 になる か。 （ガソリンの 
体 膨張率は 0.0013 5) 

Vi になる とすると， 

V  =V0  (1  +  /3-At) 

上り， 

V  =50  |  1  +0.00135X  (20-15)1 
=  50.3375  (  i  ) 


B 気体の 膨張 

気体の 膨張は 液体. 固体の 膨張に 比べて はるかに 大きく， 各 気体の 膨張率は ほと 
んど 同じで， 約 1/273  (与 0.0036 6) という 平均 体 膨張率で 表されます。 

気体の 体 膨張率は， シャルルの 法則 「一定 質量の 気体の 体積は， 圧力が 一定の 場合， 温度 i°C 
上昇 または 下降す る ごとに， 0°C のとき の 体積の 1  /273 ずつ 膨張 または 収縮す る」 に 従う。 
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■  一  //  ^Finish  //  一 

1.  セ氏 温度 （で） . 1 気圧の もとで， 水の 融点 or, 水の 沸点 100 r 

2.  絶対温度 （K) . 1 気圧の もとで， 水の 融点 273K， 水の 沸点 373K 

K= セ氏 温度 +  273,  _273て を 絶対零度 という。 

3. 1 カロリー （cal) . 1 気圧の もとで， lg の 純水を 1 で〇〇 上昇 さ 

せる のに 必要な 熱量。 lcal#4.186J  (ジュール） 

4. ジュール （J) . 国際的 単位 系で 熱量を 表す 単位。 

5  .比熱 . 物質 lg を 温度 lt：(K) だけ 上昇させる のに 必要な 熱量。 

単位 J/g*K 

6 . 熱量 . エネルギーの 一種で 熱 エネルギー のこと。 

Q=s  -  m  •  At  (Q  = 熱量， s  = 比熱， m= 質量， 4£=温度差1〇 

7.  熱容量 . 物体の 温度を 1 で （K) だけ 上昇させる のに 必要な 熱量。 

8.  定積 モル 比熱 . 体積を 一定に 保った 1 mol の 気体を 1 で (K) だけ 上 

昇させる のに 必要な 熱量。 CV=^~R  (i?= 気体 定数） 

9.  定圧 モル 比熱 . 圧力を 一定に 保った 気体 1 モルを 1 t：(K) だけ 上昇 

させる のに 必要な 熱量。 C ベ R  (丑 = 気体 定数） 

10.  熱の 移動 …… ®f 云導② 対流 ③ 放射 （ふく 射)。 

11.  熱 膨張 …… ①線 膨張 （固体） ②体 膨張 （固体 •気体 •液体） 

12.  断熱 変化 …… ① 断熱 膨張 （温度 低下） ② 断熱 圧縮 （温度 上昇） 


□  □□□(5) 断熱 変化 □□□口 

容器 中の 気体が 外部 か ら 仕事を されたり 外部 に対して 
仕事を したり するとき， 物質と 外部との 間で 熱の 移動が 
起きない よう にした 状態での 物質の 変化を 断熱 変化と い 
います。 気体の 内部 エネルギーは 増減し ますが， これを 
気体の 断熱 変化と いいます。 また， その 変化は 気体の 温 
度 変化と なって 表れます。 

D 断熱 膨張と 断熱 圧縮 

物質が 膨張す る 場合を 断熱 膨張， 圧縮 するとき を 断熱 
圧縮と いいます。 

B 断熱 変化と 温度の 関係 

断熱 膨張を すると 気体の 温度は 下がり， 断熱 圧縮を す 
ると 気体の 温度は 上がり ます。 

断熱 膨張 …… 気体が 外部に 対 して 仕事を する 一+ 内部 エネ ルギ 
一 減少 一-気体の 温度 低下。 断熱 圧縮は 断熱 膨張の 反対の 反応で ある。 


••籲  caution  ••• 

承 エネルギー 保存の 法則 

外力を 受けない 物理 系で 
は， エネルギーの 総和は 
一定不変 である。 エネ ル 
ギ ーは 互いに 他の エネ ル 
ギーに 移り変わる ことが 
できる が， その 際， 一方 
の 減少 分 だけ 他方が 増加 
する。 したがって， エネ 
ルギ ーの 総和は 常に 一定 
不変で ある。 
•エネルギーの 主な 種類 

①  力学的 エネルギー 

②  内部 エネルギー 

③  電気 エネルギー 

④ 光や 電波の エネルギー 

⑤  核エネルギー 


□  □  □  □ □  □  □  □  □  □□□ 

3 _ 〇 


i 


Section  2 熱と ぞの辟 動 


39 


電気と 静電気 


<  ihmmy . 

【問題 3】 静電気に 関する 説明と して 誤って いるものは どれ か。 

(1)  静電気は 一般に 摩擦 電気と もい われる。 

(2)  静電気は 湿度が 高い ほど 発生し やすく， 帯電し やすい。 

(3)  静電気は 帯電す ると 火花 放電を 生じる ことがある。 

(4)  物質に 静電気が 帯電して も そのまま では 危険では ない。 

(5)  静電気の 発生は 物質の 絶縁抵抗が 大き いほ ど 大きい。 

〇〇  0(1) 才ーム の 法則と ジュ —ル熱 □□□ 


一般に， 危険物の 取扱いに 関しては， 出火の 原因と なる 火気に ついての 規制が あ 
ります。 ストーブ •溶接 火花 等は もちろん のこと， 電球の 熱 や 過 電流 •漏電， 静電 
気の 火花 さえ も 火 源と なり， 可燃物を 発火させる ことがあります。 

したがって， 電気 •静電気に ついても， その 性質を 十分 知って おく 必要が ある わ 
けです。 

D オームの 法則 


/ 抵抗とは 電気の 流れに くさと 考え ヽ 
、 てよ いので ござる。 
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B ジュールの 法則 

導体に 電気が 流れる と 熱が 発生し ます。 これを ジュー 
ル 熱と いい， ジュール 熱は， 電流と 電圧に 比例し ます。 
これを ジュールの 法則と いいます。 熱量 Q, 電流/， 時 
間 f  (秒） とすると 以下のような 式で 表す ことができ ま 
す。 

Q=EIt . ジュールの 法則 - ① u が— 定の 式） 

これに オームの 法則を 適用す ると， 

E  =  I R . オームの 法則 - ② （£• が 一定の 式） 

② を① に 代入す ると， 

Q  =  (IR)  It  =FRt - ①' 

I  =~^ . オーム の 法 貝！] - ③ （/ が 一定の 式） 

③ を① ' に 代入す ると， 

Q  =  ( )  2Rt=  t 

となります。 （ただし， 電圧 芯， 抵抗 丑と する） 


B 電気 災害の 防止 

一般に， スパーク や アークの 状態を 電気 火花と いい ま 
す。 これらの 放電 エネルギー 自体は ほんのわず かです が, 
危険物と して 取扱う 引火 性 液体の 蒸気な どは， わずかな 
放電 エネルギー によって 引火す る 危険性が あ り， その 火 
災 事例 も 非常に 多く なって います。 

① 電気 設備 
危険物 施設に 設置す る 
電気 設備は， 全面的に 電 
気 工作物に 係わる 法令に 
従う こと になって います。 


可燃性 蒸気， ガス 微粉 のない 場所 


〈危険 場所は 避ける〉 


〈防 爆 構造で 必要 最少 限度〉 


< 覚えて おく 要点は 3 つ。 

1 爆発物の ある 所へは 設置し ない。 

2  止む を 得ない 場合は 防 爆 構造。 

3  常に 必要 最少 限度。 


解答 （2) 

►静電気は 湿度が 低 
いぼ ど 発生し やすい。 
冬場に 衣服な どに 静 
電気が 帯電し やすい 
のは， 冬季の 乾燥に 
よる 低湿 度の ため。 


•••  Cauttan 

® とは 

とは， IV の 電圧を 
加えた ときに 1A の 電流 
が 流れる 導線の 抵抗を い 
う。 

⑱ 導体と 不導体 

電気を よく 通す 物質を 導 
体と いい， 電気を 通さな 
い 物質を 不導体 または 絶 
縁 物と いう。 ただし， 導 
体と いっても 抵抗が 0 と 
い ラ ことでは なく， 抵抗 
値が 小さい とい ラ 意味で 
あ^)。 

したがって， 抵抗が ある 
限りは， 電気が 流れる と 
ジュール 熱が 生じる ので, 
電熱器 や 暖房器 具で なく 
とも， 電気器具 であれば 
発熱す る。 

(D スパーク 

電気 的 接点に おける 火花。 
放電に よる 閃光の こと。 

(§> アーク 

気体 放電の 一 つ。 両極 間 
の 気体 中を 電流が 流れる 
ときに 起こり， 強い 発熱 
と 発光を 伴う。 


Section  3  電気と 静電気 
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② 危険 場所 （蒸気 危険 場所） 

危険 場所とは， 可燃性 ガスが 空気と 混合 して 爆発 また は 燃焼す る 危険の ある 場 
所を いいます。 


引火点 40で 以下の 危険物 
を 貯蔵 または 取扱う 場所。 


引 火 点 4〇で 以上の 危険物 だが， 
その 可燃性 液体の 引火点 以上の 


状態で 貯蔵 また は 取扱う 場所。 


45°c 


(危険物 製造所 等に おける 危険 場所） 


可燃性 微 粉が 滞留す る 
おそれの ある 場所。 


③ 防 爆 構造の 種類 

a)  耐圧 防 爆 構造 …… 内部で 爆発が 起こっても その 圧力に 耐え， 外部の 可燃性 

ガスに 引火す る おそれの ない 構造 0 

b)  油 入 防 爆 構造 …… 点火 源と なり 得る 部分を 油 中に 納めた 構造。 

c)  内部 防 爆 構造 …… 内部に 保護 気体 （新鮮な 空気 や 不燃性 ガス 等） を 圧入し 

た 構造。 

d  ) 安全 増 防 爆 構造 …… 運転 中 に 電気 火花 や 過熱を 生 じて はならない 部分に， 
構造 上 または 温度 上昇に ついて， 特に 安全 度を 増加した 構造。 

e)  特殊 防 爆 構造 …… 試験 その他に よって， 外部の 可燃性 ガスへの 引火を 防止 

できる こと が 確認され た 構造。 

f)  本質 安全 防 爆 構造 …… 点火 試験 その他に よって， 運転 中 および 事故 時に 発 

生す る 電気 火花 または 熱に より， 爆発性 ガス に 点火し ない こと が 確認 さ 
れた 構造。 

□  □□□□□□□  0(2) 静電気 □□□□□□□□口 

静電気 も 電気の 一種です が， ふつうの 電気とは どう 違う のでし ようか 0 ふつう， 
単に 電気と いわれる 電気は， 次々 に 電気が 生まれて 電流と なって 動いて いく ものを 
いいます。 これに 対して， 静電気は 物体に 溜まった まま 移動し ない 電気の ことを い 
います。 一般には， 物体 同士を 摩擦した ときに 生じる 電気と して 知られて います。 
また 静電気は， その 周りの 空間に 静 電界を つくり， 静電 エネルギーを 蓄えて います。 
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D 静電気と 電気 絶縁抵抗の 関係 

静電気は 電気 絶縁抵抗の 大き い 物質 ほ ど 発生し やすい。 
したがって， 電気 絶縁 性の 高い 高分子 材料 や 石油 系の 原 
料の 多くは， 静電気が 発生し やすく， 災害の 原因になる 
ので 細心の 注意が 必要です。 


試料 

抵抗 率 （Q*cm) 

相対湿度 （％) 

気温 CC) 

シク ロ ヘキ サン 

2.1X10“ 

58 

9.0 

石油 ベンジン 

2.7X1011* 

53 

27.7 

ミ ネ ラル スピリット 

2.6  X10'3 

54 

28.1 

ベンゼン （90%) 

1.6  X10'3 

54 

26.8 

ト ル エン 

2.5X10,a 

54 

27.0 

キ シレン 

2.8  X10'3 

54 

28.0 

二硫化炭素 

7.5X10" 

57 

10.0 

酢酸 ェ チル 

1.7X107 

54 

27.7 

酢酸 ブ チル 

9.2X10* 

54 

27.7 

メチルアルコール 

<4X10# 

54 

27.7 

ブ チル アルコール 

<4X10® 

54 

27.7 

アセトン 

<4X10* 

54 

27.7 

メ チル エチ ルケ トン 

<4X10* 

一 

— 

メ チル イソ プチ ルケ トン 

<4X106 

54 

27.7 

四 塩化 炭素 

1.0X10“ 

57 

9.5 

(主な 物質の 電気抵抗 率 > 


B 静電気 発生の 機構 

静電気の 発生には， 摩擦に よる 発生の ほかに 以下の よ 
うな 発生 現象が あります。 

①  接触 帯電 …… 2 種類の 物質が 接触し， その後 分離 

する 際 に 発生す る 帯電 現象。 

②  流動 帯電 …… 管内を 液体が 流動す る 際の 帯電 現象。 

③  沈降 帯電 …… 液体 中を 他の 液体 や 固体が 沈降す る 

際に 発生す る 帯電 現象。 

④  破砕 帯電 …… 固体を 砕く 際に 発生す る 帯電 現象。 

⑤  噴出 帯電 …… 液体が ノズルな どから 噴出す る 際に 

発生す る 帯電 現象。 


[memo 

• 静電気の 特徴 

①  異なる 物体を こすり 合 
わせる と 静電気が 起こ 
る。 

②  電気には， 正 (+) 負 
(一） の 2 種類が ある。 

③  こすり 合わせた 異なる 
物質は 互いに 性質 (正 
負） が 分かれる。 

④ 正 (十） と 正 （十） の 電気, 
負 （一） と 負 （一) の 電気 
は 互いに 反発し 合い， 

正 （+) と 負 （一 ） の 電気 
同士は 互いに 引き合う。 

⑱ 電荷 

粒子 や 物体が もつ 電気の 

量を 単に 電荷と いう こと 

が 多い。 したがって，一 

般に 物体が 電気を 帯びて 

いると きは 電荷が あると 

い ラ。 

® 帯電 

粒子 や 物体が 電気を 帯び 

る ことを 帯電と いう。 


•••  Caunon  ••• 

•誘導 帯電 

帯電した 物体の 近くに 置 
かれた 物体が， 帯電 物体 
の 影響で 二次的に 帯電す 
る 現象。 このと き， 一 方 
が 正 （+) に 帯電して いる 
と， 他方は 負 （一） に 帯電 
する。 

⑯ クーロン 

電気量の 単位で， 1A の 
電流に よって 1 秒 間に 運 
ばれる 電気の 量を 1 クー 
ロンと い ラ。 
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B 静電気 災害の 防止 


静電気 災害を 防止す るた めには， ① 静電気を 発生 させない こと ② 発生しても 危険 
な 量に ならない ように 抑える こと ③ 発生した 電気を 漏洩 させたり 中和 させたり して 
危険な 蓄積 状態に しない こと， などが その 基本的な 考え方になります。 そして 万一 
火災が 発生した 場合には， 燃焼 物に 適応した 消火 方法を と る 必要が ある こと は 言う 
まで も あり ません。 

静電気を 発生 させない 


発生しても 危険な 量に  発生しても 蓄積 しないよ 

な ら ないよう 抑える  う に 漏洩 させた りする 


発生を 少なく する 方法 

a 摩擦の 減少 （発生 防止） 
b 接触す る 2 つの 物質を 選択 （抑制 効果） 

c 導電性 材料の 使用 （漏洩 効果） . 導線を 巻き込んだ ホースの 使用な ど。 

d 液体の 流速の 制限 （抑制 効果） . 流動 途中の 停滞 区間の 設定な ど。 

e 除電 剤の 使用 （漏洩 および 中和 効果） . 導電 塗料， 添加剤の 使用な ど。 

蓄積を 生じさせない 方法 

a 接地 （漏洩 効果） . 電気 的に 導線を 接続し， 接地 （アース） する。 

b 室内 湿度を 約 75% 以上に 保つ （漏洩 効果と 抑制 効果） . 湿度が 高い と静 

電気は 発生し にく  くな り， また 発生しても 物体 表面の 水分を 伝わって 漏洩す 
る 0 

c 緩和 時間を おいて 放出 中和 . 静 置して _然 に 帯電 放出させる。 

d 除電 服， 除電 靴の 着用 （発生 防止） 

e その他 . 高圧 • 放射線 • 静電 誘導 等に よ る 方法で 室内の 空気を イオン化 

し， 静電気を 除去す るな ど。 

一般に， 物体 や 人体に 静電気が 蓄積す るのは， 静電気の 発生 速度と その 発生した 静電気の 漏洩 
速度との 量的 差に よる。 つまり， 静電気の 発生 速度が その 漏洩 速度より 太で あれば， 必然的に 静電気 
は 蓄積され， その 反対の 場合には 発生しても 蓄積され ない ことになる。 
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□  □□□(3) 直流と 交流 □□□口 

D 電流の 波形 

電流には 大別す ると 直流と 交流の 2 種類が あ ります。 
直流は 電流の 大き さと 方向が 一定で あり， 交流は 電流の 
大き さと 方向が 周期 的に 変化し ます。 


(直流の 波形） 


(交流の 波形） 


上図の ように， 電池な どの 直流 電流は 正 （+  ) から 負 
(-) へと 一方的に 電流が 流れます。 家庭 用 電気の 交流 
電流は 正 （+  ) と 負 （一） が 交互に 変化して 電流が 流れ 
ています。 1 秒 間に 50 回 周期 （サイクル） が 変わる こと 
を 50 ヘルツと いい， 関東では 50 ヘルツ， 関西では 60 ヘル 
ツ の 電流が' 使用 されて います。 

B 電池の 直列， 並列， 直 並列 結合 


① 直列 結合 


電池 1 個を 1.5V と した 場合 
回路の 全 電圧は， 

1.5VX  3  =4.5V 


② 並列 結合 


並列の 全 電圧は， 電池 1 個 
分の 1.5V。 


③直 並列 結合 


直 並列の 全 電圧は， 直列 部 
分の 全 電圧に 等しい。 
1.5VX  3  =4.5V 


[memo 

® 交流 波形 

交流の 波形には いろいろ 
あるが， 以下の 4 種が そ 
の 主な ものである。 

① 正弦波 


時間 


• 家庭 用 交流 電圧 

一般に， 家庭 用 交流 電気 
の 電圧は 10 0V である。 
高圧で 送電され てきた 電 
気は， 電柱 上の 変圧器で 
100V に 落とされて 供給 
されて いる。 


電流の 大きさ 


電流の 大きさ 
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□  □□□□□□□  口(4) 湿 度 □□□□□□□□□ 

湿度とは， 空気 中に 含まれる 水蒸気の 量に よる 乾湿の 度合いを いいます。 空気 中 
の 水蒸気の 量は， 温度に よって 飽和 量が 異なり， 温度が 高く なれば なる ほ •ど 飽和 水 
蒸気 量は 増大し ます。 したがって， 湿度の 高低は 火災 発生に 大きく 影響して きます。 

D 絶対湿度 

1 気圧の もとで 1 m3 の 空気 中に 含まれ 得る 水蒸気の 最大 量 を グラム 単位で 表した 
ものを 絶^)* 湿度と いいます。 


気温 rc) 

-10 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

1 nf 中に 含み 得る 水蒸気の 最大 置 

(g) 

1.95 

4.8 

6.8 

9.4 

12.6 

17.3 

23.0 

30.3 

《各 気温 ごと の 飽和 水蒸気 量》 


B 相対湿度 

絶対湿度が 各 気温 ごと の 飽和 水蒸気 量で あるの に 対 して， ある 時点での 実際に 空 
気 中に 含まれて いる 水蒸気の 量と， その 湿度の 空気が 含み 得る 最大 水蒸気 量 （絶対 
湿度） との 割合を％ で 表した ものを 相対湿度と いいます。 一般に 湿度と いう 場合に 
は， この 相対湿度を 指します。 

_ 現在の 空気 中に 含まれる 水蒸気 量 （/) 

(H)  現在の 空気と 同 温度に おける 飽和 水蒸気 量 （£)  0 

B 実効 湿度 

物体は 空気 中の 湿度の 影響を 受けて 
吸湿したり 乾燥したり します。 そして 
その 度合いは， 物体の 材質 •形状 等に 
よ り 異なって きます。 

たとえば， 障子 や ふすま 等は すぐに 
湿気を 吸います が， 太い 柱 や 材木な ど 
はすぐ には 吸湿し ません。 このように 
物体 それ 自体に 影響して いる 過去の 湿 
度を も 考慮した 湿度を 実効 湿度と いい 
ます。 


(¥WW) 

(1) 0°C で 2g の 水蒸気を 含む 空気の 
相対湿度は 何％ か。 

100=^>約41.7〇/〇 

(2) (1) の 空気が 20°C になる と， その 相 
対 湿度は 何％ か。 

100 約 1 1 .56% 
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— - //  ^inisfi  //■ -  - — ^ 

□ 1. 電気 …… 静電気と 電気の 2 種類が ある 。静電気は 2 つの 物質が 接触した 
ときな どに 発生し， そのと き 物体に 溜まった 電気を いう。 ふつうの 電 
気は 次から 次へ と 電流に なって 動いて いく 電気を いう。 

□  2. 電圧 . 電流を 流す 圧力。 単位は V  (ボルト）， 記号は 芯。 

□  3. 電流 . 正 （+  ) から 負 （一） へと 流れる 電気の 流れ。 単位は A (アンペア）。 

記号は/。 

□  4. 抵抗 . 電流を さまたげる 力の こと。 電球 や 電熱器の ニクロム 線な ど， 

電力を 消費す る ものは 全て 抵抗 そのもの。 

単位は Q  (オーム）， 記号は 况。 

□  5. オームの 法則 . 電圧 (芯） = 電流 （/)X 抵抗 (丑） 

1  =  R ， R=T 

□  6. ジュールの 法則 . 電気が 流れた とき に 発生す る 熱が ジュール 熱。 

ジュール 熱 （Q) = 電圧 (丑） X 電流 （/)  X 時間 U) 

□  7. 危険 場所 . 爆発 または 燃焼を 生ずる のに 十分な 量の 可燃性 ガスが 混 

合し， 危険 雰囲気を 生成す る おそれの ある 場所。 

□  8. 静電気 発生の 機構 

①  接触 帯電 . 2 種類の 物質が 接触 して 離れる とき に 発生。 

②  流動 帯電 . 管内を 液体が 流動 するとき に 発生。 

③  沈降 帯電 . 液体 中を 他の 液体 や 固体が 沈降 するとき に 発生。 

④  破砕 帯電 . 固体を 砕く とき に 発生。 

⑤  噴出 帯電 . 液体が 高速で ノズルな どから 噴出す る ときに 発生。 

⑥  誘導 帯電 . 帯電した 物体の 近く の 物体が 静電気を 帯びる こと。 

□  9. 静電気 抑制の 方法 


□ 


10. 


(発生を 少なく する） 

①  摩擦の 減少 

②  接触す る 2 つの 物質を 選択 

③  導電性 材料の 使用 

④  液体の 流速 • 速度の 制限 

⑤ 除電 剤の 使用 

湿度 . 空気 中の 乾湿の 度合い。 


(蓄積を 生じさせない） 

①  アース （接地） の 使用 

②  室内 湿度の 上昇 （約 75% 以上に) 

③  緩和 時間を 設けて 放出 中和 

④ 除電 服， 除電 靴の 着用 

⑤  室内 空気の イオン化 


□ 11. 絶対湿度 . 1 気圧の 空気 Inf 中の 飽和 水蒸気 量 （グラムで 表示)。 

□ 12. 相対湿度 . 求める 相対湿度を//, 現在の 空気 中に 含まれる 水蒸気 量 

を/, その 温度での 絶 体 湿度を 芯と した 場合， 

士 X1QO  (%) 

□ 13. 実効 湿度 . 現在の 湿度 以前の 継続的 過去の 湿度を 考慮に 入れた 湿度 ^ 

^2^  _ 
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額の 種類と 原子. 分子 

< 出題 例 > . 

【問題 4】 化合物と 混合物に ついて， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  水は， 酸素と 水素の 化合物で ある。 

(2)  空気は， 酸素 •窒素な どの 混合物で ある。 

(3)  炭酸 ガスは， 炭素と 酸素の 化合物で ある。 

(4)  鉄の さびは， ある 種の 化合物で ある。 

(5)  ガソリンは， 種々 の 炭化水素の 化合物で ある。 


□  □□□(!) 単体と 同素体， 異性体 □□□口 

物質は 元素から 構成され ています が， その 構成要素から 見る と， 単体 •化合物 • 
混合物の 3 つに 大別され ます。 

a)  単体 . 化学的には 分解す る こと も 合成す る こと もで きない 1 種類の 元 

素からで きている 物質を いう。 

b)  同素体 . 同じ 元素からで きていて 性質の 異なる 単体を 互いに 同素体で あ 

ると いう。 

c)  異性体 . 分子式は 同じ だが， 分子 内の 構造と 物質と しての 性質が 異なる 

ものを いう。 


単体 

酸素 （02), 亜鉛 （Zn), リン （P)， ナトリウム （Na), 窒素 （N), 鉄 （Fe) 

同素体 

酸素 （02) と オゾン （03), 赤 リンと 黄 リン， ダイヤモンドと 黒鉛 

(単体と 同素体の 物質 例〉 


H  H 

|  | 

/ こちらは どれ も 分子式は，  ' 

C 札 0 

CC 

< こちらは 炭素 骨格が 同'' 
じで CHS の 基の つなが 

C  —  C  —  0H 

1  1 

しかし， それぞれ 手の つなぎ 方 

る 位置の みが 異なって 

が 異なった 構造に なって おる。 , 

オル トキ シレン 

いるので すぞ。  ^ 

エチルアルコール （エ タノ ー ル） 

H  H 

I  I 

H  — し 一  0  —  C  —  H 

I  I 

H  H 

ジメ チル エーテル 

(構造 異性 依^ 


CH3 

メ タキ シレン 

CH,XrCHl 

パ ラキ シレン 

(位置 異性体） 
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〇〇  0(2) イ匕合 物と 混合物 □□口 


自然界には 数百 万 種と もい われる 物質が 存在して いま 
す。 そして それらの 物質は， 物理的 方法では それ 以上 分 
離で きない 純 物質と， 冷却 や 加熱な どの 物理的 方法で い 
く つかの 物質に 分離で きる 混合物と に 大別 されます。 
(-純 物質  単体 （1 種の 元素から なる） 

物質一  化合物 （2 種 以上の 元素から なる） 


し 混合物  2 種 以上の 純 物質 


パ K は, h2 と a に 分解され る \ 
のじ や。 ただし， 水 だけで 
は H ‘や 0H— が 少な くて 電流 
が ほとんど 流れない ので， 


少量の 硫酸 や 水酸化 ナ トリ 
ウム などを 溶かして 反応を 
く して おる。  ノ 


=0  =0 


(水の 電気分解） 


化合物とは， 「化学的 方法に よって 2 種類 以上の 物質 
に 分解が でき， また 化合に よって 合成で きる 物質」 と定 
義 づける ことができます。 同様に 混合物とは， 「それ ぞ 
れの 物質が 互いに 化学結合 せずに その 成分を 保った まま 
混ざり 合った 物質」 と 定義 づける ことができます。 


□  口  □□  (3) 原子と 分子 口  □□口 


物質の 特性を 持って いる 最小の 物質を 分子と いい， そ 
の 分子を 構成す る 最小の 基本的 粒子を 原子 （アトム） と 
いいます。 


解答 ⑸ 

►ガソリンは 混合物。 
その他， 灯油 •軽油, 
動植物 油な どが ある。 


[memo 

® 自然界の 物質 

自然界の 物質 I 的 2 の 元素 
から 成る。 人工的に つく 
られた 元素を 含める と， 
103 種になる。 

また， 自然界の 物質の ほ 
とん どは 混合物と して 存 
在 している。 


•••  Caution  ••• 

♦、化合物の 例 

水 （H20), 塩化 ナト リウ 
ム （Nad), 硫酸 (H2S04), 
アンモニア (NH3),  メチ 
ル アルコール (CH30H), 
塩素酸 カリウム (KCI03) 
など。 

d) 混合物の 例 

ガソリン， 灯油， 軽油， 
動植物 油， セル □イド， 
空気， 食塩水な ど。 


•••  Caution  ••• 

® 元素 

物質を 構成して いる 基本 
的 成分で， 化合物 や 単体 
の 構成要素 となる。 

⑱ 元素 記号と 原子 記号 
元素を 表すのに 用いる 記 
号を， 元素 記号 または 原 
子 記号と もい う。 これは 
「周期 表」 に まとめられ 
ている ので 参照の こと。 
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この 一番 外側の 電子の 数が. 原子の 化学的 性質を 決定して いる。 

IHH 原子 中の ㊀ 電気を 持つ 電子の 数と ㊉ 電気を 持つ 陽子の 数は 同数で あり， 通常， 全体で 電荷は 〇 
となる。 また， 原子核 中の 陽子と 中性子の 重さは ほぼ 同じで あり， 電子は それに 比べる と 無視で き 
る 程度の 重さで ある。 したがって， 原子の 重さは 原子核 自体の 重さと 考えられ ている。 

□  □□□□□(4) イオンと 原子価 □□□□  □□ 

陽 （+  ) または 陰 （一 ） の 電気を 帯びた 原子 または 原子 団を イオンと いいます。 
また， 電子は 原子の 中で 層を 成して いますが， その 一番 外側の 電子の 数が 化合の 際 
に 重要な 役割を 果たす ことになります。 その 役割とは， 他の 原子との 結合の 仕方を 
決定す る ことで， ある 元素の 1 原子が 水素 原子 何個と 結合す るかを 表す 数を 原子価 
と して 表して います。 

E 陽 イオン . ㊉の 電気を 帯びた 原子. 原子 団 （Na+，H+ など） 

□ 陰 イオン . ㊀の 電気を 帯びた 原子. 原子 団 （CI—，OH— など） 


r 子団の 場合 も 全体を 1 つの 原子の 
、ように 扱って 原子価を 考える のじ や。 


〈電解質〉 


〈非 電解質〉 


A 


/? 


gppai 電解質とは， 水に 溶かした ときに 電気を 通す 物質の 性質を いう。 非 電解質とは， 水に 溶かした 
ときに 電流を 通さない 物質の 性質を いう。 水な どは そのままでは 電流が 流れに くいので， 電解質の 高 
い 硫酸な どを 少量 加えたり して 電気分解す るの もこの ためで ある。 

また， 電解質の ものと しては 酸性 •アルカリ性の もの， 中性では 食塩な ど。 非 電解質の ものと して 
は 砂糖. デンプ ン • エタノール などの 有機物。 


〈水素 原子 H〉 


爾子㊀ 


〈塩素 原子 C〉 


陽子の 数が 17 ならば， 電子の 数 も 合計で 
必ず 17 になる ので ござる。 

陽子と 電子の 数は 常に ブラス マイナス 〇  ! 


〇 〇〇 
〇 

〇  〇 


/ 原子価は 1 つの 元素 
について 丨 つとは 限 


f 原子核 中の^^ 
は 陽子を 表し 
て おる。 

水素は 原子 番 
号が 1 なので 
陽子 も 電子 も 
それぞれ 1 つ 
I ずつ じ や。 ) 


鼷 


0 0  〇 
0 0 
0 

0 0 0 

Gk%  0 
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Chapter 1 基礎的な 物理学 • 化学 


□  □□□(5) 物質の 量 □□□口 

日常生活では 物の 量を 質量 や 体積で 表す ことが 多いで 
すが， 化学変化では 原子 間の 組み合わせが 変化す る こと 
から， 原子 や 分子の 質量 やその 数を 基準に して， 量的 関 
係を 表す こと にな ります。 

D 原子量 

原子の 質量の 大小を 表す 数値が 原子量です。 原子量の 
基準は 質量数 12 の 炭素 原子の 質量を 12 と 定め， 他の 各 原 
子の 質量を それと 比較して 数値で 表して います。 

たとえば， 水素の 原子量が 1.0 という ことは， 水素 原 
子 1 個の 平均 質量が 12C 原子 1 個の 1 /12 という 意味に 
なります。 


元素 

原子の 質 置 

原子量 

元素 

原子の 質 » 

原子 置 | 

| 元素 

原子の 質 1 

原子量 

H 

1.0079 

1.0 

P 

30.97376 

31.0 

Ca 

40.08 

40.0 

C 

12.011 

12.0 

CI 

35.453 

35.5 

55.847 

56.0 

N 

14.0067 

14.0 

Na 

22.98977 

23.0 

Cu 

63.546 

63.5 

0 

15.9994 

16.0 

AI 

26.98154 

27.0 

|  Ag 

107.868 

108.0 

〈おもな 原子の 質量と そ の 原子量》 


B 分子量 

分子の 質量の 大小を 表す 数値が 分子量で あり， その 基 
準は 原子量と 同じです。 したがって， 分子量とは その 分 
子の 中に 含まれて いる 元素の 原子量の 総和と いう ことに 
なります。 

たとえば， 原子量を H=1.0  0  =  16.0 とすると， 

H20 の 分子量は， 1.0X2+16.0  =  18.0 となります。 


Imema 

« 原子量の 測定 

世界で 初めて 原子量を 測 
定 したのは イギリスの ド 
ルトン で， 彼は 水素の 原 
子 量を 1 とした。 その後 
スウェーデンの ベル セリ 
ウスは 酸素の 原子量を 
100 とし， さらに ス タス 
は 酸素を 16 とする 基準を 
唱え， しばらく はこの 基 
準が 用いられた。 

1961 年に 国際 純正 応用 化 
学 連合 （丨 UPAC) で, 
質量数 12 の 炭素 原子の 質 
量を 12 とする 基準が 定め 
られ 今日に 至ってい る。 


•••  Caution  ••• 

® 分子量 

分子量は 分子を 構成して 
いる 原子の 原子量の 総和。 


原子 里 原子 a  原子 爾 


分子 最 

1  +  16  +  1 = 18 


Section  4  物質の 腫 類と 原子 • 分； 
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B 化学式 量と 化学式 

固体の 塩化 ナ トリ ウムや 塩化 カルシウムな どのように， 分子を 持たない ものに つ 
いては 組成 式で 質量を 表します。 この場合， 組成 式を 構成す る 原子の 原子量の 総和 
を， 化学式 量 または 単に 式 量と いいます。 

たとえば， 原子量を №=23.0,  Cl=35.5,  Ca=40.0 とすると, 

NaCI の 式 量は， 23.0  +  35.5=58.5 
CaCI2 の 式 量は,  40.0+35.5X  2  =111.0 
となります。 また， 原子量を H  = 1.0 ， 0  =16.0 とすると， 

分子式 H202  (過酸化水素） の 組成 式は HO なので， HO の 組成 式 量は， 

1.0  +16.0=17.0  となり ます。 

また， Na+ の イオン 式 量は， Na 原子の 原子量と 同じ 23.0 という ことになります c 

cm  化学式 といった 場合には， ① 分子式 ② 組成 式③ 構造式 ④示性 式⑤イ オン 式な どが ある。 


ィ 化学式)- 


〈組成 式と 分子式の 関係》 


《物質 名 一 酢酸》 

①  分子式 c2h4o2 

②  組成 式 ch2o 

H 

③  構造式 H  —  C  一  C 

I  v 
H  '0  — H 

④ 示性 式 CH3COOH 

邊 化学式と その 表し 方） 


①  分子式 ►分子を 成分 元素 とその 原子 

数で 表した もの 

②  組成 式 ►物質を 成分 元素 とその 原子 

数 比で 表した もの 

③  構造式 ►分子な どの 原子 間の 結合 状 

態を 表した もの 

④ 示性 式 ► 分子式 中の 原子 団を 区別し 

て 表した もの 

⑤  イオン 式 ►イオンを 電荷と ともに 元 

素 記号で表し たもの 


2H2  +  O2 — ^  2H20 

これは 化学反応 式 じ や。 v 


組成 式 

分子式 

水 

h2o 

H20=>  分子式と 組成 式は 同じ 

過酸化水素 

HO 

H202=>  組成 式を 整数 倍す ると 分子式 になる 

ブ ドウ 糖 

ch2o 

C6H120e=> 組成 式を 整数 倍す ると 分子式 になる 

これは 二重結合を 示す 
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□ 物質 量 （モル =mol) 

物質は 原子 や 分子， イオンな どの 粒子からで きている 
が， 極めて 微小で あるた め， これらを 1 つの 集団と して 
考える と， 化学変化の 量的 関係を 考える ときに 大変 便利 
になります。 

そこで， 炭素 12 .Og の 中に ある 炭素 原子の 数 (6.02X 
1023  ) と 同数の 基本 粒子 （原子， 分子， イオン） の 量を 
lmol と 表します。 この mol で 表される 量が 物質 量です。 

また， 分子 1 mol の 気体の 体積は， 標準 状態 （  0 で ， 

1 気圧） で 約 22.4  6 になり ます。 

•物質 量の 計算 式* 

①  原子量 （分子量） M の 元素 （物質） が 切 g あるとき， 
物質 量 =  }=> 原子 数 （分子 数） =6.02X10^X|- 

②  原子量 （分子量） M の 原子 （分子） n 個の 質量^;  g は， 
6.02 X1023  :  n  =  M  ••  w  •••  w  =  602%ヂ (g) 

③  原子 数 （分子 数） 冗 個の 質量が^;  g のとき， この 元 


素 （物質） の 原子量 （分子量） M は， 
n  :  6.02  X1023=  w  :  M  : .  M  =- 


(3.02  XI 


a 


1 ドルトンの!* 子 説 

すべての 物 W は W 
子と いう 粒子から 
なる （ WM 保存の 
法則 や 定比例の 法 
則から 導かれた〉 • 


Jinisfi  // 


•••  Caution 

承 アボガ ドロ 数 


原子量 1 
分子量 [ /W 
式 量^1 


原子の 数 
分子の 数 
_ イオンの 数 
は 

(6.02  X1023) 個 
アボガ ド □数 
介 


0 


ー アボガ ドロの 分子 脱 
気体は 分子と いう 粒 
子から なり 分子は K 
子から なる 《気体 反 
応の 法則から 導かれ 
た >  • 


霣 


内* (の 性質を もつ 最小の 粒 


体 

1 種の 元素から なる 

1 同 5 

R 体 1 

1 同じ 元* からなる 1 

分子式 

構 迪 式 

組成 式 

化学式 

分子を 元* 紀号 

で 表す 

原子の 結合 状態 

を 表す 

® 子 数 比を 表す 

丈ン から なる 化合物は 姐 成 ~式_二、 


傾子歡 

分子 ft 

式 M 

l,C= 12 を 基 氓と した 
各 元素の 原子の 筲馕 

分子を 構成す る 原子の 
©子 鼉の 総和 

化学式を 構成す る 原子 
の朌子 儀の 総和 

0 


原子 1 mol 

分子 1 mol 

イオン lmol 

アポ ガド ロ数 H の 原子 A/g(A/g  •.顷 子*) 

アボガ ドロ 数個の 分子 Afg(A/g  : 分子 班〉 

アポ ガド ロ数 M の イオン : 式*) 

Section  4 物質の 臛 類と 原子 • 分子 
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< 出題 例） . 

【問題 5】  次のう ち， 物理 変化は どれ か。 

(1)  鉄が さびて ぼろぼろになる。 

(2)  木炭が' 燃えて 二酸化炭素になる。 

(3)  ニクロム 線に 電流を 流したら 赤く 発熱す る。 

(4)  水を 電気分解 すると 水素と 酸素になる。 

(5)  紙が 濃硫酸に 触れて 黒くなる。 


DDODD(I) 物理 変化と 化学変化 DDDOO 

物質の 変化には， 燃える • さびる •溶ける •蒸発す るな ど， いろいろな 変化が あ 
ります。 これらの 変化を 分類す る と 物理 変化と 化学変化の 2 つに 大別で きます。 

D 物理 変化 

水が 状態 変化して 氷 や 水蒸気に なったり， ま た 食塩が 溶けて 食塩水に なったり す 
るよう な， 温度 や 圧力な どの 条件が 変わる ときに 生じる 変化を 物理 変化と いいます。 

B 化学変化 

水素が 燃えて 水に なったり， 水に ナト リウ ムを 加える と 水素と 水酸化 ナ トリウム 
が 生成した りする ような， まったく 別の 物質に 変わる 変化を 化学変化と いいます。 
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Chapter  1 


基礎的な 物理学 • 化学 


〇〇  0(2) 化学変化の 形態 □□口 

物質が 化学的に 変化す る その 仕方には， 化合 • 分解 • 
置換 • 複 分解 • 付加 _ 重合な どの 形態が あ ります。 

II 化合 

化学変化の 中で も， 2 種類 以上の 物質が 化学変化して 
1 つの 物質になる 変化を 化合と いいます。 

A  +  B - ►  AB 

①  木炭が 燃えて 二酸化炭素になる。 

C  +  02 - ^  C02 

炭素 酸素  二酸化炭素 

②  水素と 酸素が 結合して 水になる。 


解答 ⑶ 

►  (3) 以外は 化学変化。 
化学変化と はまった 
く 別の 物質に 変化す 
る こと。 物理 変化は 
単に 物質の 状態が 変 
化する こと。 


•••  Catmon  ••• 

• 物理 変化の 例 

① 氷が 溶けて 水になる 

②  ばねが 伸びる 

③  ニクロム 線に 電気が 通 
じる と 赤くなる 

④  ガソリンの 流動に よつ 


2H2  +  02 - -  2H20 

水素  酸素  水 

B 分解 

化学変化に よって 2 種類 以上の 物質に 分解で きる 物質 


て 静電気が 発生す る 
® 化学変化の 例 

①  鉄が さびる 

②  木炭が 燃えて 二 酸化 炭 
素になる 


を 化合物 といい ま すが， その 化合物が 化学変化に よって 
2 つ 以上の 構成 元素に 分かれる こと を 分解と いい ます。 
AB - -  A  +  B 


③  水を 電気分解 によって 
酸素と 水素に 分ける 

④  紙が 濃硫酸に ふれて 黒 
くなる 


①  熱 分解 . 塩素酸 カリウムを 加熱す ると 塩化 力 

リ ウムと 酸素になる 0 

2KCI03  -^-2KCI  +  302 

塩素酸 カ リウ ム  塩化 カ リウ ム 酸素 

②  電気分解 . 水を 電気分解 すると 水素と 酸素に 


[mem^ 

② 化合 (酸化) 

酸素と 化合す る 変化を 酸 
化と いう。 

①鉄 十 酸素一 酸化鉄 （黒) 


なる。 


l©r— i^1 — l®S 

_  U  I  nm  1 1 1 


\ 

e* 

1 

電流 

t 

e* 

个 

I 

G •- 

->  e- - i 

i 

- e* 

<§= 

— 

m 流 

(電気分解の 原 _ 理; 


② 銅 + 酸素一 酸化 銅 （黒) 

③ 銀 + 酸素一 酸化 銀 （黒) 
® 化合 （硫化） 

硫黄と 化合す る 変化を 硫 
化と いう。 

① 鉄 十 硫黄一 硫化 鉄 （黒) 

② 銅 + 硫黄— 硫化 銅 （黒) 

③ 銀 + 硫黄一 硫化 銀 （黒) 


/K  N 

陽極にはー イオンが 集まる ので， 0: が 発生， 
陰極には + イオンが 集まる ので 2H: が 発生， 
、と いうぐ あいじ や 0  _  , 
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11 置換 

化合物 中の 原子 また は 原子 団 が， 他の 原子 また は 原子 団で置 き 換わっ て 変化す る 
ことを 置換と いいます。 

AB  +  C - ^  AC  +  B 

0 亜鉛 に 希硫酸 を 加える と 水素と 硫酸 亜鉛 になる。 

Zn  +  H2S04 - -  H2+  ZnS04 

亜鉛  硫酸  水素 硫酸 亜鉛 

□ 複 分解 

2 種類の 化合物が， その物 質の 構成 成分で ある 原子 または 原子 団を 互いに 交換し 
合って，  2 種類の 新しい 化合物になる 変化を 複 分解と いいます。 

AB  +  CD - -  AD  +  CB 

E 食塩に 硫酸を 加える と 硫酸 ナ トリ ウムと 塩化水素が できる。 

2NaCI  +  H2S04 - -Na2S04+2HCI  t 

食塩  硫酸  硫酸 ナトリウム  塩化水素 

B 付加と 重合 

炭素 （c) を その 構成 元素と して 含む 化合物を 有機化合物と いいます が， 有機 化 
学に おける 付加 反応で 重要な ものは， 不飽和 化合物 （二重結合 や 三重 結合の 化合物) 
に 起こる 反応です。 この 不飽和 化合物の 結合が 切れて， 他の 水素. ハロゲン •水. 
アルコール 等の 原子 または 原子 団が 結合す る ことを 付加と いいます。 このと き， 同 
一分 子が 2 分子 以上 結合して 大きな 分子量を 持つ 一つの 新しい 物質が できる ことを 
重合と いい， 付加 反応に よ って 重合す る 反応を 付加 重合と いいます。 

①  付 加 . ア セト アルデヒドに 水素を 結合させる と エチルアルコール がで 

きる 0 

CH3CHO  +  H2  - -  CH3CH2OH 

ア セト アルデヒド  水素  エチルアルコール 

②  重合 . エチレンから ポ リエ 

チレンを つくる。 

nCH2=CH2 - - 〔-CH2-CH2-〕n 

エチレン  ボリ エチレン 

アセチレン 分子 


r 三重 結合） 
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- //^nisfi  // 

□ i. 物理 変化 . 温度 や 圧力な どの 条件が 変わる ときに 見られる 変化。 化学 

式は 変わらない。 

[例] ① 水の 三 態 変化  氷—- 水—— 水蒸気 

②  ニクロム 線に 電気が 通じて 発熱して 赤くなる。 

③  金属の ばねが 伸びる。 

④  ガソリ ンの 流動に よって 静電気が 発生す る。 

□  2. 化学変化 . 燃焼 や 2 つの 物質が 化学的に 結合した りして まったく 別の 

物質になる ような 変化。 このと き， 物質の 化学式は 変わる。 

[例] ① 鉄が さびる。 

② 水を 電気分解 する と 水素と 酸素に 分かれる。 

③  木炭が 燃えて 二酸化炭素になる。 

④  紙が 濃硫酸に ふれて 黒く 炭化す る。 

□  3. 化学変化の 種類と 形態 

① 化合 ② 分解 ③ 置換 ④複 分解 ⑤付加 ⑥ 重合 

□  4  .化合 . 2 種類 以上の 物質が 化学変化して， 1 つの 物質になる。 

A  +  B  - ►  AB 

C  +  〇2 - ^  C02 

□  5 .分解 . 化合物が 2 つ 以上の 成分に 分かれる 変化で， 大きく は 熱 分解 

と 電気分解 とが ある。 

AB - ^  A  +  B 

① 熱 分解  2KCI03  — ~~ -  2KCI + 302 

②  電気分解 2^0-^-2^+02 

□  6 .置換 . ある 化合物 中の 原子 または 原子 団 を， 他の 原子 または 原子 団 

で 置き換える 変化。 

AB  +  C - -  AC+  B 

Zn  +  H2S04— >  H2  f  +ZnS04 

□  7. 複 分解 . 2 種類の 化合物が その 成分で ある 原子 また は 原子 団を 交換し 

て 新しい 化合物になる 変化。 

AB  +CD - ►AD+CB 

2NaCI  +H2S04 - -  Na2S04+2HCI  t 

□  8 •付加 . 二重結合 •三重 結合 等に ハロゲン •水 •アルコール •酸素な 

どの 原子 や 原子 団が 結合す る 変化。 

ch3cho+h2 - -  CH3CH2OH 

□  9 .重合 （付加 重合） . 同じ 分子が 2 分子 以上 結合して 大きな 分子量を 持 

つ 1 つの 新しい 物質になる 変化。 
nCH2=CH2 - -  [—CH2 — CH2—]„ 

^ _ _ 


Section  5  物質の 変化 
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< 出題 例） . 

【問題 6】  「すべての 気体は， 同 温 •同 圧の もとでは， 同体 積 内に 同じ 数の 分子 

を 含む」 という 法則は， 次のう ち どれ か。 

(1)  アボガ ドロの 法則 

(2)  定比例の 法則 

(3)  ボイル. シャルルの 法則 

(4)  倍数 比例の 法則 

(5)  気体 反応の 法則 


〇⑴ 質量 保存の 法則 (質量 不変の 法則） 口 


質量 保存の 法則は， 1774 年 フランスの ラボ アジ ヱに よって 発表され たもので， 化 
学 変化に おいて， 反応 前の 質量の 総和と 反応 後の 質量の 総和は 互いに 等しい という 
法則です。 

S 炭素を 燃焼 させて 二酸化炭素が できた ときの 質量の 関係は， 


C  +  02" 


►co2 


12.0+  (16.0X  2) =12.0+  (16.0X  2  ) 


燃焼した 炭素 . 

… .ag 

燃焼に 使われた 酸素 • 

… •わ g 

生成した 二酸化炭素 …" 

•… cg 

a  +  b  =  cKg)/- 


广 燃えた 酸素は なくなった のでは な 
<  I  く， 形を 変えた だけな のです ぞ。 ノ 


□  □  □  □  □  □  口⑵ 定比例の 法 貝 IJU  □  □  □  □  □  □ 


定比例の 法則は， 1799 年 フランスの プルースト によって 発表され たもので， ある 
化合物を 構成して いる 元素の 質量の 比は 常に 一定で あると いう 法則です。 

S 水素と 酸素から 水を つ くると き， 


水素 lg と 化合す る 酸素は 8 g 
であり， 水素 3g と 化合す る 酸 
素は 24g である。 つまり， 水を 
構成す る 水素と 酸素の 質量 比は， 
どのような 水で も 常に 1 :  8 で 
ある。 


h2o- 


2  : 16= 1 :  8 

水素 酸素 


質 迸とは 何 かを 忘れて 
はおらぬ で ござろう な。 


^ もちろん 覚えて おる。 質量とは 各 
原子の 原子量と 同数で ござった は 
ず。 「周期 表」 に 表示して ござる ぞ。 
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000(3) 倍数 比例の 法則 □□口 

倍数 比例の 法則は， 1803 年 イギリスの ドルト ンが 発表 
した もので， A,  B  2 種の 元素から 2 種 以上の 化合物を 
つくる とき， A 元素の 一定量と 化合す る B 元素の 質量の 
間 には， 簡単な 整数比が 成 り 立つ という 法則です。 

0  CO  (一酸化炭素）： C02  (二酸化炭素） 

11  .  32  _1 .  9 

12  • 12  丄 •  4 

12g の 炭素と 化合して いる 酸素の 質量は， 一酸化 炭 

素では 16g, 二酸化炭素では 32g, その 比は 1 :  2。 

〇 0(4) アボガ ドロの 法則 □口 

アボガ ドロの 法則は， 1811 年イ タリ アの アボガ ドロが 
発表した もので， 「すべての 気体は 同 温. 同 圧の もとで 
は， 同体 積 内に 同じ 数の 分子を 含む， またす ベての 気体 
I  mol は 標準 状態 （0°C, 1 気圧） で 約 22.4  6 の 体積を 
占め， その 中には 6.02X1023 個の 気体 分子を 含む」 という 
法則です。 


! 解答 ⑴ 

!  ►アポ ガド □の 法則 
I は 気体に 関する 法則。 

： ボイル • シャルルの 
I 法則， 気体 反応の 法 
j 則は 気体の 体積に 関 
! する 法則。 

! 他は 化学変化と 質量 
: に 関わる 法則。 

— Caunon  ••• 

⑱ ボイル •シャルルの 法則 
これは 気体の 体積に 関す 
る もので， 「一定 質量の 
気体の 体積は 圧力に 反比 
例し， 絶 体温 度に 比例す 
る」 という 法則。 

温度 ァ， 圧力 P, 体積 
レと すると， 

4^ 一定 


- //  !}intsfi  /A - 

□ i. 質量 保存の 法則 （質量 不変の 法則） …… … 物質 間に 化学変化が 起こる 場合， 
その 化学変化の 前後に おける 物質の 質量の 総和は 一定で ある。 

□  2. 定比例の 法則 . ある 1 つの 化合物の 中で 化合して いる 元素の 比は 一定で 

ある 0 

□  3. 倍数 比例の 法則 . 同じ 2 つの 元素が 化合して 2 種類 以上の 化合物を つく 

ると き， 一方の 元素の 一定量と 化合す る 他の 元素との 質量の 比は， 簡単 
な 整数の 比になる。 

□  4. ァボガ ドロの 法則 
すべての 気体は 同 温. 同 圧の もとでは， 

同体 積 内に 同じ 数の 分子を 含む。 また， 

すべての 気体 1 mol は 標準 状態 （  0°C ， 

1 気圧） で 約 22.4  6 の 体積を 占め， そ 
の 中に 6.02  X 1 (F 個の 気体 分子 を 含む。 

10 

一  一   一  一 


6.02  XI 〇23 は， 

アボガ ドロ 数と いう ぞ。 


Q 
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化学反応 式と 量麵 


ぐ 出題 例） . 

【問題 7】 次のう ち， 

正しい ものは どれ か。 

(1) C+02— 2C02 

(2)  2H20— H2+20 

(3)  2H2+02— 2H202 

(4)  N2+3H2— 2N3H 

(5)  CaC03— Ca0+C02 

□  □□□□□□  口⑴ 化学反応 式 □□□□□□□口 

物質が 化学変化す るよう すを， 化学式を 用いて 表した 式を 化学反応 式と いいます。 
化学反応 式では， 同じ 種類の 原子の 数は 左右 両 辺で 互いに 等しく なって いなければ 
なり ません。 

•化学反応 式の 3 つの 法則 • 

① 化学式の 書き表し 方 

反応す る 物質の 化学式を 左辺に 書く。  生成す る 物質の 化学式を 右辺に 書く。 

2H2+02 - >2W20 

それぞれの 物質を + 符号で 結ぶ。  ’ 両 辺を 矢印で 結ぶ。 


② 左右 両 辺の 原子 数を 等しく する ために 係数を つける。 


係数  係数が 1 のとき は 


合計で H=>4 個， 0=>2 個 


广 


2H20 


この 2 は H20 全体に 掛かる 
H2X2 個.， 0X2 個 
合計で H つ 4 個， 0  0  2 個 


③触媒 のように， 反応の 前後で 変化し ない 物質は 化学反応 式には 書かない。 
〈水の 電気分解の 例〉 水 だけでは H+ や 0HT が 少なく 電流が 流れに く いので， 
硫酸 や 水酸化 ナト リウ ムを 少量 加える が， 反応 しないので 化学反応 式には 書 

かない。 これを 電解 反応 式で 表すと 次のようになる。 

2H20 - -2H2+02 

(陰極） （陽極） 
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(2) 化学反応 式に よ る 量的 計算 

化学変化とは， 原子の 結合 （集合） の 仕方が 変化す る 
ことです。 したがって， 反応したり 生成した りする 各 物 
質の 量的 関係は， 原子 や 分子を 基準に 考える ことにな り 
ます。 

D 化学反応 式と 量的 関係 

化学反応 式は 物質の 変化を 表すと ともに， 化学式が 物 
質の 成分 元素 や 原子 数の 比， その 式 量， 物質 1 mol の 質 
量 •体積な どの 量を 表す ことから， 反応 物質の 量的 関係 
を 示す こ とがで き ます。 


2H2 


〇2 


2H20 


分子 数の 比 3  2  : 

分子の 数 =>  (6.02X1023)X2 

物質 量 =>  2mol 


(6.02X102：,)X1 

lmol 


2 

(6.02X1023)X2 

2mol 


解答 （5) 

►  c+  o2  —  co2 

2H2+02— >  2H20 


•••  Caution 

• 反応 式の 係数の 求め 方 

化学反応 式の 係数は 暗算 
で 求める ことが 多い が， 
複雑な 反応 式の 場合は， 
次の よ ラな 未定 係数 法に 
よる ものが 一般的で ある。 
〈未定 係数 法〉 

化学反応 式の 係数を a ， 
b …… などと おき， 各 元 
素の 原子 数に ついて この 
a,  b ， …… を 用いて 方 
程 式を つくる。 そして そ 
れらを 連立 させ， その 連 
立 方程式を 解いて 未知数 
a  t  b ， …… を 求める 方 


質 

量 3 

(2X2)  g 

(32X  l)g 

(18X2)  g 

体 

積 => 

22.4  6  X2 

22.4  6  XI 

22.4  6  X2 

体積 比つ 

2  : 

1  : 

2 

( さあ， 覚えて おる かな！ 

lmol =>6.02  X 1(F 個の 原子 数 や 分子 数 
lmol =>22.4  £ の 気体の 体積 
lmol =>  各 原子量 と 等しい 質 M 
式 量 = 分子を 構成す る 原子の 原子量の 
総和 

質 fi  = 原子量 （周期 表に 載って い 


ぃ る） 


法 。 

[例] 水素が 燃えて 水が 
できる 反応 式の 各 元素の 
係数を 求める には， 

各 物質の 化学式の 前に 未 
知 数 a, ゎ， c を 置く。 

Q  H2~\~b  02  — *■  C  H20 
左右 両 辺の それぞれの 原 
子 数の 総和は 同数 だから, 
次の 式が できる。 

H について， 2a=2c 
0 について， 2b=  c 
このと き， 未知数 3 つに 
対して 方程式は 2 つなの 
で a,  b ， c の ラち ど 
れか 1 つを 1 とおいて 解 
く。 a= 1 とおくと， 
c  = 1 , b  =十， 全体 
を 2 倍して 整数に 直す と 
a=2,  b= 1 , c  =2 
•  ••  2H2+02  ―  2H20 
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B 化学反応 式に よる 量的 計算 

化学反応 式が 前述の よう な 量的 関係を 示す ことから， 各 物質 間の 量的 関係を 求め 


る ことができます。 

① 質量 関係 

a)  化学反応 式 中の 化学式は， 反応 物質と 生成 物質の 種類 および 物質 量を 表す 0 

b)  反応 物質の 重量の 総和と 生成 物質の 重量の 総和は 互いに 等しい。 


CaC03  - 

炭酸 カルシウム 

1  mol 
100  g 


CaO  H 

酸化 カルシウム 

1  mol 
56  g 


C02 

二酸化炭素 

1  mol 
44  g 


mol も 質量 も 体積 も 全て， 分子 単、 
位で 考えれば よい。 分子の 前の 
係数の 数値を その ま ま 分子 単位 
の 量に 掛ければ よいと いう こと 
に 気が付い たかな。 


② 質量と 体積 関係 

□気体の 物質は 標準 状態 （0°c， 1 気圧） で 1 mol は 22.4  6 の 体積を 占める 0 

+ 


2H202 - 

過酸$ 水素 水 

2  mol 
2  X34g 


^  2H20 

水 

2  mol 
2  X18g 


〇2 

m；M 

1  mol 
32  g 
22.4¢ 


③ 体積 関係 

0 気体 反応では， 各 気体の 係数の 比は， 体積 比を 表す。 


n2 

a* 

+  3H2 

水素 

—  2NH3 

アンモニア 

lmol 

3mol 

2mol 

1 体積 

3 体積 

2 体積 

1 

:  3 

:  2 

—— r 計算 例 y 

[例題 1] 炭素 2g を 燃やす と 二酸化炭素は 何 g 生成され るか。 

C  +  〇2  - ^  0〇2 

12  g  (16X2)  g  (12  +  16X2)  =44  g 

二酸化炭素が: T  g 生成され ると すると， 

12  :  44=2  :  ^ 

12^=88  x=7.3  答え 約 7.3g 
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- (fmM) - 

[例題 2  ] 水素 2(H を 燃やす には 何 6 の 酸素が 必 
要 か。 

2H2  +  〇2  - -  2H20 

(2  X  22.4)¢  22.4¢  (2  X  22.4)¢ 

X  6 の 酸素が' 必要 だとす ると， 

(2X22.4)  :  22.4  =  20  :  ^ 

(2X22.4)^=20X22.4 

2^=20  ぷ =10  答え 106 

[例題 3]  0°C, 1 気圧で ナトリウム 5g を 水と 反 

応 させた とき， 何 € の 水素が 発生す るか。 
x  t の 水素が 発生す ると， 

2Na  +  2H20  - -  2NaOH  +  H2 

(2X23)  g+  (1X2  +  16)  g  12X(23  +  16  +  1)1  g  +  (1X2)  g 

(2X23)  :  22.4  =  5  22,4  v 

46y=112  x=2.4  答え 約 2.4  6 


jmemo 

•原子は atom  (アトム） 

原子を atom というが， 
もとは ギリシア 語で ある。 
atom の a は 打ち消し， 
tom は 分割の 意で， 全体 
で 「分割で きない」 とい 
ラ 意味を 表して いる。 原 
子の 大きさは 約 10_1Qm 


原子と ゴルフ ボールの 大き さの 
比は， ゴルフ ボールと 地球の 大 
き さの 比に 相当 するとい うぞ〇 


原子  ゴルフ  地球 

ポール 

〇  ©  - 
約 10* 倍 


ら © 

約 108 倍 ム 


Q 

□ 


□ 


- y/  ^Finisn  /卜 - 

1 .  化学反応 式 . 化学変化に おいて， 反応す る 物質と 生成す る 物質の 関係 

を 化学式と 数字を 用いて 示 した 式。  C+02 —— -C0, 

2.  化学反応 式の 書き方 

① 反応 物を 左辺に 書き， 生成 物を 右辺に 書く。 変化の 向きを 矢印で 結ぶ。 

2H2  +  02 - -2H20 

1 ~~ 7 - 1  > - 1 

反 物  生成 物 


②両 辺の 各 元素の 原子 数が 等しく なる ように， 各 化学式に 係数を つける。 


2H2’02 - ^H20 

係数が 1 のとき は窗 かない 

0 
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熱 化学 


く 出題 例）. 
【問題 8】 


次の 反応 熱の 記述のう ち， 誤って いるものは どれ か。 


⑴ 

(2) 

⑶ 

⑷ 

⑸ 


生成 熱とは, 
燃焼 熱とは， 
分解 熱とは, 
中和熱とは， 
溶解熱とは， 
する 熱量。 


化合物が 反応に よって 酸素を 生成す る ときに 発生す る 熱量。 
物質が 燃焼 するとき に 発生す る 熱量。 

分解 反応を 起こす ときに 発生す る 熱量。 

酸と 塩基が 中和 するとき に 発生す る 熱量。 

物質が 液体に 混ざって 全体が 均一に なるとき に 発生 または 吸収 


□  □□□□□□□  〇⑴ 反応 熱 □□□□□□□□口 


化学反応では， 反応し 合う 物質を 構成して いる 原子の 結合が 変化して 新しい 物質 
が 生じます。 このと き 原子は， 結合の 仕方の 変化と ともに エネルギー 状態を 変える 
ので， 反応が 起こる と 熱 エネルギーの 出入りが 発生し ます。 そして そのと きに 発生 
または 吸収す る 熱を 反応 熱と いい， 熱が 発生す る 化学反応を 発熱 反応， 熱を 吸収す 
る 化学反応 を 吸 熱 反応と いいます。 


a)  発熱 反応 . C+02-C02t393JteL 

b)  吸 熱 反応 . N2+02=2N0— 180.8kJ 

£ _ ^ 

广 - . @ 化学方程式） 

化学反応 式に 反応 熱を 記入 した 式を 


反応 熱) 


熱 化学方程式は， 主体と なる 物 
質の 係数が 1 (mol) になる よう 
にす るの じ ゃぞ〇 

v - - ン 


\X 


上の a) 発熱 反応の 場合， 炭素 1 mol  (12 g) が 完全燃焼す るには， 酸素 1 mol  (32 g) が 必要と 
なる。 燃焼に より 二酸化炭素 1 mol  (44g) が 生成され， 同時に 393.9 kJ の 熱が 発生す る。 この 反応での 
酸素と 二酸化炭素の 容積は， ともに 1 mol なので 22.4  0 となる。 
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(反応 熱と エネルギーの 関係:) 


〇〇  〇⑵ 反応 熱の 種類 DDD 

反応 熱には， 次の ような 種類が あります。 

D 燃焼 熱 

物質 1 mol が 完全に 燃焼 するとき に 発生す る 熱量で， 
燃焼 反応は 常に 発熱 反応です。 

□ 生成 熱 

化合物 lmol が 成分 元素の 単体から 生じる 反応の 熱量 
で， 発熱の 場合 も 吸 熱の 場合 もあります。 

B 分解 熱 

生成 熱とは 反対に 分解 するとき の 熱量で， 生成 熱と 分 
解熱は 等しい 熱量になります。 

□ 中和熱 

酸と 塩基の 中和で H+ 1 mol と OH 一  1 mol が 反応 したと き 
(または lmol の 水が 生じる 際） に 発生す る 熱量。 

B 溶解熱 

物質 lmol を 多量の 溶媒 中に 溶かす ときに 発生 または 
吸収す る 熱量を いいます。 多くの 固体の 溶解は 吸 熱 反応 
であり， 気体 や 液体の 溶解は 発熱 反応に なり ます。 


i 解答 ⑴ 

|  ►生成 熱とは 化合物 
j 1 mol が 成分 元素の 
I 単体から 生成す ると 
j きに 発生， または 吸 
! 収 する 熱量。 

*  VBBMMHMSnBanBBHBIHl 

Imemo 
<9 反応 熱 

ふつ ラ， 自然に 起こる 反 
応や 容易に 起こる 反応な 
どには 発熱 反応が 多い。 
また， 物質の 三 態 変化 や 
溶解な ど， 厳密には 化学 
変化では なく 物理 変化と 
される 現象に も 熱の 出入 
りが あるが， これら も 反 
応 熱に 含めて 扱われる。 

•••  Caution  ••• 

承 反応 熱の 表し 方と 単位 

①  反応の 中心と なる 物質 
1 mol が 変化 するとき 
に 発生 または 吸収す る 
熱量を 表す。 

②  熱量は 25 て， 1 気圧で 
の 値と し， 単位は kJ 
とする。 

/  leal  =  4.186  J  \ 

I  Ikeal  =4.186X103  jj 


® 主な 物質の 燃焼 熱 

(25°〇 


物質 

化学式 

燃焼 熱 置 

水素 

H, 

267.1 kJ 

メタン 

ch4 

890.8 kJ 

一酸化炭素 

CO 

293.0 kJ 

アセチレン 

CA 

1307.7 kJ 
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□  □□□□□□  U(3) ヘスの 法則 □□□□□□□  〇 

反応 熱の 中には， 実際に 測定す る ことが 困難な ものが 多くあります。 その 場合で 
も， 「ヘスの 法則」 を 利用す ると， 既知の 熱 化学方程式を もとに 反応 熱を 求める こ 
とがで きます。 

D ヘスの 法則 （総 熱量 不変の 法則） 

化学変化では， 最初の 物質の 状態と 最後の 物 
質の 状態が 同じなら ば， 途中の 変化に 関係な く， 

総 熱量の 出入りは 一定です。 

これを もう 少し 簡単に いえば， 次のようにな 
ります。 「A が C になる 変化の 際に 発生す る 反 
応総 熱量は， A が B になった 後に C になる 反応 
熱量の 総和に 等しい 〇 」 つまり， 途中 経過が ど 
のように 変わろうと， 同じ 物質が 結果 的に 同じ 
物質に 変化す る 際の 反応 総 熱量は 一定で あると 
いう ことです。 

B 熱 化学方程式 による 計算 

熱 化学方程式の 性質 をもう 一度 整理して みまし ょう。 

0 熱 化学方程式の 性質 

①  物質の 変化 やその 量的 関係を 表す だけでなく， エネルギーの 変化を も 表して 
いる。 

②  化学式が その物 質 lmol が 保有して いる エネルギーを も 表して いる と 考える と, 
熱 化学方程式は， 反応 前の 物質が 保有して いる エネルギーの 和と， 反応 後の 物 
質が 保有す る エネルギーの 和が 等しい こと を 示して いる ことになる。 

③  したがって， 熱 化学方程式は 数学の 方程式と 同様に， 加減乗除が できる。 

要は， 上の 図 中の 反応 熱量 （公） ) 

は， ①二②十 ③ 

を 見れば 分かる じ やろう。 

これすな わち 数学の 方程式 じ や。 

① =©+ ③ょ り. 

(D= ①-③ 

①-② 

移項 も 思いのまま じ やよ。  j 


T 


(総 熱量 不変の 法 id 
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diD 

炭素の 燃焼を 例に 「ヘスの 法則」 を 確かめる と， 

1.  炭素が 直接 燃焼して 二酸化炭素になる 場合 

C+02=C02+393.9kJ . ① 

2.  炭素が 2 段階の 燃焼を 経て 二酸化炭素になる 場合 


C+ 十 O2=CO  +  110.5kJ . 

…“ ② 

CO ++02  =  C02  +  283.4 kJ •.… 

…" ③ 

② + ③を 計算す ると， 

C+ 士〇 2=CO+110.5kJ . 

"… ② 

C0++02=C02  +  283.4kJ 

C  +13Q  +  02 = CQ+  C02 + 393.9 kJ 
=^>C+02=C02  +  393.9kJ  となる。 

• ••① =©+ ③と なり， _ 「ヘス の 法則」 _が 確かめら れ た。 


•••  Caution  ••• 

⑯熱 化学方程式の 計算 

数学の 方程式と 同じよ ラ 
に， 加減乗除， 移項 もで 
ぎる。 

左記の 計算で も 確かめら 
れ たように， 「ヘスの 法 
則」 によって， 既知の 熱 
化学方程式を 用いて 未知 
の 熱 化学方程式を 導く こ 
とが 可能に なった。 


Q 


一  —  " Tinish  //■ - - - ^ 

0 

□ 1 . 反応 熱 . 化学反応が 起こる ときに 出入りす る 熱。 

□  2. 発熱 反応 . 化学反応の 際に 熱を 発生す る 反応。 

□  3. 吸 熱 反応 . 化学反応の 際に 熱を 吸収す る 反応。 

□  4  . 反応 熱の 種類 . ① 燃焼 熱 ② 生成 熱 ③分 解熱 ④ 中和熱 ⑤ 溶解熱 

□  5. 燃焼 熱 . 物質 1 mol が 完全に 燃焼 するとき に 発生す る 熱量。 

□  6. 生成 熱 . 化合物 1 mol が 生成 するとき に 成分 元素の 単体から 発生す 

る 熱量。 


□  7. 分解 熱 . 生成 熱とは 反対に 化合物 1 mol が 成分 元素に 分解され ると 

きに 発生す る 熱量。 生成 熱と 分解 熱の 熱量は 等しい。 

□  8. 中和熱 . 酸と 塩基が 中和して， lmol の 水を 生成す る （または lmol 

の H+ が 反応す る） とき に 発生す る 熱量。 
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酸と 塩基と 塩 


ぐ 出題 例） ••… 

■ 

【問題 9】 

次の 代表的な 酸のう ち， 

強 酸に 該当し ない ものは どれ か。 

⑴ 塩酸 

(2) 硫 

酸 

⑶ 硝酸 

⑷酢 

酸 

(5) 塩素酸 

OOODDDODD  ⑴酸  DOODDOOOO 

酸とは， 水に 溶ける と 電離して 水素 イオン H+ を 生じる 物質を いいます。 これは 
また， 他の物 質に 水素 イオン H+ を 与える ことができる 物質 ともいう ことができ ま 
す 0 水素 イオン H+ には， 青色 リ トマス 紙を 赤色に 変える 性質が あります 0 

〇 酸性 

酸性とは， 酸の 水溶液に 共通な 性質を いいます。 

a)  青色 リ トマス 紙を 赤 変させる 0 

I 塩酸 •硫酸 •硝酸 •酢酸な どの ほか， レモン •ブ ドウな どの 果汁 も 青色 リ 
(マス 紙を 赤 変させる ので 酸性 0  ' 

b)  酸味が ある。 

c)  酸性の 水溶液には， 常温で， マグネシウム. アルミニウム •亜鉛な どの 金属 
単体を 溶かしたり， 電気を 通したり する 性質 も みられる。 

B 酸の 価 数と 強弱 

1 分子の 酸が 水に 溶ける とき に 生じる こと のでき る 水素 イ オン H+ の 数を， その 酸 
の 価 数 （塩基度） といい ます。 また， 酸の 強弱は 電離 度の 大小に よります。 


強 酸 

中く らいの 酸 

弱酸 

1 価 

塩酸 HCI 硝酸 HN03 
塩素酸 hcio3 
ヨウ 化 水素 酸 HI 

亜 塩素酸 hcio2 

酢酸  CH3COOH 
次亜 塩素酸 HCIO 

酸 

2 価 

硫酸 h2sc^ 

亜硫酸 h2so3 

炭酸 h2co3 
硫化水素 

シュウ 酸 (COOH)  a 

3 価 

リ ン酸 h3po« 

ホウ 酸 h3bo3 

(代表的な 酸の 価 数と 強弱》 


'電離とは， 水に 溶ける と 陽 イオ1 
ンと陰 イオンと に 分離す る こと 
じゃ よ。 したがって， 電離 度と 
は， 馏解 質が 水溶液 中で 電離し 
v ている 割合と いう 意味 じ や。 . 
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□  □  □  □  口⑵ 塩 基 □□□□口 

塩基とは， 水に 溶ける と 電離して 水酸化物 イオン 0H- 
を 生じる 物質を いいます。 これは また， 他の物 質から 水 
素 イオン H+ を 受け取る ことので きる 物質 ともいう ことが 
できます 0 水酸化物 イオン OHT には， 赤色 リ トマス 紙を 
青色に 変える 性質が あります。 

D 塩基性 （アルカリ性） 

塩基性とは， 塩基の 水溶液に 共通な 性質を いいます。 


解答 ⑷ 

►酢酸は 弱酸性。 
CH3COOH の 電離 度は 
0.017  (1.796)。 強 
酸とは， 電離 度が 0.8 
〜 1 (10096) に 近い 
物質を い ラ。 弱酸は 
0.3  (3096) 以下ぐ 
らい。 


•••  Caution  ••• 


a)  赤色 リ トマス 紙を 青 変させる。 

/ 水酸化ナトリウム •水酸化 カルシウム •アン モ ニ、 
ア などの ほかに， 草木な どの 植物を 燃やした 灰に 
1 水を 加えた 溶液 も， 赤色 リトマス 紙を 青 変させる。/ 

b)  塩基性の 水溶液を 酸の 水溶液に 加える と 酸性が 弱 
く なる。 

c)  塩基性の 水溶液に フヱ ノール フタ レイ ン 溶液を 加 
える と， 紅色を 呈 する。 

B 塩基の 価 数と 強弱 

1 分子の 塩基が 水に 溶ける ときに 生じる ことので きる 
水酸化物 イオン 0H 一の 数を， その 塩基の 価 数 （酸度） と 
いいます。 また 塩基の 強弱は 電離 度の 大小に よ ります。 


(  oh— を もつ か， あるいは nr を受 、 
け 入れる 物質を 塩基と いうが， 
水に 溶ける 塩基の みを 特に アル 
V カリと いうの じ や。 _ 


—馨 

~ j  ! 


強 塩基 

弱 塩基 

塩 

1 価 

水酸化 ナト リウ ム NaOH 
水酸化 カリ ウム K0H 

アンモニア 

2 価 

水酸化 カルシウム Ca  (OH), 
水酸化 バリウム Ba  (OH), 

水酸化 銅 (E)Cu(OH), 

基 

3 価 

水酸化 ァルミニウム AH  0H), 

< 代表的な 塩基の 価 数と 強弱》 


承 電離 度 CT 

電離した 物質 量 n 
溶質の 全 物質 量 m 

« 酸 • 塩基の 分類 

① 価数 …… 化学式 中の H+ 
(酸)， OH— (塩基) の 数。 

②  電離 度 …… 太一 強 酸 • 
強 塩基。 小一 弱酸 •弱 
塩基。 

/memo 

® 電解質と 非 電解質 

水に 溶ける と 電離す る 物 
質を 電解質と いい， 水に 
溶けても 電離し ない 物質 
を 非 電解質と い ラ。 

非 電解質の 水溶液では， 
電気を 導かない ので 電気 
分解 も 起こらない。 

•••  Caution  ••• 

⑯ 酸性酸化物 
水と 化合して 酸を 生じる 
酸化物で co2,  so2,  so3, 
など。 

⑯ 塩基性 酸化物 

水と 化合して 塩基を 生ず 
る 酸化物で Na20,  Ca 〇 
など。 
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□  □□□□□□  口(3) 塩と 中年 口 □□□□□□□口 


塩とは 金属 陽 イオンと， 酸から 生じた 陰 イオン からなる 化合物を いいます 0 一般 
に 塩の 生成は， 酸と 塩基の 中和 反応と して 知られて いますが， その他 いろいろな 反 
応 によっても 生じます。 


D 塩の 種類 

① 正塩 （中性塩） . 酸の H の すべてを 金属 や アン モニ ウム基 NH4 で 置換し 

た 塩。 〔塩化 ナトリウム NaCI， 炭酸 カルシウム CaC03, 硫酸 アン モニ ウム 


(NH4)  S04 など〕 

②  酸性 塩 . 2 価 以上の 酸の H の 一部 だけを 金属 や アン モニ ウム基 NH4 で 置 

換 した 塩。 〔炭酸水 素 ナトリウム NaHC03, 硫酸 水素 ナトリウム NaHS04 など〕 

③  塩基性 塩 . 2 価 以上の 塩基の 0H の 一部 だけを 金属で 置換した 塩。 〔塩化 


水酸化 マ グネ シウム MgCI  (OH) など〕 


塩って あの シオ だけ 
じゃなかった の？ 


そうじゃよ， しかも 酸性 塩 
(H*) を 含む もの， 塩基性 
塩 (0H  ) を 含む ものな ど 
ある ぞ よ。 


(酸性 物質） 

+ 

(塩基性 物質）- 

- ^ ⑥ 

酸 

+ 

塩基  ^ 

酸 

+ 

塩基性 酸化物 

酸性酸化物 

+ 

塩基 

y  - ►塩 

酸性酸化物 

+ 

塩基性 酸化物 

非金属 単体 

+ 

金属 単体  ) 

B 中和 反応 

酸と 塩基は 相対的な 関係を 持つ 物質で あり， 互いに その 性質を 打ち消し 合う 反応 
が 中和 反応です。 そして 一般には， 酸と 塩基の 水溶液から 塩と 水が 生成され る 反応 
を 中和 といい ます。  | — 中性の 水が できる 

I  中和 反応 1  H+  +  OH- - -H20 

-  (酸） （塩基）  （水） 


' :  (坩化 ナトリウム） V 

HCI  +  NaOH — -  H+C「+Na+OH_ — -  NaCI  +  H20 

(堪 檐） （水酸化ナトリウム）  . .  （水） 


塩ので きる 
中和 反応 
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□⑷ pH  (水素 イオン 指数） 口 

水溶液の 酸性 や 塩基性の 度合いを 表す 場合に， 水素 イ 
オン 指数を 用いる ことがあります。 この 指数を pH  (ぺ 
ー ハー） といい ますが， この pH は 次のようにして 求める 
ことができます。 

pH=-log10[H+], または [H+]  =  l(TpH 


(強） 

酸 

性 

中 

性 

7 

| 

塩基性 

(強) 

pH 

0 

1 — 

1 

— | — 

2 

1 — 

3 

1 

4 

| 

5 

1 

6 

1 

8 

1 

9 

1 

10 

1 

11 

1 

12 

13 

1 

M 

1 

(H+1 

1 

10* 

102 

1Q4 

1〇4 

10 ょ 

10-* 

107 

10^ 

10* 

10'° 

10" 

10» 

10,3 

10" 

[OH*] 

1014 

10'3 

10'4 

10" 

10'° 

10* 

10-8 

107 

10-* 

10 る 

10- 

103 

10* 

101 

1 

(水溶液の dH と 酸性 • 中性 • 塩基性の 関係） 


tmemg 

®pH  (ペー ハー） 

pH  は power  Hydrogen 
ion  concentrate  の 略で, 
水素 イオン 濃度の 指数の 
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酸化と 毎兀 

< 出題 例 > . 

【問題 10】  次のう ち， 酸化 反応で ない ものは どれ か。 

(1)  ドライアイスが 周囲の 熱を 奪って 気体に なった 0 

(2)  鉄が さびて ぼろぼろに なった。 

(3)  ガソリ ンが 燃焼して 二酸化炭素と 水蒸気に なった。 

(4)  硫酸が 燃焼して 二酸化硫黄に なった。 

(5)  一酸化炭素が 燃焼して 二酸化炭素に なった。 


0000  □⑴ 酸化 反応と 還元 反応 口  0000 

一般に 物質が 酸素と 化合す る こと を 酸化と いい， 酸化物が 酸素を 失う こと を 還元 
といい ます。 

酸素の 授受 

〔酸化 反応〕 炭が 燃焼 （酸化） して 二酸化炭素になる。 


C  +  〇2 - ^C02 

〔還元 反応〕 酸化 銅 （ n ) が 水素で 還元 さ れて銅 になる。 


CuO  +  h2 - ^Cu  +h2o 

以上が 典型的 な 酸化と 還元の 反応 例 です が, 
もつ と 広い 意味で 酸化 •還元を と ら えた 場合 
には， 水素 化合物が 水素を 失う こと， また 物 
質が 電子を 失う こと も 酸化と いい， 物質が 水 
素と 化合す る こと， また 物質が 電子を 受け取 
る ことを も 還元と いいます。 

水素の 授受 

〔酸化 反応〕 硫化水素が 塩素で 酸化され 
て 硫黄が 析出す る。 

H2S  +  Cl2 - ►  2HCI  +S 

〔還元 反応〕 硫黄が 水素で 還元 されて 硫 
化 水素と なる。 


酸化され る 


^uO,  +  H2  — pUj 


+  H20 


還元され る 


(酸素 授受の 酸化と 還元  1 


S  +  h2 - -  h2s 
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! 電子の 授受 I 

〔酸化還元反応〕 マグネシウムを 熱する と 酸化 マグ 
ネシ ウムが 生じる 0 

2Mg  +  02 - ►  2MgO 

この 反応で は マグネシウム が 酸化 されて いるが， これ 
を 電子の 授受と してみ る と 次の よう になり ます。 

Mg 原子 - 電子を 2 個 失って - Mg2+ 

0 原子 - 電子を 2 個 得て - 〇2 一 

この ことから， 上の 反応で 生じる 酸化 マグネシウムは, 
Mg2+ イオンと 〇2— イオンとの イオン 結合に よる 化合物と 
いう ことが いえます。 

したがって， 先に 述べた 酸素 原子の 結合* 離脱と 酸化 
還元 反応と を 重ね合わせて みると， 

0 酸素 原子の 結合 = 電子を 失う 反応 - (WE) 

E 酸素 原子の 離脱 = 電子を 得る 反応 - 

という ことにな り ます。 

〇〇  □ ⑵ 酸化 剤と 還元 剤 □□口 

酸化還元反応に おいて， 相手 物質を 酸化す る 作用を 持 
つ 物質を 酸化 剤と いい， 相手 物質を 還元す る 作用を 持つ 
物質を 還元 剤と いいます。 

E 主な 酸化 剤 . 酸素 〇2, 過酸化水素 h2o2, 硝酸 

hno3, 硫酸 h2so4, 塩素 Cl2 など。 

13 主な 還元 剤 . 水素 h2, 硫化水素 h2s, —酸化 炭 

素 CO, ナトリウム Na など。 


解答 ⑴ 

► これは 物理 変化。 
酸化 も 還元 も 化学 変 
化な ので， 生成され 
た 物質の 化学式 も 変 
化する。 


•••  Caution  眷*_ 

•酸化と 還元の 同時性 

酸化 反応と 還元 反応は 必 
ず 同時に 起こって いる。 
たとえば， A 物質が B 物 
質に よって 酸化され るな 
らば， それと 同時に B 物 
質が A 物質で 還元され て 
いると い ラ ことになる。 


cx 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


〇 


-//finish  //- 


1.  酸化 反応 . 0 原子と 化合， H 原子を 失う， 電子を 失う 反応。 

2.  還元 反応 . 0 原子を 失う， H 原子と 化合， 電子を 得る 反応。 

3.  酸化と 還元の 同時性 . 一方が 酸化 されれば， 同時に 他方は 還元され る。 

4.  酸化 剤 . 相手 物質を 酸化す る 作用を 持つ 物質。 

5.  還元 剤 . 相手 物質を 還元す る 作用を 持つ 物質。 


Section  W 酸化と 還元 
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金属と 非金属 


<  . 

【問題 11】  金属の 特性と して， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  熱 や 電気を よく 通す。 

(2)  金属 光沢を 持ち， 延性 •展性に 富む。 

(3)  水銀を 除いて， 常温で 個体と なる。 

(4)  一般に 比重が 大 である。 

(5)  固有の 融点がない 0 

OODO  0(1) 金属と 非金属の 特性 口  ODDD 

金属には 下に 示した よう な 特有の 性質が あり ますが， そのよう な 金属と しての 性 
質を 示さない ものを 非金属と いいます。 


金 属 

非金属 

化 

学 

的 

性 

質 

①  塩基性 酸化物を つくる。 

②  一般に 無機 酸に 溶ける。 

③  電子を 放って 陽 イオンに なりやすい。 

①  酸性酸化物を つくる。 

②  一般に 無機 酸には 溶けない。 

③  琨 子を 受け入れて 陰 イオンに なりやすい。 

物 

①  常温で 固体で ある （水銀は 例外)。 

②  一般に 融点が 高い。’ 

①  常温では 固体， 液体， 気体で ある。 

②  低温 度で 気体の ものが 多い。 

理 

的 

性 

③ 金属 光沢が ある。 

③ 光を 反射し ない。 

④ 比重が 大きい （ナトリウム などは 例外)。 

④ 比重が 小さい。 

質 

⑤ 熱 や 電気の 良導体で ある。 

⑤ 熱や骷 気の 不導体で ある （炭素は 例外 )〇 

⑧ 展性， 延性が ある。 

⑥ 固体の ものは もろい。 

(それぞれの 化学的 • 物理的 性質》 


f 同 周期に 並ぶ 元素は, >1 
原子 番号の 小さい 左 
側の 原子が もっとも 
金属性が 強く， 右へ 
移る に 従って 非金属 
性が 強まって ゆく の 

匕 や。  J 


比重 

Pt  Au  Hg  Ag  Cu  Fe  Zn 

21.4  19.3  13.6 10.5  8.93  7.86  7.14 

Ba  Al  Mg  Ca  Na  K 

3.7  2.7 1.74 1.54  0.97  0.86 

融点 （°C) 

W  Pt  Fe  Cu  Au  Ag  Ca  Al 

3270 1773.5 1535  1083  1063  960.5  810  660 

Mg  Pb  Na  K  Hg 

651 327  97.8  63.5  -38.9 

熱伝導 度 

Ag>Cu>Au>AI>Mg>Zn>Fe>Sn>Ni>Pb>Hg 

電気伝導 度 

Ag>Cu>AI>Mg>W>Zn>Fe>Sn 

展性 

Au  >  Ag  >  Fe  >Cu  >AI  >Zn  >Sn  >  Pb 

延性 

Au>Ag>Cu>AI>Sn>Pb>Zn>Fe 
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000(2) イオン化 傾向 □□口 

金属が 酸と 反応したり， 空気 中で 酸化され たりす ると 
き， 金属は 電子を 放って 陽 イオンと なります。 この 陽イ 
オンに なり やす さ を 水溶液の 反応で 比べた ものを イオン 


解答 （5) 

►それぞれ 同じ 条件 
下で 固有の 融点を 持 
つてい る。 一般に， 
融点. 沸点が 高い。 


化 傾向と いいます。 

金属を イオ ン化 傾向の 大き い 順に 並べる と， 次の よう 
になり ます。 


Li>  K  >Ca>Na>Mg>AI>Mn>Zn>Fe>Cd>Co> 
Ni>Sn>Pb>  H  >Cu>Ha>Ag>Pt>Au 


AgN03  > 

^ ■水溶液 
(無色） 


C イオン化 傾向の 大小） 


•••  Caution 

• 重金属と 軽金属 

金属の 比重が 4 以上の も 
のを 重金属と いい， 4 未 
満の ものを 軽金属と い ラ。 
• 合金の 融点 
合金の 融点は， 一般に 成 
分 金属の 融点より 低くな 
る。 

# イオン化 傾向の 大小 

イオン化 傾向の 大小は 他 
の 物質と 比較して のこと 
である。 したがって 左の 
図の ように， 銅と 銀の 関 
係では， 銅の 方が イオン 
化 傾向が 大 である ことが 
わかる。 


1：u は 酸化され て Cu2+ になり， Ag- 
は 還元され て Ag となって 銅の 表 
面に 析出す るの じ やよ。 


水溶液が 青色になる のは， 

溶け 出した 銷 イオンの せいじゃ。 


• ハロゲン 元素 

フッ素 （F), 塩素 (CI), 
臭素 (Br), ヨウ 素 (I), 
アスタチン （At) の 5 元 
素を いい， 電子 親和力が 
大きい。 ヨウ 素， フッ素 
化合物は 燃焼 抑制の 消火 
剤と して 用いられる。 


IHnisfi  //- 


□ i. 金属の 熱伝導 度 . 金属の 物性と しての 熱の 伝導度 合。 

Ag>Cu>Au>AI>Mg>Zn>Fe>Sn>Ni>Pb>Hg 
□  2. イオン化 傾向 . 電子を 放って 陽イ オンに なり やすい 傾向。 


〇 


Li>  K  >Ca>Na>Mg>AI>Mn>Zn>Fe>Cd>Co>Ni>Sn>Pb>  H  > 
Cu>Hg>Ag>Pt>Au 


Sec  f ion 1 1 金属と 非金属 
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有機化合物 


< 出題 例 > 


【問題 12】  次の 物質のう ち， 有機化合物 でな いのもは どれ か。 

(1)  ガソリン 

(2)  アンモニア 

(3)  メタン 

(4)  アセトン 

(5)  プロパン 


□  □  □  □  □  口⑴ 有機化合物の 分類 □□□□□口 

石油の 主成分で ある 炭素化合物の ことを 有機化合物 といい， 炭素 以外の 元素の 化 
合 物を 無機化合物と いいます。 


飽和化合物  メタン 系 炭化水素 （メタン， エ タン， ブロ パンな ど) 

— 鎖 式 化合物- 


有 

機 

化- 

合 

物 


1 - 不飽和 化合物 


r 炭素 環 式 化合物 

— 環 式 化合物- 


r エチレン 系 炭化水素 （エチレン， プロピレン など） 

I アセチレン 系 炭化水素 （アセチレン， メ チル アセチレン など) 
( 芳香族化合物 （ベンゼン， トルエン など） 

\ 脂 環 式 化合物 （シク ロ ヘキ サンな ど） 


し 複素環 式 化合物  炭素 以外の 元素を 環の 中に 含む 化合物 （ピリ ジンな ど) 
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① 無機化合物と 有機化合物の 主な 特徴 


特徴 

無機化合物 

有機化合物 

原因 

成分 元素 

天然に 存在す る 
すべての 元素。 

主と して C,  H,  0,  N 
で， その他 ハロゲン， 

P,  S など。 

共有結合 により， 同種の 原 
子が 数多く 結合す る。 

種類 

5 〜 6 万 

100 万 以上 

炭素 原子が 4 価の 電子を も 
ち， 異性体が 多い。 

溶解性 

水に 溶ける もの 
が 多い。 

水に 溶けない ものが 
多く， 有機 溶媒に 溶 
け やすい。 

共有結合 性の 化合物が 多く， 
極性の ない ものが 多い。 

融点 

-般に 融点 力嘀 
く， 高温で も 安 
定な ものが 多い。 

一般に 融点が 低く， 
300*0 以上では 分解 
する。 

分子 性 物質が 多く， 分子 間 
の 結合が 弱い。 

反応性 

電解質が 多く， 
イオン 反応の た 
め 反応速度が 大 

きい。 

非 電解質が 多く， 反 
応 速度は 小さく， 反 
応が 複雑で ある。 生 
成 物が 一定して いな 

い。 

共有結合を 切る のに 大きな 
エネルギーを 必要と し，一 
般に 触媒が 必要。 

② 有機物の 主な 官能 基と その 性質 


官能 基 

式 

構造 

性質 

メ チル 基 

— CH, 

H 

1 

— C  — H 

1 

H 

疎水性 

エ チル 基 

-C,H, 

H  H 

1  1 

— C  —  C  一  H 

i  i 

H  H 

疎水性 

アルコール 性 水酸基 

—OH 

—  0  — H 

中性， 親 水性 

アル デヒ ド 基 

— CHO 

- く0 

\h 

還元 性 

カルボ キ シル 基 

— C00H 

-く0 

\〇  —  H 

酸性， 親 水性 

ア セチル 基 

— COCH, 

0  H 

II  1 

— c  — C  — H 

1 

H 

カルボ ニル 基 （ケ トン 基） 

)C0 

〉 c=o 

フエノー ル 性 水酸基 

—OH 

—  0  — H 

酸性， 親 水性 

ニト ロ 基 

—N0, 

-C 

中性， 疎水性 

アミ ノ基 

—NHt 

/H 

— N 

塩基性 

スル ホン 基 

— S0,H 

0 

II 

— S  — 0  — H 

II 

0 

酸性 

フエ ニル 基 

― c6h5 

-o 

疎水性 

解答 ⑵ 

►アンモニア NH3 は, 
窒素と 水素の 化合物 
なので 無機化合物。 


Imemo 

« 有機化合物の 定義 

19 世紀 初頭まで デンプ ン 
や アルコール などは， 生 
物体のは たらき （炭酸 同 
化 作用 や 微生物の はたら 
き） がなければ 生成し な 
い 物質と 考えられ ていた。 
そのこと から， 生物 体の 
はたらき （生活 機能） に 
よって 生じる ような 物質 
を 有機化合物 とし， その 
他の物 質を 無機化合物と 
分類 定義して いた。 

だが 1828 年に ドイツの 
ウェラーが， 無機化合物 
である 硫酸 アン モニ ウ厶 
と シアン 酸 バリウムを 反 
応 させて， それまで 有機 
化合物と されて いた 尿素 
の 合成に 成功した。 

以来， 有機化合物と 無機 
化合物の 理論的 区別は な 
< なり， 現在は 単に 炭素 
化合物を 総称して 有機 化 
合 物と 呼んで いる。 


Section 12 有機 化 台 物 
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Z7Z7Z7Z7  0(2) 主な 有機化合物の 構成 口  〇〇〇〇 

次に， 炭素 原子の 結合に よる 有機化合物の 主な 分類を 挙げて お きます。 

①  炭化水素 類 . 炭素と 水素 だけで 構成され る 化合物の 総称。 

(例） 石油， テンペ ル 類， ステロイド 類と して 広く 存在す る 0 

②  アル コール 類 . 鎖状 炭化水素の H がヒ ドロ キ シル 基 (-0H) で 置き 換 

えられた 形の 化合物 0  (例） エチルアルコール  C2H5OH 

③  フエノー ル . ベンゼン 環に 結合す る H がヒ ドロ キ シル 基 （-0H) で 置 

き 換えられた 形の 化合物 〇  (例） フエノー ル  C6H5OH 

④  アルデヒド . アルデヒド 基 (-CHO) を 持つ 化合物。 

(例） アセ ト アルデヒド  CH3CHO 

⑤  ケトン . カルボ ニル 基 （ケ トン 基〉 C0) に 2 個の 炭化水素 基の つ 

いた 形の 化合物。 

(例） アセトン  (CH3)2CO 

⑥  エーテル . 酸素 原子に 2 個の 炭化水素 基 （C2H5)2 の ついた 形の 化合物 0 

(例） エ チル エーテル  (C2H5)20 

⑦  カル ボン 酸 . カルボ キ シル 基 (-COOH) を 持つ 化合物。 

(例） 酢酸  CH.COOH 

⑧  スル ホン 酸 . スル ホン 基 （-S03H) を 持つ 化合物。 

(例） ベンゼン スル ホン 酸  C6H5S03H 

⑨  アミノ酸 . アミ ノ基 (-NH2) と カルボ キ シル 基 (-COOH) を 持つ 化 

合 物 0  (例） グリシン  CH2NH2C 00 H 

⑩  ニトロ 化合物 …… ニトロ 基 （- N02) が 炭素 原子に 結合して いる 化合物。 

(例） ニトロ ベンゼン  C6H5Ng2 

- y/  ^inisft  //- - a1 

□ 有機化合物の 特性 

① 成分 元素は 主として 炭素 （C), 水素 （H)， 酸素 （0), 窒素 （N) ② 可燃性 ③空 
気 中で 燃えて 二酸化炭素と 水を 生じる ④ 水に 溶けに くく， アルコール •アセ 
トン. ジエ チル エーテル などの 有機 溶媒に よ く 溶ける ⑤ 多くは 非 電解 物質 ⑧ 
一般に 無機化合物 に比べて 分子量が 大きい ⑦ 融点 • 沸点の 低い ものが 多い ⑧ 
組成が 同 じで も 結合の しかたの 異なる 異性体が ある ⑨ 反応速度 は 小さ レ ゝ⑩反 
応が 複雑で 生成 物が 一定 しない。 

〇 
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★Chapter  2 

燃焼 お ぶ び 
消 穴に 関す ミ 
基礎的な 理蠢 


燃焼の 理論 


< 出題 例 . . 

【問題 1】 可燃物と その 燃焼の 種類に ついて， 次の 組み合わせ のうち 誤つ ている 
ものは どれ か。 

(1)  アルコールの 燃焼は 蒸発 燃焼で ある。 

(2)  木炭の 燃焼は 表面 燃焼で ある。 

(3)  石炭の 燃焼は 分解 燃焼で ある。 

(4)  ガソリンの 燃焼は 爆発 燃焼で ある 0 

(5)  コー クスの 燃焼は 表面 燃焼で ある。 


□  □  □  □  □  口⑴ 燃焼の 定義と 原理 □□□□□口 

D 燃焼の 定義 

物質が 酸素 原子 0 と 化合す る ことを 狭い 意味では 酸化と いいます が， その 結果 生 
成された 化合物を 酸化物と いいます。 この 酸化 反応が 急激に 進行し， 著しい 発熱と 
ともに 発光を 伴う 酸化 反応を 燃焼と いいます。 したがって， 同じ 酸化 反応で も， 鉄 
がさび て ぼろぼろになる 酸化 反応な どは， 発熱 も 発光 も 伴わない ので 燃焼とは いい 
ません。 しかし， 酸素 原子 0 ではなく 酸化 剤で ある 塩素 原子 CI と リン P が 高熱を 発 
して 化合す る 酸化 反応に ついては， 危険物の 分野では 燃焼と して 扱います。 

緩慢 燃焼 . 油 ぼろ 等が 酸化し， ついに 発火す るよう な 場合， 発火 以前の 現象を 緩慢 燃焼 

という こと も ある。 


B 燃焼の 原理 （燃焼の 三 要素と 四 要素) 

① 可燃物 


② 酸』 合体！ 熱源 


I 焼の 三 要素） 
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Chapter  2 燃焼 お J： び 消火に 関する 基礎的な 理論 


①  可燃性 物質 

可燃性 物質 とは 燃える 可能性の ある 物質 すべてを 指 
します。 可燃性 物質の 数は きわめて 多く， 有機化合物 
の ほとんどが 可燃性 物質です。 それは 固体 .液体 •気 
体を 問いません。 

②  酸素供給 体 （支 燃 物） 

可燃性 物質の 燃焼には ある 濃度 以上の 酸素が 必要で 
す。 その 濃度は 限界 酸素 濃度と いわれ， 可燃性 物質に 
よって 異なり ますが， その 濃度は 多くの場合 14 〜 15% 
ぐらいに なり ます。 空気は 約 21% の 酸素を 含んで いる 
ことから， 酸素供給 体と して 一般的です。 


性質 

特色 

比重 

1.105 

1 . 不燃性 

2 . 支 燃 性 

3 . 水に あま り 溶けない。 

4 . 酸化物を つくる 

5 . 白金， 金， 銀， 不活性ガス， ハロン 
等とは 直接 化合し ない。 

融点 

-2181C 

沸点 

-1831C 

色 

姐 色 

臭い 

無臭 

《酸素の 性質と 特色》 


このほかに 酸素供給 体と しては， 第五 類の 危険物 や 
セル ロイ ドの ように 可燃物 自体が 酸素を 含んで いて， 
他からの 酸素の 供給を 必要と しない もの もあります。 
③ 熱源 （点火 エネルギー） 

熱源は， 単に 熱 • 点火 エネルギー • 点火 源な どと も 
いわれ。 身近の いたいる 所に 存在して います。 


Section  1 


:: 解^ 1 ⑷ 

I  ►ガソリンは 常に 爆 
! 発する わけでは ない。 

I ここでは 蒸発 燃焼が 
i 答えと なる。 

•••  Caution  ••• 

寒 燃焼の 要素と 消火 

燃焼と 消火は 相対的 関係 
にある ので， 四 要素の ラ 
ち 1 つを 取り除けば 燃焼 
は 止まる。 それが 消火の 
原理で も ある。 

« 燃焼と 酸化 
同じ 酸化 反応で も 酸素 〇 
との 結合が 燃焼で あり， 
しかも 発熱 反応で あると 
い ラ ことが 燃焼の 絶対 条 
件で ある。 したがって， 
窒素 ガスの よ ラな 吸 熱 反 
応は 燃焼とは いわない。 


^ 燃焼の 理論は そのまま' 
消火の 理論に つながる 
ことを 肝に 銘 じて おく 
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燃 

焼 

の 

仕 


の 

種 

類 


r^I] 気体 
切 液体 


完全燃焼 か 不完全燃焼 か、 
は， 酸素が 十分に 供給 さ 
れ るか どうかで 決まる。 ノ 


□  □  □  □  口(2) 燃焼の 仕方と その 種類 □□□□口 

燃焼の 仕方は 可燃物の 状態に よって 異なり ますが， 基本的には 気体 • 液体 • 固体 
の 三 態に 大別して 考える ことができ ます。 そして その 燃焼の 仕方と その 種類 耷 体系 
づける と， 以下の ようになります。 

ぶ ① 定常 燃焼 

i ②非 定常 燃焼 （爆発 燃焼） 

蒸発 燃焼 
表面 燃焼 
| ② 分解 燃焼 
L ③ 蒸発 燃焼 

燃焼の 仕方には 上記の 考え方の ほかに， 完全燃焼と 不完全燃焼 という 区別の 仕方 も ある。— 
般 に， 酸素の 供給が 十分で あるときは 完全燃焼し， 不十分で あれば 不完全燃焼 となる。 また， 酸素 濃 
度が 高 くなる ほど 激しく 燃焼す る。 これ は 酸化の 連鎖反応 速度が 増大す る ことによ る。 


固体 


D 気体の 燃焼 

気体の 燃焼は， ① 定常 燃焼と ②非 定常 燃焼 とに 分けられます。 

① 定常 燃焼 （パーナー燃焼） . 日常， 私たちが 利用して いる 都市ガス やプ 

ロ パン ガスな どの 燃焼が これに あた ります。 


② 非 定常 燃焼 （爆発 燃焼） . 可燃 

性 気体と 空気の 混合 気体が， 密閉 
容器 中で 点火され たと きな どに 起 
こる 燃焼 現象です。 

imk  定常 燃焼に は 混合 燃焼と 非 混合 燃焼と が 
ある。 混合 燃焼とは， 燃焼に 先立って あらかじめ 
可燃性 気体と 空気と を 混合 させて， これを 嗔出燃 
焼させる 燃焼。 非 混合 燃焼とは， 可燃性 気体が 大 
気 中に 噴出して 燃焼す る 燃焼。 

B 液体の 燃焼 （蒸発 燃焼） 

灯油 •アルコールな どの 可燃性 液体の 燃 
焼は， 液体 そのものが 燃えて いるので はな 
く， 液面から 蒸発した 可燃性 蒸気が 空気と 
の 混合 気と なって 燃焼して いるので す。 こ 
れを 蒸発 燃焼と いいます。 


ガスが 火口から  送られて くる 
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Q 固体の 燃焼 

固体の 燃焼は， ① 表面 燃焼 ② 分解 燃焼 ③ 蒸発 燃焼と に 
分類され ます。 

①  表面 燃焼 . 可燃性の 固体が その 表面で 酸素と 

反応して 燃焼し， 表面から 次第に 内部へ と 燃焼 
していく 燃焼の 仕方を いいます。 その 際， 物質 
の 表面では， 熱 分解 も 蒸発 も 起こらず， 高温を 
保ちながら 静かに 燃焼して いきます。 

②  分解 燃焼 . 可燃物が 加熱され て 熱 分解を 起こ 

し， このと きに 発生す る 可燃性 ガスが 燃焼す る 
場合を いいます。 例と しては， 木材 •石炭な ど 
の 燃焼が 挙げられます。 

分解 燃焼のう ち， その物 質 中に 酸素を 含有す る ものの 燃焼を 
自己 燃焼 または 内部 燃焼と いう。 外からの 酸素の 供給が なくと も， 
分解に よって 生じた 自己 内部の 酸素を 使って 燃焼し 続ける ニトロ セ 
ル ロース や 火薬 •硝酸 エ チルな ど の 燃焼が これに あたる。 

③  蒸発 燃焼 . 固体を 加熱しても 熱 分解を 起こす 

ことなく そのまま 蒸発し， その 蒸気が 燃焼す る 
場合を いいます。 これは あまり 一 般 的では ない 
燃焼の 仕方で， 燃焼の 仕組みは 液体の 蒸発 燃焼 
と 同じです。 


[memo 


表面 燃焼の 例 

〈木炭 や コー クスの 燃焼〉 
これらは 通常 炎を 上げる 
ことは ない が， 盛んに 燃 
えてい ると きに 蒼い 炎を 
上げる ことがある。 
これは， 燃焼に よって 生 
じた co2 が， 木炭 や コー 
クスな どの 表面に 触れて 
C 〇に 変わり， その C0 が 
燃える ことによって 起こ 
る。 


•••  Caution  ••• 

(§ 燃焼の 一般的 難易 

〈よく 燃える 条件〉 

①  酸化され やすい 

②  酸素との 接触 面が 大 

③  発熱量が 大 

④  熱伝導率が 小 

⑤  乾燥 度が よい 

⑥  可燃 蒸気が 発生し 易い 

⑦  周囲の 温度が 高い 


□ 1. 燃焼 . 熱と 光を 伴う 酸化 反応。 


□  2. 燃焼の 三 要素 . ① 可燃性 物質 ② 酸素供給 体 （空気 等） ③ 熱源 

□  3. 燃焼の 四 要素 . 燃焼の 三 要素 + 燃焼の 継続 

□  4  . 限界 酸素 濃度 . 可燃性 物質が 燃焼す るのに 必要な 最小 酸素 濃度。 

口  5. 気体の 燃焼 . ① 定常 燃焼 （バーナー 燃焼） ②非 定常 燃焼 （爆発 燃焼） 

□  6. 液体の 燃焼 . 液面から 蒸発した 可燃 蒸気と 空気の 混合 気の 燃焼。 蒸発 

燃焼。 

□  7. 固体の 燃焼 …… ① 表面 燃焼 ② 分解 燃焼 ③ 蒸発 燃焼 

□  8. 表面 燃焼 . 木炭 •コー クスな どの 燃え 方。 

□  9. 分解 燃焼 …… 木材. 石炭な どの 燃え 方。 

□ 1〇. 燃焼の 難易 …… ① 着火の 難易 ② 燃焼 継続の 難易 


Section 1 燃焼の 理論 
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危険物の 物性 


< 出題 例） . 

【問題 2】 次の 記述のう ち， 正しい ものは どれ か。 

(1)  引火点の 低い ものは 燃焼 範囲が 広い。 

(2)  引火 性 液体の 発火点と 引火点には 相関関係がない。 

(3)  引火点 20で の 液体は， 20て で 自然発火 する。 

(4)  引火点 20で の 液体は， 20 てで 気化す る。 

(5)  弓 | 火 点 20で の 液体が 20 ての 物体に 接触 すれば 爆発す る 0 


□  □□□□⑴ 燃焼 範囲 （爆発 範囲)  00000 

一般に， 液体の 表面 には その 液体の 温度 に応じて 蒸気と 空気との 混合 気が 存在し 
ています。 その 混合 気は 液体 表面に 最も 近い 部分が 最も 濃度が 高く， 液面より 上方 
になる ほど 濃度が 低くな ります。 また 液体が 可燃性で あれば， その 蒸気と 空気との 

混合 気に 点火す る と 急激に 燃焼が 起こり 


拡散 層 


二如 飽和 層 


気体 （蒸気） 

燃焼 範囲 
(爆発 範囲） 
(容量％) 

灯油 

1.1 〜 6 

ヘキ サン 

1.2  -  7.5 

ベンゼン 

1.3  -  7.1 

二硫化炭素 

1.3  ~50 

ト ル エン 

1.2 〜 7.1 

ガソリン 

1.4  -  7.6 

ジエ チル エーテル 

1.9  -  36 

アセトン 

2.15 〜 13.0 

エチルアルコール 

3.3  - 19 

水素 

4  〜 75 

メ チル アルコール 

6.0 〜 36 

一酸化炭素 

12  〜 75 

ます。 また 密閉容器 内で あれば 爆発 も 起 
こり ます。 

このように， 可燃性 気体と 空気の 混合 
気が 燃焼したり 爆発した りする には， そ 
の 混合 割合が 一定の 濃度 範囲で なければ 
なりません。 この 範囲を 燃焼 範囲 （爆発 
範囲） といい， 混合 気に 対する 可燃性 気 
体の 容量 （％) で 表します。 


f 燃焼 範囲と いう ぐらい じ やから 濃 ^ 
度に 幅が あるん じ やよ。 

左表の 低い 方の 数値 （濃度） を 燃 
焼 下限 値， 

高い 方の 数値 （濃度） を 燃焼 上限 
> というの じ や。 


^ 焼 範囲の 広い もの、 
ほど， 下限 値の 低い 
もの ほど 引火の 危険 
k 性大で ござる。 


(主な 気体の 燃焼 範囲〉 
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Chap 蚴 2 燃焼 お よ び 消火に 関す 3 基礎的な 理論 


〇〇  0(2) 引火点と 発火点 □□口 

まず， 引火点とは 可燃性 液体に 関わる 定義で あり， 発 
火 点とは 可燃性 液体. 固体. 気体 三 態 全体に 関わる 定義 
である こと を 頭に 入れて おく 必要が あ ります。 

D 引火点 

引火点とは， その 液体が 空気 中で 点火した ときに， 燃 
え 出す のに 十分な 濃度の 蒸気を 液面 上に 発生す る 最低の 
液 温を いいます。 

また 別の 言い方を すれば， 可燃性 液体を 加熱 あるいは 
冷却して 液 温を 変えて いった 場合， 液面に 最も 近い 層の 
蒸気 濃度が ちょうど その 蒸気の 燃焼 範囲 （爆発 範囲） の 
下限 値に 達した ときの 液 温が その 液体の 引火点と いう こ 
とに なり ます。 

^ 引火点と 発火点の 違いを しっかり と 覚える の \ 
じ ゃぞ。 たとえば， 引火点に 達した 液体は 危 
険 では あるが， そのままでは 発火し ない ぞい。 
V さあ， どうなる と 燃焼が 起こる かな。  ノ 

，この 液面 付近の 蒸 
[ 気 濃度が 1.4% にな 
J つたと きの， 液体 
としての ガソリン 
そのものの 液 温が 
引火点で ある。 

(ガソリンの 燃焼 範囲 (1.4%  < 下限 値》 〜 7.6% 《上限 値》）） 

B 発火点 

発火点とは， 空気 中で 可燃性 物質 （液体. 固体. 気体） 
を 加熱した 場合， これに 火炎 あるいは 火花な どを 近づけ 
なくと も 物質 自 ら 発火し 燃焼を 開始す る 最低の 温度を い 
います。 


物質 

発火点 （1C) 

物質 

発火点 （で） 

木材 

40 〜 470 

二硫化炭素 

90 

黄 リン 

30 〜 45 

木炭 

320 〜 370 

三 硫化 リン 

100 

セルロイド 

180 

赤 リン 

260 

無煙炭 

440 〜 500 

硫黄 

444.7 

コー クス 

440 〜 600 

(主な 物質の 発火点》 


解答 （2) 

►発火点とは， 熱源 
がな くと も 自らが 燃 
焼を はじめる 温度を 
い ラ。 引火点は 熱源 
で 点火され る ことを 
前提に している ので, 
二つの 間には 相関 関 
係は まったくない。 


•••  Caution  ••• 

承 引火点と 引火の 危険 

可燃性 液体の 温度が 引火 
点より 高い ときは， 火 源 
が あれば 引火す る 危険が 
生じる。 

•可燃性 ガスと 燃焼 範囲 

本文で 述べて きた 燃焼 範 
囲 （爆発 範囲） の 解説は 
可燃性 液体の 蒸気に つい 
て だが， 可燃性 ガスに つ 
いても 同じよ な 燃焼 範 
囲が ある ことを 記憶に と 
どめ て おこ ラ。 

可燃性 ガスの 例 …… 水 
素 • メタン • プロパン • 
アセチレン など。 


tmemg 

® 発火点と 自然発火 

発火点とは その物 質が 火 
源な しに 自ら 燃焼 •爆発 
しだす 最低 物質 温度。 
自然発火とは， その物 質 
が 発火点に 達する までの 
熱を 自ら 自然に 蓄えて し 
ま ラ 結果 起こる 現象。 


Section  2  危険物の 物牲  奶 


□  □□□□□  口(3) 物質の 危険性 □□□□□□口 

物質には それぞれ 特有の 物理的. 化学的 性質が あ ります。 この 物性を 数値 化する 
ことによって， 各 物質の 火災の 危険性を 比較したり， 保全す るた めの 要件 等を 客観 
的に 把握した りする ことができます。 

以下に 「第 四 類 危険物」 の 主な 危険因子を 大別して 掲げ， その 要点を 略記して お 
きます。 

〔主な 危険因子〕 

①  蒸気圧 . 蒸気圧とは 蒸気の 示す 圧力の ことで， 一般には 飽和蒸気 圧の こ 

とを いいます。 通常， 温度の 上昇と ともに 蒸気圧は 増大し ます。 

②  燃焼 速度 . 回 気体の 場合には， 可燃性 気体と 空気の 混合 気が 静止した 状 

態で， その 混合 気 中を 火炎が 伝播す る 速度を いいます。 E 液体の 場合には, 

単位 時間 あたりに 燃焼す る 質量で 表す 質量 燃焼 速度と， 燃焼に より 液体の 

表面が 後退 （液量の 減少） した 距離で 表す 表面 後退 速度と があります。 

③  燃焼 熱 . 燃焼に よって 発する 熱量を いいます。 燃焼 熱が 大きい ほど 温度 

上昇を 招き， 燃焼の 継続と 拡大を 招きます。 

④  最小 着火 エネルギー . 着火 爆発を 起こ し 得る 着火 源と しての 最小 エネ ル 

ギー をい います。 単位は ジュール （J)0 

⑤  電気伝導 度 . 電気の 伝わり やす さの 度合いを いいます 0 

⑥  沸点 . 液体の 内部から も 気化が 起こる 現象を いいます。 沸点が 小さい ほ 

ど 低い 温度で 蒸気が 発生す るので， 危険性が 高ま ります。 

⑦  比熱 . 物質 1 g を 1 K(t：) だけ 上昇させる のに 必要な 熱量を いいます。 

比熱が 小さい ほど 少ない 熱量で 物質の 温度が 上昇し やすく なる ので， 危険 

性が 高ま ります。 

① 飽和蒸気 圧 . 液体が 気化す ると き， 

蒸気の 占め 得る 空間が 小さい ほど， 気化の 止ま 
る 平衡 状態が 早まる。 液体と 気体と が 平衡に 共 
存 するとき， 蒸気の 占めて いる 空間は その 液体 
の 蒸気で 飽和され ている という。 そして この 状 
態での 蒸気の 示す 圧力を 飽和蒸気 圧と いう。 

② 燃焼 速度と 容器 径の 関係 . 容器が 小さい 

間は 燃焼 速度は 直径の 増加に 従い 減少し， 容器 
が ある 程度 大きく なると 逆に 直径の 増加に 従い 
速度を 増す。 ただし， 容器が さらに 大きくなる 
と， 燃焼 速度は 容器 径 にか かわらず 一定と なる。 


速度 一定 


速度 ダウン  速度 アップ 

①  小さい 容器の 間は， 容器 径が增 すと 速度 ダウン 0 

②  ある 程度 容器が 大 きくなる と， 容器 径が 増す と 速度 アップ。 
k ③ さら に 容器が 大 きくなる と 容器 径に 関係な く 速度 一定。 

(燃焼 速度の 変化 J) 
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[memo 


次に， 危険因子の 数値 的 大小から 見た 物質の 危険 度合 
いを 簡単に まとめる と， 下表の ようになります。 


大 

⑧ 燃焼 範囲 （爆発 範囲） 

ぎ 

い 

⑪ 蒸気圧 

ほ 

©燃焼 速度 

ど 

⑪ 燃焼 熱 

険 

⑧ 火炎 伝播 速度 

小 

さ 

い 

⑧ 燃焼 範囲の 下限 値 

©引火点 

©発火点 

ほ 

y 

⑪ 最小 着火 エネ ル ギー 

危 

⑧ 電気伝導 度 

険 

① 沸点 
⑨ 比熱 

• 引火点と 発火点の 比較 

引火点は 火 源から 着火 さ 
れた ときに 燃焼を 開始す 
る 液 温な ので， 火 源な し 
に 自ら 発火す る 発火点よ 
りは 低くなる。 

たとえば， 一般に ガソリ 
ンの弓 I 火 点は一  4CTC 以下 
で， 発火点は 約 30CTC で 
あ 名)  〇 


〇(4) 発火. 混合 •爆発の 危険 EJ 

D 自然発火 

自然発火とは， 物質が 常温の 空気 中に おいて _然 に 発 
熱し， その 熱が 長時間 蓄積され てつい には 発火点に 達し 
て 燃焼を 起こす 現象を いいます。 

①  自然発火に 至る 主な 発熱の 機構 

a 分解 熱に よ る 発熱 . セルロイド， ニ トロ セル 

ロースな ど 

b 酸化 熱に よる 発熱 . 乾性油， 原綿， 石炭な ど 

c 吸着 熱に よる 発熱 . 活性炭， 木炭 粉末な ど 

d 微生物に よる 発熱 . 堆肥， ごみな ど 

e その他に よる 発熱 

②  自然発火に 影響す る 重要 因子 

a 熱の 蓄積  b 熱伝導率 

c 堆積 方法  d 空気の 流動 

e 発熱量  f 触媒 物質 

など。 


••參  Caution  參 

(1 自然発火と 熱の 蓄積 

自然発火の 要件は， 自然 
に 発熱し， それが 長時間 
蓄積され て 発火点に 至る 
とい ラ ことで ある。 
したがって， ナトリウム 
が 水に 触れて 発火す る 場 
合な どは， ナトリウムが 
自然に 発熱して はいる も 
のの， その 熱の 蓄積 時間 
が 極端に 短い ので 自然 発 
火とは いわない。 
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B 混合 危険 

混合 危険とは， 複数の 物質が 混合 または 接触す る ことによ つて， 発火 または 爆発 
する おそれの ある ことを いいます。 混合 危険の 一般的 要因を 大別す ると， ①酸化 性 
物質と 還元 性 物質と の 混合 ② 酸化 性 塩類と 強 酸と の 混合 ③ 化学反応 により 極度に 敏 
感な 爆発性 物質を つくる 場合， の 3 つの ケースが 挙げられます。 


①  酸化 性 物質と 還元 性 物質との 混合 危険の 例 
a 塩素酸 カリウム + 赤 リン 

b 無水 >  ロム 酸 + アルコール 
c 発煙 硝酸 + アニ リン 

②  酸化 性 塩類と 強 酸との 混合 危険の 例 
a 塩素酸 カリ ウム + 硫酸 

b 過 マンガン 酸 カ リウ ム + 硫酸 
c 重 クロム 酸 カリ ウム + 硫酸 

③  敏感な 爆発性 物質を つくる 場合の 混合 危険 例 


a アンモニア + 塩素  (^ゎず かな 娜で麟 する 類。 

b アンモニア + 塩素酸 カ リウ ム 


c アンモニア + ヨー ド チン キ 

B 水分との 接触に よる 発火 


物質の 中には， 空気 中の 湿気を 吸収， または 水分に 接触した ときに 発火す る もの 
があります 0 これは 物質が 水分と 反応して 水素な どの 可燃性 ガスを 発生し， 反応 熱 


によって 発火 するとい う メカニズムを 持って います。 


〔主な 危険物 質 名〕 

ナトリウム， カリウム， マグネシウム 粉， アルミニウム 粉な ど 


□爆発 

一般に 爆発とは， 急激な 物理的 または 化学的 変化に よ 
つ て， 反応 系の 物質の 体積が いちじるしく 増大し， 爆発 
音を 発する こと をい います。 

爆発の 形態を 分類す ると， 次の 4 種類に 分ける こと 
がで きます。 

① 粉塵 爆発  ② 可燃性 蒸気の 爆発 

③ 気体の 爆発 ④ 火薬の 爆発 

以下 それぞれの 爆発の 特徴を みていく ことと します。 
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①  粉塵 爆発 
可燃性 物質が 粉体で 空気 

中に 浮遊して いる 状態に あ 
ると き， これに 着火す ると 
爆発す る 危険が あります。 

春 特徴* 燃焼 範囲 （爆発 範 
囲） が ある。 4 種類の 爆発 形態の 中で 着火 エネルギー 
最大。 また 4 種類の 中で 引火の 危険性 最小。 

②  可燃性 蒸気の 爆発 

♦特徴 •燃焼 範囲 （爆発 範囲） が ある。 一般の 燃焼 現 
象よりも 速い が， 気体の 爆発 や 火薬の 爆発より 遅い 0 

③  気体の 爆発 

♦特徴 ♦燃焼 範囲 （爆発 範囲） が ある。 燃焼 •爆発の 
速度が 火薬の 爆発に ついで 速い。 

④  火薬の 爆発 

• 特徴* 爆発の 速度 も 危険性 も 他に 比べて 最大。 


可燃性 粉体 

爆発 下限 
(空気 中 g/ni) 

石炭 

35 

硫黄 

35 

アルミニウム 

35 

石けん 

45 

ポリエチレン 

25 

《主な 可燃性 粉体の 爆発 下限 値》 


Imemg 

(D 可燃性 粉体の 爆発 

可燃性とは 文字通り 燃え 
る 可能性が あると い ラ 意 
味で， 必ずしも 通常よ く 
燃える ものと いう 意味で 
はなし、。 

たとえば， 石けん や 小麦 
粉な どは， 通常 燃える 物 
質と い ラ 認識は ない が， 
可燃性で ある。 

これらは 通常 固形物で あ 
っ たり， 使用 目的から 危 
険 性が 極めて 低かったり 
して 爆発す るな どとは 想 
定 しがたい。 しがし 粉体 
で 空気 中で 浮遊して いる 
状態では， 酸素との 接触 
面が 大きい ので， 粒子 単 
位では 酸化し やすく， 着 
火し やすい。 


- - ■"チ imsn  // - 

Q  □ 1 . 引火点 . その 液体が 空気 中で 点火した とき 燃え 出す のに 十分な 濃度 

の 蒸気を 液面 上 に 発生す る 最低の 液 温。 

□  2. 発火点 . 空気 中で 可燃性 物質を 加熱した とき， これに 火炎 あるいは 

火花な どを 近づけな く とも _ ら 発火し， 燃焼を 開始す る 最低の 温度。 


□  3 


□  4 


□  5. 


□ 


0 


燃焼 範囲 （爆発 範囲） . 可燃性の 蒸気と 空気との 混合 割合で， 点火 

すると 急激に 燃焼 したり 爆発した りする 範囲。 こ の 燃焼 範囲に は 上 
限 値と 下限 値が ある。 この 範囲の 広い もの ほど， また 下限 値の 低い 
もの ほど 少量の ガスで 燃焼 • 爆発を 起こす ので 危険性 大。 

自然発火 . 物質が 常温の 空気 中に おいて 自然に 発熱し， その 熱が 長 

時間 蓄積され て， ついには 発火し 燃焼す る 現象。 

混合 危険 . 複数の 物質が 混合 ま たは 接触す る ことによって， 発火 ま 

たは 爆発す る おそれの ある こと 0 また， 火 源に 近づけな くと も， 小 
さな 衝撃 だけで 爆発す る 場合 も ある。 

6. 水分との 接触に よる 発火 . 空気 中の 湿気を 吸収， または 水分と 

接触した ときに 発火す る 現象。 ナトリウム， カリウム など シ 
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•(出題 依 r> 


【問題 3】 水が 消火 剤と して 用いられる 最大の 理由と して， 次のう ち 正しい もの 
は どれ か。 

(1)  消火 水に よる 損害が 極めて 少ないた め。 

(2)  水は すべての 危険物 火災に 有効で あるた め。 

(3)  窒息 消火の 効果が 大きいた め。 

(4)  電気 火災で あっても 感電す る ことが 少なく， 安全で あるた め。 

(5)  比熱， 気化熱が' 大きいた め。 


□  □□□□(】） 消火の 三 要素. 四 要素 □□□□口 


消火とは， 燃焼の 中止と 考える ことができます。 したがって， 基本的には 燃焼の 
三 要素のう ち 一要素を 取り除けば 燃焼は 中止し， 消火で きます。 

D 消火の 三 要素 

消火の 三 要素は 燃焼の 三 要素と 相対的な 関係に あ ります。 


可燃物 


I 除去 消火 I 


B 消火の 四 要素 

これ も 同じように， 燃焼の 四 要素と 相対的な 関係に な ります。 
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□(2) 基本的な 4 つの 消火 法 口 

D 除去 消火 法 

こ れは 燃焼の 一要素で ある 可燃物を 取 り 除いてし まう 
消火 法です。 たとえば， ガスの 元栓を 閉める と 燃焼が 止 
まること が これに あたり ます。 

B 窒息 消火 法 

これは 燃焼の 一要素で ある 酸素の 供給を 断つ 消火 法で 
す。 これには， 燃焼 物を 他の物 質で おおう 4 つの 一般的 
な 方法が あります。 

①  不燃性の 泡で 燃焼 物 を おおう 方法 

②  ハロゲン 化物の 蒸気で 燃焼 物を おおう 方法 

③  二酸化炭素で 燃焼 物を おおう 方法 

④  固体で 燃焼 物を おおう 方法 

B 冷却 消火 法 

これは 燃焼の 一要素で ある 熱源から 熱を 奪い， 固体の 
熱 分解 による 可燃性 ガス 発生 温度 以下 にして 消 火す る 方 
法です。 消火 剤と， 一般的な ものに 水が あります。 

□ 燃焼の 抑制 消火 法 

これは， 燃焼の 四 要素の 一つで ある 燃焼の 継続を 断つ 
方法で， ハロゲン 化物 消火 剤な どが あります。 


解答 ⑸ 

►比熱， 気化熱が 大 
きいとい ラ ことは， 
燃焼 物から 奪 ラ 熱が 
大きい という ことで 
ある。 冷却 消火。 


•••  Caution  ••• 

(D 不燃性の 泡 

一般には 2 種類 以上の 化 
学 薬品を 反応 させて つく 
る 化学 泡と， 空気を 吸引 
してつく る 空気 泡と が あ 
る。 その 泡の 特徴は， 

① 付着 性が ある 

② 熱 に対して 強い 膜 

③  流動性 

④  凝集 性 • 安定性が ある 
ただし， アルコール やア 
セトン などの ように 泡 そ 
の ものを 溶解す る ものに 
は 不向きで ある。 

(D ハロゲン 化物 
ハ □ゲン 化 元素の ふつ 素 
•塩素 •臭素 • よ ラ 素は， 
窒息 作用と 抑制 作用を 持 
つてい る。 


□ 

□ 


- i/  Jnnisn  //- - 

1 . 消火の 四 要素 . ① 除去 消火 ② 窒息 消火 ③ 冷却 消火 ④ 燃焼の 抑制 消火 


2. 消火 剤と しての 水の 特性 


長所 

短所 

①  水は いたる 所に あり， かつ 安価。 

②  気化熱. 比熱が 大きい。 

③  大規模な 火災に も 効果が ある 0 

①  水に よる 損害な どが， 比較的 大きい。 

②  一般に， 油 類の 火災には 使用で きない。 

③  電気 火災では， 感饱 する ことがある。 

④  注水して 発熱. 発火す る 危険物には 使用で きない。 

□ 


3. 耐 アルコール 泡 消火 . アルコール 

使用され る 消火 法。 


アセトンな どの 水溶性 危険物に 
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消火 設備 一 

t< 出題 例 > . 

: 【問題 5】 次の 火災と 適応す る 消火器との 組み合わせ として， 誤って いるものは 
:  どれ か。 

:  (1) 一般 火災 . 水 消火器 

:  (2) 油 火災 . 泡 消火器 

\  (3) 油 火災 . ハロゲン 化物 消火器 

: (4) 電気 火災 . 泡 消火器 

: (5) 電気 火災 . 二酸化炭素 消火器 


〇〇  □⑴ 危険物 火災と 消火 設備の 区分 □□  〇 


危険物の 火災の 特徴は， 一般の 火災に 比べて 燃焼 速度が きわめて 速く， かつ 消火 
方法が 限定され るな ど， 消火し にくい 点に あります。 したがって， 火災の 初期段階 
での 消火の 必要性が， 一般 火災 以上に 望まれる ことになります。 


n 火災の 分類 

火災は 次の 3 種類 に 分類され ます。 

①  一般 火災 . 普通 可燃物 （木材， 紙 類， 繊維な ど） の 火災 - >A 火災 

②  油 火災 . 可燃性 液体， 可燃性 固体 類の 火災 - >B 火災 

③  電気 火災 . 電線， 変圧器， モーター 等の 火災 - >C 火災 


€©  ②の B 火災に あたる 可燃性 液体とは， 消防法 別表に 掲げられ ている 「第 四 類， 引火 性 液体」 
のこと で， 特殊 引火 物 •第 1 石油 類〜 第 4 石油 類 •アルコール 類 •動植物 油 類を 指す。 また， 可燃性 
固体とは， 政令 別表 第 四に 揭 げられ ている ものを 指し， 引火点 •燃焼 熱量. 融点の 数値 的 基準に 該当 


する 固体を いう。 

^ 消火器には 対応す る 火災の 
類を 表示す る マークを 付ける 
ことに なって おる のじ ゃぞ〇 
しかも， 消防法に 基づく 検定 
に 合格し なければ 消火器と し 
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B 消火 設備の 区分 

消火 設備は， 消防法 令 上で 第 1 種から 第 5 種までに 区 
分され ています。 第 1 種から 第 3 種までは 固定 消火 設備 
であり， 第 4 種は 大型 消火器， 第 5 種は 小型 消火器を 指 
します。 


消火 設備の 区分 

第 4 類 危険 
物への 適否 

第 1 種 

屋内 消火栓 設備 または 屋外 消火栓 設備 

X 

第 2 種 

スブリ ンク ラー 設備 

X 

水蒸気 消火 設備 ま たは 水 噴 霧 消火 設備 

〇 

泡 消火 設備 

〇 

二酸化炭素 消火 設備 

〇 

第 3 種 

ハロゲン 化物 消火 設備 

〇 

り ん酸 塩類 使用 

〇 

粉末 消火 設備 

炭酸水 素 塩類 使用 

〇 

その他 

X 

棒状の 水 消火器 

X 

霧 状の 水 消火器 

X 

棒状の 強化 液 消火器 

X 

霧 状の 強化 液 消火器 

〇 

第 4 種 

泡 消火器 

〇 

ま 

第 5 種 

二酸化炭素 消火器 

〇 

ハロゲン 化物 消火器 

〇 

り ん酸 塩類 使用 

〇 

粉末 消火器 

炭酸水 素 塩類 使 川 

〇 

その他 

X 

水 バケツ または 水槽 

X 

第 5 種 

乾燥 砂 

〇 

膨張 ひる 石 また は 膨張 真珠 岩 

〇 

[注] 〇 印は 適応す る 消火 設備， X 印は 不 適応の もの 0 

[注] 消火器は， 第 4 種の 消火 設備に ついては 大型の ものを いい， 第 5 種の 消 
火 設備に ついては 小型の ものを いう。 

(危 政令 別表 第 5 の 抜粋》 


消火器とは， 

水 その他の 消火 剤を 圧力に よ り 放射 
して 消火す る 器具で， 人 力* 操作す る 
、ものを いう ぞ〇  _  , 


解答 ⑷ 

►電気 火災に 適する 
消火器 かど ラ かの 目 
安は その 消火器の 消 
火 剤を 噴射 中に， 噴 
射 中の 人が 感電す る 
危険性がない こと。 


•••  Caution  ••• 

⑯ 初期 消火と 消火器 

火災の ほとんどは， その 
初期の 段階での 消火が 決 
め 手になる。 それは， 消 
火に 要する 労苦の みなら 
ず， 被害の 大小に 直結す 
る 重大 事で ある。 

火災の 最も 初期の 段階で 
使用され る ものが 小型 消 
火器で あり， 次 段階の 消 
火に 使用され るの が 大型 
消火器で ある。 


• 極 肖 火器と 大型 消火器 

小型 消火器は， 一般に 家 
庭 や 建造物 内に 常備され 
ている もので， 機動性の 
点で 最も 初期 消火に むい 
ている が， 消化 能力の 点 
では 大型 消火器に 劣る。 
大型 消火器は， すべてに 
太く 長い 放射 用 ホースが 
付いて おり， 消火 剤 も 多 
量で， 消火 能力の 点では， 
小型 消火器より 優る。 


Section  4 
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□  〇(2) 第 1 種から 第 5 種までの 消火 設備 □口 


消火 設備が 第 1 種から 第 5 種までの 5 つに 区分され る ことは， 前 ページの 表に 示 
したと おりです。 ここでは， その 各 区分 ごとの 設備に ついて みていく ことにします。 

D 第 1 種 消火 設備 （屋内 • 屋外 消火栓） 

第 1 種 消火 設備には， 屋内 消火栓 設備と 屋外 消火栓 設備が あ ります。 

① 屋内 消火栓 設備 


設備 構成 I . 水源， 加圧 送水 装置， 

起動 装置， 放水 用 消火 用具 および これら 
を 連結す る 配管な どか ら 構成。 

广 —— ( 放水 用 消火 用具)^ 

a)  専用 箱に 収納 （消火栓 箱） 

b)  ホース， 接続口と 開閉 弁から なる 

c)  接続口に ネ ジ式 また は 差込 式の ホー 
スが 結合 

d)  ホースは 40mm,  50mm, または 65ram 径 

e)  ホース 先端に ノズル が 結合 


G 肖 火 用具と 消火栓 短) 


また， 上記 消火栓 箱の 内部 または その 近く に 加圧 送水 ポンプ 起動 用の 押し ボタ 
ンが 設置され， 消火栓の 位置を 示す 赤色 灯 も 設置され ています。 

② 屋外 消火栓 設備 


設備 構成 


•基本的には 屋内 消火栓 設備と 同様の 構成。 屋外に 設置す るた め， 


寒冷地な どでは 凍結 防止への 配慮が 必要です。 
B 第 2 種 消火 設備 （スプリンクラー設備） 

•… 水源， 加圧 送水 装置， 自 


設備 構成 


動 警報 装置， 弁， 配管， スプリンクラーへ ッ 
ドな どから 構成。 

建物の 天井に めぐらせた 配管に ある 間隔を 
置いて 多くの 感熱 ヘッド （噴出 口） を 取り付 
け， 出火 時の 熱に 反応して へッ ドの 感熱 部分 
が 溶解， または 破壊して， 自動的に ヘッド 部 
分か ら シヤワ ー 状に 噴水す る 設備です。 


ブ 'リンク ラー^) 
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B 第 3 種 消火 設備 （固定 式 消火 設備） 

第 3 種 消火 設備は， 水蒸気 または 水 噴 霧， 泡， ハ ロゲ 
ン 化物， 二酸化炭素 または 消火 粉末な どを 固定された 放 
射 口から 放射す る 設備で， 以下の 5 種に 分けられます。 

①  水 噴 霧 消火 設備 

設備 構成 1 . 水源， 加圧 送水 ポンプ， 噴 霧 ヘッド， 

配管， 弁な どから 構成。 

噴 霧 ヘッドから 水を 霧 状に して 放射す る もので， 引 
火 点の 高い 重油 や 潤滑油な どは 消火で きる が， 引火点 
の 低い ガソリ ン などの 消火は 困難です。 

②  泡 消火 設備 

設備 構成] . 水源， 加圧 送水 ポンプ， 泡 原 液， フ 

オーム チャンバ ー， 配管， ヘッド または ホースな どか 
ら 構成。 

これには 空気 泡 消火 設備と 化学 泡 消火 設備と が あり， 
さらに 泡 放出 部が 固定した 固定 式と 移動 可能な 移動 式 
とが あ ります。 

③  二酸化炭素 消火 設備 

設備 構成 J . 起動 装置， 二酸化炭素 貯蔵 容器， 配 

管， 噴出へ ッ ドな どから 構成。 

放射 式に よ り 全域 放出 方式と 局所 放出 方式が ありま 
す。 二酸化炭素の 入った ボ ン ベから 対象 施設 に 配管し， 
これに ガス 放出 口な ど を 設けた もので， 出 火の 際 自動 
あるいは 手動で ボンベの 弁が 開かれ， 対象 施設 周辺の 
酸素 濃度を 低下 させ， 窒息 消火す る 設備です。 

④  ハロゲン 化物 消火 設備 

設備 構成 I . 二酸化炭素 消火 設備 と ほとんど 同じ。 

現在 主として 用いられ ている ハロゲン 化物は， 一 臭 

化 三 ふつ 化エ タン （ハロン 130 1) です。 

ハロゲン 間 化合物 …… 2 種の ハロゲンから 成る 化合物の 総称。 
CIF,  CIF3,  BrF3,  BrCI,  ICI など。 


•••  Caution  ••• 

# 泡 消火器の 泡 原 液 

主として 空気 泡で， この 
原 液は 容量 比で 396 また 
は 6 96 の 割合で 水と 混合 
して 使用す る。 

⑱ フォーム チェン バー 
貯蔵タンク 等の トツ プア 
ン グルの 下部に 取り付け 
られた 放出 装置。 
これとは 別に， 一般 取扱 
所 等に 設ける 場合には， 
泡へ ッ ドが 用いられる。 


[memo 

• ハロゲン 元素 

フッ素 （F), 塩素 (CI), 
臭素 (Br), ヨウ 素 (I), 
アスタチン （At) の 5 
元素を いう。 
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⑤ 粉末 消火 設備 

[_ 設備 構成 j . 二酸化炭素 消火 設備 と ほとんど 同じ。 

窒素 ガス や 二酸化炭素 などの 加圧 用 ガス 容器の 弁を 開き， 消火 粉末 容器へ ガス 
を 送り込んで， へツ ド または ノズルから 放射す る 設備です。 

□ 第 4 種 消火 設備 （大型 消火器） 

消火器とは， 消火 剤を 圧力に より 放射して 消火を 行う もので， 大型 や 小型に かか 
わらず 人が 操作す る こと を 前提に した 消火器 具です。 


① 大型 消火器の 種類と 特色 


種類 1 …… 1) 泡 消火器 2) 二酸化炭素 消火器 3) 粉末 消火器 4) 強化 消火器 
~^] …" 1) 車輪に 固定 積載され ている。 

2)  小型 消火器と 比較して 消火 剤が 多く， 放射 時間 も 長い。 

3)  小型 消火器と 比較して ホースが 太く 長いた め， 放射 距離 範囲が 広い。 
② 所要 単位と 能力 単位 （危 政令 第 29 条） 


所要 単位とは， 製造所 等に 対して どの 程度の 消火 能力を 有する 消火 設備が 必要 


なのかを 定める 単位を いいます。 それは 製造所の 構造 や 面積， 扱う 危険物の 量な 
どに よって 決定され ます。 また 能力 単位とは， 所要 単位に 対応す る 消火 設備の 消 


火 能力の 基準 単位を いいます。 

大型 消火器の 能力 単位 H - 

A 火災 （普通 火災） 用は 10 単位 
B 火災 （油 火災） 用は 20 単位 

③ 消火 剤の 容量 


大型 消火器は， 中に 充填され た 消火 
剤の 容量 または 重量に ついても， 以下 
の 表の 数値 以上で なければ なり ません。 


消火器の 種類 

容量 または 重量 

水 消火器 

80  e 以上. 

化学 泡 消火器 

80¢ 以上 

強化 液 消火器 

60£ 以上 

機械 泡 消火器 

20  e 以上 

二酸化炭素 消火器 

50kg 以上 

ハロゲン 化物 消火器 

30kg 以上 

粉末 消火器 

20kg 以上 

〈大型 消火器の 消火 剤の 容量》 


(: 大型 消火器の 例） 
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B 第 5 種 消火 設備 （小型 消火器） 

第 5 種 消火 設備は 一般に 小型 消火器と 呼ばれ， 初期 段 
階の しかも 小規模 火災を 対象と した 消火 設備です。 

小型 消火器の 区分 や 種類， および 消火 剤の 主成分 等に 
ついては， 下表のと おりです。 


( 消火器の 構造， 適応 火災， 管へ 
理， 点検 等に ついては， 大型 
消火器 も 小型 消火器 も 基本的 


消火器の 区分 

消火器の 種類 

消火 剤の 主成分 

圧力 方式 

適応 

火災※ 

主な 

消火 効果 

水を 放射す る 
消火器 

水 消火器 

水 

蓄圧式 

手動 ポンプ 式 
ガス 加圧 式 

A, 

(〇 

冷却 作用 

酸 • アルカリ 消 
火器 

炭酸水 素ナ トリウム 
硫酸 

反応 式 

A, 

(〇 

冷却 作用 

強化 液を 放射す る 
消火器 

強化 液 消火器 

炭酸 カリウム 

蓄圧式 
反応 式 
ガス 加圧 式 

A, 

(B,  〇 

冷却 作用 
(抑制 作用）※ 

泡を 放射す る 
消火器 

化学 泡 消火器 

炭酸水 素 ナトリウム 
硫酸 アルミニウム 

反応 式 

A,  B 

窒息 作用 
冷却 作用 

機械 泡 消火器 

合成 界面活性剤 泡 ま 
たは 水 成 膜 泡 

蓄圧式 
ガス 加圧 式 

ハロゲン 化物を 放 
射す る 消火器 

ハ ロ ン 1211 

消火器 

ブロ モク ロロ ジフ ルオ 

ロメ タン 

蓄圧式 

B,  C 

窒息 作用 
抑制 作用 

ハロン 1301 

消火器 

ブロ モト リフ ルオ ロメ 

タン 

ハロン 2402 

消火器 

ジブ ロ モテ トラフ ルオ 
ロエ タン 

二酸化炭素を 放射 
する 消火器 

二酸化炭素 消火器 

二酸化炭素 

蓄圧式 

B,  C 

窒息 作用 
冷却 作用 

消 

火 

粉 

末 

を 

放 

射 

す 

る 

消 

火 

器 

りん 酸 塩 
類 等を 使 
用す る も 
の 

粉末 （ A  B  C ) 消 
火器 

り ん酸 アン モニ ウム 

蓄圧式 
ガス 加圧 式 

A,  B, 

C 

窒息 作用 
抑制 作用 

炭酸水 素 
塩類 等を 
使用す る 

もの 

粉末 （K) 

(Ku) 消火器 

炭酸水 素 カリウム また 
は 炭酸水 素 カリウムと 
尿素の 反応 生成 物 

蓄圧式 
ガス 加圧 式 

B,  C 

窒息 作用 
抑制 作用 

その他 

粉末 （ Na  ) 消火器 

炭酸水 素 ナトリウム 

※  A  : 普通 火災 B  :油 火災 C  : 電気 火災 （ ） 内は， 耪 状に 放射す る 場合 


(注） ⑴蓄圧 式とは， 常時， 本体 容器 内に 消火 薬剤と 圧縮空気 または 窒素 ガスを 蓄 圧して いるもので， 原則として 指示 
圧力計が 取り付けられて いるものを いい， 加圧 式とは， 使用に あたり 本体 容器 内の 消火 薬剤を 加圧す る ものを いう。 

(2)  ハロン 1301 および 二酸化炭素は， 液化 ガスと して 本体 容器 内に 充塡 され， 消火 薬剤 自体の 蒸気圧 （ハロン 1301 は 
窒素 ガスで 加圧した もの） で 放射され る もので， 構造は 蓄圧 式と 同様で あるが， 指示 圧力計は つけない。 

(3)  ハロン 1211 は 窒素 ガスで 加圧し， 指示 圧力計を つけて いる。 
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① 水 消火器 . A 火災に 適応 （霧 状 放射では C 火災に も 適応) 


安全 栓 


(水 消火器 （潤滑剤 等 入り）:) 


清水 または 清水に 界面活性剤な どを 添加して 消火 
能力を 高めたり， 潤滑剤を 加えて 不凍 性を 持たせた 

り して 使用 温度 範囲を 固定した ものが あります。 

_ 留音点 _ 

( ◎潤滑剤 入りの 消火器での 使) 

用 温度 範囲は 
20°C〜 +40て  


② 化学 泡 消火器 . A  • 


キャップ 


(化学 泡 消火器 （転倒 式 D 


B 火災に 適応 

外 筒 用 薬剤 （A 剤） と 内 筒 用 薬剤 （B 剤） とから 
なって いて， A 剤は 炭酸水 素 ナトリウム， B 剤は 硫 
酸 アルミニウムの 水溶液です。 使用 時には A 剤と B 
剤が 化合して， 二酸化炭素を 含んだ 多量の 泡を 発生 
します。 

_ 留意 点 _ 

◎放射 泡 量は 20°C において 薬剤 容量の 7 倍 以上。 


③ 機械 泡 消火器 . A • B 火災に 適応 


安全 栓 


ノズル 


(機械 泡 消火器） 


容器 中に 充填され た 合成 界面活性剤 泡 または 水 成 

膜 泡が， 使用 時に ノ ズル 部に 外気が 混入して 発泡し 

ます。 水流で 泡が 作られる ので 機械 泡と いいます。 

留意 点 _ 

/ ◎放射 泡 量は 20T： において 薬剤 容量の 5 倍 以上。 充 N 
塡 水溶液 容量の 25% の 水溶液が 泡から 還元す るのに 
要する 時間は 1 分 以上。 


④ 強化 液 消火器 

安全 栓 


r 強化 液 消火器 （蓄圧 式 D 


A 火災に 適応 （霧 状 放射では B  •  C 火災に も 適応） 

強化 液は 炭酸 カリウムの 濃厚な 水溶液で， 比重は 
1.3 〜 1.4， 凝固点は一 25°C 〜 一 30°C， 約 pH12 の アル 
カリ 性です。 消火器の 構造と 使用法は， 水 消火器と 
基本的に 同 じです が， ノ ズ ルは 棒状 放射と 霧 状 放射 
の 切替 式と なって います。 

〔 - 田 思/ 7?、 - 、 

L  ◎使用 温度 範囲は 一 20で 〜 +40T： 
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⑤ ハロゲン 化物 消火器 


安全 栓 


(T ハロン 1301 消火器） 


_  B  •  C 火災に 適応 

ハロン 2402, ハロン 1211, 
ハロン 1301 が充塡 されて お 
り， 窒息 作用と 抑制 作用が 
あります。 

^ - 留 ぉ、思 - ^ 

◎ハロン 2402 の 使用 温度 範 
囲は一 30て 〜 +40°C 


⑥ 二酸化炭素 消火器 …… B • C 火災に 適応 


安全 栓 


放射され た 二酸化炭素に 
よる 窒息 作用と， 発生した 
ドライアイスの 冷却 作用と 
が あ ります。 

_ 留意 点 _ 

◎二酸化炭素は 高圧 圧縮。 
使用 温度 範囲は一 30 で〜 

+  40°C 


⑦ 粉末 消火器 …… （適応 火災は 傍注 参照) 


安全 栓 


防湿 処理が なされた 微粉 
末 消 火 剤を ガス の 圧力 で 放 
射します。 

◎使用 温度 範囲 
蓄圧 式は一 301： 〜 +40で が 
多い 0 


⑧ 水 バケツ （水槽)， 乾燥 砂， 膨張 ひる 石， 膨張 真珠 岩 

水 バケツ （水槽） は A 火災に のみ 適応し ます。 一方 乾燥 
砂 以下は， すべての 危険物の 火災に 適応し ます。 

特に 膨張 ひる 石と 膨張 真珠 岩は， 粒の 内部に 多くの 空 
洞が あり 熱の 不良導体 なので， 燃焼 面 拡大の 防止の ほか 


に 窒息 作用が あ ります。 主に 金属 ナト リウ ムや 金属 カリ 


ウム， 空気 中で 自然発火 する アル キル アルミニウム 類の 
火災に 使用され ます。 


•••  Caution  ••• 

⑱ ハロン 番号と 分子式 

•ハロン 2402  (C2F4Br2) 
ジプ □モテ トラフ ルオ 
□エタ ン 

•ハロン 1211  (CF2CIBr) 
ブ □モク □□ジ フ ルオ 
□  メタン 

•ハロン 1301  (CF3Br) 
ブ □モト リフ ルオ □メ 
タン 


•••  Caution  ••• 

⑧ 粉末 消火 剤 （色） と 適 

応 火災 

• 粉末 Na 炭酸水 素ナ 

トリウム （白色）： 
巳 •  C 火災に 適応。 

• 粉末に 炭酸水 素 力 

リウ ム （薄紫色）： 
巳 •  C 火災に 適応。 

• 粉末 Ku . 炭酸水 素 

カリウム + 尿素 （灰 
色） ： B  •  C 火災 
に 適応。 

•粉末 ABC …… りん 酸 
塩類 等 （サーモン ピ 
ンク） ： A  •巳. 

C 火災に 適応。 


⑱ 膨張 ひる 石 

別名 バー ミキ ユ ライ ト。 
雲母の 変成岩を 加熱して 
膨張 させた もの。 

® 膨張 真珠 岩 
別名 パーライト。 真珠 岩 
を 細かく 粒状に して 急速 
加熱して 膨張 させた もの。 
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_ A  チ inisfi  // - 

Q 

□ 1. A 火災 …… 普通 可燃物の 火災。 一般 （普通） 火災 ともいう。 

□  2.  B 火災 …… 可燃性 液体， 可燃性 固体 類の 火災。 油 火災 ともいう。 

□  3.  C 火災 …… 電線， 変圧器， モーター 等の 火災。 電気 火災 ともいう。 

□  4. 消火器への 適応 火災 表示 


地色は 白， 文字は 黒  地色は 黄， 文字は 黒  地色は 青， 文字は 白 


□  5. 消火 設備の 区分 

①  第 1 種 …… 屋内 消火栓 設備 または 屋外 消火栓 設備 

②  第 2 種 …… スプリンクラー設備 

③  第 3 種 …… a 水蒸気 消火 設備 または 水 噴 霧 消火 設備 

b 泡 消火 設備 c 二酸化炭素 設備  d 粉末 消火 設備 

④  第 4 種 （大型 消火器） . a 水 消火器 b 強化 液 消火器 

c 泡 消火器 d 二酸化炭素 消火器 e ハロゲン 化物 消火器 
f 粉末 消火器 

⑤  第 5 種 . a 小型 消火器 （種類は 第 4 種の 大型 消火器と 同じ） 

b 水 バケツ また は 水槽  c 乾燥 砂  d 膨張 ひる 石 また は 膨張 真珠 岩 

□  6. ハロゲン 元素 …… ① フッ素 （F) ② 塩素 （CI) ③ 臭素 （Br) 


④ ヨウ 素 （I) ⑤ アスタチン （At) 


□  7. 


消火 剤の 種類 

適応 火災 

主な 消火 効果 

水 

A ， 一 ,  (C) 

冷却 作用 

強化 液 （霧 状） 

A,  (B,  C) 

冷却 作用， 抑制 作用 

泡 

A  ,  B  , - 

窒息 作用， 冷却 作用 

二酸化炭素 

B,  C 

窒息 作用， 冷却 作用 

ハロゲン 化物 

— , B ,  C 

窒息 作用， 抑制 作用 

粉末 (ABC) 

A,  B,  C 

窒息 作用， 抑制 作用 

粉末 （Na， K) 

— ， B ,  C 

窒息 作用， 抑制 作用 

) 内は， 霧 状に 放射す る 場合 


1〇〇 ……… Chapter  2 燃焼 お J： び 消火に 関する 基礎的な 理論 
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危険物の 牲質 
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①  大部分は 無色の 結晶 また は 白色の 粉末。 

② 一般 に 不燃物 質 だが， 物質 中に 酸素を 含有して おり， 他の物 質を 酸 
化する 強 酸化 剤と な るので 燃焼が 激 しい。 

③  加熱， 衝繫， 摩擦 等に より 分解し やすい。 

④ 一般 に， 可燃物 や 有機物 その他 酸化 さ れ やすい 物質と の 混合物は， 
加熱， 衝擊， 摩擦な どに より 爆発す る 危険性 大。 


①  衝撃， 摩擦な どを 与えない。 

②  火気， 加熱な どを 避ける。 

③  可燃物 や 有機物 その他 酸化され やすい 物質との 接触を 避ける。 

④ 強 酸類との 接触を 避ける 0 

⑤  密封して 冷 所に 貯蔵す る。 

⑥  物質に よっては 防湿に 注意す る。 

⑦  アルカリ 金属 の 過酸化物 は 水と の 接触 を さける。 


①  一般には， 大量の 水で 冷却し， 分解 温度 以下に 下げる。 

②  水と 反応して 酸素を 放出す る アル カ リ 金属の 過酸化物には， ABC 
粉末 以外の 粉末 消火 剤， 乾燥 砂， 膨張 ひる 石， 膨張 真珠 岩を 用いた 
窒息 消火を 行う。 


危険物の 各 類 ごとの 概論 


< 出題 例） . 

【問題 1】 各 類の 危険物の 特性で， 次のう ち 誤り どれ か。 

(1)  第一 類 - 般に 可燃性 液体 および 固体で ある。 

(2)  第二 類 - 可燃性 固体で ある。 

(3)  第三 類 - 自然発火 性 物質 および 禁 水性 物質で ある。 

(4)  第 四 類 - 般に 水より 軽い 可燃性 液体で ある。 

(5)  第五 類 - 自己 反応 物質で ある。 

(6)  第 六 類 - 酸化 性 液体で ある。 


□  □□□□⑴ 第一類 (酸化 性 固体) DDOOD 

危険物は その 性質に よって 第一 類から 第 六 類までに 分類され ており， 危険物に 係 
わるす ベての 基準は その 類を 単位と して 定められて います。 また， 各 類の 危険物に 
当たる 具体的な 物品 名に ついては， 消防法 別表の 各 類 品名 欄に 掲げられて います。 

Q 主な 品名と 物品 名 

塩素酸 カリウム， 塩素酸 ナトリウム， 過 塩素酸 カリウム， 過 酸化 カリウム など 

B 共通す る 特性， 火災 予防 方法， 消火 方法 

可燃物  第一 類 危険物 


共通す る 特性  共通す る 火災 予防 方法 共通す る 消火 方法 
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①  空気 中 ま たは 水との 接触で, _ 直ちに 発火 およ び 可燃性 ガス 発生の 危険 
性が 生じる。 

② ほ とん どの 物品は， 自然発火 性 およ び禁 水性の 両方の 危険性を もって 
いる 0 


①  特に 禁 水性の 物品 は 水との 接触を 避ける。 

②  特に 自然発火 性の 物品は， 炎， 火花 等との 接触を 避け， 加熱を 避ける 0 

③ 冷 所に 貯蔵す る。 

④  容器の 破損， 腐食に 注意す る。 

(D 容器は 产閉 十る 

⑥ 保護 液に 保存され ている 物品は， 危険物が 保護 液から 露出し ないよう 
保護 液の 減少に 注意す る 0 

①  ほとんどが， 禁 水性と 考えられて いるので， 水 や 泡な どの 水系 消火 剤 
は 使用で きない。 

②  ただし， 黄 りんな ど 自然発火 性の みの 特性を もつ 物品には 水系 消火 剤 
の 使用は 可能で ある。 

③ 一般 には， ABC 粉末 消火 剤 以外の 粉末 消火 剤， 乾燥 砂， 膨張 ひる 石， 
膨張 真珠 岩 を 用いた 窒息 消 火を 行う。 


①  いずれも 可燃性 固体。 

② 一般 に 比重は 丨 より 大きく， 水には 溶けない。 

③  比較的 低温で 着火し， 燃焼 速度が 速い。 

④ 燃 焼のと き 有毒の ガスを 発生す る もの も ある。 

⑤  酸化され やすく， 燃え やすい。 

⑥  酸化 剤との 接触. 混合は， 打擊 などに よ り 爆発す る 危険性 大。 

粉状の ものは 空気 中で 粉塵 爆発を 起こ しやすい。 


①  酸化 剤との 接触， 混合を 避ける。 

②  炎， 火花 または 高温 体との 接近， 加熱を 避ける。 

③ 冷 所に 貯蔵す る。 

_ 質 によって は 水 や 酸との 接触を 避ける 0 

⑤  一般に 防湿し 注意し， 容器は 密封す る。 

⑥  無用な 粉塵の 堆積を 防止し， 静電気の 蓄 憤を 防止す る。 


①  水と 接触して 発火し， または 有毒 ガスな どを 発生させる 物品は， 乾燥 砂な どでの 
窒息 消火を 行う。 

②  ® 以外の 物品 （赤 りん， 硫黄な ど） では， 水， 強化 液， 泡 等の 水系の 消火 剤で 冷 
却 消火す るか， または 乾燥 砂で 窒息 消火を 行う 0 

③  引火 性 固体は， 泡， 粉末， 二酸化炭素， ハロゲン 化物に より 窒息 消火を 行う。 


□□(2) 第二 類 (可燃性 固体） □口 

D 主な 品名と 物品 名 

三 硫化 りん， 五 硫化 りん， 赤 りん， 硫黄， 亜鉛 粉な ど。 

B 共通す る 特性， 火災 予防 方法， 消火 方法 


〇⑶ 第三 類 (自然発火 性 物質 及び 禁 m 物質） 口 

D 主な 品名と 物品 名 

カリウム， ナトリウム， アル キル アルミニウム など 0 

B 共通す る 特性， 火災 予防 方法， 消火 方法 


C1 然 発火 性 物質） 


C 禁 水性 物質） 


Section  1 
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解答 ⑴ 

►第一 類は 酸化 性 固 
体の 性状を 有する も 
の。 


共通す る 特性 共通す る 火災 予防 方法  共通す る 消火 方法 


共通す る 特性  共通す る 火災 予防 方法 共通す る 消火 方法 


□  □  □  □  D(4) 第 四 類 (引火 性 液体) DDDOO 

D 主な 品名と 物品 名 

特殊 引火 物， アルコール 類， 石油 類， 動植物 油 類。 

B 共通す る 特性， 火災 予防 方法， 消火 方法 


□  □  □  D(5) 第五 類 (自己 反応性 物質)  oono 

n 主な 品名と 物品 名 

硝化 綿， 硝酸 ェ チル， ニトログリセリン， セルロイド， ピ クリン 酸な ど。 

B 共通す る 特性， 火災 予防 方法， 消火 方法 


〇： ルロイ ドの 燃焼:） 


特共 
性 通 
す 
る 

①  いずれも 可燃性の 固体 または 液体で ある。 

②  比重は 丨 より 大きい。 

③  燃え やすく， 燃焼 速度が 速い。 

④  加熱， 衝撃， 摩擦 等に より 発火し， 爆発す る ものが 多い。 

⑤  長時間 放置す ると 分解が 進み， 自然発火 する ものが ある。 

方 火 共 
法災通 
予す 
防る 

①  火気 または 加熱を 避ける。 

②  通風の よい 冷 所に 貯蔵す る。 

③  衝撃， 摩擦な どを 避ける。 

④  分解し やすい ものは， 特に 室温， 湿気， 通風に 注意す る。 

消 共 
火 通 
方す 
法る 

①  大量の 水で 冷却 消 火を 行う か， または 泡 消火 剤を 用いる。 

②  一般に， 爆発的で 極めて 燃焼 速度が 速いた め， 消火は 極め 
て 困難で ある。 

特共 
性 通 
す 
る 

①  引火す る 危険性の 大き い 可燃性 液体。 

②  一般に 水より 軽く， 水には 溶けない ものが 多い。 

③  蒸気 比重が 1 より 大きく， 空気より 重い。 

④  発火点の 低い ものが ある 0 

⑤  電気の 不良導体 である。 

火 共 

災通 

予す 

防る 

方 

法 

①  炎， 火花， 高温 体との 接触 または 過熱を 避ける。 

②  みだりに 蒸気を 発生 させない。 

③  容器は 密栓して 冷 所に 貯蔵す る。 

④  静電気の 除去に 努める。 

消 共 
火 通 
方す 
法る 

①  基本的に は 空気の 遮断に よる 窒息 消火を 行う。 

②  消火 剤と しては， 霧 状の 強化 液， 泡， ハロゲン 化物， 二 
酸化炭素， 粉末 等が ある。 

③ ア ル コー ル 等の 水溶性の ものに 対しては， 耐 アルコール 
用の 泡 （水溶性 液体 用 泡 消火器） を 使用す る 必要が ある。 

~rx 電気の 不良導体は、 静電気が 蓄 
積され やすい。 

^ これ も 引火 事故の もと じ ゃぞ。 

/ - - - — 
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Section 1 危険物の 各 類 ことの 紐 論 . 105 


□⑹ 第 六 類  (酸化 性 液体） 口 

D 主な 品名と 物品 名 

過酸化水素， 発煙 硝酸， 濃 硝酸な ど。 

B 共通す る 特性， 火災 予防 方法， 消火 方法 


jmemg 

• 第 六 類 危険物の 消火に 
よる 災害 防止 

①  危険物の 飛散 防止。 

②  流出 事故 時には， 乾燥 
砂を かける が 中和剤で 
中和す る。 

③  災害 現場では 風上に 位 
置し， 発生す る ガスを 
避ける。 

④ 皮廣 を 保護す る。 


a 


1  Jinish  /” 


□ 

1 .第 類 危険物… 

… 酸化 性 固体 

□ 

2. 第二 類 危険物… 

… 可燃性 固体 

□ 

3. 第三 類 危険物… 

…自 然 発火 性 物質 およ び禁 水性 物質 

□ 

4. 第 四 類 危険物… 

… 引火 性 液体 

□ 

5. 第五 類 危険物… 

… 自己 反応性 物質 

□ 

6. 第 六 類 危険物… 

… 酸化 性 液体  ( 

广 第一 類と 第 六 類は， 液体と 固、 
V 体の 違いが ある ぞ。 


-X 


「〜物質」 と あるが， それは 類の 
中に 固体と 液体の 両方が 含まれ 
るから 物質と いうの じ や。 法令 
^ 用語なる ぞ！ 


0 


^ 自己 反応性 物質とは， 燦発や 
自然発火の 危険性 大と 理解し 
、て おかれよ。 _ 


①  いずれも 不燃性の 液体で ある。 

②  いずれも 無機化合物 である。 

③  水と 激しく 反応し， 発熱す る ものが ある。 

④  不燃性 だが 酸化 力が 強く， 他の 可燃物の 燃焼を 促進させる。 

⑤  可燃物 や 有機物に 接触す る と 発火 させたり， その 際に 有毒 ガスを 
発生した りする ことがある。 


①  火気， 日光の 直射を 避ける 0 

②  可燃物， 有機物との 接触を 避ける。 

③  水と 反応す る ものは 水との 接触を 避ける。 

④  通風の よ V 、場所で 取 り 扱う。 

⑤  貯蔵 容器は 耐酸 性の ものを 用い， 密封す る。 ただし， 過酸化水素 
を 除く。 


① 燃 焼物に 対応した 消火 法を と る 必要が ある。 

②  一般に， 水 や 泡が 適切で ある 0 


共通す る 特性  共通す る 火災 予防 方法 II SI 


第 四 類 危険物 

: 〈出題 例 > . 

: 【問題 2】 第 四 類の 危険物に 共通す る 危険性と して， 次のう ち 誤って いるものは 
：  どれ か。 

: (1) 発火点の 低い ものは 特に 危険で ある。 

: ⑵ 引火 性で ある。 

； (3) 一般に 自然発火し やすい。 

*  (4) 蒸気が 空気と 混合し， 一定の 濃度に なると 危険で ある。 

: (5) 流動性が あるので 火災が 拡大し やすい。 


□  □  □  □  0(1 ) 第 四 類の 主な 危険物 □□□□口 

第 四 類 危険物は 引火 性 液体で あると いう 共通の 特性を もってい ますが， 法令 上で 
は 以下の よう に 分類され ています。 


法令 上の 品名 区分 

主な 物品 名 

特殊 引火 物 

ジエ チル エーテル， 二硫化炭素， 

ア セト アルデヒド， 酸化 プロピレン 

第 1 石油 類 

非 水溶性 液体 

ガソリン， ベンゼン， トルエン， 

酢酸 エ チル 類， メ チル エチ ルケ トン 

水溶性 液体 

アセトン， ピリ ジン 

アルコール 類 

メチルアルコール， エチルアルコール， n — ブロ ピル ア 
ル コール， イソ ブロ ピル アルコール 

第 2 石油 類 

非 水溶性 液体 

灯油， 軽油， クロ ロ ベンゼン， キ シレン 

水溶性 液体 

酢酸 （氷酢酸）， ブロ ピオ ン 酸， アクリル酸 

第 3 石油 類 

非 水溶性 液体 

重油， クレオソート 油， アニ リン， ニトロ ベンゼン 

水溶性 液体 

エチレン グリ コール， グリセリン 

第 4 石油 類 

ギヤ ー 油， シリンダー 油， タービン 油， マシン 油， モー 
ター 油， りん 酸 ト リク レジ ル， セ バチン 酸 ジオ クチ ル 

動植物 油 類 

ヤシ 油， パー ム 油， オ リーブ 油， ヒ マシ 油， 落花生 油， 

ナタ ネ 油， 綿実油， ゴマ 油， トウ モロ コシ 油， ニシ ン 油， 
大豆油， ヒ マワリ 油， キリ 油， イワシ 油， アマ ニ 油， 

エノ 油 

[注] ここでの 水溶性 •非 水溶性とは， 指定 数量を 前提に した 法令 上の 区分に 過ぎない。 したがって， 
物理学 的 •化学的な 意味での 水溶性 •非 水溶性とは 意味が 異なる。 たとえば， 特殊 引火 物の ア セト 
アルデヒド などは， 法令 上 どちらに も 区分され ていないが， 物理学 的 •化学的 性質と しては 水に よ 
く 溶ける。 
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n 特殊 引火 物 （ジエ チル エーテル， 二硫化炭素 など） 

特殊 引火 物とは， ジエ チル エーテル， 二硫化炭素の ほ 
か， 1 気圧に おいて 発火点が 100 1： 以下の もの または 引火 
点が一 20°C 以下で 沸点が 40 °C 以下の ものを いいます。 

B 第 1 石油 類 （アセトン， ガソリン など） 

第 1 石油 類とは， アセトン， ガソリン， の ほか， 1 気 
圧に おいて 引火点が 21で 未満の ものを いいます。 

B アルコール 類 

アルコール 類とは， 炭化水素 化合物の 水素 （H) を 水 
酸基 (OH) で 置換した 形の 化合物を いいます。 

これは 1 価 アルコール のみでは なく 多価 アルコール も 
含みます が， 消防法では 炭素 数 3 までの 飽和 1 価 アル コ 
ー ルを 対象と しています 0  (変性 アルコールを 含む ）〇 
□ 第 2 石油 類 （灯油， 軽油な ど） 

第 2 石油 類とは， 灯油， 軽油の ほか， 1 気圧に おいて 
引火点が 21°C 以上 70°C 未満の ものを いいます。 

B 第 3 石油 類 （重油， クレオ ソー ト 油な ど） 

第 3 石油 類とは， 重油， クレオソート 油の ほか， 1 気 
圧に おいて 温度 20°C で 液状で あり， かつ 引火点が 70°C 以 
上 200°C 未満の ものを いいます 0 
B 第 4 石油 類 （ギヤ ー 油， シリンダー 油な ど） 

第 4 石油 類とは， ギヤ ー 油， シリンダー 油の ほか， 1 
気圧に おいて 温度 20°C で 液状で あり， かつ 引火点が^ 00°C 


以上の ものを いいます 0 
D 動植物 油 類 
動植物 油 類とは， 動植物 
の 脂 肉 等 または 植物の 種子 
もしくは 果肉から 抽出した 
液体を いいます。 ただし， 
一定の 基準 タンク または 容 
器に 常温で 貯蔵 •保管され 
ている ものは 除きます。 


第 四 類の 品名は 引火点の 低い 
グループ 順に 区分け されて お 
るぞ。 じ やから 第 1 石油 類と 
第 2 石油 類の 間に アルコール 
が 入って おる のじ や。 


で 


解答 ⑶ 

►自然発火 しやすい 
のは， 第五 類で 扱う 
物質で ある。 


r 第 1 石油 類 乃 
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〇〇  0(2) 品名 ごと の 主な 危険物の 性質 等 □□  0 


D 特殊 引火 物 


種類 

形状 

性質 

ジエ チル エーテル 

C2H5OC2H5 

• 分子量：  74 
• 別名： エーテル 
エ チル エーテル 

♦無色 透明 
♦芳香 臭 

• 比重 0.7 
•沸点 34.51C 
♦引火点 _45°C 
♦発火点 160°C 
• 蒸気 比重 2.6 

.水には わずかに 溶け， アルコールには 
よ く 溶ける。 

• 揮発し やすい。 

• 指定 数量：  506 

二硫化炭素 

cs2 

• 分子量：  76 

•(注） 

四 類 中 唯一の 無 
機 化合物 

♦無色 透明 
•不快 臭 

• 一般の ものは 不 
純 物の ため 黄色 
を呈 する。 

♦比重 1.3 
•沸点 46.3で 
•引火点 _30t： 以下 
♦発火点 90で 
• 蒸気 比重 2.60 

•水には 溶けない が， アルコール， ジエ 
チル エーテルには 溶ける。 

• 指定 数量：  5(H 

[主な 用途） 

• ジエ チル エ ー テル 《 

► 有機 溶剤， レザー 

••火薬 • ゴムの 製造， 医薬品， 全身 麻 

酔 剤， 香料 . など。 

•二硫化炭素 •  セロフ アン， 可塑剤， 界面活性剤， 殺虫剤， 溶剤， ゴム 加硫 促 

進 剤， 四 塩化 炭素の 原料 . など。 

(二硫化炭素） 

★乾物 店の 作業場で， サバの 乾物の 虫を殺す ため 魚 箱 60 箱を 15 段に 積み， その上 部 
に 二硫化炭素 約 90m€ を 入れた 器を 置き， 全体を ナイロンで 包んだ ところ 爆発した。 
原因は， 蒸発した 二硫化炭素 ガスが 下部から 漏れ， 28m 先の 七輪の 火から 引火した。 


1〇8 ……… Chapfer  3 危険物の 牲質 • 火災 予肪 • 消 穴 方法 


危険性 

火災 予防の 方法 

消火の 方法 

引火 性 • 爆発性： 燃焼 
(爆発） 範囲 1.9 〜 36 
(48)  % 

①  引火し やすい。 

②  日光に さらしたり， 空気 
と 長く 接触す ると 過 酸化 
物を 生じ， 加熱， 衝撃な 
どに よ り 爆発の 危険が あ 
る 0 

③  静電気を 発生し やすい。 

④  蒸気は 麻酔 性が ある。 

保管 • 管理： ① 火気を 
近づけない。 

②  貯蔵 または 取扱 場所で 
は 換気を よくす る。 

③  直射日光を 避けて 冷 所 
に 貯蔵す る。 

④  容器に 収納した ときは 
必ず 密栓す る。 

⑤  沸点 以上に ならない よ 
う， 冷却 装置 等を 設け 
温度 管理を 行う。 

•消火 剤： 二酸化炭素， 

耐 アルコール 泡， 粉末 
消火 剤 

•消火 効果： 窒息 消火 

引火 性 • 爆発性： 燃焼 
(爆発） 範囲 1.3 〜 50% 

①  引火 性， 燃焼 （爆発） 範 
囲， 静電気に ついては ジ 
エ チル エーテルに 同じ。 

②  燃焼に 際して は 有毒な 二 
酸化 硫黄 （亜硫酸ガス S02) 

を 発生す る。 

③  蒸気は とく に 有毒で ある。 

④  発火点は 低く 蒸気 配管な 
どに 接触した だけで も 発 
火す る 危険性が ある。 

保管 • 管理： ① 発火点 
が 低い ことに 注意し， 
火気， 通風， 貯蔵は ジ 
エ チル エーテルに 準ず 
る 0 

② 水よ り も 重く， 水に 溶 
けない ので， 容器， 夕 
ンク 等に 収納した とき 
は 水を 張って 蒸発を 抑 
制する。 

同 上 

比重が 1 よ り 大きい ので 
場合に よっては 水を 流し 
込めば 水が 表面に 浮かび， 
窒息 消火で きる。 

⑯ 人体への 影響 
ジエ チル エーテル …… 麻 
痺 作用が あり 高 濃度で 
は 死亡す る こと も ある。 
二硫化炭素 …… 蒸気 吸入 
のぼが 皮膚から も 吸収 
して 中毒す る。 急性 中 
毒 症状と しては， 神経 
系を おかし 発狂す る こ 
とも ある。 
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種類 

形状 

性質 

アセ ト アルデヒド 

♦無色 透明 

• 比重 0.8 

CH3CHO 

•高 濃度の ものは 

•沸点 20.2°C 

刺激臭。 低 濃度 

•引火点 一391： 

• 分子量：  44 

の ものは 果実 芳 

•発火点 175で 

香 。 

•蒸気 比重 1.5 

•水に よく 溶け， アルコール， ジエ チル エ 
ー テルに も 溶ける。 

•油脂な どを よく 溶かし， 揮発し やすい。 

• 酸化す ると 酢酸になる。 

• 指定 数量：  50¢ 

酸化 プロ ピ レン 

♦無色 透明 

• 比重  0.830 

ch2-ch-ch3 

• エーテル 臭 

•沸点 33.91： 

•引火点 一 37.0°C 

• 分子量：  58 

•発火点 465°C 
•蒸気 比重 2.0 

.水， エチルアルコール， ジエ チル エー テ 
ルな どに よ く 溶ける。 

• 指定 数量：  506 

1 主な 用途） 

•アセ ト アルデヒド •  酢酸. 無水 酢酸. 過 酢酸. 酢酸 エ チル •ラク ニト リルな 

どの 原料， 溶剤， 魚の 防腐剤， 防 かび 剤， 写真 用， 還元 剤 . など。 

•酸化 プロピレン •  ポリエステル .ウレタンフォーム •合成樹脂の 原料， 界面 

活性剤， 顔料， 殺鼠剤 . など。 

IMMJ  (ア セト アルデヒド， 酸化 プロピレン） 

★アセ ト アル デ ヒ ド タンクの 点検の ため， 作業 者が 防毒 マスクを つけて タンク 内に 
人った ところ， 蒸気 濃度が 高かった ために 中毒し， 発見が 遅れて 間もなく 死亡。 
★酸化 プロピレン 製造 中に， 粗 酸化 プロピレン 貯蔵タンクが' 爆発した。 このため， 
付近で プラン ト 建造 中の 作業 者 多数が 死傷。 


no 


Chapter  3 危険物の 牲質 •穴 災予肪 •消 穴 方法 


危険性 

火災 予防の 方法 

消火の 方法 

引火 性 • 爆発性： 燃焼 （爆発） 
範囲 4.0 〜 60% 

①  きわめて 引火し やすい。 

②  蒸気は 粘膜を 刺激し 有毒で あ 
る 0 

③ 熱 または 光で 分解す る と メタ 
ンと 一酸化炭素 となる。 

保管 • 管理： ジエ チル 
エーテルに 準ずる ほか， 
次の 事項に 注意す る。 

①  貯蔵す る 場合は 不活性 
ガスを 封入す る 0 

②  貯蔵タンク， 容器は 鋼 
製と し， 銅 および その 
合金， 銀を 使用し ない 
(爆発性の 化合物を 生 
じる 恐れが ある）。 

•消火 剤 ：耐 アル コ 
ー ル 泡， 二 酸化 炭 
素， 粉末， ハ ロゲ 
ン 化物， 少量の 場 
合は 注水 消火 
•消火 効果： 窒息 効 
果， 冷却 効果 

•引火 性 •爆発性： 燃焼 （爆発） 
範囲 2.8 〜 37.0 % 

①  きわめて 引火し やすい。 

②  重合す る 性質が あり， その 際 
熱を 発生し， 火災， 爆発の 原 
因と なる。 

③  銀， 銅な どの 金属に 触れる と 
重合が 促進され やすい。 

④  蒸気は 刺激性は ない が， 吸 
入す ると 有毒で ある。 

⑤  皮膚に 触れる と 炎 傷を 呈 する。 

保管 • 管理： ジェ チル 
エーテルに 準ずる ほか， 
貯蔵す る 場合は 不活性 
ガスを 封入す る。 

同 上 

/memo 

，人体への 影響 

アセ ト アルデヒド …… 全 
身 的には， 麻酔 作用が 
あり， 意識 混濁， 気管 
支 炎， 肺 浮腫な どを 起 
こす。 

酸化 プロピレン …… 目を 
おかし， 角膜炎を 起こ 
す。 高 濃度の 場合は， 
粘膜を 刺激し， 肺水腫 
を 起こす ことがある。 
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B 第 1 石油 類 


種類 

形状 

性質 

ガソリン 

• 炭化水素 化合物の 
混合物 

• 平均 分子量： 約 100 

- 指定 数量： 

•  無色 

•  石油 臭 

•  比重 0.65 〜 0.80 

•  発火点 約 300で 
• 蒸気 比重 3 〜 4 

•  揮発し やすい 

•  水には 溶けない 
• 電気の 不良導体 

自動車 

ガソリン 
(JIS  K2202) 

•沸点 範囲 40 〜 220て 
•引火点 一 40°C 以下 
• 灯油 や 軽油との 識別を 
容易に する ために オレ 
ンジに 着色。 

工業 

ガソリン58 
(JIS  K2201) 

■沸点 範囲 

ベンジン 30 〜 150で 
ゴム 揮発油 80 〜 160 で 
大豆 揮発油 60 〜 90°C 

ベンゼン 

• 無色 透明 

•比重 0.88 

c6h6 

♦芳香 臭 

•沸点 80.1 で 

•融点 5.5°C 

• 分子量：  78 

•引火点 一11 で 

• 別名： ベンゾール 

•発火点 498で 
•蒸気 比重 2.8 

•水に 溶けない が， アルコール， ジエチ 

ル エーテル など 多くの 有機 溶剤に よく 

溶け， また， 

各種の 有機物を よく 溶か 

す。 

• 指定 数量：  2006 

•揮発性を 有し 有毒。 

(注）※ 工業 ガソリン (JIS  K2201) について は， 1 号 （ベンジン）， 2 号 （ゴム 揮発油） ， 3 号 
(大豆 揮発油） が 消防法 上の ガソ リンと なる 0 


i 主な 用途 j 

• ガソ リン ❿ 内燃機関の 燃料， 洗浄 •ゴム •塗料 •抽出. ドライクリーニング 
などの 溶剤 . など。 

• ベンゼン •  染料 • 合成 ゴム. 合成繊維 • 合成樹脂 • 有機 顔料 • 医薬品の 原料, 
可塑剤， 爆薬， 防虫 •防腐剤の 原料， 抽出 剤 . など。 
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Chapter  3 危滕 物の 牲質 •穴 災予肪 •消 穴 方法 


危険性 

火災 予防の 方法 

消火の 方法 

•引火 性 •爆発性： 燃焼 
(爆発） 範囲 1.4 〜 7.6% 

①  極めて 引火し やすい。 

②  蒸気は 空気よ り 約 3 〜 4 
倍 重い ので 低 所に 滞留し 
やすい。 

③  電気の 不良導体 であるた 
め， 流動な どの 際に 静電 
気を 発生 しやすい。 

•保管 • 管理： ① 火気を 
近づけない。 

②  火花を 発する 機械 器具 
などを 使用し ない。 

③  通風， 換気を よくす る。 

④ 冷 所に 貯蔵す る。 

⑤  容器は 密栓す る。 

⑥  川， 下水溝な どに 流出 
させない。 

⑦  静電気の 蓄積を 防ぐ。 

* 消火 剤： 泡， 二 酸化 炭 
素， 粉末， ハロゲン 化 
物 

• 消火 効果： 窒息 効果 

•引火 性 •爆発性： 燃焼 
(爆発） 範囲 1.3 〜 7.1% 
同上の ほか， 毒性が 強く， 
その 蒸気を 吸入す ると 急 
性 または 慢性の 中毒 症状 
を呈 する。 

•保管 • 管理： 同上の ほ 
か， 冬期， 固化した も 
ので あっても 引火の 危 
険が あるので 火気に 注 
意す る。 

同 上 

r 事故 測 (ガソリン， ベンゼン） 

★デ イーゼル 車に 誤って 入れた ガソリ ンの 抜き取り 作業 
を， しゃがんで 見て いた 者が 蒸気を 吸って 中毒した。 
★ベンゼン 用 タ ン クローリーに 空気の 圧入 口を 設ける た 
め， 水を 八分目まで 入れて 溶接 作業を 開始した ところ， 


imemg 

® 人体への 影響 

ガソリン …… 蒸気を 吸入 
すると 神経症を 起こす。 
特に 加鉛ガソリンは 皮 
膚か らも 吸収され て 体 


ベンゼンの 蒸気が 残って いたらし く タンクが 爆発して 死 
傷者が 出た。 


内に 入り， 神経系を お 
かして 死亡に 至る。 
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種類 

形状 

性質 

トルエン 

c6h5ch3 

• 分子量：  92 
• 別名： トル オール 

♦無色 
♦芳香 臭 

• 比重 0.87 
•沸点 110.6 1： 

•引火点  4 で 
• 発火点  480て 
•蒸気 比重  3.1 

.水には 溶けない が， アルコール， ジエ 
チル エーテル などの 有機 溶剤に よく 溶 
ける。 

•揮発性を 有する。 

• 毒性は ベンゼンより も 少ない。 

• 指定 数量：  200£ 

アセトン 

CH3COCH3 

• 分子量：  58 
• 別名： ジメチ ルケ トン 

• 無色 透明 
• 芳香 臭 

• 比重 0.8 
•沸点 56.3°C 
•引火点 _20°C 
♦発火点 465T： 

•蒸気 比重 2.00 

•水には よく 溶ける ほか， アルコール， 

ジエ チル エーテル などに も 溶ける。 
•揮発し やすい。 

• 指定 数量：  40CH 

f 主な 用途 1 

•トルエン • 爆薬. 染料 • 有機 顔料. 医薬品. 甘味 剤 • 香料. 合成繊維 などの 
原料， 塗料 溶剤， 石油 精製 . など。 

•アセトン*  低 沸点 乾燥剤， 樹脂. 塗料 •フイルム. 火薬の 製造， 有機 溶剤， 

アセチレンを ボンベに 充填す る 際の 溶剤 . など 0 

r 事故 例 j  (ト ル エン， アセトン） 

★風呂場の 壁を 塗装 中， 発生した トルエンの 蒸気を 吸入して 被災した 0 

★有機 溶剤の 廃液 回収 処理 装置 内の スラ ツジを 取り出す ために ふたを 開放した とこ 

ろ， 内部に 滞留して いた ア セト ン 蒸気を 吸入して 被災した。 

★地下室 壁面に 防水 シートを 貼る ため 接着剤を 塗布して いたと ころ， トルエンの 蒸 
気を 吸入して 被災した。 
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Chapter  3 危険物の 牲質 •穴 災予肪 •消火 方法 


危険性 

火災 予防の 方法 

消火の 方法 

• 引火 性 • 爆発性： 燃焼 
(爆発） 範囲 1.2 〜 7.1 % 

①  引火し やすい 

②  流動な どの 際に 静電気を 
発生し やすい。 

•保管 •管理： ① 火気を 
近づけない。 

②  火花を 発する 機械 器具 
などを 使用し ない。 

③  通風， 換気を よくす る。 

④ 冷 所に 貯蔵す る。 

⑤  容器は 密栓す る。 

⑥  川， 下水溝な どに 流出 
させない。 

⑦  静電気の 蓄積を 防ぐ 0 

♦消火 剤： 泡， 二 酸化 炭 
素， 粉末， ハロゲン 化 
物 

♦消火 効果： 窒息 効果 

•引火 性 •爆発性： 燃焼 
(爆発） 範囲 2.15 〜 

13.0% 

①  引火し やすい。 

②  静電気の 火花で 着火す る 
ことがある。 

•保管 •管理： ① 火気を 
近づけない。 

②  貯蔵 または 取扱い 場所 
では 通風を よ くす る。 

③  直射日光を 避けて 冷 所 
に 貯蔵す る。 

④  容器は， 収納した とき 
は 必ず 密栓す る。 

同 

上 

I  memo 一 

⑯ 人体への 影響 

トルエン …… 高 濃度の 蒸 
気では 麻酔 状態に 陥り, 
意識 喪失， 死亡す る こ 
とも ある。 

アセトン …… 高 濃度の 蒸 
気では 麻酔 状態に 陥り, 
意識 喪失を 起こす。 
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B アルコール 類 


種類 

形状 

性質 

メ チル アルコール 

■無色 透明 

• 比重 0.8 

ch3oh 

• 分子量：  32 
• 別名 ： メタノール 
木精 

♦芳香 臭 

•沸点 64.7°C 
•引火点 lit： 

♦発火点 385X： 

•凝固点  一 94で 
♦蒸気 比重 1.10 

•水， エチルアルコール， ジエ チル エー 
テル， その他 多くの 有機 溶剤と よく 混 
ざる。 有機物を よく 溶かし 揮発性が あ 
る 0 

• 指定 数量：  4006 

エチルアルコール 

♦無色 透明 

• 比重 0.79 

C2H5OH 

• 分子量：  46 
• 別名 ： ェタノール 
酒精 

• 指定 数量：  4006 

♦芳香 臭 

•沸点 78.3で 
♦引火点 13 で 
•発火点 363 1： 

♦凝固点 一 114で 

♦蒸気 比重 1.6 

. 毒性は ない が 麻酔 性が ある。 

. 濃硫酸との 混合物を 1401： に 熱すれば， 
ジエ チル エーテルが' 抽出され る。 

. その他 メチルアルコールに 準ずる 0 

I 主な 用途 i 

•  メチルアルコールが  有機 合成 原料， ホルマリン 製造， 不凍液， 一般 溶剤， 消 
毒 用 石けん， ガソリ ン 代替 燃料 . など 0 

•エチルアルコール •  飲料， 有機 溶剤， エステル， セルロイド •アルカロイド 
の 抽出 剤， ワニス •インキ. エッセンス •アセ ト アル デ ヒ ドの 製造， 消毒， 燃料, 
医薬品 原料， 自動車 燃料 . など。 
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危険性 

火災 予防の 方法 

消火の 方法 

- 引火 性 • 爆発性： 燃焼 
(爆発） 範囲 6.0 〜 36% 

①  引火 性で ある。 引火点が 

11 でで あるので 冬期では 
燃焼 性 混合 気を 生成し な 
いが， 加熱 または 夏期な 
どで 液 温が 高い ときは 引 
火 危険は ガソリ ン 同様と 
なる。 

②  毒性が ある。 

③  無水 クロム 酸と 接触す る 
と 激しく 反応し， 発火す 
る ことがある。 

•保管 •管理： ① 火気を 
近づけない。 

②  火花を 発する 機械 器具 
などを 使用し ない。 

③  通風， 換気を よくす る。 

④ 冷 所に 貯蔵す る。 

⑤  容器は 密栓す る。 

⑥  川， 下水溝な どに 流出 
させない。 

•消火 剤 ：耐 アルコール 
泡， 二酸化炭素， 粉末， 

ハロゲン 化物 
♦消火 効果： 窒息 効果 

•引火 性 •爆発性： 燃焼 
(爆発） 範囲 3.3 〜 19% 

①  毒性の 点を 除いて メ チル 
アルコールに 準ずる。 

②  13 〜 38°C において エ チル 
アル コー ルの 液面 上の空 
間は， 爆発性の 混合 ガス 
を 形成して いるので， 引 
火 爆発に 注意を 要する。 

同 上 

同 

上 

I 事故 例 I  (メチルアルコール， エチルアルコール） 

★ポリプロピレン 製造 ヤードで， 触媒 用 メタノールの 夕 
ンク から 漏洩した メチルアルコールに 自動車の スパーク 
で 引火し， 次いで タンク 付近の エチレン オキサイド 用の 
加熱 炉が 爆発した。 

★製薬 工場で， ビ タミ ン 剤の 原料に 水と エ チル アル コー 
ル を 混合して 乾燥機 で 乾燥 中 に 突然 爆発した。 

Section  2 第 四 類 趋険物 . in 


[mema 

⑱ 人体への 影響 
メ チル アルコール …… 飲 
み 下した 場合は， 10〜 
25m  2 で 失明。 致死量 
は 個人差 も あるが， お 
よそ 40 〜 120m  £ ぐら 

い 0 


□ 第 2 石油 類 


種類 

形状 

性質 

灯油 

♦無色 または 淡 
紫 黄色 

•比重 0.79 〜 0.80 
♦沸点 範囲 150 〜 320°C 

• 炭化水素 化合物の 混合物 
• 平均 分子量： 130 
• 別名 ：ケロ シン 

• 石油 臭 

•引火点 40で 以上 
•発火点 約 255て 
• 蒸気 比重 4.5 
• 水には 溶けない。 

• 市販の 白灯油の 引火点は 一般に 45 
〜 55°C である。 

• 指定 数量： 1，00 

軽油 

•淡黄色 または 

♦J: ヒ重 0.83 〜 0.88 

• 炭化水素 化合物の 混合物 
• 平均 分子量： 130 
• 別名： デ イーゼル 油 

• 指定 数量： 1，00 (H 

淡褐色 

•沸点 範囲 200 〜 350°C 
•引火点 45 1： 

• 発火点 約 250で 
• 蒸気 比重 4.5 
• 水には 溶けない。 

1 主な 用途 j 

•灯油*  石油 ストーブ •石油 発動機 •灯火 用の 燃料， 塗料の 希釈 剤， 機械 洗 


浄 用， 殺虫 •殺菌剤の 溶剤 . など。 

♦軽油* 発動機 燃料， 石油 ストーブ 燃料， 機械 器具の 洗浄， かわら 製造の 際 

の 型 抜き 油， 切削 油 原料， ガス 吸収剤 . など。 

_ 画） （灯油， 軽油） 

★ダルマス トー ブが '燃え きって 急に 火力が 衰えた ので， 18  6 缶から 灯油を 灰 出しに 
直接 そそぎ 込んだ ところ， 缶に 引火， びっくりして 缶を 投げ出し たので， 周囲で 見 
ていた 者 も 火傷を 負った。 

★自動車 整備工場で， 作業 中に 軽油が 衣服に かかった ため， 乾かそう として 石炭 ス 
トー ブに 近寄った ところ 引火した。 同僚が 消火器で どうにか 消し止め， 直ちに 入院 
させた が， 翌日 死亡した。 
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危険性 

火災 予防の 方法 

消火の 方法 

•引火 性 •爆発性： 燃焼 

•保管 •管理： ① 火気を 

♦消火 剤： 泡， 二 酸化 炭 

(爆発） 範囲 1.1 〜 6.0% 

近づけない。 

素， 粉末， ハロゲン 化 

① 加熱な どに より 液 温が 引 

② 火花を 発する 機械 器具 

物 

火 点 以上に なると 引火 危 
険は ガソリ ンと ほぼ 同様 
となる。 

② 霧 状と なって 浮遊す ると 
き， または 布な どの 繊維 
製品な どに しみこんだ 状 
態では 空気との 接触 面積 
が 大きく なる ので 危険性 
は 増大す る。 

③  蒸気は 空気よ り 約 4 〜 5 
倍 重い ので 低 所に 滞留し 
やすい 0 

④  流動な どの 際に 静電気を 
発生し やすい。 

などを 使用し ない。 

③  通風， 換気を よくす る。 

④ 冷 所に 貯蔵す る。 

⑤  容器は 密栓す る。 

⑥  川， 下水溝な どに 流出 
させない。 

⑦  静電気の 蓄積を 防ぐ。 

⑧  ガソリ ンと 混合 させな 

い 0 

♦消火 効果： 窒息 効果 

同 上 

同 上 

同 上 

Imemg 

d) 人体への 影響 

灯油 …… 蒸気を 吸入す る 
と， めまい， 頭痛， 嘔 
吐な どの 中毒 症状を 起 
こす。 

軽油 …… 蒸気を 多量に 吸 
入す ると， 頭痛， 嘔吐 
などの 症状を 起こす。 
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種類 

形状 

性質 

酢酸 

♦刺激臭と 酸味 

•比重 1.05 

CH3C00H 

♦沸点 117 .8°C 
♦引火点 39で 

• 分子量：  60 
• 別名： 氷酢酸 

•融点 16.6で 
•発火点 463 1： 

•蒸気 比重 2.10 
- 約 ire 以下に なると 凝固す る。 

.水， エチルアルコール， ジエ チル エー 
テルに よく 溶け， エチルアルコールと 
反応して さく 酸 エステルを 生成す る。 
•水溶液は 弱い 酸性を 示す。 

• 食 酢は 酢酸の 3 〜 5  % の 水溶液。 

• 指定 数量：  2,00 

I 主な 用途 j 

•酢 酸*  酢酸 ビ ニル. 無水 酢酸 •モノ クロル 酢酸. ア セト ンテ レフ タール 酢 
酸 •酢酸 エステルの 原料， 有機物に 対する 溶媒， 写真 •染色 用， 食 酢 •ソース 用， 

医薬 • 合成繊維 製造 用 . など。 

diD  (酢酸） 

★試薬 戸棚の 清掃 中に 氷酢酸の びんを 落とし， その 液が 顔に かかって 1 か 月の 薬 傷 
を 負った。 

★食 酢に ク エン 酸 ナト リウ ム などを 調合す る 作業に 従事して いて， 酢酸 蒸気を 吸入 
して 被災した。 

★倉庫業 者の 所有す る 20 Ok  € 入り 酢酸 タンク の 修理を 請け負 っ た 業者が， タンク 内 
の 酢酸 残 分を タンクローリーへ 移し， 簡単 
な 水洗いを して 電気溶接 作業を 開始 したと 
たん， タンク 内で 爆発が 起こった。 

★薬品 製造工程に おいて， 中間体を 硝酸と 
酢酸の 混合物の 中に 満たして いたと き， 釜 
の 内容物が' 激 しく 噴出 して 作業員 に 降り か 
かってき て 火傷を 負った。 
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危険性 

火災 予防の 方法 

消火の 方法 

♦引火 性 •爆発性： 燃焼 

•保管 •管理： ① 火気を 

♦消火 剤： 粉末， 耐 アル 

(爆発） 範囲 4.0 〜 19.9% 

近づけない。 

コー ル 泡 

①  可燃性で ある。 

②  強い 腐食 性の 有機 酸で 高 
純度 品より も 水溶液の 方 
が 腐食 性が 強い。 

③  皮膚に 触れる と 火傷を お 
こす。 

④  濃い 蒸気を 吸入す ると 粘 
膜を 刺激し 炎症を おこす。 

②  火花を 発する 機械 器具 
などを 使用 しない。 

③  通風， 換気を よくす る。 

④ 冷 所に 貯蔵す る。 

⑤  容器は 密栓す る。 

⑥  川， 下水溝な どに 流出 
させない。 

⑦  コンク リー トを 腐食 さ 
せる ので 床な どの 部分 
はア スフ アル ト 等の 腐 
食し ない 材料を 用いる。 

•消火 効果： 窒息 効果 

Imemg 

• 人体への 影響 

酢酸 …… 氷酢酸が 皮廣に 
触れる と， 重度の 火傷 
を 起こす。 高 濃度の 蒸 
気は 粘膜を おかし， 結 
膜 炎 • 気管支炎を 起こ 
す。 

tmema 

® 氷酢酸 

氷酢酸とは， 純度 96 〜 98 
96 以上の 酢酸の ことを い 
う。 
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B 第 3 石油 類 


種類 

形状 

性質 

重 油* 

♦褐色 または 暗褐 

•比重 0.90 〜 1.00  (—般に 水より やや 

色の 粘性 ある 液 

軽い） 

• 炭化水素 化合物の 
混合物 

体 

•沸点 300 1： 以上 
•引火点 60 〜 150 1： 

•発火点 250 〜 380 1： 

■発熱量 10,000 kcal/kg 
• 水には 溶けない。 

- 原油の 常 圧 蒸留に よって 得られる。 

• 不純物と して 含まれる 硫黄は 燃える と 

• 指定 数量： 2,000  t 

有毒 ガスになる。 

クレオ ソー ト 油 

•黄色 または 暗緑 

•比重 1.0 以上 

色 

•沸点 199.4 〜 400で 

• 炭化水素 化合物の 
混合物 

•特異な 臭気 

•引火点 73.9 で 
♦発火点 336.1 で 

• コールタールを 分留 するとき 温度 230 
〜 270°C の 間の 留出 物で， エ チル アル 
コール， ジエ チル エーテル などに 溶け 

• 指定 数量： 2,000  t 

るが 水には 溶けない。 

[注]※ 重油には 動 粘度に より， 1 種 （A 重油）， 2 種 （B 重油)， 3 種 （C 重油） などが あり， 
1 種と 2 種の 引火点は 日本工業規格では， 60て 以上と 規定され ている。 


[主な 用途） 

•重油*  内燃機関の 燃料， 潤滑油 •アスファルト の 原料 . など。 

•クレオ ソー ト 油 •  カーボン ブラックの 原料， 木材 防腐剤 （注入 •塗装 用）， 

漁網 染料， 消毒剤， 燃料， 塗料 . など。 

[mM] (ク レオ ソー ト 油） 

★個人 住宅 改修の ため， 防腐剤と して クレオ ソー ト 油を 塗った 木材を 素手で 扱って 
いたと ころ， 皮膚 炎を 起こした。 

★鉄道 用 枕木の 中に しみ 込んで いた 防腐剤 （クレオソート 油） が， 暑さの ためにに 
じみ 出し， 枕木を 扱って いた 作業 者の 腕 や 首な ど 露出 していた 部分に 付着して 皮膚 
炎を 起こ した。 
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Chapter  3 危険物の 牲質 •火災 予肪 •消/ (方法 


危険性 

火災 予防の 方法 

消火の 方法 

• 引火 性 • 爆発性： ① 加熱 
しない かぎり 危険性は 少 
ない が， 霧 状に なった も 
のは 引火点 以下で も 危険 
である。 

② 燃焼 温度が 高いた め 消火 
が 困難になる。 

•保管 •管理： ① 火気を 
近づけない。 

② 冷 所に 貯蔵す る。 

③  分解 重油の 場合は， 自 
然 発火に 注意す る。 

•消火 剤： ハロゲン 化物， 
二酸化炭素， 粉末， 泡 
• 消火 効果： 窒息 効果 

■引火 性 •爆発性： ① 加熱 
しない かぎり 危険性は 少 
ない が， 霧 状に なった も 
のは 引火点 以下で も 危険 
である。 

②  燃焼 温度が 高い。 

③  蒸気は 有害で ある。 

•保管 •管理： ① 火気を 
近づけない。 

②冷 所に 貯蔵す る。 

同 上 

• 人体への 影響 

クレオソート 油 . 高 濃 

度の 蒸気の 場合， 目 や 
呼吸器系の 粘膜を 刺激 
する。 皮膚に 付着した 
場合には， 石けんで 十 
分に 洗い落とす こと。 
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種類 

形状 

性質 

エチレン グリ コール 

■無色 透明 

•比重 1.1 

C2H4(OH)2 

■甘味 

•蒸気 比重 2.1 
•融点 一12.3 で 

• 分子量：  62 

• 沸点 197.9°C 
■引火点 lilt： 

■発火点 398 で 

• 指定 数量： 4,000  i 

- 水溶性 

グ リセ リン 

• 無色 透明 

•比重 1.3 

C3H5(OH)3 

•甘味 

•沸点 290T： (分解） 

•引火点 160 で 

• 分子量：  92 

♦発火点 370で 
• 融点 18°C 

•水溶性。 二硫化炭素， ベンゼン 等には 

• 指定 数量：  4,000  i 

溶けない。 

1 主な 用途 I 

•エチレン グリ コール •  合成繊維. フィルム- ポリエチレン テ レフ タ レート •ア 


ルキド 樹脂の 原料， 不凍液， ニトロ グリ コールと して ダイナマイトの 製造 . な 

ど 0 


•グリセリン • タバコの 保 湿 剤， 火薬， 不凍剤， 医薬品， セ ロハン 繊維 潤滑剤， 
印刷 イ ンキの 原料 . など。 

エチレンの 主な 誘導体 


ポリ 塩化 ビ ニル 


ボリ エチレン テ レフ タレ ー ト 
エンジン 用 不凍液 
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危険性 

火災 予防の 方法 

消火の 方法 

•引火 性 •爆発性： 引火点 

•保管 • 管理： 火気を 近 

♦消火 剤： 二酸化炭素， 

が 常温より 高い ので， 力 [1 
熱しない かぎり 引火す る 
危険性は 少ない。 

づけない。 

粉末 

♦消火 効果： 窒息 効果 

同 上 

同上 

同 上 

物品 名 

比重 

引火点 （°C) 

発火点 （°C) 

燃焼 範囲 （％) 

蒸気 比重 

沸点 （°C) 

融点 CC) 

第 1 
石油 類 

酢酸 ェ チル 

0.9 

-4 

426 

2.0 〜 11.5 

3 

77 

一 88 

メ チル ェチ ルケ トン 

0.8 

-9 

404 

1.7 〜 11.4 

2.5 

79.5 

-85.9 

ピリ ジン 

0.98 

20 

482 

1.8 〜 12.4 

2.7 

115.5 

アル コ 

ー ル 類 

プロ ピル アルコール 

0.8 

23 

412 

2 •卜 13.7 

2.1 

97.2 

-127 

イ ソ ブロ ピル アルコール 

0.8 

12 

399 

2.0-12.7 

2.1 

82.4 

-85.8 

第 2 
石油 類 

キ シレン 〇 ， w ， p 

0.9 

27 〜 32 

463 〜 528 

1.0 〜 7.0 

3.7 

139 •卜 144.4 

※ 

クロ  ロ ベンゼン 

1.1 

29 

593 

1.3 〜 9.6 

3.9 

132 

-45 

第 3 
石油 類 

ァニ リン 

1.01 

70 

615 

3.2 

184.6 

-6.2 

ニト ロ ベンゼン 

1.2 

88 

482 

1.8- — 

4.3 

211 

5.6 〜 5.7 

※二 〇 は一 25.21 C,  m  は一 47.7*0,  p  は 13.21C 

(その他の 第 四 類 危険物の 性質》  | 


• 人体への 影響 

グリセリン …… 霧 状では 
目と 皮 成を 刺激す る。 
皮廣に 付着した 場合に 
は 石けんで 洗い落とす。 
吸入した 場合には 新鮮 
な 空気の 場所に 移し， 
必要に応じて 人工呼吸 
や 酸素吸入を 行いな が 
ら 医師の 診察を 受ける。 


^ グリ セリ ンは觔 植物界に 広く 存在し ヽ 
て おる そうな。 石けん 製造の 副産物 
としても 得られる らしい ぞ。 また ダ 
イナ マイ トの 原料の ほかに なんと， 
50% 溶液は 浣腸 剤と して 用いられる 
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□ 第 4 石油 類 


種類 

形状 

危険性 

消火の 方法 

• 混合 油 

♦ねばり 気が 強く， 

•引火 性 •爆発 

♦消火 剤： 泡， 

七、- Vr  ：rfi  . 

一般に 非 水溶性。 

性： 引火点が 

ハロゲン 化 

そ 下  /田 

•••比重 0.90 
•引火点 220て 

高く 蒸発 性が 

物， 二 酸化 

ほとんどない 

炭 茶， 粉末 

シリ ン ダー 油 . 

•••比重 0.95 

ため， 加熱し 

書 消火 効果： 

•引火点 250¢ 

ない 限り 引火 

窒息 効果 

ター ビ ン油 . 

•••比重 0.88 

する 危険が な 

(重油と 同 

•引火点 230°C 

い 0 

マシ ン油 . 

比重 0.92 

♦引火点 200 1： 

モ ー  >  — 油 . 

•••比重 0.82 

•引火点 230で 

りん 酸 ト リク レジ ル . 

•••比重 1.71 

•引火点 250で 

セ バチン 酸 ジオ クチ ノレ •…… 

•••比重 0.91 

•引火点 240 で 

•指定 数量：  6,00 (H 

※上の 表の 数値は おおよその もので あり， 中には 引火点が 2〇〇で 未満の もの も ある。 したがって， 同じ 名 
称の 危険物で も， 第 3 石油 類に 該当する もの も ある。 


[主な 用途, 1 

•第 4 石油 類 全般#  潤滑油， 切削 油， 焼 入 油， 防鲭 油， 電気 絶縁 油， 可塑剤， 
熱 媒体 …… など。 

D 動植物 油 類 


種類 

形状 • 性質 

危険性 

消火の 方法 

非常に 多くの 種類が あるの 
で その すべてを 取り上げる 
のは 困難な ほどで ある。 
(一般的 動植物 油は 次 ペー 
ジ 参照） 

• 脂肪酸の 混合物 

• 指定 数量： 10,000 必 

• 一般に 無色 透明 
• 一般に 不飽和 脂肪酸 
t 含む 

• 非 水溶性で 可燃性が 
ある。 

•比重 約 0.9 
•引火点 約 200 〜 

300 で 

(種類 別の 性質は 次ぺ 
ージ 参照） 

•引火 性 •爆発 
性： ①ボロ 布な 
どに しみ 込んだ 
ものは 自然発火 
の 危険性が ある。 

② 蒸発し にくく， 
引火し にくい が'， 
着火す る と 重油 
と 同様な 危険性 
が ある。 

♦消火 剤： 泡， ハ 
ロゲン 化物， 二 
酸化炭素， 粉末 
* 消火 効果： 窒息 
消火。 （重油と 
同じ） 
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① 一般的な 動植物 油の 性質 


種類 

比 重 

引火点 

(°C) 

発火点 

(°C) 

ヨウ 素 価 

不 

乾 

性 

ヤシ 油 

0.91 

234 

一 

7 〜 10 

パー ム油 

0.92 

288 

316 

48 〜 60 

オリー ブ油 

0.91 

324 

343 

75 〜 90 

油 

ヒ マシ 油 

0.96 

292 

449 

80 〜 90 

落花生 油 

0.92 

282 

444 

86 〜 103 

ナ タネ 油 

0.91 

300 

446 

95 〜 106 

半 

乾 

性 

米ぬ か 油 

0.92 

280 

— 

99 〜 108 

ゴマ油 

0.92 

255 

— 

103 〜 118 

綿実油 

0.92 

306 

343 

100 〜 120 

油 

トウ モロ コ シ油 

0.92 

254 

393 

105 〜 130 

ニ シン 油 

0.92 

— 

— 

108 〜 155 

大豆油 

0.92 

310 

444 

120 〜 142 

ヒマ ワリ油 

0.92 

315 

—— 

125 〜 136 

乾 

キリ 油 

0.94 

289 

456 

149 〜 176 

性 

油 

イワシ 油 

0.93 

一 

— 

154 〜 197 

アマ ニ 油 

0.93 

222 

343 

190 〜 204 

エノ 油 

0.93 

272 

— 

192 〜 208 

② 自然発火と ヨウ 素 価 

動植物 油 類の 自然発火は， 油が 空気 中で 酸化され， 
この 反応 熱 （酸 加熱） が 蓄積され て 起こります。 自然 
発火は 一般に 乾性油 ほど 起こ り やすく， この 乾き やす 
さを， 油脂 100g に 吸収す る ヨウ 素の グラム 数で 表し 
たものを ヨ ウ素 価と いいます。 

このと き， 不飽和 脂肪酸が 多い ほど ヨウ 素 価が 大き 
く， ヨウ 素 価が 大きい ほど 自然発火し やすくな り， 危 
険 度が 増します。 

小^^ (ヨウ 素 価） - 大 
100 以下  100 心 130  130 以上 

< 不乾性油〉  〈 半 乾性油〉  く 乾性油〉 


•••  Caution  ••• 

承 乾性と 揮発性 

乾性 …… 乾性とは 乾き や 
す さの ことを い ラ。 た 
とえば， 脂肪油の ラち 
物に 塗って 空気 中に 放 
置す ると， 短時間で 樹 
脂 状に 固化 乾燦 する 性 
質の ある ものを 乾性油 
とい ラ。 

揮発性 …… 揮発性とは 一 
般に 蒸発と 同じ 意味で 
用いられ るが， 厳密に 
は， 液体 や 固体が 沸点 
以下の 温度で 気化す る 
ことを い ラ。 
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七 


-//  ^inis/i  //- 


□  2 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 


第 四 類 …… 危険物 第一 類から 第 六 類までの 類別のう ちの 一つで， 引火 性 
液体を いう。 

品名 …… 各 類 中の 法令 上の 区分 名。 

第 四 類の 品名 1 ① 特殊 引火 物  ②第 1 石油 類 

③ アルコール 類  ④第 2 石油 類 

⑤第 3 石油 類  ⑥第 4 石油 類 

⑦ 動植物 油 . 7 品目 

特殊 引火 物 . ジエ チル エーテル， 二硫化炭素 など 0 

第 1 石油 類 …… アセトン， ガソリン など 0 

アルコール 類 . メ チル アルコール， エチルアルコール など 

第 2 石油 類 • 

第 3 石油 類- 
第 4 石油 類， 

動植物 油… • 


… •灯油， 軽油な ど。 

"••重油， クレオソート 油な ど。 
"••ギヤ ー 油， シリンダー 油な ど。 
•ヤシ 油， パー ム油 など。 


第 四 類に 共通す る 特性 …… ①引 火 性の 液体。 

②  蒸気 比重が 1 より 大きい （空気より 重い)。 

③ 液 比重が 1 より 小さく， 水には 溶けない ものが 多い。 

④  電気の 不良導体 である。 

□ 11. 第 四 類に 共通す る 火災 予防 方法 …… ① 炎， 火花， 高温 体に 接近 させない。 

②  容器は 密栓して 冷 所に 貯蔵す る。 

③  静電気を 蓄積 させない。 

□ 12. 第 四 類に 共通す る 消火 方法 …… ①霧 状の 強化 液， 泡， ハロゲン 化物， 二 
酸化炭素， 粉末 等が ある。 

② アルコール 等の 水溶性の 液体に 対しては， 耐 アルコール 泡を 用いる。 
□ 13. 第 四 類 危険物の 特徴 的な 特性 

①  発火点が 最も 低い もの . 二硫化炭素 (90°〇 

②  発火点が 最も 高い もの . アニ リン （615 で） 

③  引火点が 最も 低い もの . ジエ チル エーテル （_45て） 

④  引火点が 最も 高い もの . オリー ブ油 （324で） 

⑤  比重が 最も 大きい もの . 二硫化炭素， グリセリン （1.3) 

⑥  蒸気 比重が 最も 小 さい もの . メ チル アルコール (1.1) 

⑦  蒸気 比重が 大きい もの . 灯油， 軽油 （4.5) 

⑧  保冷 装置を 必要と する もの . アセ ト アルデヒド， 酸化 プロ ピ レ^ 

⑨  水中 貯蔵と すべき もの . 二硫化炭素 


128 ……… Chapter  3 卮滕 物の 牲質 •  X 災予肪 • 消 穴 方法 


★Chapter  4 

危険物に 関す § 法笱 


危険物の 規制 _ 

：< 出題 例 > . 

: 【問題 1】 消防法 別表に おける 性質と 品名の 組み合わせ として， 誤って いるもの 


は どれ か。 

性質  品名 

(1)  酸化 性 固体 . 過 マンガン 酸 塩類 

(2)  可燃性 固体 . 赤 りん 

⑶ 自 然 発火 性 物質 およ び禁 水性 物質 …… ア ル キル アルミニウム 

(4)  引火 性 液体 . アルコール 類 

(5)  自 己 反応性 物質 . 過酸化水素 


□  □□□□□□0  □⑴ 消防法 □□□□□□□□口 

n 消防法の 基本 精神 

危険物 取扱 者が 取 り 扱おうと する 危険 
物， さらには 危険物 取扱 者と いう 資格 そ 
の もの も 含め， これらは みな 消防法に 定 
めら れ ています。 消防法の 目的に ついて 
は 右に 示す とおり です が， 危険物 取扱 者 
をは じめ， 危険物に 関わる すべての 者は， 

消 防 法が | 的と する ことを 基本 原則と し， 

常に この 精神を 忘れて はなり ません。 そ 
れ は， これから 危険物 取扱 者 免状を 取得 
しよう とする 皆さんが 勉強して いく 上で 
も， また 免状を 取得した 後， 実際に 危険 
物の 取扱 作業に 従事して いく 上で も， 消 
防 法が 目的と する “ 防災” の 理念， その 
基本 精神を 振り返る ことが， なによりも 
大切 だからです。 

B 危険物の 定義 

では， 具体的に 「危険物」 という もの 
が どのよう に 位置付けら れ ている のか 見 


消防法 

第 1 章 総則 

(目的） 

第 1 条 この 法律は， 火災を 予防し， 
警戒し および 鎮圧し， 国民の 生命， 
身体 およ び 財産を 火災から 保護す 
ると ともに， 火災 または 地震 等の 
災害に 因る 被害を 軽減し， もって 
安寧秩序を 保持し， 社会 公共の 福 
祉の 増進に 資する ことを 目的と す 
る。 


_ 火災の 予防 •警戒。 
►国民の 生命， 財産を 
火災から 守る。 
►これらを 通じ， 社会 
公共の 福祉の 増進に 
役立てる。 


f 危険物を 取扱う、 
上で も， 忘れて 
はならない こと 
^ で ござる。 


〔消防法の 目白 
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ていきましょう。 消防法 
の 上で， 危険物は 次の よ 
う に 定義され ています。 

『危険物とは， 別表の 
品名 欄 に掲け る 物品で， 

同 表に 定める 区分に 応じ 
同 表の 性質 欄に 掲げる 性状を 有する ものを いう』 （第 2 
条 〈用語の 定義〉 第 7 項） 

危険物とは 何 か？ - それは つま り 消防法の 「別表に 

示されて いる 物品」 という ことです。 消防法と いう 法律 
は， 第 1 章 （総則） から 第 9 章 （罰則） まで 全 9 章 + 附 
則の 全 49 条 からな つてい ます。 別表とは， これら 各 条文 
の 中で 規定され る 具体的な 条件を 表に まとめ， 条文の 最 
後に 付した ものです。 次の 132 〜 133 ページに， その 別表 
および 備考の 全文を 示して あるので 参照して く ださい。 

〇  口⑵ 別表に 示 す 危険物 D  D 

D 類と その 性質 

消防法 （以下， 法と 略す） の 別表に おいて， 規制 対象 
となる 危険物は その 性質に 応じて 次の よう に 第一 類から 
第 六 類 ま で 六 種類に 区分され ています。 


類另 U 

性質 

第一 類 危険物 

酸化 性 固体 

第二 類 危険物 

可燃性 固体 

第三 類 危険物 

自然発火 性 物質 および 禁 水性 物質 

第 四 類 危険物 

引火 性 液体 

第五 類 危険物 

自己 反応性 物質 

第 六 類 危険物 

酸化 性 液体 

これら 6 つの 類別に， それぞれの 性質に 該当する 具体 
的な 品名が， 品名 欄に 掲げられ ている わけです。 （132 
ページ 参照）。 ですから， ある 物品が 消防法 上の 危険物 
に 該当する かどう かは， まず この 品名 欄に 掲げられ てい 
る 物品 かどう かが 第一条 件と なり ます。 


解答 ⑸ 

►自己 反応性 物質 
(第五 類） に 該当する 
品名は， 硝酸 エステ 
ル 類， 二 卜 □化合物 
など。 

過酸化水素は， 酸 
化 性 液体 （第 六 類） 

に 該当する。 132 ぺ 
ージ 参照。 


mema 

• 本書で 使用す る 略称 

この 本では， 消防法を は 
じめ とする 危険物 関係の 
法令を 次の ような 略称で 
示す。 

法 …… 消防法 (昭和 23 年 
法律 第 186 号） 
政令… 危険物の 規制に 関 
する 政令 (昭和 34 
年 政令 第 306 号） 
規則… 危険物の 規制に 関 
する 規則 （昭和 34 
年 総理府 令 第 55 号) 


•••  Caution 

•第一 類 がら 第 六 類まで 
の 性質 名は すべて 覚えて 
おく こと。 

•第一 類と 第二 類は 固体 
の 物質の み， 第 四 類と 第 
六 類は 液体の 物質の みが 
品名に 掲げられて いる。 
•第三 類， 第五 類は r 〜 
物質」 となって いるが， 
これは 固体の 物質， 液体 
の 物質の 両方が 品名に 掲 
げられ ている という こと。 
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法 第 2 条第 7 項 「危険物とは， 別表の 品名 欄に 掲げる 物品で， 同 表に 定める 区分に 


類別 

性質 

品 名 

第一 類 

酸化 性 固体 
※備考 ① 参照 

① 塩素酸塩 類  ②過 塩素酸塩 類 

③ 無機 過酸化物  ④亜 塩素酸塩 類 

⑤ 臭素 酸 塩類  ⑥ 硝酸塩 類 

⑦ よう 素 酸 塩類  ⑧過 マン ガン 酸 塩類 

⑨ 重 クロム 酸 塩類 

⑩  その他の もので 政令で 定める もの 

過よう 素 酸 塩類， 過よう 素 酸， クロム， 鉛 またはよう 素の 酸 
化物， 亜硝酸塩 類， 次亜 塩素酸塩 類， 塩素 化 イソ シア ヌル 酸， 
ペル オキソ ニ 硫酸 塩類， ペル オキソ ほう 酸 塩類 
⑪前各 号に 掲げる も のの いずれ かを 含有す る もの 

第二 類 

可燃性 固体 
※備考© 参照 

① 硫化 りん  ②赤 りん 

③ 硫黄  ④ 鉄粉 

⑤ 金属 粉  ⑥ マグネシウム 

⑦  その他の もので 政令で 定める もの （未 制定） 

⑧ 前各 号に 掲げる ものの いずれ かを 含有す る もの 

⑨  引火 性 固体 

第三 類 

自然発火 性 物質 お 
よび 禁 水性 物質 
※備考 ⑧ 参照 

① カリウム  ② ナトリウム 

③ アル キル アルミニウム  ©アル キル リチウム 

⑤ 黄 りん 

⑥  アルカリ 金属 （カリウム および ナトリウムを 除く） および ア 
ル カリ 土類金属 

⑦  有機 金属 化合物 （アル キル アルミニウム および アル キリ チウ 
ムを 除く） 

⑧  金属 の 水素化物  ⑨ 金属 のりん 化物 

⑩ カルシウム または アルミニウムの 炭化物 

⑪ その他の もので 政令で 定める もの （塩素 化けい 素 化合物） 

⑫前各 号に 掲げる ものの いずれ かを 含有す る もの 

第 四 類 

引火 性 液体 
※備考 ⑩ 参照 

① 特殊 引火 物  ②第 1 石油 類 
③ アルコール 類  ④第 2 石油 類 
⑤第 3 石油 類  ⑥第 4 石油 類 
⑦ 動植物 油 類 

第五 類 

自己 反応性 物質 
※備考 ⑱ 参照 

① 有機 過酸化物  ② 硝酸 エステ ル 類 

③ ニトロ 化合物  ④ニ トロ ソ 化合物 

⑤ア ゾ 化合物  ⑥ ジア ゾ 化合物 

⑦ ヒ ドラ ジンの 誘導体 

⑧  その他の もので 政令で 定める もの （金属の アジ 化物， 硝酸 グ 
アニ ジン） 

⑨ 前各 号に 掲げる ものの いずれ かを 含有す る もの 

第 六 類 

酸化 性 液体 
※備考® 参照 

①過 塩素酸  ② 過酸化水素 

③  硝酸 

④  その他の もので 政令で 定める もの （ハロゲン 間 化合物） 

⑤ 前各 号に 掲げる も のの いずれ かを 含有す る もの 

ぐ 消防法 別表》 
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応 じ 同 表の 性質 欄 に 掲げる 性状を 有する ものを いう。」 


備考 

①  酸化 性 固体とは， 固体 [液体 （1 気圧に おいて， 温度 20で で 液状で ある もの または 温度 20で を 超え 40で 以 
下の 間に おいて 液状になる ものを いう。 以下 同じ） または 気体 （ 1 気圧に おいて 温度 20で で 気体 状で ある 
ものを いう） 以外の ものを いう。 以下 同じ] であって， 酸化 力の 潜在的な 危険性を 判断す るた めの 政令で 
定める 試験に おいて 政令で 定める 性状を 示す もの または 衝撃に 対する 敏感 性を 判断す るた めの 政令で 定め 
る 試験に おいて 政令で 定める 性状を 示す ものである ことを いう 0 

②  可燃性 固体とは， 固体であって， 火炎に よる 着火の 危険性を 判断す るた めの 政令で 定める 試験に おいて 政 
令で 定める 性状を 示す もの または 引火の 危険性を 判断す るた めの 政令で 定める 試験に おいて 引火 性を 示す 
ものである ことを いう。 

粉とは， 鉄の 粉を いい， 粒度 等を 勘案して 自治省 令で 定める ものを 除く。 

④  硫化 りん， 赤 りん， 硫黄 および 鉄粉は， 備考 第 2 号に 規定す る 性状を 示す ものと みなす。 

⑤ ^属 粉とは， アルカリ 金属， アルカリ 土類金属， 鉄 および マグネシウム 以外の 金属の 粉を いい， 粒度 等を 
勘案して 自 治 省令で 定め る ものを 除く  0 

⑧ マグネシウム および 第二 類の 項 第 8 号の 物品のう ち マグネシウムを 含有す る ものに あっては， 形状 等を 勘 
案して 自治省 令で 定める ものを 除く。 

⑦  引火 性 固体とは， 固形 アルコール その他 1 気圧に おいて 引火点が 40て 未満の ものを いう。 

⑧  自然発火 性 物質 および 禁 水性 物質とは， 固体 または 液体であって， 空気 中での 発火の 危険性を 判断す るた 
めの 政令で 定める 試験に おいて 政令で 定める 性状を 示す もの または 水と 接触して 発火し， も しくは 可燃性 
ガスを 発生す る 危険性を 判断す るた めの 政令で 定める 試験に おいて 政令で 定める 性状を 示す ものである こ 
とを いう。 

⑨  カリウム， ナトリウム， アル キル アルミニウム， アル キ リチウム および 黄 りんは， 前号に 規定す る 性状を 
示す ものと みなす。 

⑩  引火 性 液体とは， 液体 （第 3 石油 類， 第 4 石油 類 およ 動植物 油 類に あっては， 1 気圧に おいて， 温度 20て 
で 液状で ある ものに 限る） であって， 引火の 危険性を 判断す るた めの 政令で 定める 試験に おいて 引火 性を 
示す ものである ことを いう。 

⑪ 特殊 引火 物とは， ジエ チル エーテル， 二硫化炭素 その他 1 気圧に おいて， 発火点 100で 以下の もの または 
引火点が 零下 20て 以下で 沸点が 40て 以下の ものを いう。 

⑫第 1 石油 類とは アセトン， ガソリ ン その他 1 気圧に おいて 引火点が 21て 未満の ものを いう 0 

⑬ アルコール 類とは， 1 分子を 構成す る 炭素の 原子の 数が 1 個から 3 個までの 飽和 1 価 アルコール （変性 ア 
ル コールを 含む） をい い， 組成 等を 勘案して 自治省 令で 定める ものを 除く  0 

⑭第 2 石油 類とは， 灯油， 軽油 その他 1 気圧に おいて 引火点が 21で 以上 70で 未満の ものを いい， 塗料 類 その 
他の物 品であって， 組成 等を 勘案 して 自 治 省令で 定め る ものを 除く。 

⑮第 3 石油 類とは， 重油， クレオ ソー ト油 その他 1 気圧に おいて 引火点が 70て 以上 200で 未満の ものを いい， 
塗料 類 その他の 物品であって， 組成を 勘案して 自治省 令で 定める ものを 除く。 

⑯第 4 石油 類とは， ギヤ ー 油， シリンダー 油 その他 1 気圧に おいて 引火点が 2001C 以上の ものを いい， 塗料 
類 その他の 物品であって， 組成を 勘案して 自治省 令で 定める ものを 除く。 

⑰ 動植物 油 類とは， 動物の 脂 肉 等 または 植物の 種子 もしくは 果肉から 抽出した ものを いい， 自治省 令で 定め 
ると ころに よ り 貯蔵 保管され ている ものを 除く。 

⑱ 自己 反応性 物質とは， 固体 または 液体であって， 爆発の 危険性を 判断す るた めの 政令で 定める 試験に おい 
て 政令で 定める 性状を 示す もの または 加熱 分解の 激し さを 判断す るた めの 政令で 定める 試験に おいて 政令 
で 定める 性状を 示す ものである ことを いう 0 

⑲ 第五 類の 項 第 9 号の 物品に あっては， 有機 過酸化物を 含有す る もののう ち 不活性の 固体を 含有す る もので, 
自治省 令で 定める ものを 除く  0 

⑳ 酸化 性 液体とは， 液体であって， 酸化 力の 潜在的な 危険性を 判断す るた めの 政令で 定める 試験に おいて 政 
令で 定める 性状を 示す ものである ことを いう。 

㉑ この 表の 性質 欄に 掲げる 性状の 2 以上を 有する 物品の 属する 品名は， 自治省 令で 定める。 
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B 危険物の 判定 

法 別表の 品名 欄に 掲げられて いるもの が危 
険 物に 該当すると 前述し ました。 しかし， 場 
合に よっては， これ だけでは 危険物と 断定で 
きない ケースが でて きます。 

もう 一度， 法 第 2 条第 7 項の 規定を 思い 
出して ください。 危険物の 定義は… 

①  別表の 品名 欄に 掲け る 物品 一 である と共に， 

②  別表の 性質 欄に 掲げる 性状を 有する ものを 
いう 一とされ ています。 つまり ①と ②の両 

方の 条件を 満たして， 初めて 危険物と 判定 さ 
れ るので す。 

通常は， 品名 欄に 該当する 物品で あれば 同 
時に その 性質 欄に 示す 性状を 有して いるもの 


を 示す 


を 示さない 


C 危険物 判 _ 定までの 流 tO 


です。 なぜなら， 一定の 性状を もとに 「酸化 性 固体」， 「引火 性 液体」 などの 性質が 
設定され， それぞれに 該当する 物品が 品名 欄に 掲げられて いるから です。 

しかし， たとえば 何 か 新しい 物品が 開発され たと きな ど， 品名は 従来の もので も 
組成な どの 違いに より 所定の 性状を 示さない 可能性が あります。 その 場合， 明らか 
に 所定の 性状を 有して いない ことが 判れば， その 段階で 危険物の 規制の 範囲からは 
される ことになる のです。 

B 性状 確認の 試験 

ある 物品が 品名 欄に 掲げる 物品に 該当しても， 性質 欄に 掲げる 性状を 有して いる 

のか どう か 明らかで ない 場合には， こ 
れを 確認す るた めの 試験が 実施 され ま 
す。 性状 確認の 試験の 方法 や 判定の 基 
準は 政令に 細かく 規定され ています。 
たとえば， 第 四 類 危険物の 場合は， 「引 
火 性 液体」 という 性質に 応じ， 引火の 
危険性を 判 断す るた めに 引 火 点の 測定 
試験が 行われます。 この結果， 引火点 
が 測定 されれば， 第 四 類の 危険物に 該 
当す る と 判定され るので す。 


物 品 


性状が 液体で あり， 
かつ 引火点が 測定 
されれば 第 四 類の 
危険物に 該当する。 
引火点が 測定され 
ると いう ことは， 
ある 一定の 温度で 
確実に 引火の 現象 
力 f 起こる という こ 
とで ござる。 


危険物 
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□  □  □  □  口(3) 指定 数量 □□□□口 

D 危険物の 指定 数量とは 

危険物が， 主に 火災 予防 上の 観点から 消防法に よって 
規制され ている ことは， すでに 述べた とおりです。 危険 
物を 無 許可. 無資格で 取扱う ことは 処罰の 対象と なり ま 
す。 とはいえ， どんなに 少量の 危険物で も 消防法の 規制 
が' 適用され るかと いえば， そうではありません。 

たとえば 灯油な どは， 石 
油ス トー ブの 燃料と して 多 
くの 家庭で 利用され ますが， 

これら の 貯蔵 や 取扱いまで 
規制して は， 国民生活の 利 
便に 反します。 

そこで 消防法では， 危険物を 一定量 以上 貯蔵したり 取 
り 扱ったり する 場合には， 所定の 施設に おいて， 所定の 
基準に 従って 行うよう に 規定して います。 この 基準と な 
る 数量を 「指定 数量」 といい ます。 

指定 数量は， それぞれの 危険物の 有する 危険性の 度合 
いに 応じて 政令の 中で 規定され ており， 危険性の 高い も 
の ほど 少なく， 危険性が 低くなる につれ 多く 設定され て 
います。 

下に 第 四 類 危険物の 指定 数量を 示しました が， 引火の 
危険性が 最も 高い 特殊 引火 物が 最も 少なく， 徐々 に 数量 
が 多く なって います。 また 同じ 石油 類で も， 非 水溶性 液 
体と 水溶性 液体では 指定 数量が 異なり ます。 


く 政令 別表 第 3 より 抜粋》 


•••  Cannon  ••• 

• 指定 数量は 基準 単位 

指定 数量とは， 消防法で 
危険物を 規制す る 上での 
最低の 基準 単位で ある。 
「指定 数量を 超えて はな 
6 ない」 という 意味では 
な <， 逆に 指定 数量 以上 
となった 場合に はじめて 
規制の 対象と なる。 （危 
険 物の 運搬に ついては 例 
外 一 詳しくは 後述） 
重要な のは， 貯蔵したり, 
取り扱った りする 危険物 
の 量が， 指定 数量を どれ 
だけ 才 ー パ _ している の 
かの 度合いで， これが 大 
きけれ は' 危険物 施設の 規 
模も 大きくな り， それ だ 
け 規制が 厳しくなる。 


•••  Caunon  ••• 

承 水溶性 液体とは 

水溶性 液体とは， ただ 単 
に “ 水に 溶ける” という 
意味では ない。 消防法で 
は 次の よ ラに 定めて いる。 
① 1 気圧， ② 温度 20°C 
この 条件 下で， 同 容量の 
純水と 緩やかに かき 混ぜ 
た 場合に， 流動が 収まつ 
た 後 もこの 混合 液が 均一 
な 外観を 維持す る もの。 
⑱非 水溶性とは 
「水溶性 液体」 以外の も 
のをい 〇。 
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B 指定 数量の 倍数 計算 

危険物を 貯蔵したり， 取扱った りする 上で， 「指定 数量」 という 量の 基準が 大切 
になって くるわけ です が， 製造所 や 貯蔵所， 取扱 所 （これらを まとめて 製造所 等と 
呼びます） の 規模が 大きく なれば， 当然 そこで 貯蔵したり 取り扱った りする 危険物 
の 数量は， 指定 数量を 大きく 上回る ことになります。 

たとえば ガソリンは， 第 四 類 危険物. 第 1 石油 類の 非 水溶性 液体です から， 指定 
数量は 20(H です。 かりに ガソリン 40CU を 貯蔵す る 貯蔵所が あると すると， この 貯 
蔵 所では 指定 数量の ちよう ど 2 倍の ガソリ ンを 貯蔵して いる ことにな り ます。 この 
ときの 「指定 数量を どれ だけ 上回って いるか （あるいは 下回って いるか）」 を 示す 
数字を， 「指定 数量の 倍数」 といい ます。 


指定 数量の 倍数とは… 

ある 危険物の 貯蔵 また は 取扱 量+そ の 危険物の 指定 数量 〇 


貯蔵 または 取扱 量 

指定 数量 


彡 於/ レ 
X-tJL 

5001 


5001 

50d 

O 

傕娜 


會油 

900011 


9〇〇〇<1 

20001 

1  ^45 


さらに 品名の 異なる 複数の 危険物を 同一の 製造所 等で 貯蔵したり， 取扱った りし 
ている 場合は， それぞれの 指定 数量の 倍数の 合計が， その 製造所 等で 貯蔵し， 取扱 
う 倍数と なります。 


13 同一の 場所で 危険物 A,  B， C を 貯蔵して いる 場合 
A の 貯蔵 量  B の 貯蔵 量  C の 貯蔵 量 

A の 指定 数量 「 B の 指定 数量 f  C の 指定 数量  倍数 

□たとえば， 1 つの ガソリンスタンド （給油 取扱 所） で， 

ガソリン 2,00 (H, 軽油 1,500 し 灯油 800  ¢ を 取扱って いる 場合 

+  =10  +  1.5-1-0.8=12.3  (指定 数量の 倍数) 


特殊 引火 物 

50 ぞ 

第 1 石油 類 

非 水溶性 液体 

200¢ 

水溶性 液体 

400^ 

アル コー ル 類 

400¢ 

第 2 石油 類 

非 水溶性 液体 

1,000  t 

水溶性 液体 

2,000  H 

第 3 石油 類 

非 水溶性 液体 

2,000  i 

水溶性 液体 

4,000  i 

第 4 石油 類 

6,000  i 

動植物 油 類 

10,00 0  £ 

《第 四 類の 指定 数量》 
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B 指定 数 暈の 倍数に よる 規制 


•••  Caution  ••• 


指定 数量の 倍数は， 製造所 等に おける 規制 レベルに 関 
係し ます。 詳しくは 後述し ますが， 消防 活動の ために 確 
保す る 保有 空地の 幅， 定期 点検の 実施 義務， 予防 規程の 
策定 義務な どの さまざまな 規制は， みな 指定 数量の 倍数 
がいくつ であるかを 基準に 定められて いるので す。 この 


とを 覚えて おいてく ださい 0 


指定 数 置の 倍数 

適用され る おもな 規制 

10 倍 未満の 製造所 

①  近隣 住宅な どから の 保安 距離を 確保す る。 

②  保有 空地は 10 倍 以下まで 3  m 以上に。 

③  危険物 保安 監督者を 選任す る。 

10 倍 以上の 製造所 

① + ③ + 

④  保有 空地は 10 倍を 超える と 5  m 以上に。 

⑤  避雷針な どの 避 雷 設備を 設ける。 

⑧ 定期 点検を 実施す る。 

⑦ 予防 規程を 定め， 市町村 長 等の 認可を 得る。 

100 倍 以上の 製造所 

① + ③ + ④ + ⑤ + ⑧ + ⑦ + 

⑧ 危険物 施設 保安 員を 選任す る。 

3,000 倍 以上の 製造所 

① + ③ + ④ + ⑤ + ⑥ + ⑦ + ⑧ + 

⑨  危険物 保安 統括 管理者を 選任す る。 

⑩  自衛 消防 組織を 編成し， 設置す る。 

< 第 四 類 危険物を 取扱う 製造所の 例》 


• 火災 時の 災害 規模 

製造所 等で 貯蔵し， 取扱 
ラ 危険物の 数量が 多い と 
いう ことは， 万が一 火災 
が 発生した 場合に 災害 規 
模も 大きくなる という こ 
と。 そのため， 指定 数量 
の 何十 倍， 何百 倍 もの 危 
険 物を 取扱 ラ 施設は， さ 
まざ まな 面で 人的， 設備 
的な 規制が 加えられ， 防 
災 対策と なって いるので 
あ 否。 

\memg 

® 製造所の 規制 

製造所に おいては， ①保 
安 距離の 確保， ② 保有 空 
地の 確保， ③ 危険物 保安 
監督者の 選任 義務な どは, 
指定 数量の 倍数に 関係な 
くす ベての 施設が 対象に 
なる。 


-j - i/  J-inisfi  斤 - 

U  □ 1. 危険物とは …… 法 別表の ① 品名 欄に 掲げる 物品で， ② 性質 欄に 掲げる 性質を 有 
する もの。 

•第一 類 （酸化 性 固体）  •第二 類 （可燃性 固体） 

•第三 類 （_ 然 発火 性 物質 および 禁 水性 物質） 

•第 四 類 （引火 性 液体）  •第五 類 （自己 反応性 物質） 


□  2. 

□  3. 

□  4. 


♦第 六 類 （酸化 性 液体） 

指定 数量 …… 危険物 規制 上， 基準と なる 数量。 政令 別表 第 3 に 定められ ている。 
危険性の 高い 物品 ほど 少なく， 低い ほど 多く 設定。 

貯蔵. 取扱い 量  同一の 場所で 2 つ 以上の 危険物 

を 貯蔵 等す る 場合は， この 合計。 


指定 数量の 倍数 • 


指定 数量 

指定 数量の 倍数に 応じて， 製造所 等の 位置 
加わる 仕組みに なって いる。 


倍数 


構造 • 設備 または 人的 規制が 


Section 1 卮険 物の 規制 
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危険物に 関ゎる 法令 体系 

:< 出題 例 > . 

: 【問題 2】 危険物の 規制に おいて， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

:  (1) 危険物 施設は， 製造所， 貯蔵所， 取扱 所の 3 っに 区分され ている。 

:  (2) 製造所 等を 設置し ようとす る 者は， 市町村 長 等の 許可を 受けなければ ならな 

:  ぃ。 

:  (3) 指定 数量 以上の 危険物を 許可 または 承認を 受けずに 貯蔵す ると， 市町村 長 等 

:  から その 危険物の 除去を 命じられる ことがある。 

:  (4) 指定 数量 未満の 危険物の 場合は， 市町村 条例に より 規制を 受ける。 

:  (5) 航空機， 船舶， 鉄道 または 軌道に よる 危険物の 貯蔵 および 取扱いの 場合 も， 

:  消防法 令の 適用を 受ける。 


□  □□□□□ ⑴ 危険物 規制の 概要 □□□□□口 

0  3 つの 規制 

消防法 令に おける 危険物の 規制は， 大き く 分けて 次の 3 つから なって います。 

①  指定 数量 以上の 危険物の 貯蔵 または 取扱い —— 消防法 令で 規制 

②  指定 数量 未満の 危険物の 貯蔵 または 取扱い —— 市町村の 火災 予防 条例で 規制 

③  危険物の 運搬 —— 消防法 令で 規制 （指定 数量 以上 •未満を 問わず） 


(危険物 規制の 概要) 
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解答 ⑸ 

►航空機 や 船舶に よ 
る 危険物の 珩 蔵 •取 
扱い • 運搬は， 消防 
法の 適用 除外で ある。 

•••  Caution  ••• 
•航空機， 船舶な どへの 
給油は 消防法の 規制 範囲 

消防法の 適用 除外と され 
ている のは， 航空機， 船 
舶， 鉄道な どの 内部に お 
ける 貯蔵 • 取扱い • 運搬 
について であり， 航空機， 
船舶な どへ 燃料を 給油す 
る 場合は， 消防法の 規制 
を 受ける ので 注意す る こ 


□  □⑵ 貯蔵 • 取扱し ゝの 原則 □□ 

n 危険物 施設 以外での 貯蔵 • 取扱いの 禁止 

指定 数量 以上の 危険物は， 貯蔵所 以外の 場所で 貯蔵し 
たり， 製造所 等 以外の 場所で 取扱 っ たりす る こと が 原則 
と して 禁止され ています。 

危険物の 貯蔵は， あくまでも 貯蔵所で しか 行えない。 製造所 
や 取扱 所に 危険物が 保管され ていたと しても， これは 貯蔵 目的では 
ない ので 「貯蔵」 とはいえず， 「取扱い」 として 位置付けられ てい 
る。 つまり… 

①  貯蔵所では …… 貯蔵 と 取扱い がで きる。 

②  製造所 • 取扱 所では …… 取扱いが できる。 

★例外 …… ただし， 指定 数量 以上の 危険物を 10 日 以内の 
期間に 限って 仮 貯蔵 • 仮 取扱いす る ことができます。 
この場合， 消防 長 または 消防署 長の 承認を 受ける こと 
が 条件と なります。 

B 許可制 度 

危険物 施設を 造る 場合， 自由に 設計， 設置で きる わけ 
ではありません。 製造所 等を 設置し ようとす る 者は， そ 
の 位置， 構造， 設備を 法令に 定める 技術 上の 基準に 適合 
させ， さらに 市町村 長 等の 許可を 受けなければ ならない 
と 定められて います。 

□  □  □  □  口(3) 適用 除外 □□□□口 

航空機， 船舶， 鉄道 または 軌道に よる 危険物の 貯蔵 • 
取扱い •運搬に ついては， 消防法は 適用され ません。 そ 
れぞれ 航空 法， 船舶 安全 法， 鉄道 営業 法， 軌道 法な ど 別 
の 法律に より 安全の 確保が はか られ ている からです。 


- i/  ^-imsh  //- - 

□ i. 指定 数量 以上の 危険物の 貯蔵 •取扱い 一 , 

(数量の 多少に 拘わらず） 危険物の 運搬 一)"- 
指定 数量 未満の 危険物の 貯蔵 • 取扱い - 市町村 条例で 規制 

□  2. 製造所 等の 設置 …… 政令で 定める 技術 上の 基準に 適合 させ， 許可を 得る。 

□  3. 適用 除外 …… 航空機， 船舶な どに よる 危険物の 貯蔵- 


Section  2 危険物に 関わ 3 法 每恤系 


危険物 施設の 区分 


•CtH 題 例 > . 

【問題 3 】 貯蔵所に 関する 次の 記述のう ち， 誤って いるものは どれ か。 

(1)  屋内 貯蔵所 . 屋内に おいて 危険物を 貯蔵し， または 取扱う 貯蔵所。 

(2)  屋外 貯蔵所 . 屋外に おいて， 第 四 類 危険物の 特殊 引火 物 または 第 1 石油 

類を 貯蔵し， または 取扱う 貯蔵所。 

(3)  簡易 タンク 貯蔵所 . 簡易 タンクに おいて 危険物を 貯蔵し， または 取扱う 

貯蔵所。 

(4)  地下 タンク 貯蔵所 …… 地盤 面 下に 埋没され ている タンクに おいて 危険物を 貯 

蔵し， または 取扱う 貯蔵所。 

(5)  移動 タンク 貯蔵所 . 車両に 固定された タンクに よっ て 危険物を 貯蔵し， 

または 取扱う 貯蔵所。 

□  □□□□□□(”  危険物 施設 □□□□□□口 

指定 数量 以上の 危険物を 貯蔵したり， 取扱った りする 施設は， 大きく 「製造所」， 
「貯蔵所」， 「取扱 所」 の 3 つに 区分され ます。 本書の 中で もたび たび 使用し ますが， 
「製造所 等」 という 表現が 出て きたと きは， この 3 つの 施設の 総称です ので 間違え 
ないで く ださい。 

製造所 等は， さらに 形態 や 設置 場所に よって 12 の 施設に 分類され ています。 以下, 
その ひとつひとつ について 詳しく 述べて いき ます。 

□  □□□□□□□  D(2) 製造所 □□□□□□□□口 

製造所とは， 危険物を 製造す る 目的 
で 指定 数量 以上の 危険物を 取扱う 施設 
をい い， 建築物 その他の 工作物， 空地 
およ び 付属 設備が 含 まれます。 

製造所は 危険物の 製造が 目的で ある 
ため， 危険物を 取扱って 危険物に 該当 
しない 物質を 製造して いる 施設は， 製 
造 所ではな く 取扱 所 に 該当し ます。 

(製造所） 
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□  □  □  □  口(3) 貯蔵所 □□□□口 

貯蔵所とは， 危険物を 貯蔵す る 目的で， 指定 数量 以上 
の 危険物を 貯蔵したり， 取扱った りする 施設を いい， 建 
築 物 その他の 工作物， 空地 および 付属 施設が 含まれます。 
貯蔵所は， 施設の 形態に よ り 次の 7 つに 分類され てい ま 
す。 

D 屋内 貯蔵所 

屋内の 場所に おいて 危険物 
を 貯蔵し， または 取扱う 貯蔵 
所です。 原則と して， 危険物 
は 定められた 容器に 収納して 
貯蔵 倉庫 （危険物を 貯蔵す る 
建物） 内に 貯蔵し ます。 

屋内 貯蔵所は， 貯蔵 倉庫の 形態に よって 大きく  3 つに 
区分され， それぞれ 技術 基準が 異な ります。 

B 屋外 タンク 貯蔵所 

屋外に ある タ ンク において 
危険物を 貯蔵し， または 取扱 
う 貯蔵所です。 液体の 危険物 
を 大量に 貯蔵す る 施設で， 一 
般 的な 形態と して 堅固な 基礎 
およ び 地盤 面 上に 鋼製の 円筒  (屋外 タンク 貯蔵所) 

形 や 角 形の 貯蔵 タンク が 設置 されて います。 

他の 施設に 比べて 危険物の 貯蔵 量が 多いた め， 万一 火 
災が 発生した 場合の 災害 規模は 甚大です。 ですから， 平 
常時は もちろ ん 地震の 時に も 十分 安全が 確保で きる よう， 
貯蔵す る 危険物の 容量に 応じた 細かい 技術 基準が 規定 さ 
れ ています。 

cm 屋外 タンク 貯蔵所の 特殊な 例と して， 次の ような 施設が る。 ① 
特定 屋外 タンク 貯蔵所 〇 危険物の 最大 数量が 1,0001 ^ 以上の もの。 ② 
岩盤 タンクに よる 屋外 タンク 貯蔵所 岭 岩盤の 空間を 利用し 液体の 危険 
物を 貯蔵。 ③ 地中 タンクに よる もの， ④ 海上 タンクに よる ものな ど。 


(屋内 貯蔵所う 


解答 ⑵ 

►屋外 貯蔵所は， 貯 
蔵 • 取扱いの できる 
危険物が 以下のと お 
り 規定され ている。 
♦第二 類 危険物 

①  硫黄 

②  硫黄の みを 含有す 
る もの 

③  引火 性 固体 （引火 
点 21 で 以上の もの) 

* 第 四 類 危険物 

④ 第 2 石油 類 

⑤ 第 3 石油 類 

⑥ 第 4 石油 類 

⑦  動植物 油 類 


•••  Caution  ••• 

⑯ 屋内 貯蔵所 
貯蔵 倉庫の 基本 3 形態 

①  平屋 建ての 独立 専用 建 
築 物 

a  軒 高 6m 未満 
b  軒 高 6  m 以上 20  m 
未満 

^>a はすべ ての 危険物を, 
b は 第二 類と 第 四 類の 
危険物を 貯蔵で きる。 
ともに 数量 制限な し。 

②  平屋 建て 以外の 独立 専 
用 建築物 

〇 引火 性 固体を 除く 第二 
類， 引火点 70 で 以上 
の 第 四 類の 危険物の み 
貯蔵で きる。 数量 制限 
なし。 

(SX 也の 用途に 使用され る 
部分を 有する 建築物 
0 すべての 危険物を 指定 
数量の 20 倍 以下に 限 
り 貯蔵で きる。 
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B 屋内 タンク 貯蔵所 

屋内に ある タンクに おいて 危険物を 貯蔵し， または 取 
扱う 貯蔵所です。 

一般的な 形態と して， タンク 専用 室と 呼ばれる タンク 
およ び これに 連なる 配管， 付属 設備 だけが 設け られた 室 
内に， 貯蔵タンクが 設置され ています が， この タンク 専 
用 室は 平屋 建ての 建築物 内に 設ける のが 原則です。 

屋内 タンク 貯蔵所の タンク （屋内 貯蔵タンク という） 

には， 以下のような 容量の 制限が あります。 

①  原則として， 指定 数量の 40 倍 以下  (屋内 タンク 貯蔵所) 

②  第 四 類 危険物 （第 4 石油 類 •動植物 油 類を 除く） は， 最大 20,00 (H 以下 
なお， 同一の タ ンク 専用 室内に 2 つ 以上の 屋内 貯蔵タンク を 設ける 場合に ついて 

は， その 合計 容量が 最大 容量と なり ます。 

第 4 石油 類と 動植物 油 類を 除く 第 四 類 危険物の 中で， 指定 数量の 40 倍が 20,000 £ を 超える ものは， 
①第 2 石油 類の 非 水溶性 液体 （指定 数量 1,00 0  £  X40 倍 =40,000  〇 ， ②第 2 石油 類の 水溶性 液体 （同じく 
80,0000, ③第 3 石油 類の 非 水溶性 液体 （同じく  80,000  0 ④第 3 石油 類の 水溶性 液体 （同じく 160,000 幻 
の 4 つ。 これらを 貯蔵す る 場合， 20,00 0£ 以下と しなければ ならない。 


□ 地下 タンク 貯蔵所 

地盤 面 下に 埋設され ている タ ンク において 危険物を 貯 
蔵し， または 取扱う 貯蔵所です。 

地下 タンク 貯蔵所の タンク （地下 貯蔵タンク という） 
の 埋設 方法には， 次の 3 通りが あります。 

①  直接， 地盤 面 下に 埋設す る 方法 

②  コンク リー トで 被覆して 地盤 面 下に 埋設す る 方法 

③  地盤 面 下に 設けられた タンク 室に 設置す る 方法 
さらに， タンクの 構造 や 材質に も 種類が あり， これら 

を 組み合わせた 計 5 通り の 設置 形態が， それぞれ 細かい 
技術 基準に よ り 定められて います。 

B 簡易 タンク 貯蔵所 

簡易 タンクに おいて 危険物を 貯蔵し， または 取扱う 貯 
蔵 所です 。簡易 タンク 貯蔵所の タンク （簡易 貯蔵タンク 
という） は， 屋外に 設置す るの が 原則です が， 一定の 基 
準に 適合す る 構造の 専用 室内で あれば， その内 部に 設置 


(地下 タンク 貯蔵所） 


r 簡易 タンク 貯蔵所） 
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する こ とがで き ます。 

簡易 貯蔵タンク 1 基の 容量は 600  6 以下と 制限され て 
います。 1 つの 簡易 タンク 貯蔵所に 設置で きる 簡易 貯蔵 
タンクの 数は 3 基 以内で， なおかつ 同一 品質の 危険物の 
タンクを 2 基 以上 設置す る ことは できません。 （傍注 参照） 

m 移動 タンク 貯蔵所 

車両に 固定された タンクに おいて 危険物を 貯蔵し， ま 
た は 取扱う 貯蔵所 をい います。 いわゆる タンクローリー 
のこと です 0 移動 タンク 貯蔵所の タンク （移動 貯蔵 タン 
ク という） は， 容量 30,00 0  £ 以下と いう 制限が あります。 
内部は，  4,000  t ごとに 区切られ， それぞれ 独立した マ 
ン ホールが 設けられて います。 


•••  Caution 

• 簡易 タンク 貯蔵所の 設 
置 例 

同一 品質の 危険物を 2 基 
以上 設置で きない。 


\  ^  1 

令 

1 钟 J 

1 晒 1 

ガソリン 

レギュラー 

1 

ガソリン 

レギュラー 

1 

灯油 

同じ ガソリン でも， オク 
タン 価が 異なれば 同一 品 
質に 該当 しないので， 設 
置で きる。 


(移動 タンク 貯蔵所） 


移動 タンク 貯蔵所に よる 危険物の 移動は 「移送」 と 呼ばれ， 危険 
物の 「運搬」 とは 根本的に 異なる ので 注意す る こと。 また， 移動 タンク 
貯蔵所 によって 危険物を 移送す る 場合は， 危険物 取扱 者が その 免状を 携 
帯して 乗車し なければ ならない。 

□ 屋外 貯蔵所 

屋外の 場所 において 危険物を 貯蔵し， または 取扱う 貯 
蔵 所です。 貯蔵で きる 危険物は， 以下のと おり 第二 類， 
第 四 類 それぞれの 一部に 限定され ています。 

① 硫黄 （第二 類） 


tmemo 

•移動 タンク 貯蔵所の い 
ろい ろ 

タンク □_ リーに 代表 さ 
れる 単一 車 形式の ものの 
他， 被 牽引車 形式の もの 
が あり， それぞれに 積載 
式 （タンク コンテナを 積 
載す る） の ものと， 積載 
式 以外の ものが ある。 


被 牽引車 形式で 積載 式の 
移動 タンク 貯蔵所の 例 


②  硫黄の みを 含有す る もの （第二 類） 

③  引火点 21°C 以上の 引火 性 固体 （第二 類) 

④  第 2 石油 類 （第 四 類） 

⑤  第 3 石油 類 （第 四 類） 

⑥  第 4 石油 類 （第 四 類） 

⑦  動植物 油 類 （第 四 類） 
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□□□□□□□ロ  ロ⑷ 取扱 所 □□□□□□□□口 

取扱 所とは， 危険物を 製造す る 以外の 目的で， 指定 数量 以上の 危険物を 取扱う 施 
設を いい， 建築物 その他の 工作物， 空地 および 付属 設備が 含まれます。 

取扱 所は， 取扱いの 態 様に よ り 次の 5 つに 分類され ています。 

D 給油 取扱 所 

固定した 給油 設備に よって， § 動 車 等の 燃料 タンクに 直接 給油す るた めに 危険物 
を 取扱う 取扱 所を いいます 0 いわゆる ガソリンスタンドの ことです 0 給油 取扱 所に 
は， 灯油を 容器に 詰め替えたり， 車両に 固定された タンク （容量が 4,000 《以下の も 
の） に 注入す るた めに， 固定した 注油 設備に よって 危険物を 取扱う 取扱 所を 含み ま 
す 。 

一般的な 給油 取扱 所には， ① 屋外 給油 取扱 所と ② 屋内 給油 取扱 所が あり， 構造 や 
設備の 基準が それぞれに 規定され ています。 また 特殊な 例と して， 飛行場で 航空機 
に 給油す る 給油 取扱 所 （航空機 給油 取扱 所)， 港で 船舶に 給油す る 給油 取扱 所 （船 
舶 給油 取扱 所） の ほか， 鉄道 給油 取扱 所， 天然 ガス 充塡 設備 設置 給油 取扱 所， 自家 
用 給油 取扱 所な どが あり， それぞれの 特殊性に 応じ 特例 基準が 適用され ています。 


B 第一 種 販売 取扱 所 

店舗に おいて， 容器 入りの ままで 販売す るた めに 
危険物を 取扱う 取扱 所で， 指定 数量の 倍数が 15 以下 
の 危険物を 取扱う ものを いいます。 

B 第二 種 販売 取扱 所 

同じく 販売 取扱 所で， 指定 数量の 倍数が 15 を 超え 
40 以下の 危険物を 取扱う ものを いいます。 指定 数量 
の 倍数が 大きいだ けに， 第一 種 販売 取扱 所に 比べ， 
施設の 構造 に 関わる 基準が 厳しく なって います。 
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□ 移送 取扱 所 

配管 および ポンプ， ならび 
に これら に 付属す る 設備に よ 
つて， 危険物の 移送の 取扱い 
をす る 取扱 所です。 

B 一般 取扱 所 


(: 移送 取扱 所^) 


給油 取扱 所， 販売 取扱 所 （第一 種， 第二 種)， 移送 取 
扱 所以 外の 取扱 所を いいます。 製造所の 項で 述べた よう 
に， 危険物に 該当し ない 物質の 製造を 目的と して 危険物 
を 取扱う 施設が これに 含まれる ほか， 塗装， 吹 付， 印刷, 
焼入れな どの 作業を 行うた めに 危険物を 取扱う， 多種 多 
様な 設備が 該当し ます。 


[memo 

⑱ 移送 取扱 所の 基準 

移送 取扱 所の 位置， 構造， 
設備の 技術 上の 基準は， _ 
石油 パイプライン 事業 法 
の 基準に 準じて 定められ 
て しヽ る。 
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i^p  |_鼴 棚幡 

< 出題 例 > . 

【問題 4】 製造所 等の 設置から 使用 開始までの 手続きと して， 誤って いるものは 
どれ か。 

(1)  製造所を 設置す る 場合は， 許可を 受けなければ ならない。 

(2)  第 四 類 危険物の 屋内 貯蔵所を 設置す る 場合は， 完成 検査 前 検査を 受けな けれ 
ばなら ない。 

(3)  第 四 類 危険物の 屋内 タンク 貯蔵所を 設置す る 場合は， 完成 検査 前 検査を 受け 
なければ な ら ない。 

(4)  給油 取扱 所を 設置した 場合は， 完成 検査を 受けなければ ならない。 

(5)  屋内 タンク 貯蔵所を 設置す る 場合は， 完成 検査を 受ける 前の 仮 使用 承認 申請 
はでき ない。 


〇〇  0(1) 設置 および 変更の 許可 申請 □□口 

指定 数量 以上の 危険物の 貯蔵 • 取扱いは， 製造所 等 以外の 場所で 行って はなり ま 
せんが， 製造所 等を 新たに 設置す る 場合 も， 無 許可で 造る ことは できません。 

製造所 等を 新たに 設置し ようとす る 者， また， すでに 使用して いる 製造所 等の 位 
置， 構造， 設備を 変更し ようとす る 者は， その 区域を 管轄す る 市町村 長， 都道府県 
知事 または 自治大臣 （これらを 総称して 「市町村 長 等」 という） に対して， 設置 （また 
は 変更） の 許可を 申請し ます。 


製造所 等 

設置 （または 変更） しようと する 場所 

許可 権 者 

移送 取扱 所以 外 

消防 本部 およ び 消防署を 置く 市町村の 区域 

その 市町村 長 

消 防 本部 およ び 消 防署 を 置かない 市町村の 区域 

その 区域を 管轄す る 都道府県 知事 

移送 取扱 所 

消防 本部 および 消防署を 置く 1 つの 市町村の 区域 

その 市町村 長 

消防 本部 および 消防署を 置かない 市町村の 区域， 

または 2 つ 以上の 市町村の 区域に またがって いる 場合 

その 区域を 管轄す る 都道府県 知事 

2 つ 以上の 都道府県の 区域に またがって いる 場合 

自治大臣 

〈製造所 等の 設置 場所 により 決まる 設置の 許可 権 者》 

消防 本部‘ 識署&  難 本部 • 消防署を 置 


(移送 取扱 所以 外の 製造所 等 を 設置す る 場合） 
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設置 （または 変更） 許可の 申請から， 施設を 使用 開始 
する までの 手続きは， 次の ような 流れに なって います。 


完成 検査 


□  □  □  □  口(2) 完成 検査 □  □  □  □  □ 

D 完成 検査の 申請 

設置 •変更の 許可を 受けた 者は， 工事が 完了した 時点 
で 市町村 長 等に 完成 検査の 申請を しなければ なり ません。 

完成 検査とは， 設置 •変更の 許可を 申請した ときの， 
その 申請 どおり に 工事が 行われた かどう かを 確認す る検 
査 であり， 市町村 長 等の 命を 受けて 行政府が 現場に 立ち 
入り， 実施し ます。 

B 完成 検査 済 証の 交付 
完成 検査に より， 設置 • 変更が 
完了した 製造所 等が 政令で 定める 
技術 上の 基準に 適合して いる と認 
めら れれ ば， 「完成 検査 済 証」 が 
交付され ます。 これでよ うやく， 

施設を 使用 開 始 できる のです。 


« 這 所 等の M 

又 | 

| 酬 OK 分  1 

拉 R 矜 

tt 用 

氏名 

ノ  ，'，•ベニ 

了 年 ガ|1 及び# 嗲 

年/ J  U  第  9 

M  考 

OR 又は 橐雯の 完纖镄 奎鲁疗 m  好 

隼  n  n 

rtl  町  m 

〔完成 検査 済 証;) 


解答 （2) 

►完成 検査 前 検査は， 
液体 危険物 タンクを 
設置す る 製造所 等が， 
施設 全体の 完成 検査 
の 前に， 受ける 検査。 
したがって 貯蔵 タン 
クの 設置が 許されて 
いない 屋内 貯蔵所は， 
受ける 必要がない。 


•••  Caution  ••• 

餐 許可を 与える 義務 

製造所 等の 設置 • 変更の 
申請を 受け付けた 市町村 
長 等は， 次の 2 つの 条件 
を 満たす 場合， 許可を 与 
えなければ ならない。 

①  その 製造所 等の 位置， 
構造， 設備が 政令で 定 
める 技術 上の 基準に 適 
合して いる。 

②  その 製造所 等に おいて 
行 ラ 危険物の 貯蔵 •取 
扱いが， 公共の 安全の 
維持， 災害の 発生 防止 
に 支障を きたす おそれ 
がない。 


I 申請した とおりに 工事) 
力? 行われた かどう か 市 
町村 長 等の チェックが 
< 入る のじ ゃ。  ノ 

丁 
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完成 検杏 
前 検査 実施 


液体 危険 
I 物 タンク 


完成 検査 
済 証 交付 


使用 

開始 


液体 危険 •物 ワン 7? 対象 1 こ 


なお， 平成 7 年 4 月 1 日 施行の 政令 改正に より， 
製造所 およ び 一般 取扱 所の 液体 危険物 タンクのう 
ちその 容量が 指定 数量 未満の ものに ついては， 完 
成 検査 前 検査の 対象から 除外され ま した。 

完成 検査 前 検査の 対象から 除外され た 液体 危険物 
タンクの 水 張 試験 または 水圧 試験に 関しては， 設置 者 等 
が 行った 試験 データを もとに， 完成 検査の 際に その 適合 
性が 判断され る。 


□  □  □  □  口⑶ 変更 工事に 伴ぅ 仮 使用 □□□□口 

D 施設の 仮 使用 

すでに 使用 している 製造所 等の 一部に ついて 
変更す る 場合， 変更の 許可を 受けて 着工 すれば 
原則として， 工事 完了後に 完成 検査を 受けて 検 
査済 証を 交付され るまで， 施設 全体が 使用で き 
なくなります。 このため， 施設 内の 変更 工事に 
係らない 部分に ついて 使用で きる よう に 認めた 
のが 「仮 使用」 です 0 
B 仮 使用の 承認 申請 

変更の 許可を 受けた 者は， 市町村 長 等に 対し， 変更の 工事に 係る 部分 以外の 部分 
を 使用で きる よう 申請し， 承認を 受ければ， 完成 検査を 受ける 前で も 仮に 使用す る 
ことができます。 

□  □□□□□  U(4) 完成 検査 前 検査 □□□□□□口 

D 液体 危険物 タンクが 対象 

完成 検査 前 検査は， 液体の 危険物を 貯蔵し， 取扱う タンクを 設置 （または 変更） 
する 製造所 等を 対象に 実施され る もので， 施設 全体の 完成 検査を 受ける 前に 受けな 
ければ なりません。 検査を 行う のは 同じく 市町村 長 等です。 


許 

可 


工事 完了 


工事 着工 


完成 検査 前 
検査 申請 


完成 検査 実施 


完成 検査 申請 


通知 または タン 
ク 検査 済 証 交付 


設置 •変更 申請 
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B 検査 事項 

完成 検査 前 検査には， 次の 3 種類が あ ります。 

①  水 張 検査 または 水圧 検査 

②  基礎 •地盤 検査 

③  溶接 部 検査 

このうち， ①は タンク 本体の 変形 •液 漏れの 有無に つ 
いて 調べる もので あり， 原則として 完成 検査 前 検査の 対 
象と なる すべての 液体 危険物 タンクに ついて 実施され ま 
す （一部 除外)。 ②と③ は， 容量 1，00 Ok 纟 以上の 屋外 貯 
蔵 タンクに 限って 実施され ます （一部 除外… 傍注 参照）。 
B 検査 結果の 通知 

完成 検査 前 検査の 結果， 技術 
上の 基準に 適合す る と 認められ 
た 場合は， 市町村 長 等より 通知 
または タンク 検査 済 証の 交付 
(水 張 •水圧 検査に 対して） が 
あり ます。 


\mema 

⑱水張 検査と 水圧 検査 

水 張 検査— 圧カ タンク 以 
外の タンクが 対象 
水圧 検査— 圧カ タンクが 
対象 


•••  Caution  ••• 

承 一部 除外に ついて 

屋外 タンク 貯蔵所の うち 

①  岩盤 タンク 

②  特殊 液体 危険物 タンク 
(地中 タンク， 海上 夕 
ンク） 

についての 検査 事項は， 
規則に 定める 基準に 従つ 
て 実施され る。 


'〇 


〇 


~//  finish  於 


□ 1. 設置 •変更の 許可 申請 …… 工事 着工 前に， 市町村 長 等に 対して 行う。 申 
請 先の 市町村 長 等の 別は， 設置 場所の 区域に 消防 本部 • 消防署が 置かれ 
ている かいない かで 変わる （移送 取扱 所は さらに 細則 あり）。 

□  2. 許可 申請から 施設 使用 開始までの 流れ 

① 許可 申 請— ② 許可- KD 着工— ④ 完成 検査 前 検査 申 請一 ⑤ 完成 検査 前 検査 
実施— ⑥ 通知 • タンク 検査 済 証 交付— ⑦ 工事 完了— ⑧ 完成 検査 申請— ⑨完 
成 検査 実施— ⑩ 完成 検査 済 証 交付一 ⑪ 使用 開始 
※④ 〜⑥は 液体 危険物 タンクを 有する 製造所 等が 対象。 

□  3. 完成 検査 …… 行政 サイ ドの チェック 0 工事 完了 時点で 市町村 長 等が 実施。 

□  4. 仮 使用 承認 申請 …… 変更 工事の 場合の み。 変更 箇所 以外の 既存 部分の 仮 

使用を 申請す る。 市町村 長 等の 承認を 受ければ 使用可能。 

□  5. 完成 検査 前 検査 …… 液体 危険物 タン クを 設置 • 変更す る 施設が 対象。 実 

施す るのは 市町村 長 等。 ①水張 • 水圧 検査， ② 基礎 • 地盤 検査， 

③ 溶接 部 検査の 3 種で， ②， ③は 容量 1，00 Ok  6 以上の 屋外 貯蔵 
タンクの み 対象。 工事の 工程 ごとに 受ける。 
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届出 先 


届出 項目 

内容 

根拠 条項 

製造所 等の 譲渡 ま 
たは 引渡 

製造所 等の 譲渡 または 引渡しが あった ときは， 譲受人 または 引渡 
しを 受けた 者は 許可を 受けた 者の 地位を 継承し， 遅滞な く 届け出 
なければ ならない。 

消防法 第 11 条 
第 6 項 

危険物の 品名 •数 
蛩 または 指定 数： 1 
の 倍数の 変更 

製造所 等の 位置， 構造， 設備を 変更し ないで， 貯蔵 または 取扱う 
危険物の 品名， 数量 または 指定 数 散の 倍数を 変更し ようとす る 者 
は， 変更し ようとす る 日の 10 日 前までに 届け出なければ ならない。 

消防法 第 11 条 
の 4 第 1 項 

製造所 等の 廃止 

製造所 等の 用途を 廃止した 場合， 当該 施設の 所有者， 管理者 また 
は 占有 者は 遅滞な く 届け出なければ ならない。 

消防法 第 12 条 

の 6 

危険物 保安 統括 管 
理 者の 選任 • 解任 

同一 事業所に おいて 特定の 製造所 等を 所有し， 管理し， または 占 
有する 者は 危険物 保安 統括 管理者を 定め 遅滞な く 届け出なければ 
ならない。 これを 解任した とき も 同様と する。 

消防法 第 12 条 
の 7 第 2 項 

危険物 保安 監督者 
の 選任 • 解任 

特定の 製造所 等の 所有者， 管理者 または 占有 者は 危険物 保安 監督 
者を 定めた 場合は 遅滞な く 届け出なければ ならない。 これを 解任 
したと きも 同様と する。 

消防法 第 13 条 
第 2 項 

各種 届け出 等 


< 出題 例 . 

【問題 5】  製造所 等の 手続きと して， 次のう ち 正しい ものは どれ か。 

(1)  製造所 等 以外の 場所で 指定 数量 以上の 危険物を 10 日 以内の 期間に 限り， 仮に 
貯蔵し， または 取扱う ときは 速やかに 届け出なければ ならない。 

(2)  製造所 等の 位置， 構造 または 設備を 変更した ときは， 遅滞な く 届け出な けれ 
ばなら ない。 

(3)  製造所 等の 譲渡 または 引渡しが あった ときは， 譲受人 または 引渡しを 受けた 
者は， 10 日 以内に 届け出なければ ならない。 

(4)  製造所 等の 用途を 廃止した 場合は， 遅滞な く 届け出なければ ならない。 

(5)  製造所 等で 危険物 保安 監督 等を 定めた ときは， 遅滞な く 届け出なければ なら 
ない が， 解任した 場合は 届出の 必要は ない。 


□  □□□□届け出の 日 寺 期と 届け出 先 □□□□口 

危険物に 係る 行政 上の 手続きは さまざまで すが， 許可 や 認可， 承認に ついで 定め 
られ ている のが 各種の 届け出です。 届け出の 場合， 許可 や 認可な どと 異なり， 行政 
庁の 回答を 得る 必要はありません が， 定められた 届け出 先に 対し， 定められた 時期 
に 行われなければ なり ません。 

消防法に 定める 各種 届け出を 一覧す ると 以下の 表の よう になり ます。 


市町村 長 等 
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市町村 長 等 


《製造所 等の 譲渡 または 引渡しの 場合》 


(第 1 石油 類— 第 2 石油 類) 


( 重油 2,00 0 卜 18,000  t ) 
《危険物の 種類 • 数量を 変更す る 場合 > 


製造所 等 
の 用途の 
廃止 


廃止の 届け出 


義務 者： 所有者， 管理者. または 占有 者 
時期： 遅滞な く 
届け出： 所定の 様式に よる 

《廃止の 場合の 届け出》 


^ 許可 や 認可を 受ける こと を必 ヽ - 

要と せず， 届け出 だけで 手続 
きが 済む ものは， 防災 上 比較 
^ 的 影鄴の 少ない もので ござる。 J 

1/  于 inish  // 

1 .  危険物 施設の 譲渡 •引渡し …… 遅滞な く 市町村 長 等へ， 届け出。 

2.  危険物 施設の 用途を 廃止 . 遅滞な く 市町村 長 等へ， 届け出。 

3.  危険物 施設を 変更し ないで， 危険物の 品名， 数量， 指定 数量の 倍数を 

変更 …… 変更す る 10 日 前までに 市町村 長 等へ， 届け出。 

4.  危険物 保安 統括 管理者の 選任 • 解任 …… 遅滞な く 市町村 長 等へ 届け出。 

5.  危険物 保安 監督者の 選任 • 解任 …… 遅滞な く 市町村 長 等へ 届け出。 


解答 ⑷ 

►⑴ は， 届け出では 
なく， 消防 長 または 
消防署 長の 承認を 受 
けなければ ならない。 

(2)  は， 届け出で はな 
< 変更の 許可を 申請 
しなければ ならない。 

(3)  は， 10 日 以内では 
なく， 遅滞な く 届け 
出なければ ならない。 
(5) は， 解任した 場合 
も 届け出の 必要が あ 
る。 

•••  Caution  ••• 

® 市町村 長 等の 別 

各種 届け出 先の 市町村 長 
等は， 製造所 等の ある 場 
所に より 146 ページの 表 
に 示す 市町村 長 等と なる。 


製麵 所有者 f の 地位を 継承 

- は 引渡し  届け出 （遅滞な く) 


□  □  □  □  □ 

Q 
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危険物 臟者 制度 

:< 出題 例 > . 

: 【問題 6】 危険物 取扱 者 免状に ついて， 次のう ち 正しい ものは どれ か。 

:  (1) 免状は， 甲種 および 乙種の 2 種類が ある。 

:  (2) 免状を 亡失した 場合は， 10 日 以内に その 免状を 交付した 都道府県 知事に 届け 

:  出なければ ならない。 

:  (3) 免状を 亡失し， 再交付を 受ける 場合は， 一部 科目 免除に より 再試験を 受けな 

»  ければ ならない。 

:  (4) 免状を 亡失して， 免状の 再交付を 受けた 者が 亡失した 免状を 発見した 場合は， 

:  これを 10 日 以内 に 再交付を 受け た 都道府県 知事 に 提出し な ければ な ら ない。 

:  (5) 消防法 令に 違反して， 免状の 返納を 命じられても， 30 日を 経過 すれば 改めて 

:  免状の 交付を 受ける こと がで きる。 


□  □□□□□□(” 危険物 取扱 者 □□□□□□口 

D 意義 • 義務 

製造所 等に おける 危険物の 取扱 作業の 安全を 確保す るた め， 人的な 面から 規制を 
行う ために 設けられ たのが 危険物 取扱 者 制度です。 危険物の 取扱いは 危険物 取扱 者 
が 行い， それ 以外の 者が 取扱 作業を 行う 場合は， 甲種 または 乙種の 危険物 取扱 者が 
立ち会う ことが 法 第 13 条第 3 項に よって 定められて います。 

危険物 取扱 者は， 危険物の 取扱 作業に 従事 するとき は， 法令で 定める 危険物の 貯蔵， 取扱いの 技術 
上の 基準を 遵守し， 安全 確保に ついて 細心の 注意を 払わなければ ならない。 また， 甲種 または 乙種 危険物 
取扱 者は， 危険物 取扱 作業の 立ち会いを する 場合， 取扱いを 行う 者が 危険物の 貯蔵， 取扱いの 技術 上の 基 
準を 遵守す るよう に 監督 するとと もに， 必要に 応じ， 取扱いを 行う 者に 指示を 与えなければ ならない。 

B 免状の 区分 

危険物 取扱 者 免状は， 試験の 合格者に 都道府県 知事が 交付し ます。 免状は 甲種， 
乙種， 丙種の 3 つで， それぞれ 取り扱う ことので きる 危険物が 決まって います。 

左の 表の 指定され た 
類とは， 危険物 取扱 者 試験 
に 合格した 類を 指す。 指定 
され た 危険物 とは， ガソリ 
ン， 灯油， 軽油， 第 3 石油 
類 （重油， 潤滑油 および 引 
火 点が 130°C 以上の もの）， 
第 4 石油 類 および 動植物 油 

〈免状の 種類と 取扱い および 立ち会いの できる 危険物〉  類。 


免状の 種類 

取扱 作業 

立ち会い 

甲 種 

全 類 

全 類 

乙種 

指定され た 類 

指定され た 類 

丙種 

指定され た 危険物 

X 
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〇〇  口⑵ 免状の 交付 等 □□口 

□交付 

危険物 取扱 者 免状は， 危険物 取扱 者 試験の 合格者に 都 
道 府県 知事が 交付し ます。 免状の 交付を 受ける 場合は， 
試験 合格を 証明す る 書類を 申請書に 添え， 試験を 行った 
場所 を 管轄す る 都道府県 知事に 申請し ます。 

□ 書き換え 

免状の 記載事項に 変更を 生じた ときは， 居住地 または 
勤務 地 を 管轄す る 都道府県 知事 に 書き換えを 申請し なけ 
れば なりません。 記載事項とは， 政令 第 33 条で 定められ 
ている ① 免状の 交付 年月日 および 交付 番号， ② 氏名， 生 
年月日， ③ 本籍地の 属する 都道府県， ④ 免状の 種類と 取 
扱う ことので きる 危険物， および 立ち会う ことので きる 
危険物の 種類， ⑤ その他 自治省 令で 定める 事項の 5 つで 
す 0 

COFa 自治省 令で 定める 免状の 記載事項は， 過去 1〇 年 以内に 撮影した 写 
真と されて いる。 つまり， 免状に 貼付した 写真が 10 年を 経過した 場合は, 
書き換えの 申請を しなければ ならない。 （規則 第 51条 第 2 項に よる） 

□ 再交付 

免状を 亡失， 滅 失， 汚損， 破損した 場合は 再交付を 申 
請す る ことができます。 申請 先は 免状の 交付 または 書き 
換えを した 都道府県 知事へ。 汚損 または 破損に よ り 再 交 
付を 申請 するとき は， 申請書に その 汚損， 破損した 免状 
を 添えて 提出し なければ なり ません。 


申請 項目 

申請 事由 

申請 義務 

申請 先 

添付書類 

交付 

試験に 合格 

ナシ 

試験を 行った 知事 

試験 合格 書 

書き換え 

氏名， 本籍 
を 変更， ま 
たは 写真 10 
年 経過 

アリ 

居住地 または 勤務 
地の 知事 

戸籍抄本 等 • 

6 か 月 以内に 
撮影した 写真 

再交付 

亡失， 滅 失， 
汚損， 破損 

ナシ 

免状を 交付 または 
書き換えした 知事 

汚損， 破損の 
場合は 旧 免状 

亡失 免状を 
発見 

アリ 

再交付を 受けた 知 
事 

発見した 旧 免 
状 

《免状の 申請に ついて》 


解答 ⑷ 

►免状を 亡失しても 
届け出の 義務は なく, 
再交付を 受けたい と 
きは 申請す る ことが 
できる。 この場合， 
再試験を 受ける 必要 
はない。 （5〉 について 
は， 都道府県 知事は， 
免状 返納を 命ぜられ 
た その 日から 1 年を 
経過し ない 者には， 
免状の 交付を 行わな 
いこと がで きる。 


•••  Caution  ••• 

C* 受験資格 

危険物 取扱 者の 受験資格 
は， 乙種， 丙種に ついて 
は 制限がない が， 甲種を 
受験す るには， ① 大学， 
高専で 化学に 関する 学科 
を 履修した 者， あるいは 
これと 同等の 学力が ある 
と 都道府県 知事が 認定し 
た 者， ② 乙種 免状を 取得 
後 2 年 以上の 実務 経験が 
ある 者と 定められ ている。 


•••  Caunon  ••• 

• 免状が 見つかったら 
免状を 亡失して 再交付を 
受けた 後で， なくした 免 
状が 見つかった。 この 場 
合は， 10 日 以内に 再交付 
を 受けた 都道府県 知事に 
なくした と 思って いた そ 
の 免状を 提出し なければ 
ならない。 
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Z7Z7Z7Z7  口⑶ 免状の 不 交付と 返納 口  DOOD 

D 不 交付 

危険物 取扱 者 試験に 合格した 者であって も， 免状の 不 交付に 関する 法 第 13 条の 2 
第 4 項に より， 次の どれ かに 該当する 場合， 免状が 交付され ない 場合が あります。 

①  都道府県 知事から 危険物 取扱 者 免状の 返納を 命じられ， その 日から 起算して 
1 年を 経過し ない 者。 

②  消防法 または 消防法に 基づく 命令の 規定に 違反して 罰金 以上の 刑に 処 せられ 
た 者で， その 執行を 終わり， または 執行を 受ける ことが なくなった 日から 起算 
して 2 年を 経過し ない 者。 

B 返納 命令 

危険物 取扱 者が 消防法 または 消防法に 基づく 命令の 規定に 違反して いると きは， 
都道府県 知事は 免状の 返納を 命じ る こと がで き， 返納を 命じら れた 者は こ の 命令に 
より， 危険物 取扱 者と しての 資格を 失います （法 第 13 条の 2 第 5 項に よる）。 この 
とき， 危険物 取扱 者が 返納 命令に 違反 すれば， 法 第 44 条 により， 20 万円の 罰金 また 
は 拘留に 処 せられます。 

□  □□□□□□  U(4) 保安 講習 □□□□□□□口 

S  保安 講習の 規定 

製造所 等に お レ ゝて 危険物の 取扱 作業 に 従事 している 危 
険物 取扱 者は， 都道府県 知事が 行う 保安 に関する 講習を 
3 年 以内 ごとに 受講す る 義務が あります。 これは， 法 13 
条の 23 およ び 規則 第 58 条の 14 で 定め られ ています。 保安 
講習 は 全国 どこでも 受講で きます。 

危険物の 取扱 作業 に 従事して いなか っ た 者が， 新たに 
従事す る ことに なった 場合は， その 従事す る ことにな っ 
た 日から 1 年 以内に 受講し なければ なりません。 ただし， 

危険物の 取扱 作業 に 従事す る ことに なった 日から 過去 2 
年 以内に 危険物 取扱 者の 免状の 交付を 受けて いる 場合， または 講習を 受けて いる 場 
合には， 免状 交付 日 または 講習を 受けた 日から 3 年 以内に 受講 すれば よいと されて 
います。 危険物 取扱 者であって も， 実際に 危険物の 取扱 作業に 従事して いない 場合 
には， 受講す る 義務はありません （右 ページの 図 参照)。 
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广 毎日の 現場 作業の 中では，  OV>OV'  \ 
基本的な 法令 規程な どを 忘れがちに 
なる。 

V  そのための 定期 講習な ので ござる。 ノ 

了  — 


新たに 危険物 取扱 作 
業に 従事す る 者 

% 

〇1 年 以内 

i 

03 年 以内 ^>03 年 以内 0 

^  ▲ 

开 たに 従事す る 日 

(以後 3 年 以内 ごとに 受講） 

新たに 従事す る 者で， 

2 年 以内に 免状の 交 
付 または 講習を 受け 
ている 者 

$ 

i 

0  3 年 以内 〇 
02 年 以内 〇| 

1 

<3=3 年 以内- 〇 

k  A 

0  3 年 以内 

6 状の 交付  新たに 往 

E たは 受講した 日  亊 する □ 

(以後 3 年 以内 ごとに 受講） 

継続して 危険物の 取 
扱 作業に 従事して い 

0  3 年 以内 

A 

<3=>  3 年 以内 c^> 

L  A 

0  3 年 以内 

(3 年 以内 ごとに 受講） 

従事して いない 者 

法令 上の 受講 義務は ない。 

▲印が 受講 時期 

《保安 講習の 受講 時期》 


Q 


□ 


□ 


□ 


□ 


—  // ^inisfi  /f—  —  ■. 

1 . 危険物 取扱 者の 意義 …… 危険物の 取扱 作業に 対する 安全の 確保を 図る ため， 
危険物の 取扱い に関する 知識 およ び 経験 を 有する ものに 一定の 資格を 与 
え， 人的な 面での 規制を 行う 必要 か ら 設けら れ たのが 危険物 取扱 者 制度 


である。 

2.  免状の 区分 …… 危険物 取扱 者の 免状は， 甲種， 乙種， 丙種の 3 種類に 区分 さ 

れる 。取扱う ことので きる 危険物は， 甲種が 全 類， 乙種が 指定され た 類， 
丙種は 指定 さ れた 危険物 となって いる。 資格の ない 者の 取扱 作業への 立 
会いが できる のは， 甲種と 乙種の 免状を 持つ 者と 定められ ている。 

3.  免状の 書き換え …… 氏名 や 本籍地の 変更， 免状に 貼付され ている 写真が 撮影 

後 10 年を 経過し た 場合は， 居住地 また は 勤務 地を 管轄す る 都道府県 知事 
に 書き換えを 申請し なければ ならない。 

4.  免状の 再交付 …… 免状を 亡失， 汚損， 破損した 場合は， 交付 または 書き換え 

をした 都道府県 知事へ 再交付を 申請す る ことができる。 申請 時には， 汚 
損， 破損した 免状を 申請書に 添えて 提出す る。 再交付 後， 亡失 免状を 発 
見した 場合には， 10 日 以内に 発見した 免状を 再交付を 受けた 知事に 提出 
しなければ ならない。 

5.  保安 講習 …… 受講は 原則として 3 年 ごと。 受講 場所の 特定は なく， 

全国 ど この 講習で も 受講で きる。 
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危険物の 保安 体制と 予關程 

< 出題 例 > . 

【問題 7】  予防 規程に ついて， 次のう ち 正しい ものは どれ か。 

(1)  製造所 等に おける 位置， 構造， 設備の 点検 項目に ついて 定めた 規程を いう。 

(2)  製造所 等に おける 貯蔵， 取扱う 危険物の 数量に ついて 定めた 規程を いう。 

(3)  製造所 等 における 危険物 取扱 者の 遵守 事項を 定め た 規程 をい う。 

(4)  製造所 等の 火災を 予防す るた め， 危険物の 保安に 関し 必要な 事項を 定めた 規 
程を いう。 

(5)  製造所 等の 労働災害を 予防す るた めの 安全 管理 マニュアルを 定めた 規程を い 
ろ 0 


□  □  □  □  □ (1 ) 危険物 保安 統括 管理者 □□□□口 

n 選任の 義務 

同一の 事業所で 複数の 製造所 等が あり， 大量の 危険物を 貯蔵， 

取り扱って いる 場合は， それらの 製造所 等の 保安 業務を 統括 管理 
して 事業所 全体の 安全を 確保す るた め， 危険物 保安 統括 管理者を 
定め， 市町村 長 等に 届 け 出る こと が 義務づけ られ ています。 

B 資格と 業務 内容 

危険物 保安 統括 管理者は， 資格は 特に 定められて いません が， 事業所に おける 事 
業に 関 して 統括 管理で きる 者で ある ことが 必要です。 危険物 取扱 者の 免状の 有無は 
関係ありません。 製造所 ごとに 規定され た 危険物 保安 監督者， 危険物 施設 保安 員よ 
り も 上の 立場から 事業所 全体の 危険物 施設の 保安 業務を 統括 的に 管理し， 効果的な 
保安 管理 活動 およ び 体制 をと っ て 安全の 確保を 図ります。 

B 選任を 必要と する 事業所 

危険物 保安 統括 管理者の 選任が 必要な 事業所は， 取扱う 第 四 類の 危険物の 数量が 
指定 数量の 3,000 倍 以上の 製造所と 一般 取扱 所， 指定 数量 以上の 移送 取扱 所です。 

次に 掲げる ものは 対象外と なる。 ① ボイラー， バーナー， 炉 等で 危険物を 消費す る一 般 取扱 所。 ② 
車両に 固定された タンク 等に 危険物を 注入す る一 般 取扱 所。 ③ 容器に 危険物を 詰め替える一 般 取扱 所。 ④ 
油圧 装置， 潤滑油 循環 装置 等で 危険物を 取り扱う 一般 取扱 所。 ⑤ 鉱山 保安 法の 適用を 受ける 製造所， 移送 
取扱 所 または 一般 取扱 所。 ⑥ 火薬 類 取締法の 適用を 受ける 製造所 または一 般 取扱 所。 ⑦ 特定 移送 取扱 所 
(配管の 延長が 15km を 超える もの または 配管に 係る 最大 常用 圧力が 9.5kg/ctrf 以上で かつ 配管の 延長が 7  km 以 
上の もの） 以外の 移送 取扱 所。 ⑧ 特定 移送 取扱 所のう ち 危険物を 移送す るた めの 配管の 延長のう ち， 海域 
に 設置 される 部分 以外の 部分 に 係る 配管の 延長が 7  km 未満の もの。 （規則 第 47 条の 4 による） 
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対象と なる 製造所 等 

取り扱う 第 四 類の 危険物の 数量 

製造所 

指定 数量の 3,000 倍 以上 

一般 取扱 所 

移送 取扱 所 

指定 数量 以上 

(危険物 保安 統括 管理者の 選任を 必要 とする 事業所》 

(政令 第 30 条の 3 による） 


0  0(2) 危険物 保安 監督者 DO 

D 選任の 義務 

政令で 定める 製造所 等の 所有者， 管理者 または 占有 者 
は， 危険物の 取扱 作業の 安全を 図る ため， 危険物 保安 監 
督 者を 選任し， その 者が 取扱う ことができる 危険物の 取 
扱 作業に 関 して 保安の 監督を させなければ なり ません。 
(法 第 13 条 による） 

B 資格と 業務 内容 

危険物 保安 監督者と しての 資格 
が あ るのは 甲種 または 乙種 危険物 
取扱 者で， 製造所 等で 6 か 月 以上 
の 危険物 取扱いの 実務 経験が 必要 
です。 （規則 第 48 条 による） 

危険物 保安 監督者の 業務は 次の 
通り です。 ① 危険物 取扱 作業場 所 
での 作業 者に 対し， 貯蔵 または 取 
扱いに 関する 技術 上の 基準， 予防 規程に 定める 保安 基準 
に 適合す るよう に 必要な 指示を 与える。 ② 火災 等の 災害 
発生 時に 作業 者を 指揮して 応急の 措置を 講じ， ただちに 
消防 機関 等へ 連絡す る。 ③ 危険物 施設 保安 員を 置く 製造 
所 等に あっては， 危険物 施設 保安 員に 必要な 指示を し， 
置かない 製造所 等の 場合は 危険物 施設 保安 員の 業務を 行 
う。 ④ 火災 等の 災害 防止の ため， 隣接す る 製造所 等， そ 
の 他 関連す る 施設の 関係者との 連絡を 保つ。 ⑤ このほか, 
危険物の 取扱 作業の 保安に 関 して 必要な 監督 業務を 行う。 


解答 ⑷ 

►予防 規程とは， 政 
令で 定める 技術 基準 
の ほが に， 安全を 確 
保す るた めに 各 製造 
所 等の 実情に 合わせ 
て 定める 具体的な 自 
主 基準を い ラ。 政令 
で 定める 製造所 等で 
は， 火災を 予防す る 
ために 予防 規程を 定 
め， 認可を 受けな け 
れ ばなら ない。 


[mema 
⑱ 届け出 

危険物 保安 監督者を 選任 
または 解任した ときは， 
市町村 長 等に 届け出る こ 
とが 義務づけられ ている。 
(150 ページ 参照の こと） 


•••  Caution 

• 危険物 保安 監督者の 制 
限 

乙種 危険物 取扱 者が 危険 
物 保安 監督者になる 場合 
は， 免状に 記載され てい 
る 危険物の 種類に 限る。 
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B 選任を 必要と する 製造所 等 

危険物 保安 監督者を 選任し なければ なら ない 製造所 等は， 政令 第 31 条の 2 で 定め 
られ ており， 下の 表の 通りです 


危険物の 種類 

第 四 類の みの 危険物 

左櫊 以外の 危険物 

\\  貯蔵. 取扱 危 

\\  険 物の 数量 

指定 数量の 倍数が 
30 以下 

指定 数量の 倍数が 
30 を 超える もの 

指定 数量の 倍数 
が 30 以下 

指定 数量の 倍数 
が 30 を 超える も 

の 

\  貯蔵 • 取扱 危 
の 引火点 

の 区分 

4or 

以上 

4or 

未満 

401C 

以上 

4or 

未満 

製造所 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

屋内 貯蔵所 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

屋外 タンク 貯蔵所 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

屋内 タンク 貯蔵所 

〇 

〇 

〇 

〇 

地下 タンク 貯蔵所 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

簡易 タンク 貯蔵所 

〇 

〇 

〇 

〇 

移動 タンク 貯蔵所 

屋外 貯蔵所 

〇 

〇 

〇 

給油 取扱 所 

〇 

〇 

〇 

〇 

第一 種 販売 取扱 所 

〇 

/ 

/ 

〇 

第二 種 販売 取扱 所 

〇 

〇 

〇 

〇 

移送 取扱 所 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

一般 取扱 所 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

容器 詰替用 
消費 用 

〇 

〇 

〇 

〇 印が 選任を 必要 とする 対象 施設。 

(危険物 保安 監督者の 選任を 必要 とする 製造所 等》 


□  □  □  □  □  口(3) 危険物 施設 保安 員 □□□□□口 

n 選任の 義務 

危険物 施設 保安 員は， 危険物 保安 監督者の 下で， 製造所 等の 構造 および 設備に 係 
る 保安 業務の 補佐を 行う 者で， 一定の 製造所 等で 選任が 義務づけ られ ています。 
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□ 資格と 業務 内容 

危険物 施設 保安 員は とく に 資格は 必要と されて いませ 
ん が， その 業務 内容から， 施設の 構造， 設備に 精通して 
いる 者を 選任すべき であり， さらに 危険物 取扱 者の 免状 
を 持って いる 者の ほうが 望ま しい ことになります。 

危険物 施設 保安 員の 業務は 次の とおり です。 ① 製造所 
等の 構造 およ び 設備を 法 第 10 条第 4 項の 技術 上の 基準に 
適合す るよう に 維持す るた め， 定期 および 臨時の 点検を 
行う。 ② 点検 場所の 状況 およ び 保安の ために 行った 措置 
を 記録し， 保存す る。 ③ 製造所 等の 構造 および 設備に 異 
常を 発見した 場合は， 危険物 保安 監督者 その他 関係の あ 
る 者に 連絡し， 状況を 判断して 適当な 処置を 講じる。 ④ 
火災が 発生した とき， ま たは その 危険性が 著しい ときは， 
危険物 保安 監督者と 協力し， 応急の 措置を 講じる。 ⑤製 
造 所の 計測 装置， 制御装置， 安全装置 等の 機能が 適正に 
保持され るよう に 保安 管理す る。 ⑧ その他， 製造所 等の 
構造 および 設備の 保安に 関しての 必要な 業務 （規則 第 59 
条 )〇 

11 選任を 必要と する 製造所 等 

選任し なければ ならない 製造所 等は 次の 通りです。 


対象と なる 製造所 等 

選任が 必要な もの 

製造所 

指定 数量の 100 倍 以上 取り扱 

う もの 

一般 取扱 所 

移送 取扱 所 

すべての もの 

《選任を 必要と する 製造所 等》 


〇〇  □⑷ 選任と 解任 命令 □□口 

D 選任， 解任の 届け出 

ここで 選任と 解任に ついて まとめて みます。 製造所 等 
の 所有者， 管理者 または 占有 者が 選任 および 解任を 市町 
村長 等へ 届け出る 義務が あ るのは， 危険物 保安 統括 管理 
者と 危険物 保安 監督者の 場合です。 危険物 施設 保安 員の 
選任 およ び 解任に ついての 届け出の 義務は あり ません。 


f 危険物 施設 保安 員は 法 第 14 条、 
により， 一定の 製造所 等に お 
いて， その 選任が 義務づけら 
れ ている が， 選任 および 解任 
の 届け出は 義務づけられ てい 
、 ない ので ござる。 


imema 

危険物 施設 保安 員を 置か 
ない 製造所 等の 場合， 危 
険物 保安 監督者が 危険物 
施設 保安 員の 業務を 行 ラ。 
(157 ページ 参照） 

•••  Caution  ••• 

危険物 施設 保安 員の 選任 
を 必要と する 製造所 等の 
ぅち， 以下の ものは 対象 
外と なる。 ①ボ イラー， 
バーナー， 炉 等で 危険物 
を 消費す る 一般 取扱 所。 

② 車両に 固定された タン 
ク 等に 危険物を 注入す る 
一般 取扱 所。 ③ 容器に 危 
険 物を 詰め替える 一般 取 
扱 所。 ④ 油圧 装置， 潤滑 
油 循環 装置 等で 危険物を 
取扱 ラ ー般 取扱 所。 ⑤鉱 
山 保安 法の 適用を 受ける 
製造所， 移送 取扱 所 また 
は 一般 取扱 所。 ⑥ 火薬 類 
取締法の 適用を 受ける 製 
造 所 または 一般 取扱 所。 
(規則 第 60 条 による） 
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B 解任 命令 

市町村 長 等は， 危険物 保安 統括 管理者 または 危険物 保安 監 
督 者が 消防法 あるいは 消防法に 基づく 命令の 規定に 違反した 
とき， または その 業務を 行わせる ことが 公共の 安全の 維持 も 
しく は 災害の 発生 防止に 支障を 及ぼす おそれが ある と 認める 
ときは， 製造所 等の 所有者， 管理者 または 占有 者に 対し， 解 
任を 命じる ことができます。 （法 第 13 条の 24 による） 


□  □□□□□□  0(5) 予防 規程 □□□□□□口 


D 意義 

予防 規程とは， 政令で 定められた 技術 基準の ほかに 個々 の 製造所 等の 実状に あっ 
た， より 具体的な 保安 基準に よって 安全を 確保す るた めの もので， 防災 上の 見地 か 
ら 作成し， 従業 者 等が 遵守し なければ ならない S 主 保安に 関する 規程の ことです。 

0 認可 

一定の 製造所 等の 所有者， 管理者 または 占有 者は， 予防 規程を 定めた 時 や 変更す 
ると きに， 市町村 長 等の 認可を 受ける ことが 義務づけられて います。 また， 製造所 
等の 所有者， 管理者 または 占有 者 および その 従業 者は 予防 規程を 守る 義務が ありま 
す。 

市町村 長 等は， 予防 規程が 危険物の 貯蔵， 取扱いの 技術 上の 基準に 適合して いないと き， その他 火 
災の 予防の ために 適当で ない と 認める ときは 認可して はならない とされて いる。 また， 火災の 予防の ため 
に 必要が あるときは， 予防 規程の 変更を 命じる ことができる （法 第 14 条の 2 による）。 


B 予防 規程を 必要と する 施設 

予防 規程を 定めなければ ならない 製造所 等は 下の 表の 通りです。 政令 第 37 条 ，政 
令 第 7 条の 3, 規則 第 61 条で 定められて います。  _ 


対象と なる 製造所 等 

貯蔵し， または 取扱う 危険物の 数 置 等 

製造所 

指定 数量の 倍数が 10 以上 

屋内 貯蔵所 

指定 数量の 倍数が 150 以上 

屋外 タンク 貯蔵所 

指定 数量の 倍数が 200 以上 

屋外 貯蔵所 

指定 数量の 倍数が 100 以上 

給油 取扱 所 

全て 定める 

移送 取扱 所 

全て 定める 

一般 取扱 所 

指定 数量の 倍数が 10 以上 

予防 規程を 定める 必要がない 施設は， 屋内 タン 
ク 貯蔵所， 地下 タンク 貯蔵所， 簡易 タンク 貯蔵 
所， 移動 タンク 貯蔵所， 販売 取扱 所で ござる。 


〈予防 規程 を 定めな けれ ばなら ない 製造所 等》 


16〇  Chapier4 危険物に 関す 3 法令 


□ 定めるべき 事項 

予防 規程に 定める 主な 事項は 次の 通りです。 （規則 第 
60 条の 2 による） 

①  危険物の 保安 に関する 業務を 管理す る 者の 職務 および 
組織に 関する こと。 

②  危険物 保安 監督者が その 職務を 行う ことができない 場 
合に， その 職務を 代行す る 者に 関する こと。 

③  化学 消防 自動車の 設置 その他 自衛の 消防 組織に 関する 
こと。 

④  危険物の 保安に 係る 作業の 従事 者に 対する 保安 教育。 

⑤  危険物の 保安の ための 巡視， 点検 および 検査。 

⑥  危険物 施設の 運転 または 操作に 関する こと。 

⑦  危険物の 取扱 作業の 基準に 関する こと。 

⑧ 補修 等の 方法に 関する こと。 

⑨  移送 取扱 所に おいては 次の こと。 

•配管の 工事現場の 責任者の 条件， その他 配管の 工事 
現場の 保安 監督 体制。 

•配管の 周囲に おいて 移送 取扱 所の 施設の 工事 以外の 


•••  Caution  ••• 

⑥ 予防 規程の 認可 

予防 規程は 市町村 長 等が 
認可す る もので， 許可で 
も 承認で もない。 


•••  Ga 醺 fiora 

⑱ 予防 規程 対象外 施設 

前 ページの 予防 規程を 定 
めなければ ならない 製造 
所 等の ラち， 次の 施設は 
対象外と なる。 ① 鉱山 保 
安 法 第 1〇 条第 1 項の 規 
定 による 保安 規程を 定め 
ている 製造所 等。 ② 火薬 
類 取締法 第 2  8 条第 1 項 
の 規定に よる 危害 予防 規 
程を 定めて いる 製造所 等。 
③ 自家用 給油 取扱 所の ラ 
ち 屋内 給油 取扱 所以 外の 
もの。 ④ 指定 数量の 倍数 
が 30 以下で， かつ， 引火 
点が 40で 以上の 第 四 類の 


工事を 行う 場合の その 配管の 保安。 

⑩ 災害 その他の 非常の 場合に 取るべき 措置。 

⑪ 危険物の 保安 に関する 記録。 

⑫ 製造所 等の 位置， 構造 および 設備を 明示した 書類 およ 
び 図面の 整備に 関する こと。 

⑬ 上記の ほか， 危険物の 保安に 関して 必要な 事項。 


危険物の みを 容器に 詰め 
替える 一般 取扱 所。 


( 地震 防災 対策 強化 地域の 場合， 聱戒 N 
宣言が 発令 された とき の 応急 措置に 
関しても， 予防 規程に 定める ことに 


5 - -//  ^Firusn  //■ - ^ 

□ 1. 危険物 保安 統括 管理者 …… 自主 保安 体制を 確立し， 災害の 発生を 防止す るた め， 

製造所 等 ごとに 規定され ている 危険物 保安 監督者， 危険物 施設 保安 員の 上 
の 立場から 事業所 全体の 危険物の 保安に 関する 業務を 統括す る 者で ある。 

□  2. 選任と 解任 …… 選任 および 解任を 市町村 長 等に 届け出る 義務が あるのは， 危険 

物 保安 統括 管理者と 危険物 保安 監督者の 場合。 また， 消防法に 違反した 場 
合 等 に 市町村 長 等が 解任 命令 を 出せる の もこの 2 つの 資格 者の 場合で ある。 

□  3. 予防 規程 …… 個々 の 施設の 実状に あった 保安 基準を 自主的に 定めた も^^^ L  ノ 

^  一  〇 
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定期 点検 


< 出題 例" > . 

【問題 8】 製造所 等に おける 定期 点検に ついての 説明で， 次のう ち 誤ってい る も 
のは どれ か。 

(1)  製造所 等の 所有者， 管理者 または 占有 者は， 定期 点検 記録を 作成し， これを 
保存し なければ ならない。 

(2)  丙種 危険物 取扱 者は， 定期 点検を 行う ことができない。 

(3)  危険物 施設 保安 員は， 定期 点検を 行う ことができる。 

(4)  定期 点検は， 法 第 10 条第 4 項の 技術 上の 基準に 適合して いるか どうかに っい 
て 行わなければ ならない。 

(5)  危険物 取扱 者の 立 会いを 受けた ときは， 取扱 者 以外の もので も 定期 点検を 行 
うこと がで きる。 


□  □  □  □  □  □□⑴ 定期 点検の 義務 □□□□□□口 

S  点検 実施 • 記録の 義務 

政令で 定める 製造所 等に ついて， その 所有者， 管理者 または 占有 者は， つねに 自 
主 的に， その 製造所 等が 法 第 10 条第 4 項に 定める 基準に 適合して いるか 否かを チェ 
ック しなければ なりません。 そのために 定期的に 点検を 行い， 点検 記録を 作成して, 
一定の 期間， これを 保存す る ことが 義務づけられて います。 これは， 法 第 14 条の 3 

製造所 等は， つねに 安全な 状態が 維持され， 災 
害の 防止が 図られて いなければ ならない。 そのため， 
製造所 等の 所有者， 管理者 または 占有 者は， 製造所 等 
の 位置， 構造 および 設備が つねに 技術 上の 基準に 適合 
する ように 維持 管理す る 義務が ある。 （法 第 12 条第 1 
項に よる） 

また 市町村 長 等は， 製造所 等の 位置， 構 
造， 設備が 法 第 10 条第 4 項の 技術 上の 基準 
に 適合して いないと 認める ときは， 製造所 
等の 所有者， 管理者， 占有 者で 権原を 有す 
る 者に 対し， 技術 上の 基準に 適合す るよう 
に 修理， 改造， 移転すべき ことを 命じる こ 
とがで きます。 （法 第 12 条第 2 項に よる） 
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の 2 で 定められて います。 


□  □  □  D(2) 実施 対象 施設 □□□口 


S  定期 点検の 実施 対象 施設 


定期 点検を 実施し なければ ならない 製造所 等は， 下の 
表の 通りです （政令 第 8 条の 5, 政令 第 7 条の 3 による）。 


対象と なる 製造所 等 

定期 点検を しなければ ならない 条件 

製造所 

指定 数量の 倍数が 10 以上の もの およ び 地 
下 タンクを 有する もの （一部 例外 あり） 

屋内 貯蔵所 

指定 数量の 倍数が 150 以上の もの 

屋外 タンク 貯蔵所 

指定 数量の 倍数が 200 以上の もの 

屋外 貯蔵所 

指定 数量の 倍数が 100 以上の もの 

給油 取扱 所 

地下 タンクを 有する もの 

移送 取扱 所 

すべての もの （一部 例外 あり） 

地下 タンク 貯蔵所 

すべての もの 

移動 タンク 貯蔵所 

すべての もの 

一般 取扱 所 

指定 数量の 倍数が 10 以上の もの および 地 
下 タンクを 有する もの （一部 例外 あり〉 

《対象 別 定期 点検の 条件》 


ただし， 以下の 危険物 施設は 定期 点検の 義務から 除外 
されます。 

①  鉱山 保安 法 第 10 条第 1 項の 規定に よる 保安 規程を 
定めて いる 製造所 等。 

②  火薬 類 取締法 第 28 条第 1 項の 規定に よる 危害 予防 
規程を 定めて いる 製造所 等。 

③  移送 取扱 所のう ち， 配管の 延長が 15km を 超える も 
の， または 配管に 係る 最大 常用 圧力が 9.5kgfA:nf 以上 
で， かつ， 配管の 延長が 7  km 以上 15km 未満の もの。 

④  指定 数量の 倍数が 30 以下で， かつ， 引火点が 

40  °C 以上の 第 四 類の 危険物の みを 容器に 詰め替える 
一般 取扱 所。 


I 屋内 タンク 貯蔵所， 簡易 タンク 貯蔵所 
販売 取扱 所は. 定期 点検の 対象になら 

V なぃ。 _  _ 


解答 （2) 

►定期 点検の 実施 者 
は 危険物 取扱 者 また 
は 危険物 施設 保安 員。 
ただし， 危険物 取扱 
者の 立ち会いが あれ 
ば， 免状の ない もの 
でも 点検を 行う こと 
がで きる。 
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□  □□□□□□  0(3) 点検 事項 等 □□□□□□□口 

D 点検 事項 

点検は， 製造所 等の 位置， 構造 および 設備が 法 第 1〇 条第 4 項の 技術 上の 基準に 適 
合して いるか 否かに ついて 行います。 （規則 第 62 条の 4 第 2 項に よる） 

(1^ 法 第 10 条第 4 項の 製造所 等の 位置， 構造， 設備の 技術 上の 基準は， 製造所 等の 施設 区分 ごとに 政 
令に 具体的に 定められ ており， さらに 詳細に ついては 規則で 定められ ている （Sectionll 参照)。 

B 点検 実施 者 

点検は， 甲種， 乙種 および 丙種の 危 
険物 取扱 者 ま たは 危険物 施設 保安 員が 
行わなければ なりません。 ただし， 危 
険物 取扱 者の 立ち会いを 受けた 場合は， 

危険物 取扱 者 以外の 者で も 点検を 行う 
ことができます。 これは 規則 第 62 条の 
6 において 定められて います。 

B 点検 時期 

点検は， 原則として 1 年に 1 回 以上 行わなければ なりません。 ただし， 移動 貯蔵 
タンクの 水圧 試験に ついては， 設置の 完成 検査 済 証の 交付を 受けた 日 または 前回の 
水圧 試験を 行った 日から 5 年を 超えない 日までの 期間 内に 1 回 以上 行わなければ な 
りません。 また， 引火 性 液体の 危険物を 貯蔵し， または 取扱う 屋外 タンク 貯蔵所 （岩 
盤 タンク または 海上 タンクに 係る 屋外 タンク 貯蔵所 を 除く） で 容量が i,oook  a 以上 
10,000 未満の ものは， 原則と して 10 〜 15 年 周期 （タ ンクの 保安 措置 内容 等に よっ 
て 周期は 異なる） で 内部 点検を 行わなければ なり ません。 


点検の 種類 

点検の 時期 

点検 記録の 保存 期間 

定期 点検 

1 年に 1 回 以上 

3 年間 

移動 タ ンクの 水圧 試験 

5 年に 1 回 以上 

10 年間 

特定の 屋外 タンク 
貯蔵所 

タ ンクの 内部 点検 

1，0001 ^  以上 
10,00 Ok 必 未満 

10 〜 15 年 周期 

点検 周期の 2 倍 
(20 〜 30 年間） 

{定期 点検 時期と 記録の 保存 期間》 
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□ 点検の 記録 事項 

点検の 記録には， 以下の 事項を 記載す るよう， 規則 第 
62 条の 7 にて 定められて います。 

①  点検を した 製造所 等の 名称 

②  点検の 方法 および 結果 

③  点検の 年月日 

④  点検を 行っ た 危険物 取扱 者， もしく は 危険物 施設 保 
安 員， または 点検に 立ち会った 危険物 取扱 者の 氏名 

m 記録の 保存 

点検の 記録の 保存 年数は 原則と して 3 年間です。 ただ 
し， 容量が 1，000 k  € 以上 10,00 Ok  6 未満の 屋外 貯蔵タンク 
の， 内部 点検 記録の 保存 年数は 20 年間， 移動 貯蔵タンク 
(水圧 試験に 係る 部分に 限る） の 点検 記録は 点検 周期の 2 
倍 （20 〜 30 年） となって います。 前 ページの 「定期 点検 
時期と 記録の 保存 期間」 の 表を 參 照して ください。 


\memo 

承 内部 点検の 改正 

容量 10,00 Ok  2 以上の 屋 
外 タンク 貯蔵所の 内部 点 
検の 時期は， 以前は 5 年 
に 1 回と されて いたが, 
消防法の 改正に より， 内 
部 点検の 必要は なくなり, 
次 節で 解説す る 保安 検査 
のみと なった。 


J/  JHnisfi  /jL 
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□ 1. 定期 点検の 意義 …… 政令で 定める 製造所 等に ついて， その 所有者 等が 自らの 製造所 
等が 法 第 10 条第 4 項に 定める 基準に 適合して いるかを 確実に チェック する ため 
に 行う のが 定期 点検で ある。 定期的に 点検を 行い， 点検 記録を 作成して， 原則 
3 年間 保存す る ことが 義務づけられ ている。 

□  2. 実施 対象 施設 …… 定期 点検の 実施が 義務づけられる 対象 施設は， 政令 第 8 条の 5, 

政令 第 7 条の 3 で 定められ ている。 定期 点検の 対象と ならない 施設は， 屋内 夕 
ンク 貯蔵所， 簡易 タンク 貯蔵所， 販売 取扱 所で ある 0 

□  3. 点検 実施 者 …… 定期 点検は， 甲種， 乙種 および 丙種の 危険物 取扱 者， または 危険物 

施設 保安 員が 行う と 定められ ている。 ただし， 危険物 取扱 者が 立ち会った 場合 
は， 危険物 取扱 者 以外の もので も 点検を 行う こと がで きる 0 

□  4. 点検の 時期 …… 定期 点検は 原則として 1 年に 1 回 以上 行わなければ ならない。 ただ 

し， 移動 タンクの 水圧 試験は 5 年に 1 回 以上， また 特定の 屋外 タンク 貯蔵所で 
容量が 1,00 Ok  6 以上 10,00 Ok  6 未満の ものは， 原則として 10 〜 15 年 周期で， タン 
クの 内部 点検を 行わなければ ならない。 

□  5. 点検の 記録 事項 …… 点検の 記録を 記載す る 事項は 次の とおり。 

点検を した 製造所 等の 名称， 点検の 方法 および 結果， 点検 
の 年月日， 点検を 行った 危険物 取扱 者 もしくは 危険物 施設 
保安 員， または 立ち会った 危険物 取扱 者の 氏名。 
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P 保安 検査 


< 出題 例 > . 

【問題 9】 消防法 第 14 条の 3 の 保安 検査に 関する 記述と して， 誤って いるものは 
次のう ち どれ か。 

(1)  保安 検査の 対象と なる 製造所 等は， 屋外 タンク 貯蔵所 および 移送 取扱 所のう 
ち 特定の ものである。 

(2)  保安 検査の 義務 者は， 危険物 保安 監督者 または 危険物 保安 員で ある。 

(3)  保安 検査の 中には 臨時の 保安 検査 も 含まれる。 

(4)  移送 取扱 所に ついての 検査 事項は， 移送 取扱 所の 構造 および 設備に ついて 行 
うこと と 規定され ている。 

(5)  保安 検査を 受けよう とする 者は， 市町村 長 等に 申請し なければ ならない と規 
定 されて いる。 


□  □□□□□  口⑴ 保安 検査の 意義 □□□□□□口 


E  意義 

規模の 大きな 屋外 タンク 貯蔵所 および 移送 取扱 所に おいて， 設備の 不備 や 欠陥に 
よ る 事故が 発生した 場合， その 被害 や 社会的 影響は 非常に 大きな ものと なります。 
そこで， こうした 規模の 大きな 屋外 タンク 貯蔵所 および 移送 取扱 所の 所有者， 管理 
者 または 占有 者は， 市町村 長 等が， 行う 保安 検査を 受ける ことが 義務づけられ てい 
ます。 保安 検査は t 政令で 定める 時期 ごとに， その 屋外 タンク 貯蔵所 または 移送 取 

扱 所 に 係る 構造 およ び 設備 に関する 事項で 
政令に 定める も のが 法 第 10 条第 4 項の 技術 
上の 基準に 従って 維持され ている かどう か 
について 行う ものです。 

保安 検査は， 定期的に 受ける 義務の ある 
定期 保安 検査と， 不等 沈下 その他の 政令で 
定める 事由が 生じ た 場合 に 屋外 タンク 貯蔵 
所の 所有者 等が 受けなければ ならない 臨時 
保安 検査の 2 種類が あります。 これは， 法 
第 14 条の 3 にて 定められて います。 
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DD(2) 定期 点検 • 臨時 検査 □口 

0  検査の 対象 等 

定期 保安 検査と 臨時 保安 検査の 対象 施設， 検査の 時期， 
検査 事項は 下の 表の 通り です。 


解答 （2) 

►保安 検査を 受ける 
義務が あるのは， 特 
定 された 施設の 所有 
者 等， である。 


■象 施設 

定期 保安 検査 （消防法 第 14 条の 3 第 1 項） 

臨時 保安 検査 
(消防法 第 14 条の 3 第 2 項） 

項 

屋外 タンク 貯蔵所 

移送 取扱 所 

屋外 タンク 貯蔵所 

検査 対象 

容量 10,000 以上の もの （政 
令 第 8 条の 4 第 1 項） 

配管の 延長が 15km を 超える 

もの 

配管の 最大 常用 圧力が 
9.5kgf/cni 以上で かつ 延長が 

7 〜 15km 以下の もの （危政 
令 第 8 条の 4 第 1 項） 

容量 1,000 以上の もの 
(政令 第 8 条の 4 第 4 項） 

検査 時期 
検査 事由 

原則として 8 年に 1 回 （自治省 
令で 定める 保安の ための 措置を 
講じて いる と 認められる ものに 
あっては 9 年 または 10 年に 1 回） 
(政令 第 8 条の 4 第 2 項 第 1 号） 
岩盤 タンク および 特殊 液体 危険 
物 タンクの うち 地中 タンクは 原 
則と して 10 年に 1 回 （政令 第 8 
条の 4 第 2 項 第 2 号） 

原則と して 1 年に 1 回 
(政令 第 8 条の 4 第 2 項 第 3 
号） 

1 /100 以上の 不等 沈下 発生 
(政令 第 8 条の 4 第 5 項） 

岩盤 タンク および 地中 タン 
ク にあって は， 危険物 また 
は 可燃性 蒸気の 漏洩の おそ 
れが ある こと 等 （規則 第 62 
条の 2 の 3) 

検査 事項 

タンク 底 部の 板 厚 およ び 溶接 部 
(政令 第 8 条の 4 第 3 項 1 号） 

岩盤 タンクの 構造 および 設備 
(政令 第 8 条の 4 第 3 項 2 号） 

移送 取扱 所の 構造 および 設 
備 

(政令 第 8 条の 4 第 3 項 3 
号） 

タンク 底 部の 板 厚 および 溶 
接 部， 岩盤 タンクの 構造 お 
よび 設備 （政令 第 8 条の 4 
第 6 項） 

< 定期 保安 検査と 臨時 保安 検査》 


OL 


〇 


-//finish  於 


□ 

□ 


1.  保安 検査の 種類 …… 定期 保安 検査と 臨時 保安 検査が ある。 

2.  対象と なる 施設 …… 容量が 10,000 以上の 屋外 タンク 貯蔵所， 配管の 延長が 15 

km を 超える， または 配管の 最大 常用 圧力が 9.5kgPcrf 以上で かつ 延長が 7 〜 15 
km 以下の 移送 取扱 所が 定期 保安 検査の 対象 となる。 臨時 保安 検査の 対象と な 
るのは， 容量が 1，0001 c  6 以上の 屋外 タンク 貯蔵所で ある。 


Section  9  保 & 餱查 
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BHi 自衛 消醒織 


Otl 題 例 > . 

【問題 10】  自衛 消防 組織に ついて， 次のう ち 誤ってい るのは どれ か。 

(1)  設置 義務が あるのは， 大量の 第 四 類 危険物を 取扱う 製造所， 一般 取扱 所， 移 
送 取扱 所 を 有する 事業所で ある。 

(2)  _衛 消防 組織の 設置 義務が ある 事業所と， 危険物 保安 統括 管理者の 選任 義務 
が ある 事業所の 条件は 同一で ある。 

(3)  事業所 内の 製造所に おいて 取扱う 第 四 類 危険物の 総量が， 指定 数量の 3,000 倍 
以上と なる 事業所には， 設置の 義務が ある。 

(4)  移送 取扱 所を 有する 事業所は， 移送 取扱 所の 規模に 関わらず すべて 設置の 義 
務が ある。 

(5)  自衛 消防 組織は， 人員 および 化学 消防 自動車に より 編成され る。 

へ-. 

□  □  □  □  口⑴ 自衛 消防 組織の 意義 □□□□口 

大規模な 危険物 施設を 有する 事業所に おいては， 火災 等の 事故が 発生した 場合に 
被害を 最小 限と する ため， 規模 に 応じた 自 衛 消防 組織 を 編成す る こと が 義務づけら 
れ ています 0  (法 第 14 条の 4 による） 

□  □  □  □  口(2) 設置 義務の ある 事業所 □□□□口 

□  設置が 義務 づ けられて いる 事業所 

事業所 内の 製造所， 一般 取扱 所 または 移送 取扱 所に おいて， 取り扱う 第 四 類の 危 
険 物の 総量が 指定 数量の 3,000 倍 （移送 取扱 所は 指定 数量） 以上の 事業所です。 

ただ し 以下の ものは 除外し ます。 

①  ボイラー， バーナー， 炉 等で 危険物を 消費す る 一般 取扱 所。 

②  車両に 固定された タンク 等に 危険物を 注入す る 一般 取扱 所。 

③  鋼製 ドラム缶 その他の 容器に 危険物を 詰め替える 一般 取扱 所。 

④  油圧 装置， 潤滑油 循環 装置 等で 危険物を 取扱う 一般 取扱 所。 

⑤  鉱山 保安 法の 適用を 受ける 製造所， 移送 取扱 所 または 一般 取扱 所。 

⑥  特定 移送 取扱 所以 外の 移送 取扱 所。 

⑦  特定 移送 取扱 所のう ち， 危険物を 移送す るた めの 配管の 延長のう ち， 海域に 
設置 さ れる 部分 以外の 延長が 7  km 未満の もの。 
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□  □  □  □  口⑶ 組織 編成 □□□□口 

0  組織 編成の 基準 

自衛 消防 組織の 設置 義務の ある 事業所に おいては， 取 
扱う 危険物の 指定 数量の 倍数に 応じて， 人員 数， 化学 消 
防 自動車の 台数が 定められて います。 なお， 2 以上の 事 
業 所 間で 災害が 発生した 場合の 相互 応援に 関する 規定が 
締結され ている 事業所に ついては， 編成の 特例が 認めら 
れ ています。 （政令 第 38 条の 2 による） 


事業所の 区分 

人員 数 

化学 消防車 
の 台数 

指定 施設に おいて 取り扱う 第 四 類の 危険 
物の 最大 数量が 指定 数量の 120,000 倍 未満 
である 事業所 

5 人 

1 台 

指定 施設に おいて 取 り 扱う 第 四 類の 危険 
物の 最大 数量が 指定 数量の 120,000 倍 以上 
240,000 倍 未満で ある 事業所 

10 人 

2 台 

指定 施設に おいて 取り扱う 第 四 類の 危険 
物の 最大 数量が 指定 数量の 240,000 倍 以上 
480,000 倍 未満で ある 事業所 

15 人 

3 台 

指定 施設に おいて 取り扱う 第 四 類の 危険 
物の 最大 数量が 指定 数量の 480,000 倍 以上 
である 事業所 

20 人 

4 台 

《編成の 基準》 

指定 施設で ある 移送 取扱 所を 有する 事業所に あっては， 自治 
省令で 定める 数 以上の 人員 および 化学 消防 自動車を もって 編成し な 
ければ ならない。 また， 国が 行う 補助の 対象と なる 消防 施設の 基準 
額 （昭和 29 年 総理府 告示 第 487 号） 第 1 条に 規定す る 化学 消防 ポンプ 
自動車を 置く 事業所に ついては， 人員 数 5 名 および 化学 消防 自動車 
を 1 台 減ら した 数と する ことができる。 


解答 ⑷ 

►移送 取扱 所に つい 
ては 以下の通り 除外 
規定が あるので， （4) 
の 記述は 誤り。 

① 特定 移送 取扱 所以 
外の 移送 取扱 所。 ② 
特定 移送 取扱 所の ラ 
ちで， 危険物を 移送 
する ための 配管の 延 
長 （海域に 設置され 
る 部分を 除く） が 7 
kni 未満の もの。 


Caution 

® 特定 移送 取扱 所とは 

配管の 延長が 15km を 超え 
る もの， または 配管に 係 
る 最大 常用 圧力が 9.5  kg 
f/crfU 上で， かつ 配管の 
延長が 7  km 以上の もの。 

•••  Caution  ••• 

編成の 特例 

相互 応援に 関する 規定が 
締結され ている 事務所の 
場合， 左の 表に 掲げる 化 
学 消防 自動車の 台数の 1 
/  2 以上の 台数， および 
化学 消防 自動車 1 台に つ 
き 5 人 以上の 人員で 編成 
する。 


<3 


-//  ^msn  //- 


□ 1. 自衛 消防 組織の 意義 …… 火災 等の 事故が 発生した 場合に 被害を 最小限と する た 
め， 規模の 大きな 危険物 施設を 有する 事業所に おいては， その 規模に 応じ 
た自 衛消 防 組織 を 構成す る こと が 義務づけ られ ている。 

□  2. 設置 義務の ある 事業所 …… 事業所 内の 製造所， 一般 取扱 所 または 移送 取扱 所に 

おいて 取扱う 第 四 類の 危険物の 総量が 指定 数量の 3,000 倍 （移送 取扱 所に^) 
っ ては 指定 数量） 以上と なる 事業所に 設置の 義務が ある。 


Section 10 自衛 消防 組織  •  \ め 


BBW 雛_靖 •構造 •鼸の 基準 

: 〈出題 例 > . 

: 【問題 11】 製造所の 基準に ついて， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

:  (1) 学校， 病院から 20m 以上の 保安 距離を 確保す る こと。 

:  (2) 危険物を 取り扱う 建築物の 窓 または 出入口に ガラスを 用いる 場合は， 網 入り 

•  ガラスと する こと。 

:  (3) 地階は 設けない こと。 

:  (4) 指定 数量の 倍数が 10 以上の 製造所には， 避 雷 設備を 設ける こと。 

:  (5) 建築物 その他の 工作物の 周囲には， 定められた 幅の 空地を 保有す る こと。 


製造所， 貯蔵所， 取扱 所， の 位置， 構造， 設備は， 

政令で 定める それぞれの 技術 上の 基準に 従わな けれ 
ばな りません。 危険物 施設は， 常に 災害の 危険が' 伴 
う ものです から， 何の 決まり もな しに， 勝手な 場所 
に， 勝手な 造り 方で 設置で きない ことは 容易に 理解 
できる でしょう。 爆発 事故 や 災害の 防止， 延焼の 防 
止を 前提に した 細かい 基準が， 施設 ごとに 規定され 
ています。 危険物 取扱 者と なる 者は， それらの 基準 
の 意味を よく 理解し， 知識と して 有して いかなければ なりません。 


，位置とは， 他の 建築物 等から 離さな ヽ 
ければ ならない 距離の こと。 構造は， 
建物の 造り 方， 設備は 備えて いなけ 
れ ばなら ない 工作物 などの ことを い 
、うので ござる！ 


□  □□□口 ⑴ 保安 距離と 保有 空地 □□□□口 

n 保安 距離 

製造所 等を 設置す る 上で， 位置の 基準の ひとつと なる のが 保安 距離です。 保安 距 
離は， 製造所 等で 火災な どの 災害が 発生した 場合， 近隣の 住宅， 学校， 病院， 文化 
財な ど （これらを 保安 対象 物と いう） に 被害が 及ぶ のを 防ぐ ための もので， 一定の 
距離を 保つ ことにより， 延焼の 防止， 避難 確保を 図ります。 

保安 距離を 必要と する 製造所 等は， 左の 5 つです。 これ 
以外の 施設は， ① タンクと それを 収容す る 建築物 等に より 
二重に ガー ドされ ている， ② 防火 上 有効な 隔壁を 周囲に 設 
けて いる， ③ タンクが 地下に 埋設され ている一 などの 理由 
〈保安 距離を 必要と する 製造所 等） により 保安 距離の 確保が 免除され ています。 


製造所 


屋内 貯蔵所 


屋外 タンク 貯蔵所 


屋外 貯蔵所 


一般 取扱 所 
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(10m 以上） 
① 一般 住宅 


(20m 以上） 

高圧 ガス 施設， 
液化 石油 ガス 施設 


mCB 


特別 高圧 架空 電線 35,000  V を 超える もの 


f3  m  以  J£) 

特別 高圧 架空 電線 7,000 〜 35,00 0  V 以下 


(BO  m 以上） 

③ 重要文化財， 史跡， 重 
要 美術品 等の 建造物 


(30m 以上） 

② 学校， 病院， 福祉 施設， 映画館， 劇 
場な ど 3 ⑻人 以上を 


(政令に 定める 保安 距離の 例） 


B 保有 空地 

位置に 関する もう ひとつの 基準が 保有 空地です。 これ 
は， 製造所 等 あるいは 隣接す る 建築物 等が 火災 になった 
場合， 相互の 延焼を 防止 するとと もに， 消防 活動を 円滑 
に 進める ため， 製造所 等の 周囲に 確保す る 空地です。 

保有 空地 も， 保安 距離と 同様， 確保を 必要と する 製造 
所 等が 決められて います。 また 保有 空地の 幅は， 貯蔵し 
取り扱う 危険物の 指定 数量の 倍数 や， 施設の 構造に より 
異なり， 製造所 等 ごとに それぞれ 規定され ています。 

製造所 
屋内 貯蔵所 
屋外 タンク 貯蔵所 

簡易 タンク 貯蔵所 
(屋外に 設ける もの） 

屋外 貯蔵所 
一般 取扱 所 
移送 取扱 所 

_ (地上 設置の もの） _ 

《保安 空地を 必要と する 製造所 等〉 


; 解答⑴ 

； ►学校， 病院からは， 
i  30  m 以上の 保安 距離 
I を 確保し なければ な 
i ら ない。 _  ; 

•••  Caution  ••• 

• 保安 距離の 特例 

保安 対象 物の ラち， 左 図 
の① 〜③ について は 保安 
距離の 緩和 措置が ある。 
製造所と 保安 対象 物との 
間に， 不燃 材料で 造った 
防災 上 有効な 塀を 設け， 

この 安全性が 市町村 長 等 
に 認められれば， 市町村 
長 等の 判断で 保安 距離が 
短縮で きる。 

(こ れは 製造所 等に 変更が な くても， へ 
製造所 等の 周辺に 保安 対象 物が 設 
置され た 場合の 救済 措置。 あくま 
でも 市町村 長 等が 判断す る も ので 


广 保安 距離は， 火災から 他の 建へ ^ 
築 施設を 守る ための もの。 

保安 空地は， 消防 活動の ため 
、の ものと 覚える のじ やぞ！ 
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□  □□□□□  U(2) 製造所の 基準 □□□□□□口 

製造所 とは， 危険物を 製造す る 目的に より 指定 数量 以上の 危険物 を 取り扱う 施設 
で， 建築物 その他の 工作物， 空地 および 付属 設備が 含まれます。 

D 位置 


① 保安 距離 


保安 対象 物 ごとに 政令で 定める 保安 距離を 確保し なければ なりません。 
② 保有 空地 

取り扱う 危険物の 数量に より， 右 表のと お 
り 確保し なければ なりません。 ただし， 防火 
上 有効な 隔壁を 設けた 場合は， 緩和 措置が あ 


製造所の 区分 

空地の 幅 

指定 数量の 倍数が 10 以下 

3  m 以上 

指定 数量の 倍数が 10 を 超える 

5  m 以上 

《製造所の 保有 空地 > 


ります。 

□構造 

①  建築物は， 地階を 有しない ものに 限られます。 

②  建築物の 壁， 柱， 床， 梁， 階段は， 不燃 材料で 


同一の 事業所 内に 2 つ 以上 
の 製造所が 隣接して いる 場合 や， 
他の 危険物 施設が 隣接 している 場 
合は， 原則として どちら か 大きい 
方の 空地を 確保 すれば よい。 


採光 窓 


網 入り ガラス 窓 


屋根 

不燃 材料 

金属 板 等 軽量な もの 


排気口 


r  避雷針 


防火 設備 


〔製造所の 構造， 設備の 例） 
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造る こと。 また， 延焼の 
おそれが ある 外壁は 耐火 
構造と し， 出入口 以外の 
開口部 （窓な ど） を 設け 
ては なり ません。 

③ 屋根は 不燃 材料で 造る 
とともに， 金属 板 等の 軽 
量な 不燃 材料で ふくこと 
になって います。 


广 不燃 材料と いっても 燃えない >1 
ものなら 何でもい いという わ 
けでは ない ぞ。 ちゃんと 法令 
で 決められ ている のじ や。 詳 


④ 窓 および 出入口は， 防火 設備と します。 また， 延 
焼の おそれの ある 外壁に 設ける 出入口に ついては， 
自閉 式の 特定 防火 設備と します。 それぞれ ガラスを 


•••  Caution  ••• 

⑨ 不燃 材料 （7 品目） 

①  コンク リート 

②  れんが 

③  石綿 板 

④  鉄鋼 

⑤ ア ルミ ニウム 

⑥  モルタル 

⑦  しっくい 

⑱ 耐火 構造 

建築基準法に 定める 耐火 
構造の 規定を 準用して い 
る 0 

①  鉄筋コンクリート 造 

②  れんが 造 など。 


使用す る 場合は， 網 入り ガラスに しなければ なり ま 


せん。 


⑤ 液状の 危険物を 取り扱う 場合， 床は 危険物が 浸透 
しない 構造と した 上で 適当な 傾斜を つけ， さらにた 


めます を 設けなければ なり ません。 

II 設備 

①  建築物には， 採光， 照明， 換気の 設備を 設けます。 

②  可燃物の 蒸気が 滞留す る おそれが ある 建築物には， 
屋外の 高所に 蒸気を 排出す る 設備 （排気口な ど） を 
設けます。 

③  危険物を 取り扱う 設備は， 危険物が 漏れたり， あ 
ふれたり， 飛散した りしない 構造と します。 


厂 可燃性の 蒸気は 低い 所に 滞留、 
する。 だから 屋外の 高い 所へ 
向けて 排出し， 拡散 させて 濃 
V 度を 下げる のよ。 


④  危険物を 加熱す るな どして 
温度 変化が 生じる 設備には， 
温度 測定装置を 設けます。 ま 
た， 危険物の 加熱 •乾燥には 
原則と して 直 火を 用いない こ 
と になって います。 

⑤  危険物を 加熱す る 設備， ま 


た は 圧力 が 上昇す る おそれの 


[mem^ 

® 軽量な 不燃 材料で ふく 
屋根 （放 爆 構造） 

万が一， 爆発 事故が 起こ 
つた とき， 屋根を 吹き飛 
ばして 圧力を 上方に 逃が 
し， 横 方向への 被害を 抑 
える 構造に なって いる。 


•••  Caution  ••• 

® 第 四 類 用の ためます 

第 四 類 危険物で 水に 溶け 
ない ものを 取り扱 ラ 設備 
にあって は， ためますに 
油 分離 装置を 設け， 危険 
物が 直接 排水溝に 流れる 
のを 防がなければ ならな 
い。 
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ある 設備には， 圧力計 および 安全装置を 設けます。 

⑥  屋外で 液状の 危険物を 取り扱う 設備には， その 直下の 地盤 面の 周囲に 高さ 15 
cm 以上の 囲いを 設ける か， 側溝 等を 設けるな どの 措置を 講じます。 また， その 
地盤 面は 危険物が 浸透し ない コンク リー ト 等の 構造と した 上で， 適当な 傾斜を 
つけ， ためますを 設けます。 

⑦  電気 設備は， 電気工 作物に 係る 法令に 基づ 
いて 設置し ます。 また， 可燃性 ガス 等が 滞留 
する おそれの ある 場所に 設置す る 機器は 防 爆 
構造と しなければ なりません。 

⑧  静電気が 発生す る おそれの ある 設備には， 

接地 （アース） 等の 静電気を 除去す る 装置を 
設けなければ なりません。 

⑨  指定 数量の 倍数が 10 以上の 製造所には， 避 
雷 設備を 設けなければ なり ません。 


，電気工 作物に 係る ヽ 
法令とは， 電気 事 
業 法に 基づく  r 電 
気 設備に 関する 技 
術 基準を 定める 省 
令」 のこと じ や。 
念のため！  ) 


-0  =0 


防 爆 構造には， 酎 圧 防、 
爆 構造， 油 入 防 爆 構造 
などの 種類が ある。 
詳しくは 42 ページを も 
う一 度 見よ！  , 


突 針 


(1)  突 針の 保護 角は 45 
度 以下と する こと。 

(2)  突 針 部の 取 付 位置 
および 取 付 数は， 被 
保護 物の 保護し よう 
とする 部分の 全体が 
保護 範囲 内には いる 
よう に 定める こと。 

(3)  引下 導線の 間隔は， 
被 保護 物の 外周に 沿 
つて 測った 距離が 
50m 以内になる よう 
に 設ける こと。 


f 避 雷 設備の 設置 例） 


⑩ 液体の 危険物を 取り扱う タンク （20 号 タンクと いう） が 屋外の 場所に ある 場 
合は， その 周囲に 防 油 堤を 設けなければ なりません。 防 油 堤は， 危険物が タン 
ク から 漏れ 出した 場合に， その 流出を 防ぐ ための 堤です。 防 油 堤には 2 種類 あ 
り， 屋外 タンク 貯蔵所の 周囲に 設ける 防 油 堤が 一般的で すが， 製造所 や 一般 取 
扱 所の 屋外に ある タンクに 設ける ものは 若干 基準が 異なる ため， 20 号 防 油 堤と 
呼んで 区別して います。 

20 号 タンク や 20 号 防 油 堤の 「20 号」 とは， 政令 第 9 条第 1 項 第 20 号の こと。 政令 第 9 条 は， 
製造所の 基準を 規定した もので， 同条 1 項 第 20 号に 「危険物を 取り扱う タンク」 の 位置， 構造， 
設備の 基準が 示されて いる ことから， このように 呼ばれて いる。 
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Chapter  4 危険物に 関する 法卷 


20 号 防 油 堤の 基準は， 屋外 タンク 貯蔵所の 周囲に 
設ける 防 油 堤の 基準を 一部 準用して いますが， 容量 
の 基準は 20 号 防 油 堤 特有の ものな ので 覚えて おき ま 
しょう。 

• 1 つの タンクの 周囲に 設ける 20^* 防 油 堤の 容量 
〇 タンクの 容量の 50% 以上 
•  2 つ 以上の タンクの 周囲に 設ける 20 号 防 油 堤の 容 
量1 => 容量が 最大で ある タンクの 容量の 50% 以上 
+ 他の タンク の 容量の 10% 以上 


• 1 つの タンクの 周囲に  •  2 つ 以上の タンクの 周 

設ける 場合  囲に 設ける 場合 


(20 号 防 油 堤の 例） 


□ 基準の 特例 

①  高 引火点 危険物 （引火点が 130°C 以上の 第 四類危 
険 物） を 100°C 未満の 温度で 取り扱う 製造所には， 
基準の 特例と して， 保安 距離， 保有 空地， 地階の 禁 
止， 屋根， 静電気 除去 装置， 避 雷 設備の 規定が 適用 
されません。 これは， 高 引火点 危険物の 危険性が 比 
較的 小さい ことを 勘案しての 緩和 措置です。 

②  アル キル アルミニウム 等， ア セト アルデヒド 等を 
取り扱う 製造所には， 基準を 超える 特例と して， さ 
らに 厳しい 規定が 適用され ます。 これは， アル キル 
アルミニウム 等やア セト アル デヒ ド 等の 危険性が， 
他の 危険物と 比較しても 著しく 高い ことを 勘案して 
の 措置です。 
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\memo 

•20 号 防 油 堤 その他の 基 

準 （屋外 タンク 貯蔵所の 

防 油 堤の 基準を 準用） 

• 高さは 0.5  m 以上。 

• 鉄筋コンクリート また 
は 土で 作る 

• 内部に たまった 水を 排 
出す る 水 抜 □を 設ける。 

• 高さが 1m を 超える も 
のは， おおむね 30m ご 
とに 出入 用の 階段を 設 
ける か， または 土砂の 
盛り上げ 等を する。 


I  •••  Caution  ••• 

: (§) アル キル アルミニウム 
: 等とは 

: 第三 類 危険物の うち， ア 
• ル キル アルミニウム もし 
: くは アル キル リチウム， 

: または これらの いずれが 
: を 含有す る ものを いう。 

: 空気 や 水と 接触した だけ 
: で 激しく 発火し， 消火が 
| 極めて 困難で ある。 

: #ア セ ト アルデヒド 等と 
i は 

: 第 四 類 危険物の うち， 特 
: 殊 引火 物の ア セト アル デ 
: ヒド もしくは 酸化 プロ ピ 
\  レン， または これらの い 
: ずれ かを 含有す る ものを 
: い ラ。 

: 引火点が 極めて 低く， 燃 
: 焼 範囲 も 広いた め 引火 爆 
: 発の 危険が 著しく 高い。 
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□  □  □  □  □  口（3) 屋内 貯蔵所の 基準 □□□□□口 


屋内 貯蔵所とは， 屋内の 場所に おいて 危険物を 貯 
蔵し， または 取扱う 施設で， 建築物 その他の 工作物， 
空地 およ び 付属 設備が 含まれます。 

□位置 

①  保安 距離 

保安 対象 物 ごとに 政令で 定める 保安 距離を 確保 
しなければ なりません （一部 例外 あり）。 

②  保有 空地 

貯蔵 •取扱いを する 危険物の 数量， および 貯蔵 


他の 用途に 使用され る 部分 
が ある 貯蔵 倉庫に ついては, 
保安 距離， 保有 空地は 必要 
v ない ので ござる。 


倉庫の 構造の 違いに より， 次のように 定められ ています （一部 例外 あり）。 


区分 

空地の 幅 

壁， 柱， 床が 耐火 構造の 場合 

壁， 柱， 床が 耐火 構造 以外の 場合 

5 以下 

0  m 

0.5m 以上 

指 

定 

5 を 超え 10 以下 

1 ra 以上 

1.5m 以上 

数 

量 

10 を 超え 20 以下 

2  m 以上 

3  m 以上 

の 

20 を 超え 50 以下 

3  m 以上 

5  m 以上 

数 

50 を 超え 200 以下 

5  m 以上 

10m 以上 

200 を 超える 

10m 以上 

15m 以上 

《屋内 貯蔵所の 保有 空地〉 


独立 専用 
建築物 


/ 軒 高 6  m 未満' 
すべての 危険 
- 物を 数 ft 制限 
な しで 貯蔵で 
きる 


i 平屋 建て 以外} 
•引火 性 固体 
以外の 第二 類 
• 引火点 70X： 
以上の 第 四 類。 
数* 制限な し 


{軒 高 6m 以上 ^ 
20  m 未满 

- 第二 類. 第 四 
類の み 貯蔵で 
きる 

数 fi 制限な し 


B 構造 

貯蔵 倉庫は， 基本 形態が 3 つに 分かれ， さらに 
貯蔵す る 危険物の 種類 や 数量に より 構造の 基準が 
若干 異なり ますが， ここでは 最も 基本的な 形態に 
ついて 示します。 

①  独立した 専用の 建築物で， 平屋 建てと する。 

②  軒 高 （地盤 面から 軒までの 高さ） は， 6m 
未満と し， 床は 地盤 面 以上と する。 


すべての 危険物を 指定 数 fi の 20 倍 
以下に 限り 貯蔵で きる。 

★保安 距離 • 保安 空地 不要 


《貯蔵 倉庫の 形態 別 分類〉 


他の 用途に 
使用され る 
部分の ある 
建築物 


③  床面積は， 1，000 m2 以下と する。 

④ 壁 ，柱， 床は 耐火 構造， 梁は 不燃 材料で 造 
る。 また， 延焼の おそれの ある 外壁に 出入口 
以外の 開口部は 設けない。 
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(童 内 貯蔵所 構造 •設備の 例） 

⑤ 屋根は 不燃 材料で 造り， 金属 板 等の 軽量な 不燃 材 
料で ふく。 天井は 設けて はならない （防 爆 構造)。 

⑧ 窓 および 出入口には 防火 設備を 設ける （延焼の お 
そ れがあ る 外壁に 設ける 出入口は 自 閉式 特定 防火 設 
傭）。 また， ガラスを 使用す る 場合は 網 入り ガラス 
とする。 

⑦ 液状の 危険物を 貯蔵す る 場合， 床は 危険物が 浸透 
しない 構造と した 上で 適当な 傾斜を つけ， さらに 
ためますを 設ける。 

B 設備 

①  貯蔵 倉庫に 架台 （ラック） を 設ける 場合は， 不燃 
材料で 造ります。 

②  貯蔵 倉庫には， 採光， 照明， 換気の 設備を 設け ま 
す。 また， 引火点が 70で 未満の 危険物を 貯蔵す る 場 
合は， 滞留した 可燃性 蒸気を 屋根 上に 排出す る 設備 
を 設ける 必要が あります。 

③  電気 設備， 避 雷 設備は 製造所 等の 基準と 同じです。 


排出 口 


屋根 

軽 fi な 不燃 材料で ふ 
天井は 設けない 


Caution  ••• 

⑱軒 高を 6  m 以上に でき 
る 場合 

第二 類 または 第 四 類の 危 
険物 のみを 貯蔵す る 場合， 
平屋 建て （独立 専用） 貯 
蔵 倉庫の 軒 高を 20m 未満 
とする ことができる。 
ただし， 以下のと おり 基 
準が 厳しくなる。 

① 壁 ，柱， 床に 加え， 梁 
も 耐火 構造で 造る。 

② 窓 および 出入 □には， 
特定 防火 設備を 設ける。 

③ 避雷 設備は 指定 数量の 
倍数に 関わらず 設ける。 

• 平屋 建て 以外の 独立 専 
用 貯蔵 倉庫の 基準 

①  各階の 階 高 （床 面から 
上 階の 床 面 もしくは 軒 
までの 高さ） は 6m 未 
満〇 

②  床面積は 合計で 1,00 〇 
nrf 以下。 

③  壁， 柱， 床， 梁は 耐火 
構造， 階段は 不燃 材料 
で 造る。 

★建築の 階数に 制限は な 
い 0 

♦他の 用途に 使用され る 
部分の ある 建築物に 設け 
る 貯蔵 倉庫 

①  床面積は 75rrf 以下。 

②  窓は 設けない。 
その他の 基準が ある。 


防火 設備 
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□  □□□(4) 屋外 タン ク 貯蔵所の 基準 口  〇〇〇 

屋外 タンク 貯蔵所とは， 屋外に ある タンクに おいて 危険物を 貯蔵し， または 取り 
扱う 施設で， 建築物 その他の 工作物， 空地 および 付属 設備が 含まれます。 

□位置 

①  保安 距離 

保安 対象 物 ごと に 政令で 定める 保安 距離を 確保し な ければ な りません。 

②  敷地 内 距離 

屋外 タンク 貯蔵所 だけに 義務づけられて いるもので， 引火 性 液体 危険物の 屋外 
貯蔵タンク の 側 板から 敷地 境界線 ま で 一定の 距離を 確保し な ければ な りません。 
敷地 内 距離は， 貯蔵す る 液体 危険物の 引火点， タンクの 直径 •高さに よって 異 
なります。 

③  保有 空地 

貯蔵 • 取扱いを する 危険物の 数量 
により 右 表の よう に 定めら れ てい 
ます。 

£0^1 引火点 70°c 以上の 第 四 類 危険物を 貯蔵し， 

取り扱う 屋外 タンク 貯蔵所を 2 つ 以上 隣接して 
設置す る 場合には， 空地の 幅を 緩和で きる。 


区分 

空地の 幅 

指 

定 

数 

量 

の 

倍 

数 

500 以下 

3  m 以上 

500 を 超え 1，000 以下 

5  m 以上 

1，000 を 超え 2,000 以下 

9  m 以上 

2,000 を 超え 3,000 以下 

12  m 以上 

3,000 を 超え 4,000 以下 

15m 以上 

4,000 を 超える 

タンクの 直径 または 高さの 
うち 大 なる ものに 等しい 距 
離 以上。 ただし 15m 未満と 
する ことは できない。 

《屋外 タンク 貯蔵所の 保有 空地》 


178 ……… Chapter  4 卮険 物に 関する 法令 


基礎 


はし 


標識 

掲示板 


注入 口- 


防 油 堤 


弁 通気 管 


厚さ 3.2mm 以上の 鋼板 


銷 止め 塗装' \ 


水 抜 口 （排水 口） 


r 屋外 タンク 貯蔵所 構造 •設備の 依 D 


B 構造 

①  屋外 貯蔵タンク （特定 屋外 貯蔵タンクを 除く） は, 
厚さ 3.2mm 以上の 鋼板で 造ります。 なお， 圧カ タンク 
の 場合は 規定の 水圧 試験に， それ 以外の タンクの 場 
合は 水 張 試験に それぞれ 合格 した もので なければ な 
りません。 （傍注 参照） 

②  タンクは， 地震， 風圧に 耐える 構造と し， その 支 
柱は 鉄筋コンクリート 造， 鉄骨 コンクリート 造， そ 
の 他 これらと 同等 以上の 耐火性 能を 有する もので な 
ければ なり ません。 

③  危険物の 爆発 等に より タンク の 内圧が 異常に 上昇 
した 場合， 内部の ガス や 蒸気を 上部に 放出で きる 構 
造 （放 爆 構造） にしなければ なりません。 

④  タンクの 外面には， 鯖 止めの 塗装を します。 

⑤  底 板を 地盤 面に 接して 設置す る タンクに ついては， 
その 底 板の 外面の 腐食を 防止す る 措置を 講じます。 


•••  Caution  ••• 

(i 特定 屋外 貯蔵タンク 

酧 蔵し， 取り扱う 液体 危 
険 物の 最大 数量が 1,000 
kd 以上の もの。 基礎， 地 
盤， 材質， 溶接 方法な ど 
につき， 別途 厳しい 基準 
が 設定され ている。 

• 圧カ タンクの 水圧 試験 
最大 常用 圧力の 1.5 倍の 
圧力で 10 分 間 行 ラ 試験。 
この結果， タンクに 漏れ， 
変形が 生じない ものと 確 
認 されれば， 合格と なる。 
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B 設備 

屋外 タンク 貯蔵所に 設けるべき 設備は 多数あります が， 中で も 重要な のは 「通気 
管」 と 「防 油 堤」 です。 この 2 つは 試験に •も 頻繁に 出題され ますし， とくに 通気 管 
のうちの 無 弁 通気 管に ついては， 後述す る 屋内 タンク 貯蔵所， 地下 タンク 貯蔵所の 
通気 管の 基準に 準用され ますので， しっかり 覚えて おき ましよう。 

【通気 管 • 安全装置】 

第 四 類 危険物の 屋^^ 貯蔵タンクには， 通気 管 もしく は 安全装置を 設けなければ なり 
ません。 これは， 危険物の 出し入れを 行う 際な どに タンク 内に 設計 条件を 超える 圧 
力 変動が 生じて タンクが 損傷す るのを 防止す るた めです。 タンクの 種別に 応じて， 

圧カ タンク - - 安全装置を 設ける （基準は 製造所の 安全装置の 基準 と 同じ) 

その他の タンク ー ►通気 管 （無 弁 通気 管 •大気 弁 付 通気 管） を 設ける 
と 定められて います。 
s 無 弁 通気 管の 構造 

①  直径は 30 麵 以上 0 

②  先端は 水平より 下に 45  ° 以上 曲げ， 雨水 
の 進入を 防ぐ 構造と する。 

③  細目の 銅 鋼 等に よる 引火 防止 装置を 設け 
る。 ただし， 高 引火点 危険物の みを 貯蔵し， 

取り扱う タンクには 不要。 

【防 油 堤】 

液体 危険物 （二硫化炭素を 除く） の 屋外 貯蔵 夕 
ンクの 周囲には， 危険物が 漏れ 出した 場合に その 
流出を 防ぐ ため， 防 油 堤を 設けなければ なり ませ 
ん。 防 油 堤の 主な 基準は 次のと おりです。 

□ 防 油 堤の 主な 基準 

①  高さは 0.5m 以上 

②  面積は 80,000 m2 以下 

③  材質は 鉄筋コンクリート または 土， 中に 
収納され た 危険物 が^^に 流出し ない 構造。 

④  高さが lm を 超える ものは， おおむね 
30m ごとに， 階段を 設置す るか 土砂の 盛り 
上げを 行って， 出入りで きる ようにす る。 


(無 弁 通気 管の 構造） 


广 通気 管に ついては 無 弁 通気 管の 構造 だけ 、 
覚えて おけば 十分 じゃ〇 
大気 弁 付 通気 管は 揮発性の 高い 危険物を 
貯蔵す る 場合に 使う ことがある のじ やが， 

\ ちと 特殊 じ やからのう 


( それでも 念の た 
め 記して おく 
構造は， 水 高圧 
力 500mm 以下の 圧 
力 差で 作動で き 
る ことと， 引火 
防止 装置の 設置 
が 原則 じ や。 
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⑤  内部に たまった 水を 外部 に 排水す るた め の 水 抜 
口を 設け， 開閉の ための 弁 等を 外部に 設ける。 

⑥  防 油 堤の 容量は， タンクの 容量の 110% 以上 （非 
引火 性の 危険物の 場合は 100% 以上)， 2 つ 以上の 
タンクの 周囲に 設ける 場合は 最大の タンクの 容量 
の 110% 以上と する。 


r 屋外 タンク 貯蔵所の 防 油 堤：) 


( たとえば， ガソリ ン 5,00 


灯油 2,00 を それぞれ 貯蔵す 
る タンクの 周囲に 設ける 防 油 
堤の 容量は， 

最大 タンク の 容量の 1 10% 以上 
だから 

5,000 XI. 1=5,500  «  以上 

となる ので ござる。 


【その他の 設備】 

①  液体 危険物の 屋外 貯蔵タンクには， 危険物の 量 
を 自動的に 表示す る 装置を 設けます。 

②  タンクの 注入 口は， 注入 ホース または 注入 管と 
結合が 可能で， かつ 漏れがない も のでなければ な 
りません。 また 注入 口には 弁 または ふたを 設け ま 
す 。 

③  静電気が 発生す る おそれの ある 液体 危険物 （第 
四 類な ど， 電気の 不良導体 である もの） を 貯蔵す 
る タンクの 注入 口 付近には， 接地 電極 （アース） 

な ど 静電気を 有効に 除去す る 装置を 設けます。 

④  ポンプ 設備は， 原則として 周囲に 3m 以上の 空 
地を 確保して 設置し なければ なりません。 

⑤  タンクの 弁は， 錡鋼 または これと 同等 以上の 機 
械的 性質 を 有する 材料で 造 ら なければ なりません。 

⑥  電気 設備， 避 雷 設備は， 製造所の 基準と 同じで 
す 0 
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•••  Caunon  ••• 

• 二硫化炭素の 屋外 貯蔵 
タンク 

二硫化炭素を 貯蔵す る屋 
外 タンクは， 厚さ 0.2m 
以上の 鉄筋コンクリート 
造の 水槽に 水没す るよ ラ 
に 定められ ている。 この 
水槽が 防 油 堤の 機能を も 
果たして いるた め， あえ 
て 防 油 堤を 設ける 必要が 
ない ので ある。 

[mema 

® 防 油 堤 容量は +10% 分 

防 油 堤の 容量は タンク 容 
量に 1096 が 上乗せ されて 
いる。 これは 引火 性 液体 
が 流出した 際， 消火 剤で 
液面を 覆 ラ 必要が 生じる 
ため， その 消火 剤の 量を 
計算に 入れて いる。 

•••  Caution  ••• 

㉚ 基準の 特例 

次の 屋外 タンク 貯蔵所に 
は， 基準の 特例が 定めら 
れて いる。 

►基準が 緩和され る もの 
• 高 引火点 危険物の みを 
100 C 未満の 温度で 貯蔵 
し 取扱 ラ 屋外 タンク 貯蔵 
所 0 

►基準が 強化され る もの 
• アル キル アルミニウム 
等， アセト アルデヒド 等 
を 貯蔵し， 取扱 ラ 貯蔵所。 
•岩盤 タンク， 特殊 液体 
危険物 タンクに よる 屋外 
タンク 貯蔵所。 
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□  □  □  D(5) 屋内 タンク 貯蔵所の 基準 □□□口 


屋内 タンク 貯蔵所とは， 屋内に ある タンクに おいて 危険物を 貯蔵し， または 取り 
扱う 施設で， 建築物 その他の 工作物， 空地 および 付属 設備が 含まれます。 

D 位置 

保安 距離， 保有 空地と もに 必要はありません。 これは， 屋内 タンク 貯蔵所が， 屋 
内 貯蔵 タンクと それを 又容す る タンク 専用 室と の 二重 構造 になって おり， それぞれ 
に 厳 しい 保安 上の 基準が 設けら れ ている ためです。 

B 構造 

①  屋内 タンク 貯蔵所の 屋内 貯蔵タンクは， 原則として 平屋 建ての タンク 専用 室 
に 設置し ます （一部 例外 あり）。 

②  屋内 貯蔵タンクは， タンク 専用 室の 壁から 0.5m 以上の 間隔を 保って 設置し な 
ければ なりません。 また， 同一の タンク 専用 室に 2 つ 以上の タンクを 設置す る 
場合， タンク 相互の 間隔 も， 同様に 0.5m 以上 保つ 必要が あります。 

③  屋内 貯蔵タンクは， 容量に 制限が あります。 原則は， 貯蔵す る 危険物の 指定 
数量の 40 倍 以下で， 第 四 類 危険物の うち 第 4 石油 類と 動植物 油 類 以外で， 指定 
数量の 40 倍が 20,000  € を 超える ものは， 20,000  i 以下 （  20,000  i を 最大 容量） 
とします。 具体的には 下表のと おりです。 

④  タンク 本体の 構造は， 屋外 貯蔵タンクと 同じです。 

⑤  タンク 専用 室の 構造は， 原則として 壁， 柱， 床を 耐火 構造， 梁， 屋根を 不燃 
材料で 造ります。 なお， 天井を 設けて はなり ません。 


貯蔵す る 危険物 

最大 容量 

第 

四 

危 

険 

物 

特殊 引火 物 

2,00 〇卜※ 

第 1 石油 類 非 水溶性 

8,00 0  g  ※ 

第 1 石油 類 水溶性 

16,00 0  €  ※ 

アルコール 類 

第 2 石油 類 非 水溶性 

20,000  i 

(指定 数量の 40 倍が 
を 20,00 06 超える） 

第 2 石油 類 水溶性 

第 3 石油 類 非 水溶性 

第 3 石油 類 水溶性 

第 4 石油 類 

240,00 0  £  兹 

動植物 油 類 

400,00 0 必 ※ 

その他の 危険物 

指定 数量の 40 倍 

※は それぞれの 指定 数量の 40 倍の 数量 


《屋内 貯蔵タンクの 最大 容量》 


( 第 四 類のう ち， 第 2 石油) 
類と 第 3 石油 類が 最大 容 
量 20,00 0  « 以下 となる。 
特殊 引火 物， 第 1 石油 類， 
アルコール 類は 指定 数量 
の « 以下で こと 足りる の 


( 同一の タンク 専用 室に 2 
つ 以上の 屋内 貯蔵タンク 
を 設置す る 場合は， それ 
らの 合計が， 最大 容量を 
超えない ようにす るの. 
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排気口 


•°  ■  ー  ク ぐ t こめ t 言  ら.  • づ ， 

(屋内 タンク 貯蔵所 構造 •設備の 例） 

⑥  窓 および 出入口は， 防火 設備と します。 

⑦  延焼の おそれの ある 外壁には， 出入口 以外の 開口 
部を 有して はなり ません。 

また 出入口に 設ける 防火戸は， 自閉 式の 特定 防火 
設備と します。 

⑧  液状の 危険物の 屋内 貯蔵タンクを 設置して いる 夕 
ンク 専用 室の 場合， 床は 危険物が 浸透し ない 構造と 
した 上で 適当な 傾斜を つけ， ためますを 設けます。 

⑨  タンク 専用 室の 出入口の 敷居は， 高さ 0.2m 以上と 
します。 

B 設備 

①  圧カ タンクには 安全装置を， 圧カ タンク 以外の 夕 
ンク には， 無 弁 通気 管を 設けます。 （傍注 参照） 

②  液体 危険物の 屋内 貯蔵タンクには， 危険物の 量を 
自動的に 表示す る 装置を 設けます。 

③  弁， 注入 口は， 屋外 貯蔵タンクの 基準を 準用し ま 
す。 

④  採光， 照明， 換気， 排出 設備は， 製造所の 基準を 
準用し ます。 


•••  caution  ••• 

• 基準の 特例 

次の 屋内 タンク 貯蔵所に 
は， 基準の 特例が 定めら 
れ ている。 

►引火点 4cnc 以上の 第 
四 類 危険物の みを 貯蔵し， 
取り扱 ラ もの。 
a タンク 専用 室を 平屋 建 
て 以外の 建築物に 設ける 
ことができる。 

ただし， 構造， 設備の 基 
準は 強化され ている。 
►アル キル アルミニウム 
等， ア セト アルデヒド 等 
を 貯蔵し， 取り扱う もの 
a 構造， 設備の 基準が 強 
化されて いる。 

•••  Vaution  ••• 

® 無 弁 通気 管の 技術 基準 

屋外 貯蔵タンクの 無 弁 通 
気管の 基準に 加え， 次の 
基準が ある。 

①  先端は， 屋外に あって 
地上 4m 以上の 高さと 
し， 建築物の 窓， 出入 
□等から 1m 以上 放す。 

② 弓 I 火 点 401 未満の 危険 
物を 貯蔵す る タンクで 
は， 先端を 敷地 境界線 
から 1.5m 以上 離す。 

③ 高 引火点 危険物の みを 
100 で 未満で 貯蔵し， 
取り扱う タンクでは 先 
端を タンク 専用 室内に 
出す ことができる。 
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□  □  □  口(6) 地下 タンク 貯蔵所の 基準 □□□口 

地下 タンク 貯蔵所とは， 地盤 面 下に 埋設され ている タンクに おいて 危険物を 貯蔵 
し， または 取り扱う 貯蔵所で， 建築物 その他の 工作物， 付属 設備が 含まれます。 

D 位置 

①  保安 距離 •保安 空地と もに 必要ありません。 これは， 貯蔵タンクが 一定の 基 
準の もと 地盤 面 下に 埋設され ている ことにより， 保安 上 十分な 措置が とられて 
いると みなされる からです。 

②  地下 貯蔵タンクの 形態と 設置 （埋設） 方法の 組み合わせは， 下図のと おりで 
す。 


タンク 室に 設置 
す る 方法 


直接 地盤 面に 
埋設す る 方法 


r ンク リー トで 被覆し で^ 
1  地盤 面 下に 埋設す る 方法 j 


-重殻 タンク （鋼製） 


鋼製 

二重 殻 タン ク 鋼製 強化 ブラ ス チック 製 
一 •強化 ブラス チック 製 


重 殻 タンク （鋼製） 


、 [■鋼製 

二重 殻 タンク 鋼製 強化 ブラ ス チック 製 
- L 強化 ブラ ス チック 製 


{地下 貯蔵タンクの 設置 パターン》 


原則として， 鋼製 一重 殻の 地下 貯蔵タンクは， 地盤 面 下に 設けられた タンク 
室に 設置し ます。 ただし， 第 四 類 危険物を 貯蔵す る タンクで， 以下の 条件に 適 
合する 場合に 限り， 地盤 面 下に 直接 埋設して 設置で きます。 

a タンクが， 地下鉄， 地下 トンネル， 地下街から 10m 以内， また 地下 建築物 内の 場所に 設置 
されて いない。 

b  タンクが， その 水平 投影 面の 縦 •横より それぞれ 0.6111 以上 大きく， かつ 厚さが 0.3m 以上 
である 鉄筋 コンク リー ト 造の ふたで 覆われて いる。 
c  ふたに かかる 重量が， 直接 タンクに かからない 構造で ある。 
d  堅固な 基礎の 上に タンクが 固定され ている 0 

(タンク 室が 省略で きる 条件 > 
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B 構造 

①  タンク 室の 構造は， 壁， 底を 厚さ 0.3m 以上の コン 
ク リート 造， または これと 同等 以上の 強度を 有する 
構造と し， 適当な 防水 措置を 講じます。 

②  タンク 室の ふたは， 厚さ 0.3m 以上で 防水 措置を 講 
じた 鉄筋 コンク リー ト 造と します 0 

③  タンク 室の 内側と タンク との 間隔は 0.1m 以上 保ち, 
そこに 乾燥 砂を 詰めます。 

④  タンクの 頂 部は， 0.6m 以上 地盤 面から 下にな けれ 
ばな りません。 

⑤  タンクは， 厚さ 3.2mm 以上の 鋼板で 造ります。 こ 
れは 規定の 水圧 試験に おいて， 漏れ や 変形の しない 
もので なければ なり ません。 

⑥  タンクを 2 つ 以上 隣接して 設置す る 場合は， タン 
ク 相互の 間隔を 1 m 以上 （タンクの 総量が 指定 数量 
の 100 倍 以下のと きは 0.5m 以上） とります。 

B 設備 

①  圧カ タンクには 安全装置を， それ 以外の タンクに 
は 通気 管 （第 四 類の 場合は 無 弁 通気 管） を 設けます。 

②  二重 殻 タンク 以外の タンクには， 危険物の 漏れを 
検査す る 「漏洩 検査 管」 を 周囲の 4 か 所以 上， 二重 
殻 タンクには 「漏洩 検知 装置」 を 設けます。 


•••  Caution  ••• 

⑱ 二重 タンクを 直接 埋設 
する 場合 

地下 貯蔵タンクに， 鋼板 
を 間げ きを 有する ように 
取り付け たもの （鋼製 二 
重 殻)， または 強化 ブラ 
ス チックを 間げ きを 有す 
るよう に 被覆した もの (鋼 
製 強化 プラスチック 製 二 
重 殻） を 直接 埋設して 設 
置す る 場合は， 184 ペー 
ジ 〈タンク 室が 省略で き 
る 条件》 の b 〜 d の例 
によ: る。 

⑱ コンク リー ト 被覆の 地 
下 貯蔵タンクを 直接 埋設 
する 場合 

184 ぺージ 〈タンク 室が 
省略で きる 条件〉 の b 〜 
d の 例に よる。 


⑱ 規定の 水圧 試験 

圧カ タンクの 場合は 最大 
常用 圧力の 1.5 倍 の 圧力 
で， それ 以外の タンクの 
場合は 0.7kgf/crf の 圧力で 
それぞれ 10 分 間 行う 水圧 
試験。 


•••  Caution 

• 無 弁 通気 管 

屋内 タンク 貯蔵所の 基準 
による ほか， ① 地下 貯蔵 
タンクの 頂 部に 取り付け 
る， ② 地下 埋設 部分は そ 
の 上部の 地盤 面に かかる 
重量が， 直接 かからない 
ように 保護す る こと。 
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□  □□□(7) 簡易 タン ク 貯蔵所の 基準 口  〇〇〇 


簡易 タンク 貯蔵所とは， 簡易 タンクに おいて 危険物を 貯蔵し， または 取り扱う 施 
設 で， 建築物 その他の 工作物， 空地 および 付属 設備が 含まれます。 

D 位置 

①  保安 距離 •保安 空地 
保安 距離は 必要ありません が， 屋外 

に 設置す る 場合には タンクの 周囲に 1 
m 以上の 幅の 空地を 保有し， また 専用 
室内 に 設置す る 場合には タンクと 専用 
室の 内壁との 間 に 0.5m 以上の 間隔を 保 
ちます。 

②  設置 場所 

簡易 貯蔵タンクは， 原則として 屋外に 設置し ます。 ただし， 次に 掲げる 条件 
の すべてに 適合す る 専用 室内に 設置す る 場合は， 屋内に 設置す る ことができ ま 
す。 


(賄 易タ ンク 貯蔵所の 保有 空地へ 
は， 消防 活動の 上で ももち ろ 
ん 必要で ござる が， 主として 
危険物の 取扱い や， 付属 設備 
の 点検な どのた めに 必要な 空 
V 地な ので ござる。 


a  建築物の 構造， 窓， 出入口， 床が， 屋内 タンク 貯蔵所の タンク 専用 室の 例 
による もの 0  (183 ページ 參 照） 

b  採光， 照明， 換気， 排出の 設備が， 屋内 貯蔵所の 例に よる もの。 （177 ペー 
ジ 参照） 
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B 構造 

①  簡易 貯蔵タンク 1 基の 容量は， 60(H 以下です。 

②  1 つの 簡易 タンク 貯蔵所には， 最大 3 基まで 簡易 
貯蔵タンクを 設置す る ことができます。 ただし， 同 
一品 質の 危険物は 2 基 以上 設置で き ません。 

•同じ ガソリ ン でも， オ クタ ン 価の 異なる ものは 同一 品質には あたらない。 


③  簡易 貯蔵タンクは， 厚さ 3.2mm 以上の 鋼板で 造り ま 
す。 これは 規定の 水圧 試験に おいて， 漏れ や 変形の 
しない もので なければ なり ません。 

④  タンクの 外面には， 鲭 止めの ための 塗装を します。 

⑤  タンクは， 容易に 移動し ないように 地盤 面， 架台 
等に 固定す る 必要が あります。 

B 設備 

簡易 貯蔵タンクには 通気 管を 設けます 0 このうち， 第 
四 類 危険物を 貯蔵す る 圧カ タンク 以外の タンクに 設ける 
ものは， 無 弁 通気 管と します。 

【簡易 貯蔵 タ ンクの 無 弁 通気 管】 
a  直径 25 腿 以上。 
b  先端は 屋外に あ 
って 地上 1.5m 以上。 
c  先端は 水平より 
下に 45  ° 以上 曲げ 
雨水の 進入を 防ぐ。 
d  引火 防止 装置を 
設ける。 


(簡易 貯蔵タンクの 通気 10 


「簡易 タンク 貯蔵所の 試験での、 
出題 ボイ ントは 

①  容量 600  £ 以下 

②  1 つの 貯蔵所に タンク 3 基 
まで 

③  同一 品質 2 基 以上は だめ 
そして 

④ 無弁 通気 管の 構造 

じゃ〇 


Imema 

• 規定の 水圧 試験 

0.7kgf/crfl  の 圧力で， 10 
分 間 行 ラ 水圧 試験。 圧力 
タンク も， それ 以外の 夕 
ンクも 同じ。 


•••  Caution  ••• 

⑱ 給油 設備 

簡易 貯蔵タンクに 給油 ま 
た 注油の ための 設備を 設 
ける 場合は， 給油 取扱 所 
の 固定給 油 設備 または 灯 
油 用 固定 注油 設備と 同様 
の 設備と する。 

tmemg 

® 引火 防止 装置 

屋外 タンク 貯蔵所の 例に 
よ: る もの。 （180 ページ 
参照） 


Section 11 製造所 等の 位置 •購造 •設備の 基準 


187 


□  □  □  口(8) 移動 タンク 貯蔵所の 基準 □□□口 


移動 タンク 貯蔵所とは， 車両に 固定された タンクに おいて 危険物を 貯蔵し， また 
は 取り扱う 施設で， 一般にい う タンクローリーの ことです。 

D 位置 

保安 距離， 保有 空地に ついての 規制はありません が， 車両を 常置す る 場所に つい 


て 以下のと おり 規定され ています。 

， ^ f 屋外… 防火 上 安全な 場所 

mis 場所 t 屋内… 壁， 床， 梁， 屋根を 耐火 構造 または 不燃 材料で 造った 
建築物の 1 階 


なお 常置 場所では， 危険物を 貯蔵した まま 駐車し ない ことに なって います。 


B 構造 


側面 枠 


間 仕切り 板 


防 波 板 


注入 口  安全装置 


防護 枠 


移動 貯蔵タンクの 容 M 


が 30,000 €以 下， とい 
うのは よく 試験に 出る 0 


^ 要 暗記で ござる 0 


C 移動 タンク 貯蔵所 構造 •設備の 例') 


内部を 4,000  £ 以下に 区切る N 
となって いる 力1, もちろん 
3,000  « で 区切っても 


2,00 0¢ で 区切っても よい。 
2,00 0¢ 以上 だと 防 波 板が 必 


①  移動 貯蔵タンクは， 厚さ 3.2 麵 以上の 鋼板， ま 
た はこれ と 同等 以上の 機械的 性質 を 有する 材料 
で 造ります。 これは 規定の 水圧 試験に おいて， 
漏れ や 変形の しない もので なければ なり ません。 

②  移動 貯蔵タンクの 容量は， 30,00 (H 以下と 定 
めら れ ています。 また 内部には， 4,000  6 以下 ご 
と に 区切る 完全な 間 仕切 り 板を， 厚さ 3.2rara 以上 
の 鋼板 か， これと 同等 以上の 機械的 性質を 有す 
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る 材料に よって 設けなければ なり ません。 

③  間 仕切り 板で 区切られた タンク 室のう ち， 容量が 
2,000  6 以上の ものには， 防 波 板を 設けます。 

④  間 仕切り 板で 区切られた タンク 室内には， それ ぞ 
れ マンホール および 安全装置を 設けます。 

⑤  事故 等に より 移動 タンク 貯蔵所が 横転， 転覆した 
場合， マンホール 等の 付属 装置を 保護す るた め， 夕 
ンク 両側 面の 上部には 側面 枠を， 付属 装置の 周囲に 
は 防護 枠を 設けます。 

この 内側に マン 


①  移動 貯蔵タンクの 下部に 排出 口を 設ける 場合は， 
排出 口に 底 弁を 設けます。 また 非常時に 備え， その 
底 部には 手動 閉鎖 装置 および _ 動 閉鎖 装置を 設け ま 
す。 

②  移動 貯蔵タンクの 配管は， 先端に 弁 等を 設けます。 

③  ガソリン， ベンゼン 等， 静電気に よる 災害が 発生 
す る おそれの ある 液体 危険物を 貯蔵す る 場合には， 
接地 導線 （アース） を 設けなければ なりません。 

④  液体の 危険物を 貯蔵し， 取り扱う 場合には， 注入 
口と 結合で きる 結合 金具 を 備えた 注入 ホースを 設け 
なければ なりません。 

⑤  可燃性 蒸気が 滞留す る おそれの ある 場所に 設ける 
電気 設備は， 可燃性 蒸気に 引火し ないような 構造と 
します。 


• 防 波 板の 設置 方法 

防 波 板は， 車両の 横 ゆれ 
等に よる 危険物の 動揺を 
抑える ための もの。 厚さ 
1.6 圆 以上の 鋼板な どを 
使い， タンクの 移動 方向 
と 平行に 取り付ける。 


高さを 違えて 2 か 所に 取 
リ 付けた 例 


[memo 


• 防護 枠の 構造 


防護 枠は， 厚さ 3.2 圆 以上 
の 鋼板な どを 山形に 折り 
曲げた ものが 基本。 頂 部 
は 付属 装置より 50mm 以上 
高く する。 


•••  Caution  ••• 

•移動 タンク 貯蔵所の 標 


• 黒字に 黄色の 反射 塗料 
等で 表示す る 
• 車両の 前後に 掲げる 
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□  □  □  □  □  口(9) 屋夕沾 宁蔵 所の 基準 □□□□□口 

屋外 貯蔵所とは， 屋外の 場所に おいて 定められた 種類の 危険物の みを 貯蔵し， ま 
たは 取り扱う 施設で， 空地 および 付属 設備が 含まれます。 

n 位置 

①  保安 距離 

保安 対象 物 ごと に 政令で 定める 保安 距離を 確保 しなければ なりません。 

②  保有 空地 

貯蔵し， 取り扱う 危険物の 数量に より， 

右 表のと おり 空地を 確保し なければ なり ま 
せん。 空地は， 屋外 貯蔵所の 場所を 区画す 
るた めの 柵 等の 周囲に 必要です。 

硫黄 または 硫黄の みを 含有す る 危険物の 
みを 貯蔵す る 場合は， 緩和 措置が ある。 

③  設置 場所 

屋外 貯蔵所では， 危険物を 容器に 収納した 状態で 貯蔵す るの が 一般的です。 容 
器の 種類 • 材質に よっては 腐食が 起こり， 危険物の 漏洩に つながる 危険性 も あり 
ます。 そのため， 湿潤で なく， 排水の よい 場所に 設置す るべき です。 

④  区画 

屋外 貯蔵所は， 一般に 工作物の ない 地盤 面 上に 設置され ています。 そのため， 
危険物を 貯蔵す る 場所が 明確に わかる よう， 柵 等で 区画し なければ なり ません。 

B 貯蔵 •取扱 品の 限定 

屋外 貯蔵所では， 貯蔵し， 取り扱う ことので きる 危険物が， 下表のと おり 限定 さ 
れ ています。 なお， 塊状の 硫黄 等の みを， 地盤 面に 設けた 囲いの 内側で 貯蔵し， ま 
たは 取り 扱う 屋外 貯蔵所には， 基準の 特例が 認め られ ています。 


《屋外 貯蔵所で 貯蔵 • 取扱いで きる 危険物》 


硫黄の 引火点は 
207*C である し… 
要するに いずれも 
常温で 引火の 危険 
がない もの ばかり 
で ござる 0 


V 


第二 類 

①  硫黄  1 「硫黄 等」 

②  硫黄の みを 含有す る もの} という 

③  引火 性 固体 （引火点が 21で 以上の もの） 

第 四 類 

④第 2 石油 類 

^げ、, 姑  ※いずれも 引火点が 

〇 第石禮  21で 以上の 危諭 

⑦ 動植物 油 類 

区分 

空地の 幅 

指 

定 

数 

10 以下 

3  m 以上 

10 を 超え 20 以下 

6  m 以上 

量 

の 

20 を 超え 50 以下 

10ra 以上 

倍 

数 

50 を 超え 200 以下 

20  m 以上 

200 を 超える 

30m 以上 

《屋外 貯蔵所の 保有 空地） 
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消火 設備 


排水溝 


100m: 以下 （塊状の 硫黄 
のみを 貯蔵す る 場合） 


(商 さ 6  ra 未満) 


掲示板 


f 屋外 貯蔵所 設備の 例") 


B 設備 
□  架台 

屋外 貯蔵所には， 危険物を 貯蔵す るた めの 架台 （ラ 
ツク） を， 次の 基準に 従って 設ける ことができます。 
a  架台は， 不燃 材料で 造る とともに， 堅固な 地盤 面 
に 固定す る こと。 

b  架台 およ びそ の 付属 設備の 自重， 貯蔵す る 危険物 
の 重量， 風 荷重， 地震の 影響 等の 荷重に よって 生ず 
る 応力に 対し， 安全な ものである こと。 
c  架台の 高さは， 6m 未満と する こと。 
d  架台には， 危険物を 収納し た 容器が 容易 に 落下し 
ない 措置を 講ずる こと。 

□ 基準の 特例 

高 引火点 危険物 （引火点 130°C 以上の 第 四 類 危険物） 
のみを 貯蔵し， 取り扱う 屋外 貯蔵所には 次の ような 基準 
の 特例が あり ます。 

①  保安 距離は， 不活性ガスの 高圧 ガス 施設 および 特 
別 高圧 架空 電線 につい て 対象外 とする。 

②  保有 空地は， 傍注のと おり 幅が 減 じられ る。 


•••  Caution  ••• 

• 塊状の 硫黄の みの 屋外 

貯蔵所の 基準 

© 1 つの 囲いの 内部の 面 
積は 100 rrf 以下。 

②  2 つ 以上の 囲いを 設け 
る 場合， それぞれの 囲 
いの 内部 面積の 合計は 
1,000 rrf 以下と し， 鱗 
接する 囲いと 囲いとの 
間隔を， 保有 空地の 幅 
1/3 以上と する。 

③  囲いは 不燃 材料で 造り， 
硫黄 等が 漏れない 構造 
とする。 

④  囲いの 高さは， 1.5m 以 
下と する。 

⑤  囲いには， 硫黄 等の あ 
ふれ， 飛散を 防止す る 
ための シー トを 設け， 
その シー トを 囲いに 固 
着す る 装置を 囲し'' の 長 
さ 2  m ごとに 1 個以 
上 設ける。 

⑧ 硫黄 等を 貯蔵し， また 
は 取り扱 ラ 場所の 周囲 
には， 排水溝 および 分 
離槽を 設ける。 


• 高 引火点 危険物の 屋外 
貯蔵所の 保有 空地 


指定 数量 
の 倍数 

空地の 幅 

50 以下 

3  m 以上 

50 を 超え 
200 以下 

6  m 以上 

200 を 超 
える もの 

10m 以上 
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□  □  □  □  □  口⑽ 給油 取扱 所の 基準 □□□□□口 


給油 取扱 所とは， 固定した 給油 設備 （以下 「固定給 油 設備」） により g 動 車 等の 
燃料 タンクに 直接 給油す るた めに 危険物を 取り扱う 施設で， 建築物 その他の 工作物, 
空地 および 付属 設備が 含まれます。 一般にい う， ガソリンスタンドが これに 当たり 


ます。 


，ガソリン， 軽油の 場合 
••給油”， 灯油の 場合は 
“ 注油” という 言葉を 使 
V う。 注意が 必要で ござ 令 


給油 取扱 所には， 灯油を 容器に 詰め替えたり， 

車両に 固定された 容量 4,00 0  6 以下の タンク （容 
量 2,00 06 を 超える タンクは 内部を 2,0006 以下 
ごとに 仕切った ものに 限る） に 注入す るた めに， 

固定し た 注油 設備 （以下 「灯油 用 固定 注油 設備」） 

により 危険物を 取り扱う 施設を 含みます。 

一般の 給油 取扱 所の 形態と して， 屋外に 設置 
する ものと， 建築物 内に 設置す る （一定 以上の 
面積の 上屋を 有する ものを 含む） 屋内 給油 取扱 所が あり ます 


II 位置 

① 保安 距離 •保有 空地 

いずれも 必要と しません。 これは， 給油 取扱 所の 白 動 車 等が 出入りす る 側を 除 
く 周囲に， 高さ 2  m 以上の 防火 上 有効な 壁を 設ける という 規定， あるいは 給油 空 
地 等を 必要と する 規定に より， 近隣への 防災， 消防 活動の 面で も， 保安 上 十分な 
措置が と られ ている とみな される からです。 


懸垂 式 固定給 油 設備 
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②  給油 空地 

自動車 等に 直接 給油 する ための 固 定 給油 設備 の ホー 
ス 機器の 周囲には， 間口 10m 以上， 奥行き 6  m 以上の 
空地を 保有し なければ なりません。 これを 給油 空地と 
いいます。 給油 空地は， 自動車 等が 出入りす るた め， 
また これに 直接 給油す るた めに 最低限 必要な 空地で あ 
り， この 10m X  6  m の 面積が 確保で きないと 給油 取扱 
所は 設置で きません。 

③  注油 空地 

灯油 用 固定 注油 設備を 設置す る 場合は， ホース 機器 
の 周囲に， 灯油の 詰め替え 等の ために 必要な 空地を 保 
有しなければ なり ません。 これを 注油 空地と いいます。 
注油 空地は， 給油 空地 以外の 場所に 確保し なければ な 
り ません。 注油 空地の 面積に 具体的な 規定は あ り ませ 
ん が， 容器 または 空地から 車両が はみ出す ことなく 詰 
め 替え 作業が 行える だけの 面積が 必要です。 

□構造 


給油 取扱 所には， 給油 または これ に 付帯す る 業務の た 
めの 建築物を 除き， 建築物 その他の 工作物を 設ける こと 
はでき ません。 


給油 • 注油の 作業場 


事務所 


店舗， 飲食店， 展示場 


点検 •整備の ための 施設  洗車 施設  所有者 等の 住居， 事務所 


( 給油 取扱 所 に 設ける ことので きる 建築物） 


•••  Caution 


®10mX  6  m  とは 

給油 空地の 間 口彳〇!!)※ 奥 
行き 6  m とは， 小型 自動 
車を 基準に その 最小 回転 
半径 等を 考慮して 決めら 
れ ている。 

广 都市部の 大きな ガソリ ン スタン、 
ドは もちろん， 地方に よく ある， 
固定給 油 設備 1 つ だけの 小さな 
ガソリ ン スタン ド も， 最低 この 
面積の 空地は 確保して ぃるので 
、ござる よ！  ノ 

1  ~ 


•••  Caution  ••• 

@ 建築物の 構造 

①  壁， 柱， 梁， 屋根は， 
耐火 構造 もしくは 不燃 
材料で 造る。 

② 窓 および 出入口 （自動 
車 等の 出入 □を 除く） 
には， 防火 設備を 設け 
る 0 

③  所有者 等の 住居と それ 
以外の 部分 （給油 取扱 
所の 用に 供す る 部分） 
とは， 開 □部の ない 耐 
火 構造の 床 または 壁で 
区画し， 給油 取扱 所の 
敷地に 面する 側の 壁に 
は 出入 □を 設けない。 

④  係員 以外の 者が 出入り 
する 建築物の 部分の 床 
面積は， 合計 300 rrf 以 
下と する。 
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① 給油 空地 および 注油 空地の 地盤 面は， 周囲の 地盤 面より 高く するとと もに， 
その 表面に 適当な 傾斜を つけ， コンクリート 等で 舗装し ます。 これは， 排水 お 
よび 可燃性 蒸気の 滞留を 防止す るた めです。 さらに， 漏れた 危険物 等が 空地 以 
外の 部分に 流出し ないように， 排水溝 および 油 分離 装置を 設ける 必要が ありま 


す 0 

② 給油 取扱 所の 周囲には， 自動車 等の 出入りす る 側を 除き， 高さ 2  m 以上の 耐 
火 構造 また は 不燃 材料で 造った 摒 または 壁 を 設けます。 給油 取扱 所 に 近接して， 
延焼の おそれの ある 建築物が あるときは， この 塀 または 壁の 高さを 防火 上 安全 


な 高さに しなければ なり ません。 

B 設備 


(懸垂 式 以外の 給油 ホ ー スの萇 さ） 


回 


①  固定給 油 設備 および 灯油 用 固定 注油 設備は， 
先端に 弁を 設けた 全長 5  m 以下の 給油 ホース 
または 注油 ホースを 設けます。 なお， これら 
の ホースの 先端に 蓄積され る 静電気を， 有効 
に 除去す る 装置 も 設けなければ なり ません。 

②  固定給 油 設備 および 灯油 用 固定 注油 設備の 

ポンプ 機器は， ホースの 先端に おける 最大 吐 

出 量が 次の とおり 定められて います。 

※車両に 固定され 
た タンク に 上部 か 
ら 注入す る 場合は 
毎分 180  £ 以下 


③ 固定給 油 設備 および 灯油 用 固定 注油 設備は， 
道路 境界線 等から 次の よう な 間隔を とります。 


懸垂 式 

懸垂 式 以外 

固定給 油 設備 1 灯油 用 固定 注油 設備 

固定給 油 設備  | 灯油 用 固定 注油 設備 

道路 境界線から 

4  m 以上 

最大 ホース 全長 3 m 以下の もの  4m 以上 
最大 ホース 全長 3  m を 超え 4  m 以下の もの  5 m 以上 
最大 ホース 全長 4 m を 超え 5 m 以下の もの  6 m 以上 

敷地 境界線から 

2  m 以上  |  1 m 以上 

2  m 以上  |  1 m 以上 

建物の 壁から 

2  m 以上 （壁に 開口部がない 場合は 1 m 以上〉 

固定給 油 設備から 

〜 〜 | 鹧境 懸からの ■に 同じ | - 道路 境 ■からの 腿に 同じ 

《固定給 油 設備 • 灯油 用 固定 注油 設備の 位置》 
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④ 給油 取扱 所には， 固定給 
油 設備 もしく は 灯油 用 固定 
注油 設備に 接続す る 容量 
30,000  I 以下の 専用 タンク， 
ま たは 容量 10,00 以下の 
廃 油 タンクを， 地盤 面 下に 
埋設し て 設け る こと がで き 


ます。 また， 防火 地域 およ 

び 準 防火 地域 以外の 地域に 限って， 容量 600  ¢ 以下 
の 簡易 タンクを 3 基まで 設ける ことができます。 危 
険 物を 取り扱う これ 以外の タンクは， 給油 取扱 所に 
設ける ことは でき ません。 


/memo 

<1 防火 地域 

防火 地域 および 準 防火 地 
域に ついては， 都市計画 
法の 第 8 章に 規定され て 
いる。 

•••  Cautton 

® 専用 タンク 等の 基準 

専用 タンク および 廃油夕 
ンクの 構造は 地下 タンク 
貯蔵所の， 簡易 タンクの 
構造は 簡易 タンク 貯蔵所 
の， それぞれ 基準を 準用 
している。 


【屋内 給油 取扱 所の 基準】 


(T 屋内 給油 取扱 所の 例） 


屋内 給油 取扱 所とは， 建築物 内に 設置す る 給油 取扱 所 


および それ 以外の もので， 上屋 （キ ヤノ ピー） 等の 面積 


屋内 給油 取扱 所は) 
病院， 福祉 施設， 
幼稚園な どが ある 
建築物 内には 設置 
できん ぞ〇 
また， 1 階の 2 方 
について は， 原則 
と して 壁を 設けて 
はならん のじ や。 , 


が， 敷地 面積から 建築物の 1 
階の 床面積を 除いた 面積の 1/3 
を 超える ものと されて います 
(傍注 参照)。 

屋内 給油 取扱 所の 構造 •設 
備 は， 基本的に 屋外に 設置す 
る 給油 取扱 所の 例に よ ります。 


•••  Caution  •••• 

• 屋内 給油 取扱 所の 定義 


B  —  C の 面積が， A  _ 
C の 面積の 1/3 を 超える 
ものが 屋内 給油 取扱 所と 
なる。 

たとえば 敷地 面積が 100 
rrf, 事務所 床面積が 30rrf, 
上屋 面積が 60rrf とした 場 
合， 

100 nrf-30nf=70rrf 
60mr-30rrf=30nff  で， 


30nrf 

70m2 


>  + となり 


この 給油 取扱 所は 屋内 給 
油 取扱 所と なる。 
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□□□□口  □⑼ 販売 取扱 所の 基準 □□□□□口 

販売 取扱 所とは， 店舗に おいて 容器 入り 
のま ま 販売す るた めに 危険物を 取り扱う 施 
設 で， 建築物 その他の 工作物 および 付属 設 
備 が 含 まれます。 

販売 取扱 所は， 取り扱う 危険物の 数量に より 「第 1 種 販売 取扱 所」 と 「第 2 種販 
売 取扱 所」 の 2 つに 分けられます。 

【第 1 種 販売 取扱 所】 

第 1 種 販売 取扱 所は， 指定 数量の 倍数が 15 以下の 危険物を， 店舗に おいて 容器 入 
りの まま で 販売す るた めに 取り扱う 取扱 所です。 

D 位置 

保安 距離， 保有 空地と もに 必要ありません が， 防災 上の 観点から， 店舗は， 建築 
物の 1 階に 設置し なければ なり ません。 

B 構造 

① 建築物の 店舗に 使用す る 部分は， 壁を 耐火 構造と する か， または 不燃 材料で 
造り， その 両面を 防火 構造と します。 また 店舗に 使用す る 部分と その他の 部分 


販売 取扱 所の 例 

取り扱う 危険物の 数量 

第 1 種 販売 取扱 所 

指定 数量の 15 倍 以下 

第 2 種 販売 取扱 所 

指定 数量の 15 倍を 超え 40 倍 
以下 

《販売 取扱 所の 区分〉 


天井 （不燃 材料） 


排気 設備 


ためます 


c 第一 種 販売 取扱 所の 例） 
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財 火 構造 


特定 防火 設備 


傾斜を つける 


lm 以上 


6  rf 以上 
lOirf 以下 


(15 合 室の 構造） 

との 隔壁は， 耐火 構造と しなければ なりません。 

②  店舗に 使用す る 部分の 梁は 不燃 材料で 造り， 天井 
を 設ける 場合は， これ も 不燃 材料で 造ります。 

③  店舗に 使用す る 部分に 上 階が ある 場合は， 上 階の 
床を 耐火 構造と します。 上 階がない 場合は， 屋根を 
耐火 構造 とする か， 不燃 材料で 造 ります。 

④  店舗に 使用す る 部分の 窓 および 出入口には， 防火 
設備を 設けます。 

⑤  窓 および 出入口に ガラスを 用いる 場合は， 網 入り 
ガラスと します。 

⑧ 販売 取扱 所には， 危険物を 容器から 取り出して 調 
合 等を 行うた めの 配合 室 を 設ける こと がで きま すが, 
この 配合 室の 構造は， 店舗 内の， 販売に 使用す る 部 
分と 比べて， 次のと おり 基準が 強化され ます。 
a  床面積は， 6  m2 以上 10m2 以下と する。 
b  前記① と 同様の 壁で 区画す る。 
c 床は 危険物が 浸透し ない 構造と した 上で 適当な 
傾斜を つけ， かつ， ためますを 設ける。 
d  出入口には 自 閉 式の 特定 防火 設備を 設ける。 
e  出入口の 敷居の 高さは， 床 面から 0.1m 以上と す 
る 0 


imemo 
® 防火 構造 

建築基準法に 規定され て 
いるもの。 

•壁は 不燃 材料で 造る 
♦床は 不燃 材料で 造る 
•屋根は 次の いずれ か 1 

つに 該当する もの 

① 瓦 または 石綿 スレ _ 
卜で ふいたち の 

② 木毛 セメント 板の 上 
に 金属 板で ふいた も 
の 

③  金属 板で ふいた もの 
なお， 壁， 床を 不燃 
材料 以外の 材料で 造 
る 場合は， 建築 基準 
法 施行 令 第 108 条に 
従 ラ。 
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f 内部に 滞留した 可燃性 蒸気 または 可燃性の 微 粉を， 屋根 上に 排出す る 設備 


を 設ける。 


B 設備 

電気 設備に ついては， 製造所ので 電気 設備の 例に より， 可燃性 ガス 等が 滞留す る 
おそれの ある 場所に 設置す る 機器は， 防 爆 構造と しなければ なり ません。 

【第 2 種 販売 取扱 所】 

第 2 種 販売 取扱 所は， 指定 数量の 倍数が 15 を 超え 40 以下の 危険物を， 店舗に おい 
て 容器 入 りの まま で 販売す るた めに 取扱う 取扱 所です。 第 1 種 販売 取扱 所に 対して 
取扱う ことので きる 危険物が 多いた め， 構造に ついての 基準 も 強化され ています。 


D 位置 •設備 


第一 種 販売 取扱 所に 対して， 構 ^ 
造 基準が 強化され ている 点は， 

①  壁， 床， 柱， 梁は 耐火 構造 
不燃 材料は だめ！ 

② 上 階への 延焼 防止 措置 

③  窓は 延焼の おそれの ない 部分 
のみ 

④  延焼の おそれの ある 壁の 出入 
口は， 自閉式 特定 防火 設備 


/! 階への 延焼 防止 措置と して 
は， 耐火 構造の ひさしを 設け 
るな どの 方法が ある。 

この場合， ひさしの 突き出し 
の 長さは 0.9m 以上と する の 
\ で ござる よ！  _  > 


位置 およ び 設備の 基準は， 第 1 種 販売 取扱 
所と 同じです。 

EI 構造 

①  建築物の 店舗に 使用す る 部分は， 壁, 
床， 柱， 梁を 耐火 構造と し， 天井を 設 
ける 場合は， 不燃 材料で 造ります。 

②  店舗に 使用す る 部分に 上 階が ある 場 
合は， 上 階の 床を 耐火 構造と し， 上 階 
への 延焼を 防止す るた めの 措置を 講じ 
ます。 上 階の ない 場合は， 屋根を 耐火 
構造と します。 

③  窓は， 延焼の おそれの ない 部分に 限 
って 設ける ことができ， かつ， 防火 設 
備を 設けます。 

④  出入口には， 防火 設備を 設けます。 
また， 延焼の おそれの ある 壁に 設ける 
出入口には， 自閉 式の 特定 防火 設備を 
設けなければ なり ません。 

このほかに ついては， 第 1 種 販売 取扱 所 
の 基準と 同じです。 
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0  0(12) 移送 取扱 所の 基準 □口 

移送 取扱 所とは， 配管 および ポンプ， ならびに これら 
に 付属す る 設備に よって 危険物の 移送の 取扱いを 行う 施 
設 で， 建築物 その他の 工作物， 空地 および 付属 設備が 含 
まれます。 

移送 取扱 所は 消防法の 適用を 受ける 危険物 施設です が, 
その 位置， 構造， 設備の 技術 上の 基準は， 石油 パイプ ラ 
イ ン 事業 法に 定める 基準に 基づいて 定められて います。 

□位置 
□  設置 禁止 場所 

保安 上， 移送 取扱 所を 設置して はならない 場所が， 
次の よう に 定められて います。 


(防災 計画に 定める 避難 空地)  ci 失 道 • 道路の トンネル 内） 


その他  •利水 上の 水源で ある 湖沼， 貯水池な ど 
•急傾斜 地 崩壊 危険 区域 
春 地す ベり 防止 区域， ぼた 山 崩壊 防止 区域 
• 海岸 保全 施設 およ びその 敷地 
なお， 防災 計画に 定める 避難 空地， および トンネル 
内 以外の 場所に ついては， 特別の 理由に よ り やむ を 得 
ない 場合で， 保安 上 適切な 措置を 講ずれば 設置 可能。 


•••  Caunon  ••• 

(§) 移送 配管の 位置 制限 

配管は， 設置 方法に より 
一定の 位置 制限が ある。 
とくに 道路 下に 埋設す る 
場合， 配管の 外面と 路面 
との 距離は， 市街地では 
1.8m 以下と しては なら 
ず， 市街地 以外では 1.5  m 
以下と しては ならない。 


(市街地 以外の 道路 下に 設 i する 場合） 


地上に 設置す る 場合は 地 
表に 接しない よ ラに 安全 
な 構造の 支持 物に より 支 
持す る。 

また， 移送 基地の 構外に 
設置す る 場合， 配管は 住 
宅， 学校， 病院 その他の 
施設から 一定の 水平距離 
を 保たねば ならない。 


(: 地上に 設置す る 場ぎ) 
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B 構造 

①  配管 等の 材料は， 一定の JIS 規格に 適合す る ものを 使用し ます。 

②  配管 等の 構造は， 移送され る 危険物の 重量， 配管 等の _ 重， 内圧な どに 対し 
て 安全な もので なければ なり ません 0 

③  配管 等の 接合は， 原則として 一定 基準に 適合す る 方法の 溶接に より 行います。 

④  配管に， その 許容 応力 度を 超える 圧縮， 引 張， 曲げるな ど 有害な 伸縮が 生じ 
る おそれの ある 箇所には， これを 吸収す る 措置を 講じなければ なりません。 伸 
縮 吸収 措置と しては， 原則として 「曲がり 管」 を 用います。 

B 設備 

① ポン プ およ び 付属 設備は 一定の 基準に 適合す る もの を 使用 します。 

②  その他， 漏洩 拡散 防止 装置， 可燃性 蒸気の 滞留 防止 装置， 運転 状態の 監視 装 
置， 安全 制御装置， 圧力 安全装置 などの 設備を 設ける ことと されて います。 

□  □  □  □  □  口(13 卜般 取扱 所の 基準 □□□□□口 

一般 取扱 所とは， 給油 取扱 所， 販売 取扱 所， 

移送 取扱 所以 外の すべての 取扱 所の ことで， そ 
の 形態は さまざまです。 

一般 取扱 所の 位置， 構造， 設備の 基準に つい 
ては， 製造所の 基準を 準用して います。 しかし， 

以下の 一般 取扱 所に 対しては， 基準の 特例と し 
て 緩和 措置が と られ ています。 


一般 取扱 所の 別 

取扱 形態な ど 

取扱 数量 

吹き 付け 塗装 作業 等の 一般 取扱 所 

塗装， 印刷 等の ため 第二 類 危険物 および 特殊 引 
火 物を 除く 第 四 類 危険物の みを 取扱う。 

指定 数量の 30 倍 未満 

焼き 入れ 作業 等の 一般 取扱 所 

焼き入れ また は 放電 加工の ため 引 火 点 70C 以上 
の 第 四 類 危険物の みを 取扱う。 

ボイラー， バーナー 等で 危険物を 
消費す る 一般 取扱 所 

ボイラー， バーナー 等で 引火点 40て 以上の 第 四 
類 危険物の みを 消費す る。 

充塡の 一般 取扱 所 

車両に 固定された タンクに 液体の 危険物 （一部 
を 除く） を 注入す る 0 

数量 制限な し 

詰め替えの 一般 取扱 所 

固定した 注油 設備に より 引火点 40X： 以上の 第 四 
類 危険物の みを 容器に 詰め替える 等す る。 

指定 数量の 30 倍 未満 

油圧 装置 等の 設置す る 一般 取扱 所 

油圧 装置な どを 設置す る 一般 取扱 所で， 髙 引火 
点 危険物の みを， ioor 未満で 取扱う。 

指定 数量の 30 倍 未満 

《基準の 特例が 認め られる 一般 取扱 所》 
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fa 


oil 


于 inisfi  //~ 


□ 1. 保安 距離 …… •一般 住宅から 10m 以上， 高圧 ガス 施設な どから 20m 以上。 

学校. 病院な どから 30m 以上， 重要文化財から 50m 以上， 
特別 高圧 架空 電線から 水平距離 3  m 以上 （7, 000 〜 

35,000 V),  5  m  以上 （35, 00 0V 〜）。 

♦必要と する のは… 製造所， 屋内 貯蔵所， 屋外 タンク 貯蔵所, 
屋外 貯蔵所， 一般 取扱 所。 

□  2  • 保有 空地 . • 指定 数量の 倍数に より 3 〜 30m。 

•必要と する のは… 製造所， 屋内 貯蔵所， 屋外 タンク 貯蔵所, 
簡易 タンク 貯蔵所 （屋外 設置)， 屋外 貯蔵所， 一般 取扱 所， 
移送 取扱 所 （地上 設置)。 

□  3. 製造所の 基準 …… •位置 •構造 •設備と もす ベての 施設の 基準になる。 

□  4. 屋内 貯蔵所の 基準 …… •貯蔵 倉庫に 基本 3 形態。 独立 専用 平屋 建てが 基本。 

•床面積の 制限 あり— 1，000 m2 以下。 

□  5. 屋外 タンク 貯蔵所の 基準 …… •敷地 内 距離の 規定 あり。 

•防 油 堤の 最大 容量 （タンクの 110%)。 

□  6. 屋内 タンク 貯蔵所の 基準 …… •容量 制限 あり— 原則 指定 数量の 40 倍 以下。 

第 四 類 （第 4 石油 類. 動植物 油 類 以外） は 最大 20,00 以下。 

□  7. 地下 タンク 貯蔵所の 基準 …… •設置 法に 3 種- KD タンク 室に 設置 

② 直 接地 盤面 下に 埋設 

③  コンクリート 被覆で 埋設 


□  8. 簡易 タンク 貯蔵所の 基準 …… •容量 制限 あり— 1 基 6006 以下。 

•1 施設に 3 基まで， 品質は 別々 で。 

□  9. 移動 タンク 貯蔵所の 基準 …… •容量 制限 あり— 30,00 以下。 

(タンクローリー）  • 内部は 4,00 以下 ごと に 間 仕切り。 

□ 1〇. 屋外 貯蔵所の 基準 . •硫黄 等， 引火 性 固体 （引火点 21。0 以上の もの）， 

第 2, 第 3， 第 4 石油 類， 動植物 油 類の み 貯蔵 可。 

□ 11. 給油 取扱 所の 基準 …… •固定給 油 設備 等の 設置 位置， 給油 空地， 注油 空地。 

• 屋内 給油 取扱 所— 上屋 面積が 敷地の 1/3 以上。 


□ 12. 販売 取扱 所の 基準 

□ 13. 移送 取扱 所の 基準 
□ 14. 一般 取扱 所の 基準 


春 第 1 種は 指定 数量の 15 倍 以下， 第 2 種は 15 倍を 超 
え〜 40 倍 以下。 


►設置 禁止 場所 あり， 配管の 埋設 位置。 
►基準の 特例に 該当する 施設を 覚える。 


Section 11 製造所 等の 位置 •購造 •設備の 基準 
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標識 •掲 7F 板: _ 画 

：< 出題 例 . . 

: 【問題 12】 製造所 等に 掲げる， 注意事項を 表示した 掲示板に ついて， 次のう ち 誤 


つ ている ものは どれ か。 

(1)  第二 類 （引火 性 固体を 除く） . 火気 注意 

(2)  禁 水性 物品 . 禁水 

(3)  _然 発火 性 物品 . 火気厳禁 

(4)  第 四 類 . 火気 注意 

(5)  第五 類 . 火気厳禁 


製造所 等には， 設備の 1 つと して 見やす い 箇所に 標識 および 掲示板を 表示し なけ 
れ ばな りません。 標識 およ び 掲示板に 示すべき 内容は 次の とおり です。 

•標識 …… 危険物の 製造所， 貯蔵所， 取扱 所で ある 旨 
•掲示板 …… 防火に 関し， 必要な 事項 


□  □□□□□□口  □⑴標 識 □□□□□□□□口 


標識 や 掲示板で 問題と なる のは， 表示 内容 だけでなく， 大きさ 
と 色です。 製造所 等 （移動 タンク 貯蔵所を 除く） に 掲げる 標識は， 
幅 0.3m 以上 X 長さ 0.6m 以上で， 地は 白色， 文字を 黒色と し， 製 
造 所 等の 名称 （「危険物 製造所」 など） を 記載し ます。 

移動 タンク 貯蔵所の 標識は， 0.4mX0.4m の 地が 黒色の 板に， 
黄色の 反射 塗料 等で 「危」 と 表示し， 車両の 前後の 見やす い 位置 
に 掲げなければ なりません。 

運搬 車両の 場合は， 同じ 形状で 大きさが 0.3m  X  0.3m となり ま 


危 

険 

物 

0.6 

製 

以 

造 

所 

— 0.3m  以上 — yj 


CM 造 所 等の 標識） 


す 0 


E^f 

^ 0  4m K 0.3m ― ^ 


"0.4m~ 

(移動 タンク 貯蔵所の 標識） 


C 危険物 運搬 車両の 標識"） 


202 ……… Chapter  4 危険物に 関する 法令 


□  □  □  □  口(2) 掲示板 □□□□口 

D 類別 等の 掲示板 

幅 0.3m 以上 X 長さ 0.6m 以上の 地が 白 
色の 板に 黒色の 文字で， 以下の 内容を 記 
載し ます。 

•危険物の 類別 
♦危険物の 品名 
♦貯蔵 • 取扱いの 最大 数量 
•指定 数量の 倍数 

• 危険物 保安 監督者の 氏名 ま たは 職名 
B 注意事項の 掲示板 
大きさは 同じく 幅 0.3m 以上 X 長さ 0.6m 以上で， 貯蔵 
• 取扱 危険の 性質に 応じて 次の 3 種類が あり ます。 

♦色 0 地は 赤色， 文字は 白 
♦対象 危険物み 
第二 類 （引火 性 固体） 

第三 類 （_然 発火 性 物品 ほか） 

第 四 類， 第五 類 

•色 <=> 地は 赤色， 文字は 白 
* 対象 危険物み 
第二 類 （引火 性 固体を 除く） 


♦色 A 地は 青色， 文字は 白 
♦対象 危険物 ひ 

第一 類 （アルカリ 金属の 過酸化物 ほか) 
第三 類 （禁 水性 物品 ほか） 


★すべての 標識 •掲示板は， 縦書きで も 横書きで も 可。 


火気厳禁 


-  0.6m- 
以上 


火気 注意 


-  0.6m- 
以上 


0.3m 

k — 以上 一 1_ 


(類別 等の 掲示板） 


j 解答 ⑷ 

: ►貯蔵 •取扱いを す 
: る 危険物と， その 施 
： 設に 掲げる 掲示板の 
: 組み合わせ に関する 
j 問題で ある。 
j  第 四 類 危険物の 貯 

| 蔵 • 取扱いを する 施 
； 設 には 「火気厳禁」 

: の 掲示板を 表示し な 
： ければ ならない。 (規 
I 則 第 18 条第 1 項） 

•••  Caution  參知 


• その他の 掲示板 

►給油 取扱 所に 掲げる 掲 
示 板 


色 〇 地は 黄 赤色 （オレンジ 
色)， 文字は 黒 


►引火点 211 未満の 危険 
物を 貯蔵し， 取り扱う 屋 
外 タンク 貯蔵所， 屋内 夕 
ンク 貯蔵所， 地下 タンク 
貯蔵所の 「タンク 注入 口」 
または 「ポンプ 設備」 に 
掲げる 掲示板 


屋外 貯蔵タンク 注入 口 

危険物の 類 
危険物の 品名 

火 5J8 禁 


-  0.6m— 


1  ^Finisfi  / 广 


□ 1 •標識 （移動 タンク 貯蔵所を 除く） と 掲示板の 大きさは 0.3m 以上 X0.6m 以上。 

□  2. 移動 タンク 貯蔵所の 標識は 0.4m X0.4m， 運搬 車両の 標識は 0.3m X0.3m。 

□  3. すべての 標識， 掲示板は， 縦書きで も 横書きで も 可。 


Section 12 膘識 •掲示 腋 
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消火 設備の 基準 

：< 出題 例 > . 

: 【問題 13】 消火 設備の 区分で， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

:  (1) 第 1 種 屋内 消火栓 設備 または 屋外 消火栓 設備 

:  (2) 第2 種 スプリンクラー設備 

: (3) 第 3 種 泡 消火 設備 または 泡を 放射す る 車輪 付きの 消火器 
:  (4) 第 4 種 二酸化炭素を 放射す る 大型 消火器 

:  (5) 第 5 種 乾燥 砂 


消火 設備は， 万一 火災が 発 止した 場合， これを 有効に 消火す るた めの 設備と して 
製造所 等に 必ず 備え付けて おかなければ な らな いも のです。 製造所 等の 区分 や 規模， 
貯蔵. 取扱いを する 危険物の 品名 • 最大 数量 等に 応じて， それぞれ 適応す る 消火 設 
備の 設置 義務が 規定 されて います。 


Z7Z7Z7  □⑴ 消火 設備の 種類と 適応性 □  〇〇〇 


n 消火 設備の 種類 

消火 設備は， 第 1 種から 第 5 種までに 分類され ており， 第 3 種〜 第 5 種 消火 設備 
の 中には， 形式 や 消火 剤の 異なる 多くの 消火 設備 • 消火器が 含まれます。 


(:第 1 種 消火 設備） 


(第 4 種 消火 設 橋） 
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それぞれの 消火 設備 や 消火器が 第 何 種 


の 設備に 該当する のか…。 

そこが 試験に 出る ボイ ン トで ござる 0 
規模の 大きい ものから 順に 第 1 種， 第 
2 種… と 分かれて いる こと に 注意す る 


危険物に 関する 法令 


消火 設備の 区分 

対象 物の 区分 

建 

築 

物 

そ 

の 

他 

の 

エ 

作 

物 

電 

気 

設 

備 

第一 類の 危険物 

第二 類の 危険物 

第三 類の 危険物 

第 

四 

類 

の 

危 

険 

物 

第 

五 

類 

の 

危 

険 

物 

第 

六 

類 

の 

危 

険 

物 

たア 
は ル 
こ 力 
れリ 
を 金 
含属 
有の 
す 過 
る 酸 
も 化 
の 物 

そ 

の 

他 

の 

第 

類 

の 

険 

物 

ずネ鉄 
れシ粉 
かウ ， 
をム金 
含ま 厲 
有た 粉 
すは も 
る こし 
もれく 
のらは 
の マ 
いグ 

引 

火 

性 

固 

体 

そ 

の 

他 

の 

% 

i 

の 

危 

険 

物 

禁 

水 

性 

物 

品 

そ 

の 

他 

の 

第 

I 

の 

危 

険 

物 

第 1 種 

屋内 消火栓 設備 また は 屋外 消火 

栓 設備 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

第 2 種 

ス プリ ンク ラー 設備 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

第 3 種 

水蒸気 消火 設備 ま たは 水 噴 霧 消 

火 設備 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

泡 消火 設備 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

二酸化炭素 消火 設備 

〇 

〇 

〇 

ハロゲン 化物 消火 設備 

〇 

〇 

〇 

粉末 消 
火 設備 

りん 酸 塩類 等を 使用 
する もの 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

炭酸水 素 塩類 等を 使 
用す る もの 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

その他の もの 

〇 

〇 

〇 

第 4 種 

または 

第 5 種 

棒状の 水を 放射す る 消火器 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

霧 状の 水を 放射す る 消火器 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

棒状の 強化 液を 放射す る 消火器 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

霧 状の 強化 液を 放射す る 消火器 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

泡を 放射す る 消火器 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

二酸化炭素を 放射す る 消火器 

〇 

〇 

〇 

ハロゲン 化物を 放出す る 消火器 

〇 

〇 

〇 

消火 粉末 
を 放射す 
る 消火器 

りん 酸 塩類 等を 使用 
する もの 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

炭酸水 素 塩類 等を 使 
用す る もの 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

その他の もの 

〇 

〇 

〇 

第 5 種 

水 バケツ または 水槽 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

乾燥 砂 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

膨張 ひる 石 また は 膨張 真珠 岩 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

物 ぅ 
険い 
危を 

のの 
で。 も 
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B 消火の 困難 性 

ひとくちに 危険物 施設と いっても， その 規模 や 形態は さまざまです。 ですから 火 
災が 発生した 場合 も， 比較的 容易に 消火で きる 施設 も あれば， 極めて 消火が 困難な 
施設 も あり， すべて 同 レベルの 消火 設備で 十分と いう ことはありません。 

製造所 等に 設ける 消火 設備は， それぞれの 施設の 規模 や 形態， 貯蔵 •取扱いを す 
る 危険物の 種類 や 数量を もとに 定められた 「消火の 困難 性」 に応じて， 次のように 
3 つに 区分され ています。 


消火 困難 性の 区分 

消火 設備 

① 著しく 消火が 困難と 認められる もの 

(第 1 種， 第 2 種， 第 3 種） + 第 4 種 + 第 5 種 

② 消火が 困難 と 認められる もの 

第 4 種 + 第 5 種 

③ それ 以外の もの （移動 タンク 貯蔵所を 除く） 

第 5 種 

B 消火 設備の 設置 基準 

すべての 製造所 等は， 上の 表に 示す 消火の 困難 性に 応じて 分類され ています 〇た 
とえば 同じ 製造所で も， 延べ 面積 や 建築物の 構造， 取扱う 危険物の 種類の 違いに よ 
り 3 段階に 分かれて いるので す。 それぞれ 区分の 基準は 細かく 規則に 定められ てい 
ますが， ここでは 乙種 第 四 類 危険物 取扱 者に とくに 身近な 給油 取扱 所に ついて， 消 
火の 困難 性を 決める 基準と 設置が 義務づけられ ている 消火 設備に ついて 示します。 


消火の 困難 性の 区分 

給油 取扱 所の 規模な ど 

消火 設備 

① 著しく 消火が 困難と 認め 
られる もの 

屋内 給油 取扱 所のう ち 1 階の 一方 
向の み 開放され， かつ 他の 用途に 
使用す る 上 階を 有する もの 

第 3 種の 固定 式 泡 消火 設備。 およ 
び 第 5 種の 消火 設備を， その 能力 
単位の 数値が 建築物 そ の 他の 工作 
物の 所要 単位の 数値に 達する よう 
に 設ける。 

② 消火が 困難と 認められる 
もの 

上記 ① 以外の 屋内 給油 取扱 所， お 
よび メ タ ノールを 取り扱う 屋外の 
給油 取扱 所 

第 4 種の 消火 設備を， その 放射能 
力 範囲が 建築物 その他の 工作物 お 
よ び 危険物を 包含す るよう に 設け， 
ならびに 第 5 種の 消火 設備を， そ 
の 能力 単位の 数値が 危険物の 所要 
単位の 数値の 1/5 以上になる よう 
に 設ける。 

③ それ 以外の もの 

上記 ①， ② 以外の 給油 取扱 所 

第 5 種の 消火 設備を， その 能力 単 
位の 数値が 建築物 その他の 工作物 
およ び 危険物の 所要 単位の 数値に 
達する よう に 設ける こと。 

《給油 取扱 所 に 設ける 消火 設備の 基準》 
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〇  口⑵ 所要 単位と 能力 単位 □口 

D 所要 単位 

製造所 等に 対して， それぞれ どの 程度の 消火 能力を 有 
する 消火 設備が 必要な の か 定める 単位で， 建築物な どの 
構造 や 規模， 危険物の 数量を もとに 計算され ます。 


外壁が 耐火 構造の もの 

外壁が 耐火 構造で ない もの 

製造所 または 取扱 所 
の 建築物 

延べ 面積で 100m2 で 1 所要 単位 

延べ 面稽で 50ro2 で 1 所要 単位 

貯蔵所の 建築物 

延べ 面積で 150m2 で 1 所要 単位 

延べ 面 横で 75m; で 1 所要 単位 

屋外に ある 製造所 ま 
たは 取扱 所の 工作物 

水平 最大 面積 100 m2 で 1 所要 単位 

屋外に ある 貯蔵所の 
工作物 

水平 最大 面積 150m2 で 1 所要 単位 

危険物 

指定 数量の 10 倍で 1 所要 単位 

《所有 単位の 計算 表》 


B 能力 単位 

所要 単位 に対する， 消 火 設備の 消 火 能力の 基準 単位の 
ことです 0 


消火 設備 

種類 

容置 また 
は 重量 

対象 物に 対する 能力 単位 

第一 類から 第 
六 類までの 危 
険物 に対する 
もの 

電気 設備 および 第 
四 類の 危険物を 除 
く 対象 物に 対する 
もの 

水 バケツ ま 
たは 水槽 

消火 専用 バケツ 

8¢ 

3 個に て 1.0 

水槽 （消火 専用 パケ 
ツ 3 個 付） 

80^ 

1.5 

水槽 （消火 専用 バケ 
ツ 6 個 付） 

190  i 

2.5 

乾燥 砂 

乾燥 砂 （スコップ 付） 

50 必 

0.5 

膨張 ひる 石 

または 膨張 
真珠 岩 

膨張 ひる 石 または 膨 

張 真珠 岩 （スコップ 
付） 

160  i 

1.0 

(小型 消火器を 除く 第 5 種 消火 設備の 能力 単位》 


解答 ⑶ 

► 「泡 消火 設備」 は 
第 3 種 消火 設備に 該 
当す るが， 「泡を 放射 
する 車輪 付きの 消火 
器」 は 第 4 種 消火 設 
備に 該当する。 


/ 所要 単位と いうのは， 建築、 


物な ど， 火災のと きに 消火 
される 側の 単位。 それに 対 
して 能力 単位は. 消火す る 


(たと え ば， 外壁が 財 火 構造で、 
ない 製造所の 建築物 50m2  (1 
所要 単位） を 消火す るた めに 
は.  8¢ 入りの 消火 専用 バケ 
ツで 3 個 （能力 単位 1.0) 必 
^ 要と いう ことね。  j 


i/  (J- inis Fl  //' 


□ 

1 . 

第 1 種 消火 設備 

□ 

2. 

第 2 種 消火 設備 

□ 

3. 

第 3 種 消火 設備 | 

□ 

4  . 

第 4 種 消火 設備 | 

□ 

5  . 

第 5 種 消火 設備 • 

屋内 消火栓 設備 また は 屋外 消火栓 設備 
スプリンクラー設備 
泡 消火 設備， 二酸化炭素 消火 設備な ど 
大型 消火器 （消火 剤は 小型 消火器と 共通す る） 

小型 消火器， 水 バケツ， 乾燥 砂， 膨張 ひる 石な ど/-^ > 
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BMW 籠 設備 • 避難 設備 

: 〈出題 例 > . 

: 【問題 14】 警報 設備に ついて， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

:  (1) 製造所 等で 指定 数量の 倍数が 50 以上の 施設は， _ 動 火災 報知 設備を 設置し な 

:  ければ ならない。 

:  (2) 指定 数量の 倍数が 10 以上の 施設は， 警報 設備を 設置し なければ ならない 0 

:  (3) 拡声装置， 警鐘， 非常べ ル 装置は， 警報 設備に 該当する。 

:  (4) 消防 機関に 報知で きる 電話は， 警報 設備で ある。 

:  (5)  _ 動 火災 報知 設備は， 警報 設備で ある。 


□  □□□□□□  □⑴ 警報 設備 □□□□□□□口 


警報 設備は， 火災 や 危険物の 流出 事故な どが 発生した ときに， 従業員 等へ いち 早 
く 知らせ， 安全を 確保す るた めに 必要な 設備です。 

n 設置 義務の ある 製造所 等 

指定 数量の 10 倍 以上の 危険物を 貯蔵し， または 取り扱う 製造所 等 （移動 タンク 貯 
蔵 所を 除く） には， 火災が 発生した 場合， 自動的に 作動す る 火災 報知 設備 その他の 
警報 設備を 設けなければ ならない と 規定され ていいます。 

B 警報 設備の 種類 

警報 設備には， 次の ような ものが あり， いずれも 規則で 定められ ています 0 


この 中で いちばん 重要な のは， 
もちろん 自動 火災 報知 設備。 で 
も 全部で 5 つ だけ だからす ベて 
覚えて しまおう。 なお 消防 機関 
への 通報 電話は， 普通の 加入 回 
線で よいので ござる。 


v~ 
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B 設置 基準 

警報 設備の 設置 基準は， 
製造所 等 ごとに， さらには 
貯蔵 • 取扱いの 数量に 応じ 
て 詳しく 規定され ています。 
たとえば， 給油 取扱 所に 限 
つてみ ると， 次の よう にな 


ります 0  (自動 火災 報知 設備を 備える 給油 «尿"> 


給油 取扱 所の 形態 

設置すべき 轚 報 設備 

1 階に 1 方向が 開放され ている 屋内 
給油 取扱 所， および 上部に 上 階を 有 
する 屋内 給油 取扱 所 

自動 火災 報知 設備 

その他 （自動 火災 報知 設備を 有しな 

いもの） 

その他の 警報 設備 （208 ページ 
参照） 1 種類 以上 

《給油 取扱 所の おける 轚 報 設備の 設置 基準〉 


□  □  □  □  口(2) 避難 設備 □□□□口 

火災 時に 迷う ことなく 避難で きる よう に 誘導す るの が 
避難 設備です。 

避難 設備の 設置 義務が あるのは， 危険物 施設と 直接 関 
わりの ない 者が 施設の 一部 
を 通過す る 場合が' 想定され 
る， 次の 特定 給油 取扱 所の 

みで 十  (避難 設備） 


製造所 等の 区分 

設置 対象 

設置すべき 避難 設備 

給油 取扱 所 

建築物の 2 階の 部分を 店舗 等 

の 用途に 供す る もの または 屋 
内 給油 取扱 所のう ち 給油 取扱 
所の 敷地 外へ 直接 通ず る 避難 
口を 設ける 事務所 等の 有する 
もの 

誘導 灯 

解答 ⑴ 

► 自動 火災 報知 設備 
を 設置し なければ な 
ら ない 製造所 等で， 
指定 数量の 倍数を 基 
準に 規定され ている 
のは 製造所， 一般 取 
扱 所， 屋内 貯蔵所の 
一部に すぎない。 し 
かも， その 指定 数量 
は 100 倍 以上で ある。 


广 誘導 灯は， ひとつ あれば) 
いいと いう わけでは ない。 
避難 口を はじめ， 避難 口 
に 通じる 通路， 階段， 出 
入口に 設ける よう， 規定 


•••  Caution 

@ 非常 電源 

誘導 灯には， 非常 電源を 
備えなければ ならない。 


《避難 設備の 設置 基準》 


1.  警報 設備 

2.  避難 設備 • 


<D 自動 火災 報知 設備， ② 拡声装置， ③ 消防 機関に 報知で きる 
電話， ④ 非常べ ル 装置， ⑤ 警鐘。 

誘導 灯 （設置 義務が あるのは 特定の 給油 取扱 所の み）。 
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itm  • 取扱いの 基準 

：< 出題 例 . . 

: 【問題 15】 危険物の 貯蔵 •取扱いの 基準と して、 誤って いるものの 組み合わせは ど 
:  れ か。 

•  ア すべての 製造所 等は 許可、 届出され た 数量、 指定 数量の 倍数を 超える 危険 

*  物を 貯蔵、 取り扱って はならない。 

:  イ 危険物の くず、 かす 等は、 一定量に なれば 危険物の 性質に 応じて 安全な 場 

:  所で 廃棄 等の 適切な 処置を しなければ ならない。 

:  ウ 第 四 類 危険物の 貯蔵、 取扱いに あたって は、 炎、 火花 もしくは 高温 体との 

:  接近 または 過熱を 避ける とともに、 みだりに 蒸気を 発生 させない。 

:  エ 屋内 貯蔵所に おいては、 第 四 類 危険物と 可燃性 固体 または 第 四 類を 含む 危 

:  険 物は、 それ ぞれ別 々に まとめ、 相互に 2  m 以上 離せば、 同 時 貯蔵が できる。 

:  オ 給油 取扱 所に おいて、 自動車 等の 洗浄を 行う 場合、 引火点を 有する 液体の 

:  洗剤を 使用して はならない。 

:  (1) ア 、イ （2) イ 、ェ （3) ウ 、力 (4) ア 、ウ 、ェ （5) イ 、ウ 、力 


製造所 等に おいて， 危険物を 貯蔵， 取り扱う 場合には， その 数量に かかわらず， 
技術 上の 基準に 従わなければ なりません （消防法 第 10 条第 3 項)。 これに 違反 すれ 
ば， 市町村 長 等は 基準 遵守を 命令す る ことができ， さらに この 命令に 従わない とき 
には， 危険物 施設の 使用 停止 命令を 下す ことができます。 

技術 上の 基準には， ① すべての 製造所 等に 共通す る 共通 基準， ② 危険物の 類 ごと 
に 共通す る 基準， ③ 貯蔵の 基準， ④ 取扱いの 基準が あります。 

□  □□□□□□  〇⑴ 共通 基準 □□□□□□□口 

D すべての 製造所 等に 共通す る 基準 

すべての 製造所 等に 共通す る 技術 上の 基準には， 次の ような ものが あります。 

①  許可 もしくは 届出され た 数量， 指定 数量の 倍数を 超える 危険物 や， 許可， 届 
出されて いない 危険物を 貯蔵し， 取り扱って はならない。 

②  みだりに 火気を 使用し ない。 

③  係員 以外の 者を みだりに 立ち入らせない。 

④  常に 整理 および 清掃を 行い， みだりに 空箱 その他の 不必要な 物品を 置かない。 
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⑤  ためます や 油 分離 装置に たまった 危険物は， あ ふ 
れ ないように 随時 汲み上げる。 

⑥  危険物の くず， かす 等は， 1 日に 1 回 以上， 危険 
物の 性質に 応じ， 安全な 場所で 廃棄 等の 処置を する。 

⑦  危険物を 貯蔵， 取り扱う 施設， 設備は， 当該 危険 
物の 性質に 応じて 遮光， 換気を 行う。 

⑧  貯蔵 •取扱いに 際して は， 温度計， 湿度計， 圧力 
計な どの 計器を 監視して， 当該 危険物の 性質に 応じ 
た 適正な 温度， 湿度 または 圧力を 保つ。 

⑨  危険物を 貯蔵， 取り扱う 場合には， 危険物が 漏れ 
たり， あふれたり， 飛散し ないように する。 

⑩  危険物を 貯蔵， 取り扱う 場合には， 危険物の 変質 
異物の 混入な どに より， 危険性が 増大し ないように 
必要な 措置を 講じる。 

⑪ 危険物が 残存して いるか， 残存して いる おそれが 
ある 設備， 機械 器具， 容器 等を 修理す る 場合には， 
安全な 場所 において 危険物を 除去した 後 に 行う。 

⑫ 危険物を 容器に 収納して 貯蔵したり， 取り扱う と 
きは， その 容器は 危険物の 性質に 適応し， かつ 破損， 
腐食， さけめ 等がない ようにす る。 

⑬ 危険物を 収納した 容器を 貯蔵す る 場合は， みだり 
に 転倒 •落下 させたり， 衝撃を 加える， 引きずるな 
どの 粗暴な 行為を しない。 

⑭ 可燃性の 液体 • 蒸気 • ガスが 漏れたり， 滞留す る 
おそれの ある 場所， または 可燃性の 微 粉が 著しく 浮 
遊す る おそれの ある 場所では， 電線と 電気器具 とを 
完全に 接続し， かつ 火花を 発する 機械 器具， 工具， 
履物 等を 使用し ない。 

⑮ 危険物を 保護 液 中に 保存す る 場合は， 危険物が 保 
護 液から 露出し ないように する。 


解答 （2) 

►ィ ー定量に なれ 
ば— 1 日に 1 回 以上 
エ  2m 以上一 1m 以 
上 （規則 第 40 条の 4) 


•••  Caution  ••• 

⑩ 許可 もしくは 届出され 
た 危険物 

許可は 消防法 第 11 条第 1 
項 （製造所 等の 設置 変更 
の 許可 等） の 規定。 届出 
は 消防法 第 11 条の 4 第 
1 項 （品名、 数量 および 
指定 数量の 倍数の 変更の 
届出） の 規定。 

[memo 
(§ 廃棄 

廃棄は 廃棄の 技術 上の 基 
準 （2 15 ページ） に 従わ 
なければ ならない。 

⑯ 可燃性の 蒸気 • ガス 
可燃性の 蒸気： 液体が 気 
化して 気体に なった もの 
で、 ガソリン 等の 可燃性 
液体の 蒸気を い ラ。 
可燃性の ガス： 常温で 気 
体の 状態に ある もので， 
水素， メタン， プロパン 
等の 可燃性の もの 
⑱ 保護 液 

空気に 接触させる と 著し 
< 危険と なる 危険物を 保 
護す るた めの 液。 
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B 類 ごとの 共通 基準 

危険物の 類 ごとに 共通す る 基準は， 類 ごとに 共通す る 危険性に 着目し， 保安 確保 
のた めの 貯蔵， 取扱い 上の 基本的 事項を 規定した ものです。 ただし， この 基準に よ 
ら ない ことが 通常で ある 場合は， この 基準は 適用され ません。 その 際には， 災害の 
発生 防止を 十分に 講ずる 必要が あります。 


類別 （性質） 

共通 基準 

(酸化 性 固体） 

• 可燃物との 接触 もしくは 混合， 分解を 促す 物品との 接近 または 過熱， 

衝撃 も しくは 摩擦を 避ける。 

.アルカリ 金属の 過酸化物 （含有す る もの も 含む） にあって は 水との 接 
触を 避ける。 

(可燃性 固体） 

•酸化 剤との 接触 や 混合， また， 炎， 火花， 高温 体との 接近 または 過熱 

を 避ける。 

•鉄粉， 金属 粉 および マグネシウム （いずれ かを 含有す る もの も 含む） 
にあって は， 水 または 酸との 接触を 避ける。 

• 弓 1 火 性 固体に あっては みだりに 蒸気を 発生 させない。 

第三 類 

(自然発火 性 物質 
および 禁 水性 物質） 

•自然発火 性 物品 （アル キル アルミニウム， アル キル リチウム および 黄 

リン 等） にあって は， 炎， 火花， 高温 体との 接近， 過熱 または 空気と 
の 接触を 避ける。 

•禁 水性 物品に あっては， 水との 接触を 避ける。 

第 四 類 
(引火 性 液体） 

•炎， 火花， 高温 体との 接近 または 過熱を 避ける。 

• みだりに 蒸気を 発生 させない。 

第五 類 

(自己 反応性 物質） 

.炎， 火花， 高温 体との 接近， 過熱， 衝撃 または 摩擦を 避ける。 

第 六 類 
(酸化 性 液体） 

. 可燃物との 接触 や 混合， 分解を 促す 物品との 接近 または 過熱を 避ける。 

< 類 ごとの 共通 基準 > 


□  □  □  □  U(2) 貯蔵. 取扱し 、の 基準 □□□□口 

D 貯蔵の 基準 

製造所 等に おいて 危険物を 貯蔵す る 場合には， 次の 技術 上の 基準に 従わなければ 
なり ません。 

① 貯蔵所に おいては， 危険物 以外の 物品を 貯蔵し ない。 ただし， 屋内 貯蔵所 ま 
たは 屋外 貯蔵所に おいては， 危険物と 危険物 以外の 物品を それぞれ まとめて 貯 
蔵し， かつ， 相互に 1 m 以上の 間隔を 置く 場合には， 同時に 貯蔵で きる （次ぺ 
ージ表 参照)。 
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また， 第 四 類の 危険物を 貯蔵， 取扱う 屋外 タンク 
貯蔵所， 屋内 タンク 貯蔵所， 地下 タンク 貯蔵所， 移 
動 タンク 貯蔵所に おいて， 可燃性 固体 類 また は 消防 
法 別表 • 第 四 類の 品名 欄に ある 物品を 主成分と して 
含有す る もので 危険物に 該当し ない 物品 （可燃性 液 
体 類を 含む） を 貯蔵す る 場合 も， 同時 貯蔵で きる。 

②  貯蔵所に おいては， 類の 違う 危険物は， 同一の 場 
所に 同時に 貯蔵し ない。 ただし， 屋内 貯蔵所， 屋外 
貯蔵所では， 危険物は 危険物の 類別 ごとに それぞれ 
を まとめ， かつ 相互に 1 m 以上の 間隔を 置く 場合， 

同一の 貯蔵所で 同時 貯蔵が できる （下表参照)。 

③  屋内 貯蔵所， 屋外 貯蔵所に おいては， 危険物を 定 
めら れた 容器に 収納して 貯蔵し， かつ その 容器には 
危険物の 品名， 数量 等を 表示す る。 その 容器を 他の 
容器に 収納す る 場合には， 双方の 容器に 危険物の 品 
名， 数量 等を 表示す る。 

- 同時 貯蔵が で きる 危険物と 危険物 以外の 物品 - 

•危険物 （引火 性 固体と 第 四 類を 除く） と 当該 危険物が 属する 類の 危険物を 主 成 
分と して 含有す る 物品で 非 危険物と なる もの 
• 第二 類の 引火 性 固体と 可燃性 固体 類 または 可燃性 液体 類 
• 第 四 類と 可燃性 固体 類 または 消防法 別表 第 四 類の 項の 品名 欄に 掲げる 物品を 主 
成分と して 含有す る もので 危険物に 該当し ない もの （可燃性 液体 類を 含む） 

•第 四 類 危険物の うち 有機 過酸化物 （含有 品 含む） と 有機 過酸化物 または 有機 過 
酸化物の みを 含有す る もので 非 危険物 

•塩素酸塩 類， 硝酸 エステル 類 等 （含有 品 含む） 危険物の 火薬 類と 非 危険物の 火 
薬 類 


•••  Caution 

® 同一の 場所 

耐火 構造の 隔壁で 完全に 
区分され た 室が 2 以上 あ 
る 貯蔵所に おいては， 同 
一の 室。 


jmemg 

® アル キル アルミニウム 
アル キル アルミニウム 等 
を 貯蔵， 取り扱 ラ 移動 夕 
ンク 貯蔵所には， ⑩ （次 
ページ） のぼが， 緊急 時 
の 連絡先 その他 応急 措置 
に関して 必要な 事項を 記 
載した 書類， 用具を 備え 
て おかなければ な ら ない。 


- 同時 貯蔵が で きる 場合 - 

•第一 類 （アルカリ 金属の 過酸化物 とその 含有 品を 除く） と 第五 類 
• 第一 類と 第 六 類 

• 第二 類と 自然発火 性 物品 （黄 りんと その 含有 品に かぎる） 

•第二 類 （引火 性 固体） と 第 四 類 

• アル キル アルミニウム 等と 第 四 類のう ち アル キル アルミニウム 等の 含有 品 
•第 四 類 （有機 過酸化物 とその 含有 品に 限る） と 第五 類 （有機 過酸化物 とその 含 
有 品に 限る） 
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④  屋内 貯蔵所に おいて， 同一 品名の 自然発火 する おそれの ある 危険物， または 
災害が 著しく 増大す る おそれの ある 危険物を， 多量に 貯蔵す る 場合には， 指定 
数量の 10 倍 以下 ごとに 区別し， かつ 0.3m 以上の 間隔を 置いて 貯蔵す る。 

⑤  屋外 貯蔵所， 屋内 貯蔵所では， 危険物を 収納す る 容器を 積み重ねる 場合， そ 
の 高さは 3m 以下 （第 3  •  4 石油 類 や 動植物 油 類の 収納す る 容器の みの 場合は 
4m 以下） とする。 屋外 貯蔵所で 危険物を 収納した 容器を 架台で 貯蔵す る 場合 
には， 貯蔵の 高さは 6  m 以下と する。 

⑧ 屋内 貯蔵所に おいては， 容器に 収納して 貯蔵す る 危険物の 温度が 郎て を 超え 
ないよう に 必要な 措置を 講じる。 

⑦  屋外 貯蔵タンク， 屋内 貯蔵タンク または 地下 貯蔵タンク， 簡易 貯蔵タンクの 
計量 口は， 計量 時 以外は 閉鎖して おく。 元 弁， 注入 口， ふたに ついても， 危険 
物を 入れた り 出したり すると き 以外は 閉鎖して おく。 

⑧  屋外 タンク 貯蔵所の 防 油 堤の 水 抜 口は 通常は 閉鎖して おく。 防 油 堤 内部に 滞 
油 や 滞 水した 場合は， すみやかに 排出す る。 

⑨  移動 貯蔵タンクの 安全装置， 配管は， 裂け目， 結合 不良， 極端な 変形， 注入 
ホースの 切 損 等に よる 漏れが 起きない よう にし， タンクの 底 弁は 使用 時 以外は 
完全に 閉鎖して おく。 

⑩  移動 貯蔵タンクには， 取り扱う 危険物の 類， 品名， 最大 数量を 表示す る。 ま 
た， 完成 検査 済 証の ほか， 定期 点検 記録， 譲渡 •引渡し 届出 書， 品名 •数量 ま 
たは 指定 数量の 倍数の 変更の 届出 書を 備えつ けて おく。 

B 取扱いの 基準 

取扱いの 技術 上の 基準は， ① 製造の 工程， 詰替， 消費， 廃棄 等の 取扱い 別によ る 
基準と， ② 施設 区分に よる 基準， の 2 つからなります。 

① 取扱い 別の 基準 


製 

造 

• 蒸留 工程： 圧力 変動 等に よる 液体、 蒸気、 ガス 漏れが ないよう にす る。 

- 抽出 工程： 圧力の 異常 上昇が 起こらない ようにす る。 

• 乾燥 工程： 危険物の 温度が 局部 的に 上昇し ない 方法で 加熱、 乾燥す 
る。 

- 粉砕 工程： 危険物の 粉末が 著しく 浮遊し， ま たは それが 付着した 状 
態で 機械 器具を 使用し ない。 

詰 

替 

• 危険物の 容器への 詰替 は， 規則 別表 第 3 および 第 3 の 2 で 定める 容 
器に 収納す る とと も に 防火 上 安全な 場所で 行う。 
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•給油は， 固定給 油 設備 （計量 機） を 使用し， 直接 行う。 また， 白 動 車 
等の エンジンを 停止し， 給油 空地から 自動車 等を はみ出さない。 

•移動 タンク 貯蔵所 か ら 専用 タンク また は 廃 油 タンク 等に 危険物を 注入 
するとき は， 移動 タンク 貯蔵所を 注入 口の 付近に 停車させる。 

- 物品の 販売 等の 業務は， 原則として 建築物の 1 階の みで 行う。 

• 自動車 等の 洗浄は， 引火点を 有する 液体の 洗剤を 使用し ない。 

• 運搬 容器の 基準に 適合した 容器に 収納し， 容器 入りで 販売す る。 

•危険物の 配合は， 配合 室 以外で 行わない。 

•危険物を タンクに 注入す る 際は， 注入 ホースを 注入 口に 緊結 する。 所 
定の 注入 ノズルで 指定 数量 未満の タンクに 引火点 40 1C 以上の 危険物を 
注入す る 場合は この 限りで ない。 

- 移動 貯蔵タンクから 液体の 危険物を 容器に 詰め替えない。 引火点 40で 
以上の 第 四 類 危険物で， 規定の 容器で あれば， この 限りで ない。 

- 静電気 による 災害 発生の おそ れがあ る 危険物を 移動 貯蔵タンクに 注入 
するとき は、 注入 管は 先端を 底 部に 着け、 接地して 出 し 入れす る。 

- 引火点 40T： 未満の 危険物の 注入は， エンジンを 停止して 行う。 

•ガソリンを 貯蔵して いた 移動 貯蔵 タンク に 灯油 また は 軽油を 注入す る、 
あるいは その 逆を 行う ときは、 静電気 等に よる 災害を 防止す るた めの 措 
置を 講じる。 


a 


〇 


□ 

□ 

□ 

□ 


-y/  ^inisk  //- 


ひ 


共通 基準 …… 許可， 届出に 基づく 数量， 物品を 貯蔵， 取扱う。 

類 ごとの 共通 基準 …… 第 四 類は， 炎， 火花 もしくは 高温 体との 接近 ま 
たは 過熱を 避ける とともに， みだりに 蒸気を 発生 させない。 
貯蔵の 基準 …… 貯蔵所では， 危険物 以外の 物品を 貯蔵し ない。 
取扱いの 基準 …… 製造 • 詰 替 • 消費 • 廃棄の 取扱い 別 基準と 給油 取扱 
所， 販売 取扱 所， 移動 タンク 貯蔵所の 施設 区分に よる 基準。 
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消 

費 


吹 付 塗装 作業： 防火 上 有効な 隔壁 等で 区画され た 安全な 場所で 行う。 
焼 き 入れ 作業： 危 険物 が危 険な 温度に ならない ようにす る。 

染色 または 洗浄 作業： 換気を よく して 行い， 廃液は 適正に 処理す る。 
バーナーを 使用す る 場合は， 逆 火 防止と 燃料の あふれに 注意す る。 


廃 

棄 


•焼却す る 場合は， 安全な 場所で， 燃焼， 爆発に よって 他に 被害を 及 
ぼさない 方法で 行い， 必ず 見張 人を つける。 

• 埋没す る 場合は， 危険物の 性質に 応じ 安全な 場所で 行う。 
•危険物は， 海中 や 水中に 流出， 投下し ない。 


② 施設 区分に よる 基準 


給油 取扱 所 


II 取 


移動 タンク 貯蔵所 


運搬 •移送の 基擊 


化 題 例 > . 

【問題 16】 危険物の 運搬， 移送に あたって， 次のう ち 正しい のは どれ か 0 

(1)  運搬の 基準は， 指定 数量の 5 分の 1 以上の 危険物に ついて 適用され る。 

(2)  指定 数量 以上の 危険物を 運搬す る 車両の 前後に， 0.4mX0.4m の 「 危」 の標 
識を 表示した。 

(3)  第 四 類 危険物と 指定 数量の 10 分の 1 の 第一 類 危険物を 混載した。 

(4)  第 四 類 危険物の 運搬 容器の 外部に 「衝撃 注意」 を 表示した。 

(5)  移動 タンク 貯蔵所で アセトンを 移送す るに あたり， 丙種 危険物 取扱 者を 同乗 
させた。 

危険物の 「運搬」 とは， 移動 タンク 貯蔵所 （タンクローリー） を 除いた 車両 等に 
よって 規定の 運搬 容器に 収納した 危険物を ある 場所から 別の 場所へ 運ぶ ことを いい 
ます。 

「移送」 は 移動 タンク 貯蔵所 （タンクローリー） によって 危険物を 運ぶ ことです。 
また， パイプラインで 危険物を 運ぶ 移送 取扱 所に よる 「移送」 もあります。 


□□□□□□□□(り 運搬の 基準 □□□□□□□口 

運搬は， 運搬 容器， 積載 方法， 運搬 方法の 3 つの 基準に 従って 行います。 また， 
運搬に 関する 規定は， 指定 数量 未満の 危険物に ついても 適用と なります。 

D 運搬 容器 

①  運搬に 使用す る 容器は、 鋼板、 アルミ 板， ブリキ 板， ガラス 等を 材質と する。 

②  容器の 構造は 堅固で 容易に 破損す る おそれが なく， 収納され た 危険物が 漏れ 
る おそれの ない もので な くて はならない。 

③  構造， 最大 容積は 4 種類 別に 規則 別表 第 3 〜第 3 の 4 で 定められ ている。 

機械に より 荷役す る  1  •固体の 危険物を 収納す る もの （別表 第 3) 

構造を 有する 容器 以外）' ^  •液体の 危険物を 収納す る もの （別表 第 3 の 2) 
機械に より 荷役す る  1  •固体の 危険物を 収納す る もの （別表 第 3 の 3) 

構造を 有する 容器  J  : '•液体の 危険物を 収納す る もの （別表 第 3 の 4) 

機械に より 荷役す る 構造を 有する 容器は， 腐食 等に 対して 保護され たもの， 内圧 や 運搬 時 
等の 圧力に 対して 安全な もの， 付属 設備から 漏れない 措置が 講じられて いるもの， などの 基準に 
適合して いなければ ならない。 
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備考 

1 〇 印は， 危険物の 類別 および 危険 等級の 別の 項に 掲げる 危険物には， 当該 各 欄に 掲げる 運搬 容器 
が それぞれ 適応す る ものである こと を 示す。 

2  内装 容器とは， 外装 容器に 収納され る 容器であって 危険物を 直接 収納す るた めの ものを いう。 

3  内装 容器の 容器の 種類の 項が 空欄の ものは， 外装 容器に 危険物を 直接 収納す る ことができ， また 
は ガラス 容器， プラス チッ ク 容器 も しくは 金属製 容器の 内装 容器を 収納す る 外装 容器と する ことが 
できる ことを 示す。 

《規則 別表 第 3 の 2  (機械に より 荷役す る 構造を 有する 容器 以外で 液体の 危険物を 収納す る もの）〉 
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B 危険 等級 

危険物は， 危険性の 程度に 応じて， 危険 等級 I 〜 m の 3 つに 区分され， これに 適 
応 した 運搬 容器を 使用 しなければ なり ません。 


危険 等級 

類別 

I 

n 

m 

第一 類 

第 1 種 酸化 性 固体の 性 

状を 有する もの 

第 2 種 酸化 性 固体の 性 

状を 有する もの 

I， n 以外 

第二 類 

硫化 りん、 赤り ん 、硫黄 

および 第 1 種 可燃性 固 
体の 性状を 有する もの 

n 以外 

第三 類 

カリ ウム ，ナト リウ ム， 
アル キル アルミニウム， 
アル キル リチウム， 黄 
リン， 第 1 種 自然発火 
性 物質 および 禁 水性 物 
質の 性状を 有する もの 

I 以外 

第 四 類 

特殊 引火 物 

第 1 石油 類， アル コー 
ル 類 

I， n 以外 

第五 類 

第 1 種 白 己 反応性 物質 
の 性状を 有する もの 

I 以外 

第 六 類 

すべて 

< 各 類に おける 危険 等級の 分類》 


B 積載 方法 

①  危険物は 運搬 容器に 収納して 積載す る。 収納は 次のように する。 

• 温度 変化 等に より 危険物が 漏れない ように 密封す る。 

. 固体の 危険物は， 内容 積の 95% 以下の 収納 率と する。 

- 液体の 危険物は， 内容 積の 98% 以下の 収納 率で， かつ 55°C の 温度で 漏れない 
よう に 十分な 空間 容積を 確保す る。 

②  危険物は， 運搬 容器の 外部に， 次の 内容を 表示 
して 積載す る。 

•危険物の 品名， 危険 等級， 化学品 名， 第 四類危 
険物 のうち 水溶性の 性状の ものは 「 水溶性」 

• 危険物の 数量 

•危険物に 応じた 注意事項 （次 ページ） 
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類別 

品 名 

注意事項 

第一 類 

アルカリ 金属の 過酸化物 
と その 含有 品 

火気 • 衝撃 注意， 
可燃物 接触 注意， 
禁水 

その他の もの 

火気 • 衝撃 注意， 
可燃物 接触 注意 

第二 類 

鉄粉、 金属 粉、 マグネ シム 
と それらの 含有 品 

火気 注意， 

禁水 

引火 性 固体 

火気厳禁 

その他 

火気 注意 

第三 類 

自然発火 性 物品の すべて 

火気 接触 厳禁， 
火気厳禁 

禁 水性 物品の すべて 

禁水 

第 四 類 

すべて 

火気厳禁 

第五 類 

すべて 

火気厳禁， 

衝撃 注意 

第 六 類 

すべて 

可燃物 接触 注意 

〈表示す る 「注意事項」》 


③  危険物の 転落 または 危険物を 収納した 運搬 容器の 
落下 や 転倒， 破損を しないよ うにす る。 

④  運搬 容器は 収納 口を 上方に 向けて 積載し， 運搬 容 
器を 積み重ねて 積載す る 場合には， 積み重ねた 高さ 
は 原則と して 3  m 以下と する。 

⑤  第 四 類の 特殊 引火 物は 日光の 直射を 避ける ため 遮 
光 性の シート 等で 覆うな ど， 危険物の 性質に 応じて 
有効に 被覆す る 等の 措置 
を 講じて 積載す る。 

⑧ 危険物に よっては， 類 
を 異にする その他の 危険 
物 または 災害を 発生 させ 
る おそれの ある 物品と 混 
載で きない 危険物が ある。 


r 運搬 容器の 積み重ね 制限) 


解答 ⑶ 

►(1) x 指定 数量 
未満の 危険物に つ 
いても 適用され る。 
⑵  x  0.4  m  X  0.4 
m— 0.3m  X0.3m 

(3)  〇 混載が 禁止 
されて いる 危険物 
でも， 一方の 類の 
数量が 指定 数量の 
10 分の 1 以下の 場 
合には， 混載で き 
る。 

⑷ x 衝撃 注意- > 
火気厳禁 

(5)  X  アセ トンは 
第 四 類の 危険物 だ 
が， 丙種 危険物 取 
扱 者が 取り扱 ラ こ 
とので きる 危険物 
ではない。 


•••  Caution  ••- 

# 高圧 ガスの 混載 禁止 

高圧 ガス 保安 法 第 2 条に 
掲げる 「高圧 ガス」 は危 
険 物との 混載が 禁止され 
ている。 ただし， 内容 積 
が 120  未満の 容器に 
充塡 された 不活性ガスに 
ついては， 危険物との 混 
載が 認められ ている。 ま 
た， 内容 積が 120  2 未満 
の 容器に 充填され た 液化 
石油 ガス または 圧縮 天然 
ガスは， 第 四 類 危険物と 
の 混載が できる。 
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\ 

第一 類 

第二 類 

第三 類 

第 四 類 

第五 類 

第 六 類 

第一 類 

\ 

X 

X 

X 

X 

〇 

第二 類 

X 

\ 

X 

〇 

〇 

X 

第三 類 

X 

X 

\ 

〇 

X 

X 

第 四 類 

X 

〇 

〇 

\ 

〇 

X 

第五 類 

X 

〇 

X 

〇 

\ 

X 

第 六 類 

〇 

X 

X 

X 

X 

\ 

〇= 混載 可 
X= 混載 不可 
※この 表は 指定 数 
量の 10 分の 1 以下 
の 危険物に ついて 
は 適用され ない。 


< 混載を 禁止され ている 危険物 （規則 別表 第 4)  > 


□ 運搬 方法 

①  危険物は， 運搬 容器が 著しく 摩擦 または 動揺を 起こさな いように 運搬す る。 

②  指定 数量 以上の 危険物を 車両で 運搬 するとき は， 

•車両の 前後の 見やす い 箇所に， 標識を 掲げる。 標識は， 0.3m 平方の， 地が 黒 
色の 板に 黄色の 反射 塗料 その他 反射 性を 有する 材料で 「危」 と 表示す る。 

- 運搬す る 危険物に 適応した 消火 設備を 備える。 

•積み替え， 休憩， 故障 等の ため 車両を 一時停止させる ときは， 安全な 場所を 選 
び， かつ， 運搬す る 危険物の 保安に 注意す る。 

③  運搬 中， 危険物が 著しく 漏れるな ど 災害 発生の おそれが ある 場合は 災害 防止 
の 応急 措置を とる とともに， もより の 消防 機関 その他の 関係 機関に 通報す る。 

品名 または 指定 数量を 異にする 2 以上の 危険物を 運搬す る 場合， 運搬に 係る それぞれの 
危険物の 数量を 当該 危険物の 指定 数量で 除し， その 商の 和が 1 以上と なるとき は， 指定 数量 以 
上の 危険物を 運搬して いると みなされる。 


□  □□□□□□  D(2) 移送の 基準 □□□□□□□口 

「移送」 は， 移動 タンク 貯蔵所 （タンクローリー）， 移送 取扱 所に よる 危険物を 運 
ぶ 行為を いいます。 

n 移動 タンク 貯蔵所 （タンクローリー） による 移送 

① 移動 タンク 貯蔵所には， 当該 危険物を 取り扱う ことができる 危険物 取扱 者が 
乗車し， その 危険物 取扱 者が 乗車して いる ときは 危険物 取扱 者 免状を 携帯し な 
ければ な ら ない。 
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②  移送の 開始 前に， 移動 貯蔵タンクの 底 弁， マン ホ 
ー ル、 注入 口の ふた、 消火器 等の 点検を 十分に 行う。 

③  長距離 移送の 場合は， 原則として 2 名 以上の 運転 
要員を 確保す る。 

④  休憩 等の ため 移動 タンク 貯蔵所を 一時停止させる 
ときは， 安全な 場所を 選ぶ。 

⑤  危険物を 移送す る 者は， 移動 タンク 貯蔵所からの 
漏 油 等 災害 発生の おそれが ある 場合は， 応急 措置を 
講じる とともに， 消防 機関 等に 通報す る。 

⑥  アル キル アルミニウム 等を 移送す る 場合は， 移送 
経路 等を 記載し た 書面を 関係 消防 機関 に 送付す る。 
書面の 写しは 携帯し， 記載され た 内容に 従う。 

⑦  移動 タンク 貯蔵所には， 完成 検査 済 証， 定期 点検 
記録， 譲渡 •引渡しの 届出 書， 品名 •数量 または 指 
定数 量の 倍数の 変更の 届出 書を 備え付けて おく。 

B 移送 取扱 所に おける 移送 

移送 取扱 所に おける 移送の 基準は， 政令 第 27 条 「取扱 
いの 基準」 の 第 6 項 第 3 号で 規定され ています。 

①  移送す るた めの 配管， ポンプ， 付属 設備の 安全を 
確認して から 始める。 

②  移送 中は， 移送す る 危険物の 圧力， 流量を 常に 監 
視 し， また 1 日に 1 回 以上， 配管， ポンプ， 付属 設 
備の 安全 確認の ための 巡視を 行う こと。 

③  移送 取扱 所を 設置す る 地域では， 地震を 感知した 
とき や 地震 情報を 得た ときは， ただちに， 災害の 発 
生や 拡大を 防止す るた め の 必要 措置 を 講じる。 


•••  Caution  ••• 

• 危険物 取扱 者の 義務 

移動 タンク 貯蔵所に 乗車 
する 危険物 取扱 者は， 移 
送の 基準を 遵守し， 危険 
物の 保安 確保に 細心の 注 
意を 払わな ければ な らな 
い （法 第 16 条の 2 第 2 
項 )〇 


• 長距離 移送の 場合の 運 
転 要員 

次の 式の D の 値が 1 を 超 
える とき， 値が 1 となる 
距離 以内 ごとに 交代す る 
ための 運転 要員を 確保し 
なければ ならない。 

D  =di/340+d2/200 
d, : 高速 自動車 国道に よ 
る 移送 距離 （km) 
d2： 高速 自動車 国道 以外 
の 道路に よる 移送 距離 
(km) 


-//  ^Finisfi  "一 


〇 


□ 1 .運搬 …… 移動 タンク 貯蔵所を 除く 車両 等に より 危険物を 運ぶ。 

□  2 .移送 …… 移動 タンク 貯蔵所， 移送 取扱 所に より 危険物を 運ぶ。 

□  3. 運搬の 基準 …… ① 運搬 容器， ② 積載 方法， ③ 運搬 方法 

□  4. 移送の 基準 …… 移動 タンク 貯蔵所には 危険物 取扱 者の 同乗が 必要。 免 

状を 携帯す る。 


〇 
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BHP 義務 飯に 対する 隨 

：< 出題 例 > . 

: 【問題 17】 市町村 長 等から 危険物 施設の 許可 取消 し 処分を 受ける 場合が あるのは， 

:  次のう ち どれ か。 

\  (1) 位置， 構造 または 設備を 無 許可で 変更した とき。 

-  (2) 危険物の 貯蔵. 取扱い 基準の 遵守 命令に 違反した とき。 

:  (3) 危険物 施設 保安 統括 管理者に 保安 業務を 統括 管理 させて いないと き。 

:  (4) 位置、 構造 または 設備が 技術 上の 基準に 適合して いないと 認められる とき。 

:  (5) 危険物 保安 監督者の 解任 命令に 従わない とき。 


□  □□□口 ⑴ 義務 違反と 措置 命令 □□□□口 

製造所 等の 所有者， 管理者， または 占有 者は， 次の ような 事項に 該当したり 事態 
になった ときは， 市町村 長 等から， さまざまな 措置 命令を 受ける ことがあります。 
また， 仮 貯蔵 •仮 取扱いの 承認， 製造所 等の 許可な く 指定 数量 以上の 危険物を 貯蔵， 


取扱って いる 者は， 危険物 除去な どの 措置 命令が な される ことがあります。 


該当 事項 

措置 命令 

製造所 等に おいて 行う 危険物の 貯蔵， 取扱 
いが 技術 上の 基準に 違反して いると き  岭 

危険物の 貯蔵 • 取扱い 基準 遵守 

命令 （法 第 11 条の 5) 

製造所 等の 位置， 構造, 設備が' 技術 上の 基準 
に 違反して いると き （所有者 等で 権原 〈限〉 岭 
を 有する 者に 対して 行う） 

危険物 施設の 基準 維持 命令 

(修理， 改造 または 移転の 命令） 

(法 第 12 条第 2 項） 

公共の 安全の 維持 または 災害の 発生の 防止 
のた め 緊急の 必要が あると 認めた とき  岭 

製造所 等の 緊急 使用 停止 命令 

〔一時 使用 停止 また は 使用 制限） 

(法 第 12 条の 2) 

危険物 保安 統括 管理者 もしく は 危険物 保安 
監督者が 消防法， 消防法に 基づく 命令に 違 岭 
反した とき。 また， これらの 者に その 業務 
を 行わせる ことが 公共の 安全の 維持， 災害 
の 発生 防止に 支障を 及ぼす と 認める とき 

危険物 保安 統括 管理者 または 危 

険物 保安 監督者の 解任 命令 
(法 第 13 条の 24) 

火災の 予防の ために 必要が あるとき  4 

予防 規程 変更 命令 

(法 第 14 条の 2 第 3 項） 

危険物の 流出 その他の 事故が 発生した とき  ^ 

危険物 施設の 応急 措置 命令 

(法 第 16 条の 3 第 3 項） 

管轄 区域に ある 移動 タンク 貯蔵所に ついて  . 
危険物の 流出 その他の 事故が 発生した とき ^ 

移動 タンク 貯蔵所の 応急 措置 命 

令 （法 第 16 条の 3 第 4 項） 

〈主な 事項 別 措置 命令 一覧》 
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□⑵ 許可 取消し と 使用 停止 命令 口 

市町村 長 等は， 製造所 等の 所有者， 管理者 または 占有 
者に 対 して 以下の 違反 事項が あ ると き， 「設置 許可の 取 
消 しまた は 期間 を 定めた 使用 停止」， あるいは 「期間を 
定めた 使用 停止」 を 命ずる ことができます。 

D 設置 許可の 取消し または 使用 停止 命令 

①  位置， 構造 または 設備を 無 許可で 変更した とき。 

②  完成 検査 済 証の 交付 前に 使用した とき， または 仮 
使用の 承認 を 受け ないで 使用 したと き。 

③  位置， 構造， 設備の 修理， 改造， 移転の 措置 命令 
に 違反した とき。 

④  政令で 定める 屋外 タンク 貯蔵所 または 移送 取扱 所 
の 保安 検査を 受けない とき。 

⑤  定期 点検の 実施， 記録の 作成， 保存が なされない 
と 含〇 


C~ 設置 許可 取消 しまた は 使用 停止^の 対象 となる 主な も^) 


I 解答 ⑴ 

: ►(!)  〇  (消防法 
: 第 11 条第 1 項） 

I  (2M3),  (5)  X  いず 
;  れも 許可 取消しで 
：  なく 期間を 定めた 
：  使用 停止 命令の 該 
I 当事 項。 

： (4)  X 危険物 施設 
:  の 基準 維持 命令の 
;  対象と なる。 基準 
;  維持 命令に 違反し 
:  たと きに 許可 取消 
:  しまた は 使用 停止 
I  命令を 受ける 場合 

I が ある。  J 

\memo 

• 市町村 長 等の 2 つの 処 
分 

①  設置 許可 取消し または 
期間を 定めた 使用 停止 
(法 第 12 条の 2 第 1 
項） 

②  期間を 定めた 使用 停止 
(法 第 12 条の 2 第 2 
項） 

•立 入 検査と 措置 命令 等 

立 入 検査は 平成 7 年度は， 
約 30 万 5 千 施設に 対して 
延べ 約 回 実施され た。 
市町村 長 等に よる 措置 命 
令 等は 433 件に のぼって 
いる。 施設の 位置 • 構造 
- 設備に 関する 措置 命令 
(139 件)， 危険物の 貯 
蔵 • 取扱いに 関する 遵守 
命令 （126 件)， 製造所 等 
の 緊急 使用 停止 命令 (89 
件) などが 多い。 


Section! 7 義務 違反に 対する 措置 
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B 使用 停止 命令 

①  危険物の 貯蔵， 取扱い 基準の 遵守 命令に 違反した とき （移動 タンク 貯蔵所に 
ついては， 市町村 長の 管轄 区域に おいて， 命令 違反が あるとき）。 

②  危険物 保安 統括 管理者を 定めない， または その 者に 危険物の 保安 業務を 統括 
させて いないと き。 

③  危険物 保安 監督者を 定めない， または その 者に 危険物の 取扱 作業の 保安 監督 
を させて いないと き。 

④  危険物 保安 統括 管理者 または 危険物 保安 監督者の 解任 命令に 違反した とき。 

□  □□□□□□□(3) 立 入 検査 □□□□□□□  □ 

D 立 入 検査 

市町村 長 等は， 危険物に よる 火災 防止の ために 必要が あると 認める ときは， 指定 
数量 以上の 危険物を 貯蔵， 取扱う すべての 場所の 所有者， 管理者， 占有 者に 対して, 
資料の 提出を 命じたり， 報告を 求めたり， 消防 吏員を その 場所に 立ち入らせ， 検査， 
質問， 危険物を 収 去させる ことができます （法 第 16 条の 5 第 1 項 )〇 

B 走行 中の 移動 タンク 貯蔵所の 停止 

また， 危険物の 移送に 伴う 火災 防止の ため， 消防 吏員 または 警察官は 互いに 密接 
な 連絡を とりながら， とくに 必要が あると 認めた ときは， 走行 中の 移動 タンク 貯蔵 
所を 停止 させ， 乗車して いる 危険物 取扱 者に 対し， 危険物 取扱 者の 免状の 提示を 求 
める ことができます （法 第 16 条の 5 第 2 項 ）〇 
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□  □□□  0(4) 法令 違反に 対する 罰則 □□□□口 

指定 数量 以上の 危険物を 貯蔵， 取り扱う 場合に， 法令で 定めた 基準に 違反した 場 
合は， 以下のような 罰則 規定が 適用され ます。 


違反 内容 （根拠 条文） 

罰則 内容 （根拠 条文） 

圧縮 アセチレン ガス 等の 貯蔵 または 取扱いの 
届出 または 廃止の 届出 義務 違反  _ 

(法 第 9 条の 2 第 1 項 •第 2 項）  ▼ 

20 万円 以下 または 拘留 

(法 第 44 条第 6 号） 

指定 数量 以上の 危険物の 無 許可 貯蔵. 取扱い 

(法 第 10 条第 1 項）  岭 

1 年 以下 懲役 または 50 万円 以下 

(法 第 41 条第 1 項 第 2 号） 

製造所 等に おける 危険物の 貯蔵. 取扱い 基準 

違反 （法 第 10 条第 3 項）  岭 

3 か 月 以下 懲役 または 20 万円 以下 

(法 第 43 条第 1 項 第 2 号） 

製造所 等の 無 許可 設置， 位置 • 構造 • 設備の 

無 許可 変更 （法 第 11 条第 1 項）  岭 

6 か 月 以下 懲役 または 30 万円 以下 

(法 第 42 条第 1 項 第 1 号の 2  ) 

製造所 等の 完成 検査 前 使用 

(法 第 11 条第 5 項）  岭 

6 か 月 以下 懲役 または 30 万円 以下 

(法 第 42 条第 1 項 第 2 号） 

製造所 等の 譲渡 • 引渡しの 届出 義務 違反 

(法 第 11 条第 6 項）  4 

20 万円 以下 または 拘留 

(法 第 44 条第 6 号) 

危険物の 品名， 数量 または 指定 数量の 倍数 変  20 万円 以下 または 拘留 

更の 届出 義務 違反 （法 第 11 条の 4 第 1 項）  岭 （法 第 44 条第 6 号） 


製造所 等の 使用 停止 命令 違反 

(法 第 12 条の 2 第 1 項. 第 2 項）  峰 

6 か 月 以下 懲役 または 30 万 円 以下 

(法 第 42 条第 1 項 第 3 号） 

製造所 等の 緊急 使用 停止 命令 または 処分 違反 

(法 第 12 条の 3  )  岭 

6 か 月 以下 懲役 また は 30 万円 以下 

(法 第 42 条第 1 項 第 3 号の 2  ) 

製造所 等の 廃止の 届出 義務 違反 

(法 第 12 条の 6) 

20 万円 以下 または 拘留 
(法 第 44 条第 6 号) 

危険物 保安 統括 管理者の 選 解任 届出 義務 違反 

(法 第 12 条の 7 第 2 項）  岭 

20 万円 以下 または 拘留 

(法 第 44 条第 6 号) 

危険物 保安 監督者の 選任 義務 違反 

(法 第 13 条第 1 項） 

6 か 月 以下 懲役 または 30 万円 以下 

(法 第 42 条第 1 項 第 4 号） 

危険物 保安 監督者の 選 解任 届出 義務 違反 

(法 第 13 条第 2 項） 

20 万円 以下 または 拘留 
(法 第 44 条第 6 号) 

製造所 等に おける 危険物 取扱 者 以外の 者の 

危険物の 取扱い （法 第 13 条第 3 項）  4 

6 か 月 以下 懲役 または 30 万円 以下 

(法 第 42 条第 1 項 第 5 号） 

危険物 取扱 者 免状 返納 命令 違反 

(法 第 13 条の 2 第 5 項）  岭 

20 万円 以下 または 拘留 

(法 第 44 条第 7 号) 

予防 規程の 作成 認可の 規定 違反 

(法 第 14 条の 2 第 1 項）  畤 

6 か 月 以下 懲役 または 30 万円 以下 

(法 第 42 条第 1 項 第 6 号） 

予防 規程の 変更 命令 違反 

(法 第 14 条の 2 第 3 項）  岭 

6 か 月 以下 懲役 または 30 万円 以下 

(法 第 42 条第 1 項 第 6 号） 

Section 17 義務 違反に 対する 措置 
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保安 検査 受認 義務 違反 

(法 第 14 条の 3 第 1 項 •第 2 項） 

20 万円 以下 または 拘留 
岭 （法 第 44 条第 3 号の 2) 

点検 記録の 作成 およ び 保存の 義務 違反 
(法 第 14 条の 3 の 2) 

20 万円 以下 または 拘留 

峰 （法 第 44 条第 3 号の 3) 

映写 室の 構造 • 設備 具備 義務 違反 
(法 第 15 条） 

1 年 以下 懲役 または 50 万円 以下 

4  (法 第 41 条第 1 項 第 3 号） 

危険物の 運搬 基準 違反 
(法 第 16 条） 

3 か 月 以下 懲役 また は 20 万円 以下 

4  (法 第 43 条第 1 項 第 3 号） 

危険物 取扱 者の 無 乗車に よる 危険物の 移送 
(法 第 16 条の 2 第 1 項） 

3 か 月 以下 懲役 また は 20 万円 以下 

4  (法 第 43 条第 1 項 第 4 号） 

危険物 取扱 者の 免状 携帯 義務 違反 
(法 第 16 条の 2 第 3 項） 

20 万円 以下 または 拘留 

^  (法 第 44 条第 4 号） 

製造所 等に おける 緊急 事故 虚偽 通報 

(法 第 16 条の 3 第 2 項） 

20 万円 以下 または 拘留 

岭 （法 第 44 条第 7 号の 2) 

製造所 等の 応急 措置 命令 違反 
(法 第 16 条の 3 第 3 項 •第 4 項） 

6 か 月 以下 懲役 または 30 万円 以下 

(法 第 42 条第 1 項 第 6 号の 2) 

製造所 等の 立 入 • 検査 等の 拒否， ま たは 資料 
提出 命令 等 違反 （法 第 16 条の 5 第 1 項） 

20 万円 以下 または 拘留 

(法 第 44 条第 2 号） 

移動 タンク 貯蔵所の 停止 命令 等 違反 
(法 第 16 条の 5 第 1 項） 

20 万円 以下 または 拘留 

(法 第 44 条第 5 号） 

製造所 等 における 危険物の 流出 等に よる 火災 

危険の 発生 （故意） （法 第 39 条の 2) 

3 年 以下 懲役 また は 200 万円 以下 

(法 第 39 条の 2 第 1 項） 

上記に よる 致死 傷 （法 第 39 条の 2) 

7 年 以下 懲役 ま たは 500 万円 以下 

岭 （法 第 39 条の 2 第 2 項） 

製造所 等に おける 危険物の 流出 等に よる 火災 

危険の 発生 （過失） （法 第 39 条の 3) 

2 年 以下 懲役 • 禁固 または 100 万 

4 円 以下 （法 第 39 条の 3 第 1 項） 

上記に よる 致死 傷 （法 第 39 条の 3) 

5 年 以下 懲役 •禁固 また は 200 万 

呤 円 以下 （法 第 39 条の 3 第 2 項） 

※法 = 消防法。 太字は 両罰 規定の ある もの 0 両罰 規定で， 法人の 代表者 または 法人 等の 代理人， 使用人 その他の 従 


業者が 法人 等の 業務に 関し， 違反 行為を したと き， 行為者 のみでな く， その 法人 等に 対しても 罰則が 適用され る。 


- - - - "  ^nisfi  び - 

u  □ 1 .貯蔵. 取扱いの 基準 違反— 基準 遵守 命令— 違反— 使用 停止 命令 

□  2  •位置. 構造. 設備の 基準 違反— 基準 維持 命令 （修理 • 改造 • 移転 等の 

措置 命令） — 違反— 許可 取消し または 使用 停止 命令 

□  3. 市町村 長 等は， 指定 数量 以上の 危険物を 貯蔵し， 取扱う すべての 貯蔵 


所 等 に 対し て 立 入 検査が できる。 

□  4. 主な 罰則 規定 一-指定 数量 以上の 危険物の 無 許可 貯蔵 • 取扱い 

•懲役 1 年 以下 または 罰金 50 万円 以下 
製造所の 無 許可 設置 • 変更 

〇  •懲役 6 か 月 以下 または 罰金 30 万円 以 Z 
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事故 発生 時の 棚 

: 〈出題 例 > . 

: 【問題1 8】 危険物が 流出した ときの 措置と して， 誤ってい るのは どれ か。 

:  (1) ただちに， さらなる 流出 や 拡散を 防ぐ。 

:  (2) 流出した 危険物の 除去， その他の 災害 発生 防止の 応急 措置を 講じる。 

: (3) 消防署 等への 通報は， 発見者の 連絡を 受けた 施設の 所有者 等が 行う。 

: (4) 市町村 長 等は， 応急 措置が とられて いないと 認めた ときは， 応急 措置を 命じ 
:  る ことができる。 

:  (5) 虚偽の 通報を すれば 20 万円 以下の 罰金， または 拘留に 処 せられる。 


D 事故 発生 時の 応急 措置 

製造所 等の 所有者， 管理者， 占有 者は， 製造所 等に つ 
いて， 危険物の 流出 その他の 事故が 発生した 場合には， 
ただちに 次の 応急 措置を 講じなければ なりません （法 第 
16 条の 3 第 1 項)。 

①  引き続く 危険物の 流出 や 拡散の 防止 

②  流出した 危険物の 除去 

③  その他 災害の 発生 防止の ための 応急 措置 

危険物の 運搬 や 移送に おいても， 危険物が 著しく 漏れるな ど 災害 
が 発生 する おそれが ある 場合は， 災害 防止の ため の 応急 措置 を 講ずる と 
ともに， もより の 消防 機関 その他の 関係 機関に 通報す る こと が 義務づけ 
られ ている。 （政令 第 30 条第 1 項 第 5 号， 第 30 条の 2 第 1 項 第 4 号） 

B 事故 発見者の 通報 義務 

事故を 発見した 者は， ただちに 消防署， 市町村 長の 指 
定し た 場所， 警察署 または 海上 警備 救難 機関 に 通報し な 
ければ なりません （法 第 16 条の 3 第 2 項)。 

B 市町村 長 等の 命令 

市町村 長 等は， 事故 発生 時に 製造所 等 （移動 タンク 貯蔵 
所を 除く） の 所有者， 管理者， 占有 者が， n の 応急 措置 
を 講じて いないと 認めた ときには， その 所有者 等に 対し 
て 応急 措置を 命 じる ことができます。 


解答 ⑶ 

►⑴, ⑵ は， 消防法 
第 16 条の 3 第 1 項 
より， 正しい。 

(3)  通報は， 事故の 
発見者が 行 ラ。 

(4)  消防法 第 16 条の 
3 第 3 項より， 正 
しい。 

(5)  消防法 第 44 条第 
7 号の 2 より， 正 
しい。 


广 流出した 危険物が 可燃性の 蒸へ 
気を 発する ものである ときは， 

泡 消火 剤を かけて， 蒸気の 拡 
散を 抑える こと も 重要で ござ 
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時の 応急 措置と 通報） 


移動 タンク 貯蔵所に っいても， 市町村 長 （消防 本部， 消防署を 置く 市町村 以外 
の 区域は 当該 区域 管轄の 都道府県 知事） は， 管轄 区域に ある 移動 タンク 貯蔵所に 
ついて 事故 時 の 応急 措置を 命じる こと がで きます。 

□罰 貝 IJ 

危険物の 流出 等に より 火災の 危険を 生じさせた 者は， それが 過失で あっても 罰 
せられます。 

□ 故意の 場合 —  3 年 以下の 懲役 または 200 万円 以下の 罰金 
E 過失の 場合— 2 年 以下の 懲役. 禁固 または 100 万円 以下の 罰金 
また， 事故 発生 時に 虚偽 通報を したり， 市町村 長 等の 命令に 従わない とき， 次 
のよう な 罰則が あります。  , 

B 緊急 事故の 虚偽 通報一 20 万円 以下の 罰金 ま たは 拘留 

0 危険物 施設， 移動 タ ンク 貯蔵所の 応急 措置 命令 違反- >  6 か 月 以下の 懲役 また 
は 20 万円の 罰金 

故意， 過失と も， 公共の 危険が 生じなかった ときは 罰せられない。 死傷者が 出た ときは， 
罰則は 重くな り， 故意の 場合， 7 年 以下の 懲役 •禁固 または 500 万円 以下の 罰金， また， 過失の 場 
合， 5 年 以下の 懲役 • 禁固 または 200 万円 以下の 罰金に 処 せられる。 


〇 

□ 


□ 

□ 


〇 


- -//  J-intsfi  //■ - 

1.  危険物 流出な ど 事故が 発生したら， ただちに 引き続く 流出 や 拡散の 防 
止， 危険物の 除去な どの 応急 措置を と ら なければ なら ない。 

2.  事故 発見者は， ただちに 消防署 等に 通報す る。 

3.  市町村 長 等は， 応急 措置が とられて いないと 認める ときは， 応急 措置 


を 命ずる ことができる。 
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基礎的な 物理学 • 化学 


【問題 1】 物質の 三 態に ついての 説明で， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  固体と 液体と 気体の 3 っの 状態を， 物質の 三 態と 呼んで いる。 

(2)  ナフタリンが 蒸気になる ように， 昇華と いうのは， 固体から 気体， 気体から 
固体に 直接 変化す る ことを いう。 

(3)  液体が 気体に 変化す る ことを 気化と いう。 

(4)  固体が 液体に 変化す る ことを， 融解と いう。 

(5)  液化とは， 固体が 液体になる ことで， 氷解 ともいう。 

【問題 2】 水に 関する 次の 記述のう ち， 誤って いるものは どれ か。 

(1)  水の 三 態とは， 水蒸気， 水， 氷の 三つの 状態を いう。 

(2)  100 の 水が 水蒸気に なるとき， 1 g にっき 2256.3 J の 気化熱を うばう。 

(3)  気化熱の 大きい ことが， 消火に 使われる 理由の ひとつで ある。 

(4)  水は どんな 場合で も 100て で 沸騰し， 0 で で 凍る。 

(5)  水 1 g の 温度を 14.5で から 15.5で に 高める のに 必要な 熱量は 4.186 J である。 
【問題 3】 比熱に ついて， 次のう ち 正しい ものは どれ か。 

(1)  物質 1 g の 温度を lK(t：) だけ 上昇させる のに 必要な 熱量を その物 質の 比熱 
という 0 

(2)  ある 物質の 温度を 1 K(t：) だけ 上昇させる のに 必要な 熱量を その物 質の 比熱 
という 0 

(3)  同じ 質量の 物体の 温度を lK(t：) だけ 上げたり下げたり する 時， 吸収 または 
放出され る 熱量は 同じで ある。 

(4)  湯 たんぽの 湯が 容易に さめない のは， 水の 比熱が 小さいた めで ある。 

(5)  熱容量は， 比熱を 物質の 量で 除した ものである。 


〔解答〕  【問題 1】（5)  【問題 2】 ⑷  【問題 3】 ⑴ 

23〇 ……… 精選 問題 


【問題 4】 熱の 移動には， 伝導 •対流 •ふく 射の 3 つが 考えられ るが， 次のう ち ふ 
く 射と みられる ものは どれ か。 

(1)  風呂を わかした とき， 水の 表面から 熱くなる。 

(2)  大 火災のと きよく 風が 起こる。 

(3)  太陽熱に よって 大地が 暖められる。 

(4)  火に 突 込んだ 火 ばし の 手元が 次第に 熱くなる。 

(5)  スチーム 暖房は， 室内の 空気の 循環に より 室温を 上昇させる 0 

【問題 5】 20°C の ガソリン 10,00 を 暖めたら， 10,200 £ になった。 このと き ガソリ 
ンの 温度は 何度か。 ただし， ガソリンの 体 膨張率 1.35X10—3 とする。 

(1) 約 25で  ⑵ 約 30で.  (3) 約 35°C 

(4) 約 40°C  (5) 約 551 

【問題 6】 気体の 体 膨張に ついて， 次のう ち 正しい ものは どれ か。 

(1)  気体の 膨張率は， 液体の 体 膨張率と 比較して 小さい。 

(2)  気体の 体積は， 温度が 一定で 圧力が 変化す る 場合には， 圧力の 増減に 比例す 
る。 

(3)  気体の 体積は， 圧力が 一定で 温度が 変化す る 場合には， 温度の 変化に 反比例 
する。 

(4)  気体の 体積は， 圧力が 一定で 温度が 変化す る 場合には， 温度が 1°C 上昇す る 
ごとに， 0  °C のとき の 体積に 対し 約 273 分の 1 ずっ 膨張す る。 

(5)  気体の 膨張率は， 固体の 体 膨張率と 比較して 小さい。 

【問題 7】 静電気の 蓄積と 発生を 少なく する 対策と して， 次のう ち 誤って いるもの 
は どれ か。 

(1)  室内の 湿度を 低く 保っ ようにす る 0 

(2)  除電 服， 除電 靴を 着用す る。 

(3)  導電 材料を 使用す る。 

(4)  配管に よる 危険物の 移送は， 流速を 制限す る。 

(5)  設備 等は 接地 （アース） する 0 


〔解答〕 【問題 4】 （3)  【問題 5】 ⑶  【問題 6】 （4)  【問題 7】 ⑴ 
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【問題 8】 湿度に ついての 記述と して 次のう ち 誤ってい る ものは どれ か。 

(1)  湿度とは， 空気 中の 湿りぐ あい， っまり 空気の 乾湿の 度合いを いう。 

(2)  温度が 高い ほど， 空気 中に 含む ことができる 水蒸気の 量は 少なくなる。 

(3)  絶 体 湿度とは， 空気 中に 含まれる 水蒸気を グラム 数で 表した ものを いう。 

(4)  実効 湿度とは， 当日の 湿度 だけでなく 数日 前の 湿度を 考慮した 上で 判断す る 
湿度 をい う。 

(5)  相対湿度の 値は， 空気 中の 水蒸気の 量が 変わらなくても， 気温が 変化す る こ 
とに よって 変わる。 


【問題 9】 次のう ち 物理 変化は どれ か。 

(1)  水を 電気分解 する と 水素と 酸素に なった。 

(2)  ドライアイス が 常温 常 圧で 二酸化炭素 になった。 

(3)  木炭が 燃えて 二酸化炭素に なった。 

(4)  ベンゼンが 黒煙を 上げて 燃え上がった。 

(5)  鉄を 空気 中に 放置したら 赤 さびが できた。 

【問題 10】 単体， 化合物 および 混合物に ついて， 次のう ち 正しい ものは どれ か。 

0) 水は 酸素と 水素の 化合物で ある。 

(2)  酸素は 単体で あるが， オゾンは 化合物で ある。 

(3)  エチルアルコールは， 原油と 同様に 種々 の 炭化水素の 混合物で ある。 

(4)  ナ トリ ゥムゃ 亜鉛な どは， 2 種 以上の 元素からで きている ので 化合物で ある。 

(5)  空気は， 酸素と 窒素の 化合物で ある。 


【問題 11】 次の 組み合わせ のうち， 正しい ものは どれ か。 


単体 

(1) マグネシウム 
⑵  酸素 

⑶  水 

(4) アルミニウム 
⑸  硫黄 


化合物 
ガソリン 
過酸化水素 
黄 りん 

エチルアルコール 

食塩水 


混合物 

金属 カリウム 
水素 

セルロイド 

ガソリン 

水 


〔解答〕 【問題 8】 ⑵  【問題 9】 ⑵  【問題 10】 ⑴  【問題 11】 （4) 


232 ……… 精選 間 題 


【問題 12】 反応 熱の 記述で あるが， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  分解 熱 . 分解 反応を 起こす ときに 発生 または 吸収す る 熱量。 

(2)  生成 熱 . 化合物が 反応に よって 酸素を 生成す る ときに 発生す る 熱量。 

(3)  中和熱 . 酸と 塩基が 中和 するとき に 発生す る 熱量。 

(4)  燃焼 熱 . 物質が 燃焼 するとき に 発生す る 熱量。 

(5)  溶解熱 . 物質が 液体に 混ざって 全体が 均一に なると きに 発生 または 吸収 

す る 熱量。 

【問題 13】 酸と 塩基に 関する 記述と して， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  酸は 青色の リ トマス 試験紙を 赤色に 変える。 

(2)  希硫酸の 水溶液に 亜鉛を 加える と 水素を 発生す る。 

(3)  塩基は 水溶液 中で 電離す ると 水素 イオンを 出す。 

(4)  酸と 塩基から 塩ので きる 反応を 中和と する。 

(5)  塩基の ことを アルカリ ともいう。 

【問題 14】 次の pH  (水素 イオン 指数） を 示す A 〜 F までの 溶液の 説明と して， 次の 
うち 誤って いるものは どれ か。 


溶液 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

pH 

1 

3 

6 

7 

9 

13 

(1) E と F は アルカリ性を 示す。  （2)  F は E より 強い アルカリ性を 示す。 

(3)  D は 中性を 示す。  (4)  A,  B,  C は それぞれ 酸性を 示す。 

(5)  C は 最も 強い 酸性を 示す。 

【問題 15】 有機化合物の 特性と して， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  非 電解質の ものが 多く， 静電気を 発生し やすい。 

(2)  すべて 水 および アルコール によく 溶ける。 

(3)  すべて 炭素の 化合物で ある。 

(4)  炭素を 主体と して おり， 一般に 可燃性で ある。 

(5)  一般に 無機化合物と 比較して， 融点 および 沸点が 低い。 


〔解答〕  【問題 12】 ⑵  【問題 13】 （3)  【問題 14】 （5)  【問題 15】 ⑵ 
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【問題 16】 燃焼に 関する 説明に ついて， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  燃焼とは， 酸化 反応を 起こし， その 結果 吸 熱 反応と なり 発火を 伴う 反応で あ 
る 0 

(2)  燃焼の 難易の 要因と して， 酸素との 接触 状況が ある。 

(3)  引火点とは， 爆発性 混合 気体を 生成す るのに 必要な， 引火 性 液体の 蒸気を 発 
生す る 最低の 液 温を いう。 

(4)  発火点とは， 空気 中で 可燃性 物質を 加熱した 場合， これに 火炎な どを 近づけ 
なくても 発火し 燃焼を 開始す る 最低の 温度 をい う。 

(5)  引火 性 液体の 燃焼は， 液体から 発生した 蒸気が 空気と 混合して 燃焼す る。 


【 問題 1 7】 次のう ち 燃焼の 起こり 得る 組み合わせは どれ か。 


⑴ 空気 

(2)  ガソリン 

(3)  プロパン 
⑷ 硫黄 

(5) 灯油 


酸素  メチルアルコール 
酸素 電気 火花 
水素 静電気 
水素 赤外線 
酸素 二酸化炭素 


【問題 18】 次の 液体の 引火点 および 燃焼 範囲の 下 限界の 数値と して 考えられる 組み 
合わせと して， 正しい ものは どれ か。 

「ある 引火 性 液体は 35°C で 液面 付近に 濃度 7  %  (容量） の 可燃性 蒸気を 発生した。 


この 状態で マッチを 近づけた ところ 引火した。」 

引火点  燃焼 範囲の 下 限界 

⑴ 

25°C 

10  %  (容量） 

⑵ 

30°C 

6%  (容量) 

⑶ 

351C 

12%  (容量） 

⑷ 

40 1： 

15%  (容量） 

⑸ 

45r 

4  %  (容量) 

〔解答〕  【問題 16】 ⑴  【問題 17】 （2)  【問題 18】 ⑵ 


234 ……… 精選 問題 


【問題 19】 可燃物が 燃焼し やすい 条件と して， 次の 組み合わせ のうち 最も 適当な も 


のは どれ か。 


燃焼 熱 

熱伝導率 

酸素との 接触 面積 

⑴ 

大 

小 

大 

⑵ 

小 

大 

大 

⑶ 

大 

大 

大 

⑷ 

小 

小 

小 

⑸ 

大 

小 

小 

【問題 20】 消火の 理論と して， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  一般に， 空気 中の 酸素 濃度を 15%( 容量） 以下に すると 消火で きる。 

(2)  冷却 作用に よる 消火とは， 可燃物の 温度を 下げる ことによ る 消火で ある。 

(3)  不燃性 ガスの 主たる 消火 作用は， 窒息 作用で ある。 

(4)  可燃物の 除去とは， 燃焼に 必要な 酸素を 除去す る 消火 方法で ある。 

(5)  燃焼の 四 要素で ある， 可燃物， 酸素， 温度 または 連鎖反応の 活性 源のう ちの 
どれ か 一つ 以上を 除去 または 抑制 すれば 消火で きる。 

【問題 21】 消火 方法と その 主たる 消火 効果との 組み合わせ として， 次のう ち 正しい 
ものは どれ か。 

(1)  天 ぶら なべの 油が 燃え だした ので， 強化 液 消火器で 消火した。 …… 除去 効果 

(2)  訓練で オイル パンの 中の 灯油を 燃やし， それを 粉末 （りん 酸 塩類） 消火器で 
消火した。 …… 冷却 効果 

(3)  こぼれた 油が 燃えて いたので， 乾燥 砂で 覆って 消火した。 …… 冷却 効果 

(4)  石油 ストーブが 異常 燃焼した ので 泡 消火器で 消火した 0 …… 除去 効果 

(5)  少量の 重油が 燃えて いたので， 二酸化炭素 消火器で 消火した。 …… 窒息 効果 

【問題 22】 次の 火災と 適応す る 消火器との 組み合わせ として， 次のう ち 誤ってい る 
ものは どれ か。 

(1)  油 火災 . ハロゲン 化物 消火器 

(2)  油 火災 . 泡 消火器 


〔解答〕  【問題 19】 （1)  【問題 20】 （4)  【問題 21】 （5) 
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(3)  電気 火災 

(4)  一般 火災 
⑸ 電気 火災 


二酸化炭素 消火器 
強化 液 消火器 
泡 消火器 


危険物の 性質 • 火災 予防 • 消火 方法 


【問題 1】 危険物の 類と その 性質との 組合せと して， 次のう ち 誤って いるものは ど 
れ か。 

(1)  第 1 類 . 酸化 性の 固体で ある。 

(2)  第 2 類 . 可燃性の 固体 または 液体で ある。 

(3)  第 3 類 . 自然発火 性 または 禁 水性で ある。 

(4)  第 5 類 . 自己 反応性 物質で ある。 

(5)  第 6 類 . 酸化 性の 液体で ある。 

【問題 2】 第 四 類の 共通す る 性質と して， 次のう ち 正しい ものは どれ か。 

0) 自然発火 する ものが 多い。 

(2)  水溶性の ものが 多い。 

(3)  蒸気 比重 （空気 =1) は 1 より 大きい。 

(4)  水と 接触す る ことにより， 発熱し やすい。 

(5)  液 比重は 1 より 大きい。 

【問題 3】 第 四 類の 危険物の 貯蔵， 取扱いの 方法と して， 次の A 〜 D のうち 誤って 
いるものの 組み合わせは どれ か。 

A 貯蔵し ま たは 取り 扱う 場所は， 必ず その 危険物の 引火点 以下の 温度に 保つ 0 
B  火気 や 高温 体の 接近を 避け， 可燃性 蒸気が 漏れない ように 気をつける こと。 
C  可燃性 蒸気の 排出は できるだけ 低 所で， かつ， 地表に 向けて 行う。 

D  引火点の 低い ものを 貯蔵し または 取り 扱う 場所の 電気 設備は， 防 爆 構造の 
ものと する。 

(1) A  と  B  (2)  B  と  C  (3)  B  と  D 

(4)  A  と  C  (5)  C  と  D 


〔解答〕  【問題 22】 ⑸  【問題 1】 ⑵  【問題 2】 （3)  【問題 3】 ⑷ 

236 ……… 精選 問題 


【問題 4】 第 四 類の 危険物に 対する 消火の 方法と して， 次のう ち 適当で ない ものは 
どれ か。 

(1 )  冷却して 消火す る 方法が 最もよ い。 

(2)  水溶性の ものは， 耐 アルコール 泡で 消火で きる。 

(3)  粉末 消火 剤で 消火で きる。 

(4)  ハロゲン 化物 消火 剤は， 負 触媒に よる 消火 効果 も 大きい。 

(5)  泡 消火 剤で 窒息して 消火しても よい。 

【問題 5】 A,  B 欄に 掲げた 物質のう ち， 両方と も 水に 溶けない ものは， 次のう ち 


どれ か。 

A 

B 

⑴ 

エチレン グリ コール 

ァニ リン 

⑵ 

クレオソート 油 

氷酢酸 

⑶ 

二硫化炭素 

メ チル アルコール 

⑷ 

酸化 プロ ピ レン 

ピリ ジン 

⑸ 

ト ル エン 

軽油 

【問題 6】 次の 危険物の うち， 燃焼 範囲が 最も 広く， かつ 下限 値の 低い ものは どれ 
か。 

(1) 二硫化炭素  (2) エチルアルコール  （3) アニ リン 

(4) アセトン  （5) ピリ ジン 

【問題 7】 ジエ チル エーテルの 貯蔵， 取扱いの 方法に ついて， 次のう ち 誤ってい る 
ものは どれ か。 

(1)  火気を 近づけない。 

(2)  直射日光を 避けて 冷 所に 貯蔵す る。 

(3)  容器は 密栓す る。 

(4)  沸点が 高い ので， 特に 温度 管理は 必要がない。 

⑸ 通風を よくす る。 


〔解答〕 【問題 4】（1)  【問題 5】 （5)  【問題 6】（1)  【問題 7】 ⑷ 
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【問題 8】 二硫化炭素の 性質と して， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  引火点が 低く 揮発し やすい。 

(2)  蒸気は 有毒で， 多量に 吸引す ると 危険で ある。 

(3)  純粋な ものは， 無色の 特 臭の ある 液体で ある。 

(4)  燃焼す ると 二酸化硫黄 （亜硫酸ガス） を 出す。 

(5)  比重は 水より 小さい。 

【問題 9】 ガソリンの 貯蔵， 取扱いの 注意事項 として， 次のう ち 誤って いるものは 
どれ か。 

(1)  静電気の 蓄積に 注意す る。 

(2)  通風， 換気を よくす る。 

(3)  蒸気 比重が 1 より 大きい ので， 容器は 密栓す る 必要は ない。 

(4)  火気を 近づけない。 

(5)  川 や 下水溝な どに 流出 させない。 


【問題 10】 ガソリンに ついて， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  炭化水素 化合物が 主成分で ある。 

(2)  特有の 臭いの ある 原油 分留 製品の 1 っで ある。 

(3)  蒸気は 空気より 重い。 

(4)  用途に より 着色され る 場合が ある。 

(5)  電気を 比較的よ く 通す ので， 灯油， 軽油と 混合し なければ 静電気は 蓄積され 
ない。 

【問題 11】 自動車 ガソリンに ついての 説明で， 次のう ち 正しい ものは どれ か。 

(1)  燃焼 範囲は 広く， おおむね 0.4% 〜 47%  (容量） である。 

(2)  発火点は， 第 四 類 危険物の うちでは 低い 方で 100°C 以下で ある。 

(3)  引火点は， 一般に一 40°C 以下で ある。 

(4)  自動車 用の ものは， 一般に 青色に 着色され ている。 

(5)  蒸気 比重は， 1.0 である。 


〔解答〕  【問題 8】 （5)  【問題 9】 （3)  【問題 10】 ⑸  【問題 11】 ⑶ 


238 ……… 精選 問題 


【問題 12】 アセトンの 性状に ついての 説明で， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  アルコールには 溶けない。 

(2)  比重は， 1 より 小さい。 

(3)  水に よく 溶ける。 

(4)  蒸気 比重は， ガソリンより 小さい。 

(5)  発火点は ガソリンより 高い 0 

【問題 13】 ベンゼンと トルエンに ついて， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  ともに 芳香 族 炭化水素 である。 

(2)  ともに 無色の 液体で 水よ り 軽い。 

(3)  ともに 引火点は 常温 （20°C) より 低い。 

(4)  ベンゼンは 水に 溶けない が， トルエンは 水に よく 溶ける。 

(5)  蒸気は ともに 有毒で あるが， その 毒性は ベンゼンの 方が 強い。 

【問題 14】 メチルアルコールと エチルアルコールの 性質と して， 次のう ち 誤ってい 
る ものは どれ か。 

(1)  いずれも 無色 透明で ある。 

(2)  エチルアルコールは 自動車の 燃料と して 使われ， 給油 取扱 所 も 基準 化されて 
いる 0 

(3)  燃焼 範囲が' 広い のは メチルアルコール である。 

(4)  いずれも 燃焼 時の 炎が 淡く 認識 しづら い。 

(5)  メチルアルコール は 毒性が あるが， エチルアルコール は 酒類の 主成分で ある。 

【問題 15】 灯油に ついて， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1) 液 比重は 1 以下で 水に 溶けない。 

⑵ 引火点は 40°C 以上で， ストーブの 燃料 や 溶剤な どに 使われる。 

(3)  流動の 際には， 静電気を 発生し やすい。 

(4)  加熱な どに より 液 温が 引火点 以上に なっても， 引火 危険は ない。 

(5)  蒸気 比重は， 空気より 大きく 低 所に 滞留し やすい。 


〔解答〕  【問題 12】 ⑴  【問題 13】 （4)  【問題 14】 ⑵  【問題 15】 ⑷ 
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【問題 16】 灯油に ついて， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  ガソリンが 混合され た 灯油は， 使用す ると 危険性が ある 0 

(2)  液 温が 引火点 以上に なると， ガソリンと 同様の 危険性が ある。 

(3)  電気の 不良導体で， 流動に より 静電気を 発生す る 危険性が ある。 

(4)  引火点 以下で も 霧 状に なって 空気 中に 浮遊 するとき は， 弓 I 火の 危険性が ある。 

(5)  揮発性が 強いので， ガス 抜き 口栓 付きの 貯蔵 容器を 用いる。 

【問題 17】 軽油に ついて， 次のう ち 正しい ものは どれ か。 

(1)  液 温が 引火点 未満で あっても 周囲の 気温が それ 以上で あれば 引火す る。 

(2)  液 温と 周囲の 気温が ともに 引火点 以上のと き だけ 引火す る。 

(3)  液 温が 引火点 以上に なっても 周囲の 気温が それ 以下で あれば 引火し ない。 

(4)  液 温が 引火点 以上に なれば 周囲の 気温に 関係な く 引火す る。 

(5)  液 温が 引火点 以上に なれば _然 発火す る。 

【問題 18】 重油に ついて， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  常温 （20°C) では 一般に 液状で あるが， 温度が 低くなる と 粘性が 高くなる。 

(2)  日本工業規格では A 重油， B 重油 および C 重油に 分類され ている。 

(3)  引火した 場合は， 液 温が 高く なって いるので， 大量に 燃えて いると きは 消火 
困難な 場合が ある。 

(4)  消火の 手段と しては， 泡， 消火 粉末な どの 放射が 有効で ある。 

(5)  引火点が 高い ので， 注水に よる 冷却 消火が 適して いる。 

【問題 19】 第 四 石油 類に ついて， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  ギヤ ー 油 や シリンダー 油な どが 該当する 0 

(2)  水に 溶ける ものが 多い 0 

(3)  常温 （20°C) で 液状で ある。 

(4)  一般に， ガソリン に比べ 粘性が 高い 0 

(5)  引火点が 200°C 以上の 液体で ある。 


〔解答〕  【問題 16】 （5)  【問題 17】 （4)  【問題 18】 （5)  【問題 19】 ⑵ 

24〇 ……… 精選 間 題 


【問題 20】 動植物 油 類に ついて， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1 )  ヨウ 素 価 130 以上の も のを 乾性油 という。 

(2)  引火点 以上に 熱する と ガソリンと 同様な 引火 危険を 生じる。 

(3)  てんぷら 油が 燃え 出した とき， それに 注水す ると 危険で ある。 

⑷ 引火点は， 100 〜 120°C 程度で ある。 

(5) アマ ニ 油な どの 乾性油は， ぼろ布， ウェスな どに しみ 込んで いると 自然発火 
する ことがある。 

【問題 21】 動植物 油 類の 乾性油が しみ 込んだ 繊維な どは， 取扱いに 当たって 特に 注 
意し なければ ならない。 この 理由と して， 次のう ち 最も 適当な ものは どれ か。 

(1)  乾性油が 激しく 蒸発して おり， 引火し やすいから。 

(2)  繊維な どに しみ 込んだ 乾性油は， 発火点が 低く なって いるから。 

(3)  乾性油と 繊維な どが 反応して， 不安定な 物質を 生成して いる ことがあ るから。 

(4)  乾性油は 空気 中の 酸素で 酸化され やすく， また， 酸化 熱が 蓄積され やすい 状 
態に あるた め， _然 発火の 危険性が あるから。 

(5)  繊維な どに しみ 込んだ 乾性油は 燃焼 速度が 速く， 消火し にくい から。 

【問題 22】 消火 方法と して， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  ア セト ンの 火災に 耐 アルコール 泡に よる 窒息 消火。 

(2)  ガソリ ンの 火災に 二酸化炭素 による 窒息 消火。 

(3)  ベンゼンの 火災 に ハロゲン 化物 による 窒息 消火。 

(4)  軽油の 火災に 棒状 注水に よる 冷却 消火。 

(5)  氷酢酸の 火災に 粉末 や耐 アル コール 泡に よる 窒息 消火。 


危険物に 関する 法令 


【問題 1】 消防法に 定める 危険物と して， 次のう ち 正しい ものは どれ か。 

(1)  すべて 発火 性 または 引火 性 物品で ある。 

(2)  すべて 可燃性 液体で ある。 

(3)  すべて 危険性の ある 化学 薬品で ある。 


〔解答〕  【問題 20】 ⑷  【問題 21】 （4)  【問題 22】 ⑷ 
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(4) 石油 類 等の 引火 性 液体で ある。 

⑸ 消防法 別表の 品名 欄に 掲げる 物品で， 同 表に 定める 区分に 応じ 性質 欄に 掲げ 
る 性状を 有する ものである。 


【問題 2】 危険物の 品名， 性質 および 指定 数量の 組み合わせで， 次のう ち 誤つ てい 


る ものは どれ か。 


品名 

性質 

指定 数量 

⑴ 

第 1 石油 類 

水溶性 液体 

400  6 

⑵ 

第 1 石油 類 

非 水溶性 液体 

500^ 

⑶ 

第 2 石油 類 

非 水溶性 液体 

1,000  t 

⑷ 

第 2 石油 類 

水溶性 液体 

2,000  t 

⑸ 

第 3 石油 類 

水溶性 液体 

4,000  t 

【問題 3】 屋内 貯蔵所に 次の 危険物を 貯蔵す る 場合， 指定 数量の 倍数は いくらに な 
るか。 

ガソリン 2,00 (H  エチルアルコール 800£  灯油 3,000 必 重油 4,00 0 玄 

(1) 12.0 倍  (2) 15.5 倍  ⑶ 17.0 倍 

(4) 15.67 倍  ⑸ 9.5 倍 

【問題 4】 取扱 所に 関する 記述と して， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  給油 取扱 所 . 固定した 給油 設備に よっ て 自動車 等の 燃料 タンク に 直接 給 

油す るた め， 危険物を 取り扱う 取扱 所 

(2)  第 1 種 販売 取扱 所 . 店舗に おいて 容器 入りの ままで 販売す るた め， 指定 

数量の 15 倍 以下の 危険物を 取り 扱う 取扱 所 

(3)  第 2 種 販売 取扱 所 . 店舗に おいて 容器 入りの ままで 販売す るた め， 指定 

数量の 1 5 倍を 超える 危険物を 取り扱う 取扱 所 

(4)  移送 取扱 所 . 配管 およ び ボン プ なら びに これら に 付属す る 設備に よっ て, 

危 険物 の 移送の 取扱 いを 行う 取扱 所 

(5)  一般 取扱 所 . 給油 取扱 所， 販売 取扱 所なら びに 移送 取扱 所以 外の 取扱 所 


〔解答〕 【問題 1】 ⑸  【問題 2】 ⑵  【問題 3】 ⑶  【問題 4】 ⑶ 
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【問題 5】 給油 取扱 所を 設置す る 場合， 使用 できるようになる 時期と して， 次のう 
ち 正しい ものは どれ か。 

(1)  完成 検査 済 証の 交付を 受けた のち。 

(2)  使用許可 証の 交付を 受けた のち。 

(3)  設置 許可を 受けた のち。 

(4)  設置 工事が 完成した のち。 

(5)  完成 検査を 受けた のち。 

【問題 6 】 法 第 12 条の 2 第 1 項 または 第 2 項の 製造所 等の 使用 停止 命令の 発令 事由 
に 該当し ない ものは， 次のう ち どれ か。 

(1)  危険物 保安 監督者を 定めた が， その 者に 保安 監督を させて いないと き。 

(2)  完成 検査 または 仮 使用の 承認を 受けないで 製造所 等を 使用した とき。 

(3)  危険物 保安 監督者の 解任 命令に 違反した とき。 

(4)  危険物 保安 統括 管理者を 定めた が， 市町村 長 等を 選任の 届出を していな いと 
ぎ 0 

(5)  危険物の 貯蔵， 取扱い 基準の 遵守 命令に 違反した とき。 

【問題 7】 危険物 取扱 者 免状に ついて， 次のう ち 正しい ものは どれ か。 

(1)  免状は， 甲種 および 乙種の 2 種類が ある。 

(2)  免状を 亡失した 場合は， 10 日 以内に その 免状を 交付した 都道府県 知事に 届け 
出なければ ならない。 

(3)  免状を 亡失し， 再交付を 受ける 場合は， 一部 科目 免除に より 再試験を 受けな 
ければ ならない。 

(4)  免状を 亡失して， 免状の 再交付を 受けた 者が 亡失した 免状を 発見した 場合は, 
これを 10 日 以内に 再交付を 受けた 都道府県 知事に 提出し なければ ならない。 

(5)  消防法 令に 違反して， 免状の 返納を 命じられても， 30 日を 経過 すれば 改めて 
免状の 交付を 受ける ことができる。 


〔解答〕  【問題 5】（1)  【問題 6】 ⑷  【問題 7】 ⑷ 


危険物に 関する 法令 


243 


【問題 8】 危険物 保安 監督者に 関する 説明で， 次のう ち 正しい ものは いくつ あるか。 
A 危険物 保安 監督者は， 甲種 危険物 取扱 者 または 乙種 危険物 取扱 者で， 1 年 
以上の 実務 経験が 必要と されて いる。 

B  危険物 取扱 者で あれば， 免状の 種類に 関係な く 危険物 保安 監督者に 選任す 
る ことができる。 

C  危険物 保安 監督者を 定める 権限を 有して いるのは， 製造所 等の 所有者， 管 
理者 または 占有 者で ある。 

D 危険物 保安 監督者は， 危険物 施設 保安 員の 指示に 従って 保安の 監督を しな 
ければ なら ない。 

E  危険物 保安 監督者は， 危険物の 数量 や 指定 数量の 倍数に かかわらず すべて 
選任し なければ ならない。 

(1) 1 っ  （2)  2 っ  （3)  3 っ  (4)  4 っ  （5) なし 

【問題 9】 予防 規程に ついて， 次のう ち 正しい ものは どれ か。 

(1)  製造所 等に おける 位置， 構造， 設備の 点検 項目に っいて 定めた 規程を いう。 

(2)  製造所 等に おける 貯蔵， 取り扱う 危険物の 数量に っいて 定めた 規程を いう。 

(3)  製造所 等に おける 危険物 取扱 者の 遵守 事項 を 定めた 規程を いう。 

(4)  製造所 等の 火災を 予防す るた め， 危険物の 保安に 関し 必要な 事項を 定めた 規 
程を いう。 

(5)  製造所 等の 労働災害を 予防す るた めの 安全 管理の 仕方を 定めた 規程を いう。 

【問題 10】 製造所に おける 定期 点検に ついての 説明で， 誤って いるものは どれ か。 

(1)  製造所 等の 所有者， 管理者 または 占有 者は， 定期 点検 記録を 作成し， これを 
保存し なければ ならない。 

(2)  丙種 危険物 取扱 者は， 定期 点検を 行う ことができない。 

(3)  危険物 施設 保安 員は， 定期 点検を 行う ことができる。 

(4)  定期 点検は， 法 第 10 条第 4 項の 技術 上の 基準に 適合して いるか どうかに つい 
て 行わなければ ならない。 

(5)  危険物 取扱 者の 立 会いを 受けた ときは， 取扱 者 以外の 者で も 定期 点検を 行う 
ことができる。 


〔解答〕  【問題 8】 （1)  【問題 9】 （4)  【問題 10】 ⑵ 


施  精選 間 題 


【問題 11】 製造所 等の 中には， 特定の 建築物 等との 間に 保安 距離を 保たなければ な 
らな いものが あるが， その 建築物 等と 保安 距離の 組み合わせ として， 次のう ち 誤 
つて いるものは どれ か。 


(1)  住宅 . 10m 以上 

(2)  中学校 . 20m 以上 

(3)  病院 . 30m 以上 

(4)  幼稚園 . 30m 以上 

(5)  重要文化財 . 50m 以上 


【問題 12】 製造所の 基準に ついて， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  学校， 病院から 20m 以上の 保安 距離を 確保す る こと。 

(2)  危険物を 取り扱う 建築物の 窓 または 出入口に ガラスを 用いる 場合は， 網 入り 
ガラスと する こと。 

(3)  地階は 設けない こと。 

(4)  指定 数量の 倍数が 10 以上の 製造所には， 避 雷 設備を 設ける こと。 

(5)  建築物， 工作物の 周囲には， 定められた 幅の 空地を 保有す る こと。 

【問題 13】 灯油を 貯蔵す る 屋内 貯蔵所の 位置， 構造 および 設備の 技術 上の 基準で， 
誤り は 次のう ち どれ か。 

(1)  貯蔵 倉庫の 床面積は 2,000 m2 以下と する こと。 

(2)  指定 数量の 10 倍 以上の 貯蔵 倉庫には 原則と して 避 雷 設備を 設ける こと。 

(3)  貯蔵 倉庫には 危険物を 貯蔵し， 取り扱う ため 必要な 採光， 照明 および 換気の 
設備を 設ける こと。 

(4)  貯蔵 倉庫の 床は 危険物が 浸透し ない 構造に するとと もに かっ， ためますを 設 
ける こと。 

(5)  貯蔵 倉庫には 内部に 滞留した 可燃性 蒸気を 屋外の 高所に 排出す るた めの 装置 
を 設ける こと。 


〔解答〕  【問題 11】 ⑵  【問題 12】 （1)  【問題 13】 ⑴ 
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【問題 14】 引火 性 液体を 貯蔵す る 屋外 タンク 貯蔵所の 防 油 堤に ついての 説明で， 誤 
って いるものは 次のう ち どれ か。 

(1)  防 油 堤には， その内 部の 滞 水を 外部に 排水す るた めの 水 抜 口を 設ける こと。 

(2)  防 油 堤は， コンクリート， コンクリートブロック または 土で 造る こと。 

(3)  防 油 堤の 高さは 0.5m 以上で ある こと。 

(4)  屋外 貯蔵タンクの 周囲に 設ける 防 油 堤の 容量は， タンク 容量の 110% 以上と 
し， 2 以上の タンクが ある 場合は 最大で ある タンク 容量の 110% 以上と する こと 0 

(5)  防 油 堤の 高さが 1 m を 超える ものは， おおむね 30m ごとに 堤 内に 出入す るた 
めの 階段を 設置し， または 土砂の 盛 上げ 等を する こと。 

【問題 15】 引火点が 40°C 以上の 第 4 類の 危険物の みを 貯蔵す る 屋内 タンク 貯蔵所に 
ついて， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  屋内 貯蔵タンクの タンク 専用 室は， 平屋 建 以外の 建築物に 設ける ことができ 
る。 

(2)  同ー タンク 専用 室内に 貯蔵タンクを 2 以上 設置す る 場合は， それぞれの タン 
ク の 最大 容量は 指定 数量の 40 倍 以下で あ る こと。 

(3)  屋内 貯蔵タンクと タンク 専用 室の 壁との 間は， 0.5m 以上の 間隔を 保っ こと。 

(4)  貯蔵タンクには， 危険物の 量を 自動的に 表示す る 装置を 設ける こと 0 

(5)  タンク 専用 室の 床は， 危険物が 浸透し ない 構造と するとと もに， 傾斜を っけ， 
ためますを 設ける こと。 

【問題 16】 地下 タンク 貯蔵所に 設ける 無 弁 通気 管に ついて， 次のう ち 正しい ものは 
どれ か。 

(1)  通気 管は 地下 貯蔵タンクの 頂 部に 取り付ける こと。 

(2)  通気 管は タンクに 圧力が かかって いるので， 安全弁が 必要で ある。 

(3)  通気 管は 危険物が 通過す る 管な ので， 全て 溶接と なる。 

(4)  通気 管の 先端は できる だけ 地上に 近い 低 所に する こと。 

(5)  通気 管は 注入 管， 送油管， 計量 口と 同一 管と する。 


〔解答〕  【問題 14】 ⑵  【問題 15】 ⑵  【問題 16】 ⑴ 

246 ……… 精選 間 題 


【問題 17】 簡易 タンク 貯蔵所に 関する 記述と して 1 次のう ち 誤って いるものは どれ 

か。 

(1)  保安 距離に っいて 法令 上の 規制は とくにない。 

(2)  屋外に 設ける 場合は， 簡易 タンクの 周囲に 1 m 以上の 幅の 空地を 保有す る こ 
と 0 

(3)  簡易 貯蔵タンクの 容量は 6,00 以下で ある こと 0 

(4)  1 つの 簡易 タンク 貯蔵所に 設置す る タンクは， 3 っ 以内と し， 同一 品質の 危 
険 物の タ ンクを 2 つ 以上 設置し ない こと 0 

(5)  簡易 貯蔵タンクは， 用意に 移動し ないように 地盤 面， 架台 等に 固定す る こと。 

【問題 18】 移動 タンク 貯蔵所の 位置， 構造 および 設備の 技術 上の 基準で 誤りは どれ 

か。 

(1)  第 3 種 および 第 4 種の 消火 設備を 移動 タンク 貯蔵所の タンクの 容量に 応じて 
設ける こと。 

(2)  移動 貯蔵タンクの 底 弁 （手動 閉鎖 装置） の レバーは 手前に 引き倒す ことによ 
り 閉鎖 装置を 作動させる ものである こと。 

(3)  タンク の 容量 (i 30,000  i 以下 とする こと 0 

(4)  屋外の 防火 上 安全な 場所 または 壁， 床， 梁 および 屋根を 耐火 構造と し 若しく 
は 不燃 材料で 造った 建築物の 1 階に 常置す る こと。 

(5)  静電気に よる 災害の 発生す る 恐れの ある 液体の 危険物の タンクに は 接地 導線 
を 設ける こと。 

【問題 19】 屋外 貯蔵所で 貯蔵で きる 危険物の 組み合わせ として， 次のう ち 正しい も 

のは どれ か。 

(1)  硫黄 灯油 重油  メチルアルコール 

(2)  硫黄 灯油 軽油 ギヤ ー 油 

(3)  硫黄 灯油 軽油 エチルアルコール 

(4)  軽油 ギヤ ー 油 ジエ チル エーテル ガソリン 

(5)  軽油 ナ タネ 油 ガソリン 硝酸 


〔解答〕  【問題 17】 ⑶  【問題 18】 ⑴  【問題 19】 ⑵ 


卮険 物に 関する 法每 
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【問題 20】 給油 取扱 所に ついての 説明で， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

〇) 屋内 給油 取扱 所の 事務所 等の 窓 または 出入口に ガラスを 用いる 場合は， 網 入 
り ガラスに する こと。 

(2)  メタノールを 取り扱う 給油 取扱 所は， ガソリンと 性質が 異なる ことから 構造, 
設備に っいて 特例を 定めて いる。 

(3)  地下 専用 タンクの 容量は， 30,000  0 以下で ある こと。 

(4)  灯油を 容器に 詰め替える ための 注油 設備を 設ける 場合は， 詰め替え 作業に 必 
要な 空地を 給油 空地 内に 保有す る こと。 

(5)  給油 取扱 所は， 保安 距離， 保有 空地を 設ける ことにっ いて 法令 上 定めがない。 

【問題 21】 危険物の 第 1 種 販売 取扱 所の 用に 供す る 部分に ついて， 次のう ち 誤って 

いるものは どれ か。 

0) 平屋 建てで なければ ならない。 

(2)  はりを 不燃 材料で 作る とともに， 天井を 設ける 場合に あっては， これを 不燃 
材料で 作る こと。 

(3)  窓 および 出入口に ガラスを 用いる 場合は， 網 入り ガラスと する こと。 

(4)  壁を 耐火 構造と する か 又は 不燃 材料で 作り， その 両面を 防火 構造と する こと。 

(5)  第 1 種 販売 取扱 所の 用に 供す る 部分と その他の 部分との 隔壁は， 耐火 構造と 
しなければ ならない。 

【問題 22】 製造所 等に 掲げる 掲示板に ついての 説明で， 次のう ち 誤って いるものは 

どれ か。 

0) 掲示板は， 幅 0.3m 以上， 長さ 0.6m 以上の 板で ある こと。 

(2)  給油 取扱 所には， 「給油 中 エンジン 停止」 と 表示した 掲示板を 設ける こと。 

(3)  地色が 赤の 掲示板は， 「火気厳禁」 または 「火気 注意」 を 示して いる。 

(4)  掲示板には， 危険物の 類， 品名 および 貯蔵 最大 数量 または 取扱 最大 数量， 指 
定数 量の 倍数なら びに 危険物 保安 監督者を 定めなければ ならない 製造所 等では， 
危険物 保安 監督者の 氏名 ま たは 職名を 表示す る こと。 

(5)  第 四 類の 危険物を 貯蔵し， または 取り扱って いる 製造所 等には， 地を 青色， 
文字を 赤色と した 「火気 注意」 ならびに 「取扱注意」 の 掲示板を 設ける こと。 


〔解答〕  【問題 20】 （4)  【問題 21】 （1)  【問題 22】 ⑸ 


248 ……… 精選 間 題 


【問題 23】 消火 設備の 組み合わせ として， 次のう ち 正しい ものは どれ か。 


(1) 第 1 種の 消火 設備 
⑵ 第 2 種の 消火 設備 

(3)  第 3 種の 消火 設備 

(4)  第 4 種の 消火 設備 

(5)  第 5 種の 消火 設備 


泡 消火 設備 

ハロゲン 化物 消火 設備 
屋外 消火栓 設備 
大型 粉末 消火器 
屋外 消火栓 設備 


【問題 24】 電気 火災に 不 適応な 第 5 種の 消火 設備は， 次のう ち どれ か。 

(1)  二酸化炭素を 放射す る 消火器 

(2)  ハロゲン 化物を 放射す る 消火 設備 

(3)  消火 粉末を 放射す る 小型 消火器 

(4)  棒状の 強化 液を 放射す る 消火 設備 

(5)  霧 状の 水を 放射す る 消火器 

【問題 25】 製造所 等に おける 危険物の 貯蔵 または 取扱いの すべてに 共通す る 技術 上 
の 基準と して， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1)  ためます または 油 分離 装置に たまった 危険物は， あふれな いように 随時く み 
上げる こと。 

(2)  危険物を 保護 液 中に 保存す る 場合は， 当該 危険物が 保護 液から 露出 しないよ 
う にす る こと。 

(3)  危険物の 変質， 異物の 混入 等に より， 当該 危険物の 危険性が 増大す る おそれ 
の あるときは， 定期的に 安全性を 確認す る こと。 

(4)  建築物， 設備 等は， 当該 危険物の 性質に 応じ， 遮光 または 換気を 行う こと。 

(5)  計器 類を 監視して， 当該 危険物の 性質に 応じた 適正な 温度， 湿度 または 圧力 
を 保つ ように 貯蔵し， または 取り扱う こと。 


〔解答〕  【問題 23】 （4)  【問題 24】 （4)  【問題 25】 ⑶ 


危険物に 閧 する 法 有 
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【問題 26】 危険物の 貯蔵 または 取扱いの すべてに 共通す る 技術 上の 基準に ついて， 

次のう ち 正しい ものは どれ か。 

0) 危険物の くず， かす 等は 1 週間に 1 回 以上 廃棄 等の 処置を する こと。 

(2)  製造所 等に おいて 許可 または 届出が された 危険物は， 同じ 類， 数量で あれば 
品名 は 随時 変更す る こと がで きる。 

(3)  危険物が 残存して いる 容器 等を 修理す る 場合は， 安全な 場所に おいて 危険物 
を 完全に 除去した 後に 行う こと。 

(4)  可燃性 蒸気が 漏れる おそれの ある 場所で 火花を 発する 機械 器具， 工具 等を 使 
用す る 場合は 注意して 行う こと。 

(5)  製造所 等に おいては 常に 清掃に 努める とともに， 空箱 等 不必要な 物件は 取扱 
作業の 障害に なら ない 場所に 置 くこと。 

【問題 27】 危険物の 積載， 運搬の 基準に ついて， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

0) 危険物を 運搬す る 場合は， 運搬 容器， 積載 方法 および 運搬 方法に っいての 基 
準に 従わなければ ならない。 

(2)  類を 異にする 指定 数量 以上の 危険物の 混載は， 全面的に 禁止され ている。 

(3)  指定 数量 以上の 危険物を 車両で 運搬す る 場合， 車両の 前後の 見やす い 位置に 
定められた 標識を 掲げなければ ならない。 

(4)  指定 数量 以上の 危険物を 車両で 運搬す る 場合， 運搬す る 危険物に 適応す る 消 
火器を 設ける こと。 

(5)  運搬 容器の 外部には， 危険物の 品名， 数量 等 定められた 表示を して 積載す る 
こと。 

【問題 28】 指定 数量 以上の 2 種類の 危険物を 運搬す る 場合に， 同時に 運搬で きない 

組み合わせは， 次のう ち どれ か。 

(1)  第一 類の 危険物と 第 六 類の 危険物 

(2)  第二 類の 危険物と 第 四 類の 危険物 

(3)  第三 類の 危険物と 第 四 類の 危険物 

(4)  第 四 類の 危険物と 第 六 類の 危険物 

(5)  第五 類の 危険物と 第二 類の 危険物 


〔解答〕  【問題 26】 （3)  【問題 27】 ⑵  【問題 28】 ⑷ 


250 ……… 親 選 問題 


【問題 29】 移動 タンク 貯蔵所に よる ガソリンの 移送 および 取扱いに ついて， 次の A 
〜 E の 記述のう ち， 基準に 適合して いるもの はいくつ あるか。 

A 乗車して いる 危険物 取扱 者の 免状は， 事務所で 保管 している。 

B  運転者は， 丙種 危険物 取扱 者で 免状 を 携帯して いる。 

C 運転者は 危険物 取扱 者では ない が， 同乗者が 乙種 危険物 取扱 者 （第 4 類） 
で 免状を 携帯して いる。 

D 完成 検査 済 証は， 事務所で 保管 している。 

E  移動 貯蔵タンク 内の ガソリンを 他の タンクに 注入 するとき は， 原動機を 使 
用して 行う。 

(1) 1 っ  （2)  2 っ  （3)  3 っ  (4)  4 っ  （5)  5 っ 

【問題 30】 市町村 長 等の 命令と して， 次のう ち 誤って いるものは どれ か。 

(1) 製造所 等に おいて 危険物の 流出 その他の 事故が 発生した ときに， 所有者 等が 

応急 措置を 講じて いないと き。 . 応急 措置 実施 命令 

⑵ 製造所 等の 位置， 構造 または 設備が 技術 上の 基準に 適合して いないと き。 
. 製造所 等の 修理， 改造 または 移転 命令 

(3)  公共の 安全の 維持 または 災害 発生の 防止の ため， 緊急の 必要が あるとき。 
. 製造所 等 の 一時 使用 停止 また は 使用 制 限 命令 

(4)  製造所 等に おける 危険物の 貯蔵 または 取扱いの 方法が， 危険物の 貯蔵， 取扱 
いの 技術 上の 基準に 違反して いると き。 

. 危険物の 貯蔵， 取扱 基準 遵守 命令 

(5)  危険物 保安 監督者が， その 責務を 怠って いると き。 

. 危険物の 取扱 作業の 保安に 関す る 講習の 受講 命令 

【問題 31】 製造所 等の 許可の 取消しに 該当 しないのは， 次のう ち どれ か。 

(1)  製造所の 位置と 構造を 無 許可で 変更した とき。 

(2)  完成 検査を 受けないで 屋内 貯蔵所を 使用した とき。 

(3)  給油 取扱 所の 定期 点検が 実施され ていない とき。 • 

(4)  一般 取扱 所の 予防 規程が 変更され ていなかった とき。 

(5)  製造所に 対する 修理， 改造 命令に 従わなかった とき。 


〔解答〕  【問題 29】 ⑵  【問題 30】 （5)  【問題 31】 （4) 


卮険 物に 関する 法 有 
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0 弟 四 類 危険物 品名の 別称 一 覧〇 


物品 名 


ジエ チル エーテル 

(c2h5)2o 

二硫化炭素 

cs2 

ア セト アルデヒド 

CH3CH0 

酸化 プロ ピ レン 

CH3-C(^-CH2 

ガソリン 

ベンゼン 

c6h6 

ト ル エン 

c6h5ch3 

酢酸 ェ チル 

ch3cooc2h5 

メ チル エチ ルケ トン 

ch3coc2h5 

アセトン 

(ch3)2co 

ピリ ジン 

C5H5N 

エチルアルコール 

C2H5OH 

抑-プロ ピル アルコール 

c3h7oh 

イソ プロ ピル アルコール 

(ch3)2choh 

灯油 

軽油 

クロ  ロ ベンゼン 

c6h5ci 

キ シレン 

c6h4  (ch3)2 

酢酸 

CH3COOH 

プロ ピオ ン酸 

C_2C 00 H 

アクリ ル 酸 

CH2 二  CHCOOH 

重油 

ク レオ ソート 油 

ァニ リン 

c6h5nh2 

ニトロ ベンゼン 

c6h5no2 

エチレン グリ コール 

c2h4  (oh)2 

グ リセ リン 

c3h5  (OH) 3 

化学式 


別称 (通称) 


エ チル エーテル， エーテル， 酸 化エ チル 

硫 炭， 二硫 炭， 硫化 炭素 

エ タナー ル， アルデヒド， エ チル アルデヒド 
プロピレン オキサイド， プロピレン オキ シド 

P0 

揮発油 

ベン ゾール 

トル オール， メ チル ベンゼン， メ チル ベンゾール 
エ チル アセテート， 酢酸 エーテル， 酢エチ 
MEK, エ チル メチ ルケ トン， 2 -ブタ ノン 
ジメチ ルケ トン， プロ パ ノン 


エタノール， アルコール， 酒精， メ チル カルビ ノール 

1 -  プロ パ ノール 

2 -  プロ パ ノール， イソ プロ パ ノール， ipa 
ケロ シン， ケロ セン， ケロ セン オイル 

デイ ーゼル 油， ガス オイル 
クロル ベンゼン， 塩化 フエ ニル 
キ シロー ル， ジメ チル ベンゼン， ザイ レン 
氷酢酸， エタ ン酸 


ビ ニルぎ 酸 


アニ リン オイル， ア ミノ ベンゼン， フエ ニル アミ ン 
ニトロ ベン ゾール 
メチ ルセロ ソル ブ アセテート， 

2 •メ トキ シエ チル アセテート， 酢酸 メチ ルセロ ソル ブ 
グリ セロー ル， リス リン 
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巻末 付録 


〇 その他の 危険物 品名 別称 一 覧 Q 


物品 名 

化学式 

別称 （通称） 

塩素酸 カリウム 

KCI03 

塩素酸 カリ， 塩ボツ 

塩素酸 ナ トリウム 

NaCI03 

塩素酸 ソー ダ 

塩素酸 アン モニ ウム 

NH4CIO3 

塩素酸 アン モン 

過 酸化 カルシウム 

Ca02 

過 酸化 石灰 

過 酸化 マグネシウム 

Mg02 

過 酸化 マグネシア 

過 酸化 バリウム 

Ba02 

結晶は 過 酸化 重 土， 二 酸化 重 土 

臭素 酸 カリウム 

KBr03 

ブロム 酸 カリ 

硝酸 カ リウ ム 

KN03 

硝石 

硝酸 ナトリウム 

NaN03 

硝酸 ソー ダ， チリ 硝石 

硝酸 アン モニ ウム 

NH4NO3 

硝酸 アン モン， 硝安 

無水 クロム 酸 

CrO〗 

三 酸化 クロム 

次亜 塩素酸 カルシウム 三 水 塩 

Ca(CI0)2-3H20 

漂白 粉， カルキ， クローム， 石灰， 高度 さらし 粉 

三 塩化 イソ シア ヌル 酸 

C3N3O3CI3 

トリクロ ロイ ソ シア ヌル 酸 

ペル オキソ ほう 酸ア 

nh4bo3 

過 ほう 酸 アン モニ ウム 

ンモ ニウム 

ナトリウム 

Na 

金属 ソー ダ 

黄 リン 

P 

白 リン 

水素 化 ナトリウム 

NaH 

水素 ソー ダ 

り ん化 カルシウム 

2 

り ん化 石灰 

炭化 カルシウム 

CaC2 

カルシウム カーバ イド 

トリクロ  ロ シラン 

SiHCla 

三 塩化 シラン 

過 酸化 ベン ゾイル 

(C6H5C0)202 

ベン ゾイル パー オキサイド 

ニトログリセリン 

c3h5  (ono2)3 

三 硝酸 グリセリン 

ニト ロセル ロース 

硝化 綿， 硝酸 繊維素 

ピクリ ン酸 

c6h2  (no2)3oh 

トリニ トロ フエノー ル 

トリニ ト ロト ル エン 

c6h2  (no2)3ch3 

T.N.T, トリニ トロ トル オール 

ジ ニ トロ ソ ペン タメ チレン テト ラミン 

C5H10N6O2 

DPT 

アゾ ビス イソ プチ ロニ トリル 

〔c(ch3)2cn〕2n2 

AIBN 

ジア ゾ ニトロ フエノー ル 

c6h2n4o5 

DDNP 
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族 

周期 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

2 


3 


H 

1.0 
水 ! 


Li 


Be 


6.9 

リチウム 


9.0 

ベリリウム 


Na 


Mg 


※ 元素 記号のう ち， 赤色 文字は 遷移 元素， 
他は 典型 元素。 

※ CZI は， 非金属元素。 

※ 斜体 字は， 常温で 気体。 — の ある 文 
字は， 常温で 液体。 他は 常温で 固体。 

※ 原子量の うち， 〔 〕 をつ けた ものは， 
最も 安定な 放射性同位体の 質量数。 


ナトリウム 

マグネシウム 

19  1 

20  2 

21  3 

22  3 

23  3 

24  2 

25 

26  2 

4 

K 

Ca 

Sc 

Ti  4 

V  5 

Cr  1 

Mn  ! 

Fe 

39.1 

40.1 

45.0 

47.9 

50.9 

52.0 

54.9  7 

55.9 

カリウム 

カルシウム 

スカンジウム 

チタン 

バナジウム 

クロム 

マンガン 

鉄 

37  1 

38  2 

39  3 

40  4 

41  3 

42  3 

43  6 

44  3 

5 

Rb 

Sr 

Y 

Zr 

Nb  5 

Mo  $ 

Tc 

Ru  S 

85.5 

87.6 

88.9 

91.2 

92.9 

95.9 

[99〕 

101.1 

ルビジウム 

ストロンチウム 

ィッ トリウム 

ジルコニウム 

ニオブ 

モリブデン 

テクネチウム 

ルテニウム 

55  1 

56  2 

57 〜 71 

72  4 

73  5 

74  6 

75  1 

76  2 

6 

Cs 

Ba 

Hf 

Ta 

W 

Re  ' 

Os  l 

132.9 

137.3 

178.5 

180.9 

183.8 

186.2 

190.2 

セシウム 

バリウム 

ラン タノ イド 

ハフニウム 

タンタル 

タングステン 

レニウム 

オス ニウム 

87  1 

88  2 

的〜 

7 

Fr 

Ra 

[223] 

フランシウム 

[226) 

ラジウム 

アク チノ イド 

ラン タノ イド 

57  3 

La 

138.9 

ランタン 

58  3 

Ce  4 

140.1 

セリウム 

59  3 

Pr 

140.9 

プラセオジム 

60  3 

Nd 

144.2 

ネオジム 

61  3 

Pm 

〔145〕 

プロメチウム 

62  2 

Sm 

150.4 

サマリウム 

アク チノ イド 

89  3 

Ac 

90  4 

Th 

91  5 

Pa 

92  4 

U  6 

93  4 

Np  ® 

94  3 

Pu  i 

[227〕 

232.0 

231.0 

238.0 

〔237〕 

〔239〕 

アクチニウム 

トリウム 

プロトアクチニウム 

ウラン 

ネプツニウム 

プルトニウム 
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63  2 

Eu  3 

64  3 

65  3 

66  3 

67  3 

68  3 

69  3 

70  2 

71  3 

Gd 

Tb 

Dy 

Ho 

Er 

Tm 

Yb 

Lu 

152.0 

157.3 

158.9 

162.5 

164.9 

167.3 

168.9 

173.0 

175.0 

ユウ ロ ピウ ム 

ガドリニウム 

テルビウム 

ジスプロシウム 

ホル ミ ウ厶 

エルビウム 

ツリウム 

イッテルビウム 

ルテチウム 

95  3 

96  3 

97  3 

98  3 

99 

100 

101 

102 

103 

Am  1 

Cm 

Bk 

Cf 

Es 

Fm 

Md 

No 

Lr 

[243] 

〔247〕 

〔247〕 

〔252〕 

〔252〕 

〔257〕 

〔256〕 

〔259〕 

[260] 

アメリシウム 

キュリウム 

バークリウム 

か J ホル ニウム 

アイン スタ 仁ウム 

フェルミウム 

ルンデ レビ ウム 

ノーベリウム 

ローレンシウム 
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